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　プロローグ　ラプンツェルの姫君






　雨が降ふっていた。静かに、とても静かに。

　十一月も終わりの日が近づき、空を覆おおった鈍にび色いろの空から零こぼれ落ちた冷たい雨は、季節を少し早送りしたかのように大地を凍こごえさせていた。

「雨か……」

　レイニー・ブラディミールは小さく呟つぶやいた。

　アロマに囚とらわれた彼女はフランスの海に浮うかぶ修道院モン・サン・ミッシェルへと連れて来られていた。

　一糸まとわぬ姿すがたのままここに連れて来られた彼女は、今は御お伽とぎ噺ばなしの姫君のようなドレスを着せられていた。だが彼女が幽ゆう閉へいされたのは来らい賓ひんのための客室ではなく、修道院の地下深くの冷え冷えとした牢ろう獄ごくだった。首にはまるでローマ帝てい国こく時代の船ふな漕こぎの奴ど隷れいのような肉厚の首輪。彼女は囚とらわれの姫君であった。

「雨か……」

　彼女はもう一度呟く。囚われの身となった彼女にできるのは雨音に耳を澄すますことぐらいだった。

　けれどそれはさほど悪いものではなかった。モン・サン・ミッシェルの複雑な形状をした修道院に降り注ぐ雨音は、意識を向ければまるで天然の木もつ琴きんのように彼女の耳に届とどいた。

　皮肉にも囚われの身となったことで訪おとずれた静かな時間。雨音に耳を傾かたむけながら時間を過ごすなど、一千年の昔『向こう側』から生きて帰き還かんし、終わらぬ戦いの日々に身を投じてから初めてのことだろう。

　そういえばまだ一人の少女であった遠い昔には、雨の日はこうして雨音を聴ききながら太陽が雲の間から顔を出してくれるのを待ち焦こがれていたような気もした。ドレスに身を飾かざり、ただ退たい屈くつすることだけを恐おそれていればよかったあの頃ころ。もう情景さえ思い浮かべることのできないあまりに遠い昔の自分。意外とわたしは変わっていないのだな……そんなことを思い、彼女は苦笑した。

　しかし彼女の心はすぐにざわめき始める。修道院の石いし壁かべを伝って地下へと染しみ込んで来た雨は血の匂においがした。復活したアロマの下もと、魔ま族ぞくが人間の世界に侵しん攻こうを始め、流された血が大気中に巻まき上げられてまた雨となって地表に戻もどっているのだ。

　いったいどれほどの血が流されたのであろうか──

　そのようなことに思いが向くのは、遥はるかなる時間をこの世界の守護者として生きてきた彼女の心が失われてないことの証左であるのかもしれない。

　けれども彼女はここから脱だつ出しゆつすることはできない。彼女の首に嵌はめられた肉厚の首輪は、アロマが自らの手によって作り出した物。目には見えぬ魔ま導どうの鎖くさりを介かいして直接アロマと繋つながり、アロマの手がレイニーを鷲わし掴づかみにしているも同じ。偉大なる君主グランマスターの血を受けた彼女とはいえ、上位の盟主ロードの拘こう束そくを受けては逃にげることなど不可能だった。

　ぴくり、とレイニーは顔を上げた。雨音に混じり足音が近づいて来ていた。小さなハイヒールを楽器のように打ち鳴らし、軽かろやかなステップを踏ふんでいる。足音の主が誰だれであるかに気づき、レイニーの目が鋭するどく尖とがった。

　ドアが開き現れたのは、真しん紅くのドレスをまとった小こ柄がらな少女と、隆りゆう々りゆうとした肉体の野の武ぶ士しのごとき男であった。

「ご気分は如何いかがかしら、レイニー？」

　真紅の貴婦人レデイ・ルージユアロマは、子こ供どもがクリスマスのプレゼントの包ほう装そうを解くかのような無む邪じや気きな笑え顔がおを浮うかべながら訊たずねた。

　──が、アロマの微笑ほほえみはすぐに怪け訝げんそうな表情へと変わる。まるで箱の中にあるべき物がなかったかのように。

　アロマは部屋の隅すみに目をやった。そこには全ぜん裸らの男が惨みじめな顔でうずくまっていた。

「なぜ何もしてないのかしら？」

　アロマは男に小首を傾かしげながら言う。

「わたしは貴方あなたに『休むことなくこの女を抱きなさい』と命じたはずだけど？　せっかくこの世で最も高こう貴きな血を受けた美女に綺き麗れいなドレスを着せて二人っきりにしてあげたっていうのに、何が不満なのかしら？」

「お許し下さい貴婦人っ。私わたくしには……私には無理でございますっ」

　男は──彼かれはこの世界ではそれなりの領地を統すべる魔族の一人であったが──アロマの足元に跪ひざまずき、床ゆか石いしに頭を擦こすりつけて許しを乞こうた。この幼おさなき姿をした盟主の命を果たせぬことが如い何かなる結果を招くか、彼は『向こう側』にいるときからよく見聞きしていた。

「ああ……もしかして貴方、『グランマスターの姫君に手を出したら後でお叱しかりを受ける』とでも心配しているのね？」

　しかしアロマは優やさしく微笑んだ。

「いいこと？　貴方はグランマスターの女に手を出すんじゃないのよ。ほらご覧らんなさいな。彼女ったらとても苦しんでいるでしょ？　だから貴方がグランマスターに代わって癒いやしてあげるの。これは彼女を助けることでもあるのよ。後のことを心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。グランマスターにはわたしからちゃんと説明してあげるわ。だから……ね？」

「そうではございませんっ。私などにはとてもこの方のお相手などできないのですっ」

　涙なみだを浮かべながら懇こん願がんする男に、アロマの瞳ひとみから男に対する一いつ切さいの興味が消え失うせた。アロマは男を冷え冷えとした視し線せんで一いち瞥べつし、レイニーに訊たずねた。

「ねえ、レイニー。か弱いお姫様の今の貴方がどうやって身を守ったのかしら？」

「別に身を守ろうとなどしていない。こんな男に嬲なぶられたところでわたしの心は何も感じぬ。ただ、ベッドに押おし倒たおされたときに『お前にわたしを楽しませることができるといいな』と言ったら、意い気き消しよう沈ちんして部屋の隅で項うな垂だれてしまった」

　アロマの顔に再び楽しそうな笑みが戻もどった。

「ふふ……貴方みたいな女に冷たい目で見られてそんなこと言われたら、こうなっちゃうわよね。もう二度と使い物にならないんじゃないかしら？」

　アロマは足元に跪く男に視線を向けた。

「貴方、役立たずね」

　アロマの足元に赤黒い闇やみが現れる。「ひっ……」と男が恐きよう怖ふの声を漏もらす。

「わたしね、役立たずな男の人って嫌きらいなの」

　アロマの足元に現れた闇は男の下で一いつ瞬しゆんで沼ぬまのように広がると、次の瞬間、沼が巨きよ大だいな手となってせり上がって、男を掴つかんで沼の中へと引きずり込こんだ。

「ああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようと全身の骨ほねがばきばきと砕くだかれる音を残して男は沼の中へと消え、水面はぶるんと揺ゆれてから何事もなかったかのように元の石の床ゆかへと戻った。もうどこを掘ほったところで男の遺い骸がいは見つかることはないだろう。

「ハーシュハイザー、貴方なら姫様のお相手をしてさしあげられるかしら？」

　背はい後ごに控ひかえていた野武士のごとき男──彼女の忠ちゆう実じつなる僕しもべハーシュハイザーは、その問いに微かすかに眉まゆを顰ひそめるが、「……貴婦人のお望みとあれば」と言って前に進み出た。

　何も自分の前でやってみせろとは言ってないのに服のボタンを外していくハーシュハイザーにアロマは珍めずらしく苦笑を漏らした。

「やっぱりやらなくていいわ。貴方って好敵手との戦いにしか欲よく望ぼうを持てない男ね」

　と、そのとき新たな足音が近づいて来た。

　現れたのは冷たい目をした痩そう身しんの男、アロマのもう一人の従じゆう者しやイレウスだった。

　イレウスはレイニーの存そん在ざいに煩わずらわしそうな顔をするが、アロマが「構わないから話しなさい」と命ずると、「それらしき者がオランダの国境線を越こえたとの報告がありましたが、まだ見つかっておりません」と言った。

「……そうなの」アロマはちらりとレイニーに意味ありげな視線を送る。「そうね……どうしようかしら？」

「放ほうっておいても取るに足らぬ相手かと」

「彼が『わたしの力』を使いこなしたとしても？」

　イレウスが何についての報告に現れたか──会話に登場する『彼』というのが誰のことなのかに気づいたレイニーは、ハッとして顔を上げた。

「もし……使いこなせればの話ですが」渋しぶ々しぶながらといった感じで言ってから、イレウスもちらりとレイニーに目をやる。「そこの裏うら切ぎり者女がそうであったように、あやつは我われ々われと戦う力を得るでしょう。けれど所しよ詮せん使徒は使徒。貴方様を超こえることなどあり得ません」

「そうかしら？」

「……貴婦人。貴方様は何をお望みなのですか？　お話によると貴方様は、この女と一いつ緒しよにあやつを捕とらえられたのに、そのまま逃がしたと」

「ええ。でもそれがどうかして？」

「どうかと……言われましても……」イレウスは口ごもる。「妨ぼう害がい者が存在しているのに、なぜそれを放っておくのかと。それに貴方あなた様は、まるであやつがここに来ることを期待されているように映うつります」

「ふふ……何だかわたし、貴方に叱しかられているみたい」

　アロマは笑顔を浮かべたままだったが、それは最後通つう牒ちようだった。イレウスごとき一いつ介かいの魔族がアロマの為なすことに疑ぎ問もんを挟はさむなど許されることではなかった。「い、いや、あの……」イレウスの顔は漂ひよう白はくしたように青ざめていく。

「早く彼を探さがしなさい。彼に『ゲート』を閉とじられてしまったらわたし、グランマスターに申し訳わけが立たないわ」

　アロマは「しっ、しっ」とばかりに手を払はらう。イレウスは逃げるようにして牢ろうを出て行った。

「……何の話だ？」

「あら、貴方みたいな氷の女でも気になるの、薫かおる君のことが」

　アロマの言葉にレイニーの顔が微かに強こわ張ばる。その反応にアロマの唇くちびるに残ざん酷こくな笑みが浮かぶ。

「そうそう。わたし、貴方のそういう顔が見たかったの。本来なら歯し牙がにもかけぬつまらない男に弄もてあそばれた貴方が、憎にくしみに満ちた瞳でわたしを睨にらむ顔とかね」

「貴き様さまの悪あく趣しゆ味みな遊びの話など聞きたくない。答えろ。薫で何をしようとしている？」

「今け朝さ方がたから薫君の居い場ば所しよが把は握あくできなくなったから捜さがさせているの」

「把握できなくなった？」

「そう。わたしと彼は繋つながっているから彼のやることはみんな分かっていたんだけど、何らかの方法を使ってわたしの目から身を隠かくしたみたいね。使徒となったばかりの薫君がどうしてそんなことができたのか……」

（……そうか）

　レイニーには思い当たることがあった。自分が得え物ものを繋つなぐ金属糸を身体からだに巻まきつけて闇やみの者の気配を絶ったのと同じやり方に違ちがいない。

　闇の者となって日の浅い薫がどうしてその方法を知っているかは分からないが、薫を見失ったというのはいいニュースだった。アロマの目から逃のがれられたのなら、ゲートを閉じるチャンスがある。

（……だがしかし、なぜアロマはあの場で薫を逃しておきながら、今度は部下を使って追わせる？　何か事態が急変でもしたのか……？）

「……薫君が無事でほっとした様子ね、レイニー」

　そんなことを考えていると、アロマがくすくすと笑いながらレイニーを覗のぞき込んでいた。レイニーはアロマをじっと見み据すえた。

「ねえ、レイニー。貴方、薫君のこと、好き？」

「わたしはあいつと一いつ緒しよにいることを望んでいる。それを恋こいと呼よぶのなら、きっとそうなのだろう」

「わたしもよ。どうしてあんな青あお臭くさい人間の子こ供どもなんかにこんなに心が騒さわぐのか自分でもよく分からないんだけど……。ふふ、だからわたし、貴方たちが心で結ばれたことにとっても嫉しつ妬としてるの。彼がここに来たら、貴方の前で彼に凄すごいことをしてあげるわ。昨夜、貴方が薫君にしてあげたことよりずっと凄いことを」

「ほう、わたしが薫とどれほどのことをしたかお前に分かるとでも言うのかな？」

「ええ、全部」アロマはニンマリと笑う。「言ったでしょ？　わたしは今朝方までは薫君のやることの『全すべて』を把握していたって。……薫君って夜になるとあんなケダモノになっちゃうのね。とってもステキ」

「……!!」

　レイニーはベッドから立ち上がった。自分らが情事を終えた後に現れたアロマ。それが意味することを察し、レイニーの顔に激はげしい怒いかりと恥ち辱じよくが浮かんだ。この女は薫を通して、自分と薫だけの胸むねの中だけにあるべきあの夜のことを全て観察していたのだ。

　レイニーは怒りのままにアロマへと飛び掛かかるが、後ろからスッと進み出たハーシュハイザーがレイニーの首を掴つかんでベッドへと引き戻もどす。レイニーは爪つめを伸のばしてハーシュハイザーの腕うでを斬きり落としてやろうとするが、力を封ふうじられたレイニーでは皮を切るのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「お姫ひめ様さまはお淑しとやかにしているものよ、レイニー」

　アロマはハーシュハイザーを制した。ハーシュハイザーは手を離はなすと、何の警けい戒かいもせずにレイニーに背せを向ける。自分などもう無防備に背を向けても恐おそるるに足りない存在……。奴の対応にレイニーは自分の無力さを痛つう感かんし、身体から力が抜ぬけていった。

「ふふ……そうよ」アロマはレイニーの前にちょこんと座すわった。「己おのれの力が絶対に及およばぬことを悟さとったとき、人の心は折れてしまうわ。貴方たちはとても弱い生き物。天まで届とどく壁かべが立ち塞ふさがっていたら、それを登ろうなんて思わないでしょ？　だからね、これから薫君にも絶望を知ってもらうの。自分が何をしても、わたしの手の中で足あ掻がいているにすぎないことを。そして無力にゲートが開いてしまったとき、薫君は身も心もわたしの物になるわ」

「お前は薫という人間を分かっていない。どんな絶望を前にしても、奴は決して抗あらがうことをやめない」

「もしそうだったら、わたし、ますます薫君のことが好きになってしまうかも」

　アロマはドレスを翻ひるがえして牢ろう獄ごくを出て行った。

　再び牢獄に雨音だけが響ひびき渡わたった。

　レイニーは感じていた。この地下牢の地下数十メートルの所にあるゲートが断だん末まつ魔まのような悲鳴を上げて軋きしんでいることを。カウントダウンはもう始まっている。一千年前に叩たたき落とされたあの忌いまわしき世界の芳ほう香こうがその隙すき間まから吹ふき出している。自分の命を捧ささげねばゲートはもうすぐ開いてしまう。しかしこの世界の命運を賭かけたそのことさえ、あの無む邪じや気きな魔王の前では一時の興にすぎないのだ。そのような相手を前にして、いったい人類に何ができるのだろうか？

　レイニーはふと一編の童話を思い出した。先代のレディ・キィ、ソフィア・リヴィエールに乞こわれて読んで聞かせたラプンツェルの物語。悪あしき魔女によって高い塔とうに閉じ込められた娘むすめは魔女の目を盗ぬすんで糸巻き車で編んだ布をロープのように垂たらし、彼女を助けに来た王子を迎むかえ入れようとする。

　あの物語の結末はどうなったのだろうか？

　レイニーはどうしても物語の結末が思い出せなかった。娘は王子と共に逃にげ延のびたのであろうか？　それとも王子は足を滑すべらせて塔をまっ逆さまに落ちて行ったのだっただろうか？　繰くり返し読んで聞かせた記き憶おくはないから、きっとソフィアにはお気に召めさぬような結末だったのかもしれない。

　レイニーの胸に一人の青年の顔が浮かぶ。初めて肉体の渇かつ望ぼうではなく情を求めて肌はだを重ねた青年の顔が。

　わたしを迎むかえに来てくれ薫……と、レイニーは心の中で呟つぶやく。なぜか声に出してその言葉を、薫の名を、アロマに聞かせたくはなかった。

　レイニーはもう一度その言葉を声に出さず呟いた。



　──わたしを迎えに来てくれ薫。この命を無意味に終わらせぬために。

　　　　◇




　オランダ南部に位置する工業の街アイントホーフェン。

　冷たい氷ひ雨さめの降ふりしきる夕ゆう暮ぐれの裏うら路ろ地じを二人の少女が駆かけていた。片かた方ほうは十五歳さいぐらい。もう片方はまだ十歳になったばかりといったところ。酷ひどく息を切らせ、瞳には涙なみだが滲にじんでいる。二人は背はい後ごを何度も何度も振ふり返りながら走っていた。

　普ふ段だんであれば、住人たちは仕事を終えて街に繰くり出し、街に居を置くサッカーのクラブ・チームの話に花を咲さかせている時間であったが、街は異い様ような空気に包まれていた。工場は朝から停止したままで、街にほとんど人の姿すがたはない。それは全すべて、昨夜突とつ然ぜん現れて街を襲おそったあの忌いまわしき者たちのせいだった。

「おねえちゃん……怖こわいよ……」

「いいから黙だまって走りなさいっ」

　寒さですっかり冷たくなった妹の手を姉はしっかと掴む。妹の手は震ふるえている。だがその手を掴む姉の手もまた震えていた。

　街に『化ばけ物もの』が現れたのはつい昨日の夜のことだった。

　化物たちはまず警けい察さつ署しよを襲い、警官たちを殺していった。銃じゆうはまったく役に立たず、警官たちはまるで小枝を刈かるかのように次々と屍しかばねの山と変えられていった。

　それが終わると街の人間を咬かんで同じ化物──使徒に変えていった。各地を制圧しに現れた魔族はほんの数人だけだったが、今は数十人、いや数百人にもなった闇やみの眷けん属ぞくたちが我わが物顔で街を闊かつ歩ぽし、殺さつ戮りくの宴うたげを広げている。少女たちの母親はとっくに喰くい殺された。警察官であった父とは連れん絡らくが取れてないが、もう生きてはいないだろう。

　そして、それと同じことがヨーロッパ中で起きている。軍と警察組織は制圧され、最初に現れた化物に生み出された新たな化物──使徒が、解き放たれた野や獣じゆうのように街で人を喰らい、女を犯している。

　抵てい抗こうできる者はいない。助けてくれる者もいない。人々にできることは、あてもなく街を逃にげ回ることだけ。

　裏うら通どおりが終わり道が開けた。姉はここらの地理をよく知っていた。高こう架か下したに工事途と中ちゆうで放ほう棄きされた、誰だれも来はしない空き地があるのだ。そこで朝まで過ごせれば……。

　と、そこで二人は呆ぼう然ぜんとして足を止めた。

「……何だ、お前らは？」

　そこには数人の男たちがたむろしていた。赤い目をした禍まが々まがしき男たち。「へへ……」と一人がにまにまと笑いながらこちらへと近づいて来る。昨日まではどこにでもいる家庭的な優やさしいおじさんであったかもしれないが、今はその口にはずらりと牙きばが覗のぞいていた。二人はぺたんと地面にへたり込んだ。

「待て」

　と、別の男が命令口調で制した。他の者たちとは違ちがい、一人だけ地元の者という雰ふん囲い気きではなかった。そして男の言葉に他の者たちが犬のように服ふく従じゆうする姿に、姉はこの男が昨夜街を襲った最初の化物のうちの一人であると直感した。

「ある二人組を捜さがしている」

「二人組……？」

「そうだ。片方は東洋人の若い男、もう片方は眼帯を付けた女だ。アイントホーフェンの駅の手前で汽車を飛び降おりたとの報告があったから、まだこの近くにいるはずなのだが……知らないかな？」

　姉は首を振ふった。すると男は「そうか」とだけ言うと、少女たちに背を向け、手下たちに指示を始めた。手下たちは自分ら姉妹のことがまだ気にかかって仕方ない様子だが、リーダー格の男はそんな手下たちにやや呆あきれたように指示を続ける。よほどその二人組というのが重要なのか、自分ら姉妹のことなどどうでもよさそうだった。助かったのだろうか……と姉は男たちの会話に耳を澄すませた。

「……では私は市議会の庁ちよう舎しやの方にいる。見かけたらすぐに連れん絡らくをしろ。ただしあまり乱らん暴ぼうな真ま似ねはするな。女の方はどうでもいいが、男の顔には絶対に傷きずはつけるなとのお達しだ」

「はあ……分かりやしたが。けどその二人組というのは何者なんですかい？　何か途と方ほうもなくお偉えらい方が探しているとか何とか……」

「お前らが知る必要はない」

　男は反はん論ろんを許さぬ調子で言った。

「は、はい。……それで、あの……」

「まだ何かあるのか？」

「いえ、あの、そいつのことは分かりやしたから、その……」と手下は姉妹の方に目をやる。顔には卑ひ屈くつな笑みが浮かんでいた。「その二人は……構わねえですよね？　すぐに済すみますから」

「……勝手にしろ」

　男は呆れたように踵きびすを返した。

「へへ……」

『おあずけ』をされていた手下たちが涎よだれを垂たらさんばかりの様子で姉妹に向かって行く。

（助けて……）

　心の中で姉は助けを求める。殺された母親に。もしかすると生きているかもしれない父親に。そして神に。お願いです、神様。この呪のろわれた化物から弱きわたしたちをお護まもりください……。

　一人の伸のばした手が姉の胸むな倉ぐらを掴つかんで引っ張り上げたそのときであった。

（えっ……!?）

　いきなり──本当に誰も気づかないくらい唐とう突とつに──横からスッと手が伸びて、男の腕うでを掴んだ。

「な、何だてめえはっ」

　そこには女性と見み間ま違ちがえるほど華きや奢しやな一人の東洋人の青年の姿があった。服の裾すそから覗く青年の手はエナメルのような光こう沢たくのあるボディ・スーツに包まれ、華奢な体たい躯くとは対たい照しよう的に筋きん肉にくがワイヤーの束のように美しく浮うき上がっていた。

「い、痛いてぇなっ、離はなしやがれっ」

　男は青年の手を振ふり払はらおうとするが、青年はびくともせず、男の腕を万まん力りきのように締め上げる。姉は我が目を疑うたがった。この化物たちは手で軽く撫なでただけで人間を無む惨ざんに肉にく塊かいに変えたというのに。

（この人も化物の一人……？　でも……）

「ぎゃああっ！」

　悲鳴が響ひびき渡わたり、男が水みず溜たまりの中を転がった。掴まれていた男の腕は青年の手の中で熟うれた果実のように握にぎり潰つぶされていた。

「何しやがんだよっ、仲間じゃねえかっ」

「……仲間？　僕ぼくがお前らの？」

　苦しむ男を無感情な瞳で見み下おろしながら青年が口を開いた。凍こおるような冷たい声だった。

「ずいぶんと暢のん気きなもんだ。自分が探している奴やつの顔も知らないだなんて」

　青年は地面でもがき苦しむ男の頭を何の躊躇ためらいもなく踏ふみ潰つぶした。

「てめえっ！」

　手下たちのうち血の気の多そうな何人かが怒ど号ごうを上げて青年へと向かって行く。人間であった頃ころより腕っ節に自信があったのであろう巨きよ躯くの男は、闇やみの力を得て服を突つき破らんばかりに筋肉が膨ふくれ上がっていた。青年に丸太のような腕が迫せまる。

「バ、バカがっ。お前らよさないかっ」リーダー格の男──魔ま族ぞくの男が慌あわてて戻って来る。「そのガキは真紅の貴婦人レデイ・ルージユのお気に入りだぞっ。傷をつけたら私どころかこの街ごと地図上から消しよう滅めつさせ……」

　が、そこから繰くり広げられた光景は魔族の男の恐れていたものとはまるで違った。

「あ？」

　巨躯の男が間の抜ぬけた声を漏もらした。大型車だって一いち撃げきで残ざん骸がいにしてしまいそうな大おお柄がらな使徒の腕を青年は無造作に掴んで突とつ進しんを止めてしまったのだ。

「な、何だよこりゃ……」

　巨躯の男の足が地面を離はなれた。青年が片手で男の巨体を持ち上げていた。男の抵てい抗こうは青年には何の意味もなさず、腕の関節に体重が掛かかり男は悲鳴を上げる。

　関節が体重を支ささえきれなくなってばきりと反対に折れた。崩くずれた男を待っていたのは青年の脚あしだった。「や、やめ……」哀あい願がんの言葉に耳を貸さず、青年の脚が一いつ閃せんする。ズンッ、と頭部が胴どう体たいにめり込こみ、男は絶命した。

　青年は地面を蹴けって宙を舞まい、青年に向かって行かなかった臆おく病びような使徒の一人の背はい後ごに立った。「待ってくれっ、俺おれは……」何か懐かい柔じゆうの言葉を口にしようとしたが、青年は構わず背後から男の心しん臓ぞうを貫つらぬいた。

「心配してくれてありがとう」

　あっと言う間に二つの死体を作った青年は、唖あ然ぜんとする魔族の男に皮肉な口調で言った。

「でも大だい丈じよう夫ぶだ。こいつら程度じゃ僕には傷なんてつけられないから」青年の服の裾から何かが滑すべり出る。それは金属の塊かたまりを細い鋼こう線せんで結んだ物だった。それはまるで生き物のように動き出し、魔族の男を見み据すえるように鎌かま首くびをもたげた。「それから、もちろんお前でも」

「や、やべえっ!!」

　少女たちを嬲なぶり殺そうとしていたときの嗜し虐ぎやく的な優ゆう越えつ感は消え失うせ、使徒たちは真まっ青さおになって逆方向に逃にげようとした。が、銃じゆう声せいと共に一番前にいた使徒が吹ふき飛ばされた。

　そこにいたのは黒いレザーのライダー・スーツに身を包んだ長身の女だった。

　手にはショットガン。片方の瞳を眼帯で覆おおい、肌はだにピッタリと張り付くレザーの内側から、何とも怪あやしげな妖香を立ち昇のぼらせている。

　眼帯の女は、胸むねに大おお穴あなを空けられてじたばたともがいている使徒の頭を踏み潰し、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「ったく、何やってんのよ。いちいち人間を助けてる暇ひまなんてないでしょ。わたしらだって追おわれてるんだからさ」

「文句を言ってる間があったらさっさと片付ければいいだろ」

　青年が言うと、眼帯の女は「はいはい」と面めん倒どう臭くさそうに応こたえながらショットガンを構えた。銃じゆう口こうを向けられた使徒は地面を蹴けって跳ちよう躍やくして逃げようとするが、眼帯の女はそいつを目で追うことさえせず、銃口だけ動かして引き金を引いた。ぎゃあ、という悲鳴と共に墜つい落らくして来た使徒は、地面に落ちたときにはもう動いていなかった。

「うわあああっ！」

　魔族の自尊心をかなぐり捨すて、男が姉妹たちを人ひと質じちに取ろうと向かって来る。

　だが、彼女らの元にたどり着くより早く、男の胸に大穴が空いた。男の胸を貫つらぬいて金属錐すいが姉の額の先、数センチのところで静止していた。胸に空いた大穴の向こうに見える青年が手を引くと、金属錐はひゅんと音を立てて青年の元に戻って行き、魔族の男は水みず溜たまりの中に崩くずれ落ちた。

　少女たちは唖あ然ぜんとするばかりだった。あれほど好き勝手に街を荒あらした化ばけ物ものたちがほんの数十秒のうちに二人の男女によって全すべて片付けられてしまったのだ。

「怪け我がはない？」

　青年は糸と金属錐を回収して少女たちの元にやって来て手を差し伸のべた。先程の殺さつ伐ばつとした表情は消え、優やさしげな顔で少女たちに微笑ほほえんでいた。

　が──二人は動くことができなかった。「おねえちゃん……」彼女の手を握にぎる妹はまだ震ふるえていた。それは彼女も同じだった。あの美しき青年の中には何か別のものが蠢うごめいている。二人はそれを本能的に察していた。

　この人は怖こわい。あいつらと同じ……いや、あいつらなんかよりずっと──。

「……わたしたちを喰くうの？　ママみたいに」

　姉は怯おびえながらも青年を睨にらみつけて言った。

　すると青年の顔に寂さみしげな陰かげが差し、二人から顔を背そむけた。「……しないよ……そんなこと」化物たちをまるで物ともしなかった青年の顔に浮かんだ痛いた々いたしげな表情に、姉はそんなことを口にしてしまったのを少し後こう悔かいした。

　青年は何かを振り払うように首を振り、二人の方を向いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕ぼくらがあいつらをこの街から追い払うから」

「……貴方あなたは？」

「僕は深ふか津つ薫。エスクードの深津薫だ」



    

  
    
      　ＡＣＴ．１　反逆者たち






　早朝にルクセンブルクを発たった薫かおるとヴァルデリーは、汽車を乗り継ついで北へと向かっていた。

　目的地はオランダのロッテルダム。レイニーと一夜を過ごしたルクセンブルクの北東に位置し、モン・サン・ミッシェルとはほぼ逆方向になるが、生き残ったエスクードの兵士たちが行動を起こしていることを長は谷せ川がわ司し祭さいに教えられ、薫たちは司祭らと合流することを決めたのである。

　しかし駅には検問が設けられ薫たちを追い始めたため、二人はここアイントホーフェンで汽車を飛び降おり、車を調達せねばならなかった──。



「それで車は手に入ったのか？」

　使徒たちを屠ほふった薫は、眼帯の女──ヴァルデリーに訊たずねた。

「表に停とめてあるわよ。そいつらをさっさとどうにかして行きましょうよ」

　ヴァルデリーは地面にへたり込んだままガタガタと震ふるえている姉妹に面めん倒どう臭くさそうな視し線せんを送って言った。

「分かってる」

「……なに偉えらそうに言ってんだか」

『余計な』人助けをしたことが気に食わないらしく毒づくヴァルデリーを無視し、薫は震える姉妹に言った。

「街の外まで送って行ってあげるよ。大きな街はもう連中の支配下にある。アイントホーフェンを出てどこか郊こう外がいの街に避ひ難なんしていた方がいい。街の外に親しん戚せきとかいる？」

　少女たちはぶるぶると首を振ふる。

「いないの？」

　また少女たちはぶるぶると首を振った。薫は少女たちが自分の言葉を聞いてないことに気づいた。酷ひどく怯おびえていて、薫の言葉など耳に入っていなかった。

「参ったな……」

　薫は頭をかきながらヴァルデリーの方を向いたが、彼女は不ふ機き嫌げんな顔のまま『我われ関かんせず』という感じだった。

「……そうだ。ちょっと待ってて。知り合いに聞いてみるから」

　と薫は携けい帯たい電話を取り出した。

「……薫君か。今どこだ？」

　電話の向こうからしわがれた声が返ってきた。長谷川司祭。現在エスクードの指し揮きを執とっている人物であった。

「アイントホーフェンです。これから先は車で行きます」

「そうか……西から東へと、奴やつらの勢力域いきはどんどんと広がっていっておる。検問所が設けられ、教きよう皇こう庁ちようの者は次々と狩かり出されているらしい。君も気をつけたまえ」

「はい。それで一つお願いしたいことがあるんですが……」

　司祭のことだからきっと渋しぶい顔をするだろうな……などと思いながら姉妹を保護してくれそうな教皇庁の施し設せつを紹しよう介かいしてもらおうとしたそのとき、薫の耳はダッという足音を捉とらえた。どうしたことだろうか、薫が電話している隙すきに二人の姉妹は薫に背せを向けて走り出してしまったのだ。

「お、おいっ」

　薫は反はん射しや的に二人を追うが、二人は「いやっ、助けて！」と悲鳴を上げた。薫の足が止まった。怯えられていたのは他ほかならぬ自分であったのだ。

「もう放ほうっておきなさいよ。とりあえず助けてやったんだからさ。そこらじゅうで同じことが起こってんだから、一人や二人を助けて回ってもしょうがないじゃない」

　ヴァルデリーがため息混じりに肩かたを竦すくめる。

「いいかっ」闇やみの中に溶とけ込こむ姉妹の背中に薫は大声で言った。「この街にはもういるなっ。どこか郊外の街に隠かくれているんだ。僕ぼくが必ずあいつらを……」

　僕が必ずあいつらを追い払うから……と薫もため息をつきながら、もう足音も聞こえなくなった二人に心の中で誓ちかった。

「……何かあったのかね？」

　再び電話に出ると司祭が怪け訝げんそうな口調で聞いてきた。

「いえ、民間人を保護したんですが……僕が怖こわかったようで逃げてしまって……」

「こんなときまで君らしいな」納なつ得とくはいったがあまり歓かん迎げいしていない調子で司祭は言った。

「他の者たちのことを報告しておこう。マルゼス導士たちのチームは無事オーストリアに入ったそうだ。ただ……グレンヴィルのお嬢じよう様さまからは何の連れん絡らくもない」

「そうですか……」

「心配しても仕方ない。各国の軍事施設が次々に押さえられているこの状じよう況きようだ、連絡を控ひかえているだけかもしれん。彼女がブラディミールを目め醒ざめさせて戻って来ることを信じよう。こちらは兵もだいぶ揃そろってきている。君も早く合流してくれ」

　そう言って司祭は電話を切った。

「……薫」ヴァルデリーが話しかけてきた。「『糸』を身体からだに巻まきつけておきなさいよ。アロマに見つかるわよ」

「ああ、分かってる」

　薫は得え物ものの金きん属ぞく錐すいを鋼こう線せんから外し、結わえる鋼線にオーラを送り込んだ。アロマに咬かまれてしまった薫はアロマの監かん視し下にあるようなものなのだそうだが、コレを使えばアロマの追つい尾びを断つことができる……と薫に教えてくれたのはヴァルデリーだ。

　鋼線は生き物のように動き出し、服の裾すそから入り込み、身体に巻きついていく。分厚い鉄板を豆とう腐ふのように斬きり裂さいてしまう鋼線なのだが、闇のオーラを吸すった鋼線はまるで薫の肌はだと溶とけ込むように薫の肌を傷きずつけない。便利ではあるのだけれど、こんなところでも薫は自分が人間でなくなったことを自覚せざるを得なかった。

「行こうか」

　薫はヴァルデリーと共に表通りへと向かって行った。

　先程倒たおした連中の会話によれば自分らは指名手配されているそうだ。薫は周囲に気を配りながら表通りに出るが、そこに停めてあった車に眉まゆを顰ひそめた。車種に詳くわしくない薫でも分かる、超ちよう高級スポーツカーのポルシェだった。

「……これで行くのか？」

「ええ、９１１よ。カッコいいでしょ。わたし９１１以外は乗りたくないのよね～」

　ヴァルデリーはスポーツカーのボンネットを自じ慢まんげにポンと叩たたいた。

「よくそんなのが買え……」

　と、そこまで言ったところで、薫は反対側の窓まどガラスが無む惨ざんに割わられていることに気づいた。

「……まさか人を殺して奪うばったんじゃないだろうな？」

「ん～、人間は殺してないんじゃないかしら？」

　ヴァルデリーは涼すずしい顔で言う。よく見るとダッシュボードに血の飛ひ沫まつが拭ぬぐい切れずに残っていた。どうやら混こん乱らんに乗じてこれを乗り回していた使徒を殺してぶん取ったらしい。

「文句ある？」

「別に」

「ならいいけど。……ああ、さっきみたいに『人助け』をして回るのはもう勘かん弁べんしてよね。わたしらはお尋たずね者なんだから」

　だったらこんな目立つ車をチョイスしなくてもいいのに……とツッ込みたいところだったが、車好きらしい彼女の機き嫌げんがせっかく直ってきたので、薫は黙だまって車に乗り込んだ。

　二人を乗せた車は街を北へと走り出した。

　いかにもヨーロッパらしい石とレンガで造られた街まち並なみが──炎ほのおに包まれた街が──通り過ぎて行く。混乱の続く街から響ひびく悲鳴は、闇の力を手に入れた薫の鋭えい敏びんな聴ちよう力りよくに残らず届とどいた。

「奴らの支配地ち域いきはもうヨーロッパ中に広がっているんだな……」

「ええ。レディ・キィを確保したら一気に人間界を制圧できるようトゥロワヌ様マスターが準備をしてたから。それをそのまま使ってくれてるみたいね」

「……真ま澄すみさんたちの帰りを待たず、僕らだけで行った方がいいんじゃないのかな？　待っている間に『ゲート』が開いてしまったら元も子もない。それに、司祭は兵を集めてるって言ってたけど、悪いけどエスクードの兵士が戦力になるとは思えない」

「あんた、闇の力を手に入れて調子に乗ってんじゃないの？」

　ヴァルデリーは少し呆あきれたように言う。

「あんたはアロマの使徒よ。真正面から向かって行っても、使徒は絶対に主人には勝てないわ。あの女に立ち向かうには何かプラス・アルファが必要なのよ。真澄たちが復活させに行っているＺＯＳＯの魔ま方ほう陣じんと、それからブラディミールが。ナントカっていう司祭たちも……まあ、役には立つんじゃないかしら？」

　とそこまで言ったところでヴァルデリーは「……ちっ、こんな所まで」と舌打ちした。正面の道には検問所が作られていた。彼女はハンドルを切って横道に入った。

「陸路じゃモン・サン・ミッシェルまでは行けないわよ。さっき電話で話していたナントカって司祭、輸送手しゆ段だんを探さがしてるんでしょ？」

「ああ」

「だったらありがたく使わせてもらいましょ」

　薫はもう一度「ああ」と呟つぶやいて瞳を閉じた。瞳を閉じても街から聞こえる悲鳴は遮しや断だんされることはなかった。

（終わらせるしかないんだ。僕がアロマを倒たおして……）

　薫はシートにもたれた。昨夜はほとんど寝ねていなかったので、睡すい眠みんを求める身体は意識を眠ねむりの世界へと誘いざなっていった──。



　盟主アロマが復活して数日。昨夜ついに始まった魔ま族ぞくによる侵しん攻こうで世界は混乱の極きわみにあった。

　トゥロワヌが密ひそかに国家の中ちゆう枢すうに送り込んでいた魔族や使徒が一いつ斉せいに行動を起こし、各国の施し政せい機関と軍部、そして警けい察さつが瞬またたく間に乗っ取られていった。世界の軍事大国トップ・テンのうち、崩ほう壊かい状態に陥おちいったイギリスを含ふくめると四か国が既すでに抵てい抗こうをやめている。同時に各地のエスクードの部隊も襲しゆう撃げきを受け、バチカンだけではなく全すべての支部が制圧された。薫が所属していた日本の『ジャベリン』ももう連れん絡らくが取れないという。

　魔族たちは大量の使徒を作り、制圧を進めている。ここアイントホーフェンのように使徒が欲よく望ぼうのままに殺さつ戮りくを行い無法状態の街もあるが、次し第だいに魔族による秩ちつ序じよが再構築されつつある。一千年前に『ゲート』が開いたときと同じであった。

　そんな中、壊かい滅めつしたと思われていたエスクードは長谷川司祭の指し揮きの下もと、反はん撃げきの準備を始めていた。

　行動を起こしたのは彼らだけではなかった。クラウディアや真澄たちは、アロマ封ふう印いんの魔方陣を復活させるためにオーストリアへと向かい、ルーシアは薫の剣つるぎブラディミールを目め醒ざめさせる方法を求めてトリプル・クラウンに会いに行ったのだという。

（どうしてルーシアがそんなことをしてくれるんだろう……）

　誠まことに勝手な話だが、司祭にそのことを伝えられたとき、ようやく薫はルーシアのことを思い出した。「ずっと一いつ緒しよにいるよ」と言ったくせに、力を失って途と方ほうに暮くれる彼女を置いてバチカンに行ってしまったのである。

　そんな彼女からは連絡が途と絶だえているらしい。司祭の言う通り、ただ連絡を断っているだけかもしれないが……。

　無事だといいけど……と薫は夢うつつの中で呟いた。



「……くっ」

　不意に覚えた激げき痛つうで薫の目が醒めた。魔族に咬かまれたまま『契けい約やく』を終えぬ者が受ける苦痛であった。少し眠ねむれたと思ったらこれである。全身を幾いく千せんもの刃やいばで貫つらぬくような激痛に、薫は身体からだを『く』の字に曲げた。

　この苦痛はアロマへの服ふく従じゆうを受け入れるまで永遠に終わらない。今はまだ苦痛に身み悶もだえる程度で済すんでいるが、夜が深まるにつれ苦痛は増していき、薫の理性さえも奪うばおうとする。昨夜はあろうことか正気を失ってレイニーを襲おそってしまったのだ。いや、それだけでなく、彼女の首くび筋すじに牙きばを突つき立てようと──

「血、飲んだら？」

　薫の心の中を覗のぞき込こんだようにヴァルデリーが言った。

「何度も言ってるけどさ、血を飲んだ方がいいわよ。ちゃんと『契約』をしたわたしだって長い時間血を飲んでないと目め眩まいがしてくるんだから。契約を終えてないあんたはなおさらでしょ？」

「……いい」

「何を意地になってるんだか。わたし、親切で言ってやってんのよ？　血を吸すうだけなら人間を殺さなくたってできるじゃない。ルクセンブルクのノマドたちだって人間の『パートナー』を見つけて、血を飲ませてもらってんだからさ。精神が壊こわれちゃうわよ？」

「いいって言ってんだろ。しつこいんだよ」

「んじゃ……」ヴァルデリーの口元にぬらりという淫いん猥わいな光が浮うかび、その艶なまめかしい肢し体たいを突き出すように薫の方に向ける。「こっちで癒いやしてあげましょうか？」

「結構だ」

「あらあら、いつまで我が慢まんできるのかしらねえ？」

（……ったく、コイツは……）

　鼻歌を唄うたいながら楽しそうに車を走らせる彼女を薫はちらりと見やった。

　ヴァルデリー──トゥロワヌの牙きばを受けた子飼いの殺し屋で、かつては同どう胞ほうであった人間を殺すことに何の躊躇ためらいも持っていないような女であるが、アロマに殺された主人の仇あだを討うつため今は薫と行動を共にしている。

　薫の力を必要としているから一応は薫の身を案じてくれたりもするのだが、困こまったことにそこにヒューマニズムというものは一いつ切さい存在していない。つい先日までエスクードの一員であった自分に食人を勧すすめるわ、『餌えさにする人間を後にトラブルにならないよう捕ほ獲かくする方法』なんてのを話し始めるわ。

　オマケに苦痛と共に身を襲う淫いん虐ぎやくな感情に呑のみ込まれそうになっている薫をからかって誘さそってくる。絶対に手を出してはいけない種の女であることは女性に疎うとい薫だって直感しているが、ハンドルを握にぎる仕草さえ艶かしいこの女を見ていると、ちょっと気を抜ぬいたらいつの間にかその身体に食らいついていそうだ。

「する？」

　薫の視し線せんに気づいてヴァルデリーが言う。

「お、こ、と、わ、り、だ」

　薫は彼女から顔を背そむけた。からからと笑う声が聞こえた。

　車はロッテルダムの市内に入った。薫は司祭に電話を掛かけて、ロッテルダム中央駅で落ち合う旨むねを決めた。

「ったく、あのクソ女の血を受けた奴やつを車に乗せなくちゃいけないわ、教きよう皇こう庁ちようの連中と一いつ緒しよに行動しなくちゃいけないわ、もう最悪ね。ヘンな匂においがついちゃわなければいいけど」

「それはこっちの台詞せりふだ。何で僕はこうもまあ、困った性格をした女性とばかり行動を共にすることになるんだろうって、自分の巡めぐり合わせに文句を言いたいところだ」

「その『女性』ってのには、あんたの大好きなあの赤毛も含ふくまれているのかしら？」

　薫の顔が強こわ張ばった。薫はヴァルデリーを睨にらみつけるが、ヴァルデリーは「あ～ら、怖こわい怖い」と鼻で笑って受け流した。

「……ま、噂うわさに聞いてたよりはドライな奴で、そこらへんは助かったけど」

「え……僕が？」

　これまで『自分で何も決められない』とか『優ゆう柔じゆう不ふ断だん』とかその正反対のことばかり言われてきたもので、薫は思わず聞き返した。

「ええ。あの二人の姉妹のことも結局は放ほうっておいたでしょ？　追いかけっこを始めたらどうしようかと思ったわ。もっと物分かりの悪い、クソ真ま面じ目めで直情的な奴だって聞いてたから。わたし、そういう面めん倒どうな奴って嫌きらいなのよね」

　嫌いや味みでも何でもなく本当にサラリと言っただけの言葉だったが、その言葉はナイフのように深々と薫の胸むねに突つき刺ささった。

　自分はいつからそんな人間になったのだろう？　一応は心配してくれているヴァルデリーに対して平然と乱らん暴ぼうな言葉を吐はいたり、ルーシアがトリプル・クラウンのような男に会いに行ったと聞かされても「無事だといいけど」だけで済すませてしまったり、いつからそんな気持ちの切り替かえの早い人間に……いや、冷たい人間になってしまったのだろうか？

（闇やみの血が僕を変えている……のか？）

　自分の中では巨きよ大だいな力が蠢うごめいているのを感じている。これまでマトモに戦うことさえできなかった闇の者たちと対等に遣やり合える。だが、その力は心をも侵しん食しよくしているのだろうか？

「どうかしたの？」

「……何でもないよ。色々と気を遣つかってくれてありがとう」

　薫は意識して丁てい寧ねいな言葉を選んだ。するとヴァルデリーは少し気持ち悪そうな顔をした。どうやら今の自分には以前の『温厚な青年』の口調はもう似合わないらしい。

「そうよ。感謝してよね」

　ヴァルデリーはそう言って運転に戻った。

　街ではまだ悲鳴が聞こえていた。

　薫はせめてその悲鳴に耳を塞ふさがずに全すべて聞いた。

　　　　◇




　オーストリアはウィーン。

　ハプスブルク家の昔よりヨーロッパ文化の華はなやかな一大拠きよ点てんであったこの都は、街を横断するドナウ川に沿そって発はつ展てんしてきた。

　街から離はなれて川を上流へと遡さかのぼると、古こ城じようが並ならぶ開けた景勝地となる。川に沿うようにして並んだ古城を順に巡めぐって行く観光ルートは毎年多くの観光客を集めている。

　だが昨夜から観光客の姿すがたはピタリと途と絶だえていた。盟主アロマによって始められた魔ま族ぞくの一いつ斉せい侵しん攻こう。闇の者たちによる殺さつ戮りくの宴うたげはヨーロッパ中に広がっていた。

　そんな中、日が暮くれかけた観光客が消え失うせた道を二台の車が走っていた。

　乗っているのはクラウディア・マルゼスら魔ま術じゆつ師し協会とエスクードの合同チーム。八百年の昔、ＺＯＳＯの渾あだ名なで知られる大魔術師ゾルアス・ソリヴィエがアロマを封ふう印いんするのに用いた魔ま方ほう陣じんを復活させることが彼女らの目的であった。

「酷ひどいものだったわね……」

　と、前を走る車の後部座ざ席せきに乗ったクラウディアは、誰だれにでもなく呟つぶやくように言った。

　闇の者は夜に目め醒ざめる。なのにこんな遅おそくになってから行動を起こさねばならなかったのには理由があった。

　オーストリアは既すでに魔族の制圧下にあり、早くも魔族による施し政せいのシステムが形作られつつあった。ゲートが開いていた頃ころのように、人間が魔族に献けん上じようされる悪夢の時代の始まりであった。その中で、魔族に対たい抗こうし得る力を持ったエスクードと魔術師協会は魔族たちの標的にされており、密みつ告こくと引き換かえに安全を保ほ障しようするという手配書が出回っていた。だからクラウディアらは魔族よりもむしろ人間の目を避さけるために夕方まで待たざるを得なかったのである。

「……あれです」

　空が薄うす闇やみに閉とざされかけた頃、車を運転していた地元オーストリアの魔術師が言った。

　行く道の先に一ひと際きわ大きな城しろが見えて来た。小雨の降ふる中、ぼやけた景色の向こうに佇たたずんでいる寂さびれた古城は幽ゆう霊れい船のように見えた。

　エンカーナシオン城。トゥロワヌが居城としていた城であり、八百年前に行われた『ハエレティーコールム会議』の後、トゥロワヌはＺＯＳＯと共きよう謀ぼうし、地下に描えがかれた魔方陣によってアロマを封印したのである。

「わ～っ、これがトゥロワヌさんの住んでいたお城なのね」

「おおっ、何かすげえな」

　車が停車し、後ろの車からはクラウディアたちの車とはまったく違ちがう明るい雰ふん囲い気きで二人の若わか手てが降おりて来る。



    

  
    
      　色んな意味でナチュラル・ボーンな若き秀しゆう才さい魔術師アイリス・ショーエンワイスとパンクス神父シド・ギーエン。車の中ですっかり仲良くなったらしく、まるでピクニックに来たような調子だ。その後から『公こう認にん会計士』ことジェイミー・リラフォードが、騒さわがしい二人に挟はさまれてすっかり辟へき易えきしたらしい表情で続いた。

「さて、わたしたちも行きましょうかマルゼス導士。長時間車に揺ゆられてましたが、お腰こしの方は大だい丈じよう夫ふですか？」

　クラウディアに対抗意識を燃やすアンジェラ・グレンヴィルが余計な一言を涼すずしい顔で言いながら降りる。

「……あんたとそんなに年は離れてないわよ」

　と舌を出してクラウディアも続こうとしたが、彼女は助手席に座すわったまま動こうとしない最後の一人のメンバーに気づいた。

「……降りないの、真澄？」

　桂かつら木ぎ真澄は氷ひ雨さめの向こうに佇むエンカーナシオン城をじっと見つめたままだった。

「ああ……悪い。ちょっと考え事をしててね」

「考え事？」

「大したことじゃないさ」

「貴方あなたはルーシアと一いつ緒しよに一度過去のこの城に来ているんでしょ？　気になることがあるなら言っておきなさい」

「夢の世界のことは元の世界に戻もどって来たときにほとんど記き憶おくから消えちまってる。参考になるようなことはみんな話したよ。俺おれが考えていたのは、これが終わった後の俺自身についてさ。クラウディアさんには関係のない話だ」

　素そっ気けなく言って真澄は車を降りて行った。

　クラウディアが車を降りると、全員が押おし黙だまって小雨の中に佇む城を見上げていた。騒がしい若手二人もいつの間にか言葉を失っていた。

　異い様ようであった。

　財力を失った貴き族ぞくの末まつ裔えいたちが城を維い持じできなくなって荒こう廃はいするがままになっている物も少なくはなく、エンカーナシオン城もまた荒あれ果てているのだが、何と言おうか、この城の場合はモデル・ハウスのように無機的なのである。

「トゥロワヌがこの城を捨すてた後、魔術師協会の所有物になっているのだったな……」リラフォードが言う。「それにしては生活感と言うか何と言うか、誰だれかがここに出入りしていたという感じがまるでない」

「それが『記憶が焼き尽つくされる』ということですわ」アンジェラが答えた。「城を捨てるときこの城に染しみ付いていた全すべての記憶を焼き払はらって行ったのです。恐おそらくはアロマを封ふうじた秘ひ密みつを隠かくすために。その結果がこの荒こう涼りようとした廃はい墟きよです。普ふ通つうの精神をした人間ならこの空間には長時間耐たえられません。ですので普ふ段だんは管理者も置いていないそうです」

「そりゃあよかった。だったら魔族がここで待ち構えてるってのもねえな」

　とギーエンが何ともパンクスらしい無神経さでケタケタと笑いながら皆みなが危き惧ぐしていたことを口にし、一同が沈ちん黙もくする。

　横にいたリラフォードがギーエンの頭をパコーンと叩たたいた。

「このお馬ば鹿かパンクスが。こちらの動きをアロマに気け取どられていたら終わりなのだぞ」

「痛いてぇな、クソジジイ。んなの分かってるつーの」

　漫まん才ざいめいたやり取りを始める二人に、アンジェラが「コホン」と咳せき払ばらいした。

「……これは失礼。それでアンジェラ殿どの、私は魔術には詳くわしくないのだが、物質の記憶が失われているのなら、どうやって魔方陣を再現させるつもりなのですか？」

「わたくしは魔術師ですが、魔術だけが全てとは思ってはいないのですのよ」

　アンジェラは運転をして来てもらった地元オーストリアの魔術師協会の者たちに手伝わせてトランクから大きな機械を降ろした。業務用の金庫ほどもある機械にモニターとバッテリーがついている。

「何だ、こりゃ？」

　とりあえずスイッチを入れてみようとするギーエンの頭を、リラフォードがパコーンと叩いた。

「王立科学研究所から持ち出した微び粒りゆう子し検知器ですわ。文ぶん献けんに拠よりますと、当時使われていた魔ま術じゆつ塗と料りようと現代の物にはあまり違ちがいはありません。これで魔ま方ほう陣じんを描くのに使っていた塗料の床ゆか石いしに残った残ざん滓しをトレースしていきます」

「時間がかかりそうね」クラウディアが言う。

「他ほかに方法がありまして？」

「ないけどさあ……でも他にも問題はあるじゃない。ＺＯＳＯが……」

　と、その後の言葉を真澄が継ついだ。

「微粒子検知器で魔方陣を再現させられたとしても、魔方陣を発動させるためにＺＯＳＯが唱えた術言ワードが分からねえわな」

「魔方陣を再現した上で理論的分析をしていけば、導くことは不可能ではありません」

「まあ、飽あきるほど時間があればそれも可能かもしれねえが、でもそこらへんを一挙に解決する便利な魔導具を我が君から預かって来てるってわけだ」

　そう言って真澄は上着のポケットから禍まが々まがしい形状のアミュレットを取り出した。

「こいつは『追つい憶おくの輪石』と言ってな。空間の時じ間かん軸じくを巻まき戻もどすことができるそうだ。とは言っても元は鑑かん賞しよう用ようの道具だから、本当に時間が戻るわけじゃねえ。だが問題の時間まで戻せば魔方陣を見ることはできるし、城のどっかで術言ワードを唱えたＺＯＳＯの残像を見つければ、読どく唇しん術じゆつで術言ワードも分かる」

　真澄が取り出したアミュレットに紫むらさきの宝石が嵌はめ込まれていた。その宝石はまるで心しん臓ぞうのように微かすかに脈打ち、中央には得え体たいの知れない靄もやが渦うず巻まいていた。

「……そういう物を用意しているならさっさと出していただきたかったですわね。微粒子検知器これを準備するのに結構時間がかかったんですよ？」

「我が君が言うことには、『これをこっちの世界で動かしたことはないから十分に気をつけてね』ってぐらいの不安定な代しろ物ものだそうでね。あんたらの道具でできるなら、それに越こしたことはねえって思っただけさ」

「苦しい言い訳わけに聞こえますわね」

「そうかい？　そう思うならそう思ってりゃいい。俺は俺で勝手にやるさ」

　と、城しろに向かおうとする真澄の肩かたを「待ちたまえ」とリラフォードが掴つかんだ。真澄が冷たい視し線せんで振ふり返り、一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。

「ちょ、ちょっと、やめなさいよ」

　クラウディアが割わって入ろうとするが、それをギーエンが制した。

「いいや、ここらでハッキリさせとくべきだぜ、お師し匠しようさんよ。あんた以外の全員がコイツのことを信じ切れてねえんだ。このまま城に入ってもみんなバラバラだ」

　クラウディアはハッとする。ギーエンもリラフォードもアンジェラも、己おのれの武器をそっと構えていたのだ。

「話してくれるかな、真澄君。なぜ君は……いや、なぜアルフェルムは我われ々われに味方する？」

　すると真澄は苦笑を漏もらした。

「馬ば鹿からしいね」

「……何だと？」

「そんなことをぐだぐだ考えて俺を盗ぬすみ見てたと思うと、笑いが出ちまうって言ってんだよ。なんつーめんどくさい奴やつらだろうかってね。時間がねえってのに、何をくだらねえことをやってんだか。ま、昔からエスクードあんたらはそんな感じだったかな」

　真澄の皮肉な物言いにリラフォードは顔を強こわ張ばらせる。

「我が君が何を考えてあんたらの手助けをしてやるか俺には分からねえ。けど、それは俺にとって渡わたりに船だ。我が君がアロマと対たい峙じするのなら、俺はあの野郎とやり合える。俺がずっと追い続けて来たあの野郎とな。俺が望むのはそれだけさ。あんたらは関係ねえ。俺が味方かって言うのなら、まあ味方さ。少なくともこの戦いが終わるまではな」

　これ以上話し合うつもりはないとばかりに真澄はスタスタと城へと向かって行ってしまった。

　残された面々は顔を見合わせたが、時間がないのは紛まぎれもない事実だった。釈しやく然ぜんとしないながらも彼らは真澄の後を追い、今にも崩くずれそうな石造りの架かけ橋を渡わたって正門を潜くぐった。

　中庭は外見以上に無む惨ざんな状態を晒さらしていた。敷しき詰つめられた床石の合間から雑草は膝ひざの辺りまで伸び、城の壁かべはどこも風雨に晒されてすっかり老ろう朽きゆう化している。かつてはトゥロワヌの居きよ城じようとしてこの地に住まう魔族たちの最大の社交場であった建物のなれの果てであった。

　一行は城の正面玄げん関かん前で足を止めた。

「じゃ、始めるが文句はねえな？」

　返事を待たず真澄はアミュレットを床石の上に置くと、術言ワードを唱え始めた。

「……えっ!?」

　誰だれかが声を漏らす。落ちる雨の滴しずくが空中で静止していたのだ。「な、何だぁ!?」とギーエンが空を見上げる。すると先程までのアミュレットを覗のぞき込こんでいたギーエンの姿が半はん透とう明めいでそこに静止したまま、二重写しのように空を見上げるギーエンの姿と重なる。直前の光景が場に焼き付いているのである。

　そして巻き戻もどしが始まった。城へと入って来た一行が後ろ向きに歩いて城を出て行く。逆再生は速度を増していき、昼と夜が目まぐるしく変わり、一同は目を開けていられなくなった。

　瞼まぶたの向こうで異い変へんが静まった。一同は恐おそる恐おそる目を開いた。

「うおっ……」

　ギーエンが声を上げた。一同の前には人ひと垣がきができていた。ドレスに身を包み、塁るい道どうの両側に分かれて立っていた。しかしそれは中空に映うつし出された立体映えい像ぞうのように半分透すけていた。

　城門から一台の馬車が入って来る。塁道に居い並ならんだ幻げん像ぞうの人々が一いつ斉せいに頭を下げた。馬車に刻きざまれた紋もん章しようはアルフェルムの物だった。半透明の馬車は呆ぼう然ぜんとするクラウディアたちをすり抜ぬけて城の前で止まった。城から黒衣に身を包んだトゥロワヌが現れ、馬車を降おりたアルフェルムと握あく手しゆを交わした。

「第一回ハエレティーコールム会議ね……」

　クラウディアが呟つぶやく。１２０９年、この城で開かれた、三人の盟主ロードによる会合であった。

「そういうこったな。さあ、さっさと始めようぜ。魔ま方ほう陣じんは地下に描かれてる」

　真澄に促うながされ、一同は幻像の人々の間をすり抜けて城へと向かった。

「……真澄」クラウディアが小さな声で真澄に話しかける。「いちいち他のみんなを刺し激げきするようなことを言うのはよしなさい」

　真澄はクラウディアの言葉を無視して城へと歩いて行く。クラウディアは「真澄っ」と声を荒あららげた。

「おとなしくしといたって別に好かれるわけでもねえしな」ようやく真澄は口を開いた。

「でもよクラウディアさん。さっきからあんたらしくねえんじゃねえか？」

「え？」

「トゲトゲも公こう認にん会計士も俺を疑うたがって攻こう撃げきの準備さえしてたってのに、あんたは何もしてなかった。あんたらしくねえな。普ふ段だんなら一番慎しん重ちようなのはあんたのはずだぜ？　とぼけたことを言いながら、そのくせ腹はらの中では一番疑ってる……ってのが俺の知ってるあんただ。まだ俺に対して何か特別な感情を持ってるなら、早いうちに捨すてた方がいい。『この戦いが終わるまではあんたらの味方だ』ってのは、裏うらを返せば『俺があんたらの味方なのはこの戦いが終わるまでだ』ってことなんだぜ？」

　ぶっきらぼうで無神経なのは昔と変わらない。だが昔とは何かが違ちがっている彼の冷たい口調に、クラウディアの胸むねがちくりと痛いたんだ。
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「待たせたわね」

　ベルギーはブリュッセル。ルクレシア・グレンヴィルとその従じゆう者しやのキースは、荷を抱かかえてホテルへと戻って来た。

「遅おそかったのぉ」

『トリプル・クラウン』の異い名みようで呼よばれる老ろう魔ま術じゆつ師しブレンティス・ストリックスランドが、かりかりと床ゆかに魔方陣を描きながらルーシアの方も見ずに言った。

「半分はあんたのせいよ」

　ルーシアは憮ぶ然ぜんとして応こたえながら、買って来た物をテーブルの上に広げた。得体の知れぬ動物の粉、骨の粉末、乾かん燥そうさせた異い形ぎようの草、宝石箱に収められたマニキュアほどの量の香こう油ゆ……。

　それらはトリプル・クラウンの指示で買い集めて来た魔術触しよく媒ばいであった。同業者相手に店を開いている地元の魔術師のショップを回って揃そろえたそれらの魔術触媒は、ヨーロッパの古こ城じようを調度と装そう飾しよく品付きで買えるほどの値ねがついていた。

「わたしがあんたを訪たずねて来たことは地元の魔術師たちにもう広まっていて、『あいつとは関かかわり合いたくない』って必要な物を揃えるのも一苦労だったんだから。あんた、いったいどんな迷めい惑わくをかけたのよ」

「連中め、イギリスに行けば簡かん単たんに手に入る物に馬鹿みたいな値ね段だんをふっかけよるものでのお。適正な値段で買ってやっただけじゃわい」

「どうせ脅おどしてタダでぶん取ってたんでしょ」

「さあて、どうじゃったかのぉ」

　トリプル・クラウンはいつものように「ひひひ」と耳みみ障ざわりな笑いをした。ルーシアとしては『もう半分の理由』について聞いてもらいたかったのだが、トリプル・クラウンは「ふんふん」と鼻歌を唄うたいながら魔方陣の製作に戻った。……どうせこいつに話しても無む駄だか……とルーシアは大きなため息をついた。

　ブリュッセルの街はまだ魔族の侵しん攻こうは始まっていなかった。だが世界中で起きている惨さん劇げきは人々を恐きよう慌こうに陥おちいらせ、街では普段から怪あやしげなところがある者たちが文字通り吊つるされていた。現代に甦よみがえった魔ま女じよ狩がりであった。

　それを恐おそれて魔術師たちが街を逃にげ出したお陰かげで触媒の調達にえらく手間がかかり、ともすれば自分らも密みつ告こくされてそれこそ火ひ炙あぶりにされかねないのだが、この男は己おのれの魔術を試すこと以外に興味はない様子である。

「……これで完成じゃ」

　トリプル・クラウンはチョークをぽいっと投げ捨てると、ルーシアが買って来た魔導触媒をチェックして「ふむ。ちゃんと上物だけ選んで買って来たようじゃな。感心感心」と言った。ずっとこの男の世話をしていた小間使いのホムンクルスがいなくなり、何だかルーシアがそれをさせられているような感じであった。

　床に描かれた魔方陣は、白と黄色の二色で円の内側がほとんど塗ぬり潰つぶされてしまうほどの密度で細やかな魔導文字が描き込まれていた。

「混合魔方陣ね……」

「いかにも」

　同じ対象物に対して複数の魔術を使いたいときに用いる技法である。彼が描いた物は二つが合わさっており、片かた方ほうは身を守るための物のようだが、もう片方は如い何かなる系統の物かさえルーシアには分からない。

　普通は魔方陣を重ねた数だけの人数の術者がそれぞれを制せい御ぎよする。「わたしはどっちを担たん当とうすれば……」とそこまで言ったところでルーシアは、自分が魔力を失っていることを今さらのように思い出して気まずく沈ちん黙もくした。

「安心せい。わしが両方とも担当する」

「できるの？　どっちもかなり重い式しき陣じんに見えるけど」

「お前さんのようなヒヨっ子に心配されるとは、この『トリプル・クラウン』もまだまだじゃのお」

　トリプル・クラウンはいつもの耳障りな笑い声を残して隣りん室しつに消えると、白い物を無造作に小こ脇わきに抱えて戻って来た。頭ず蓋がい骨こつ──モン・サン・ミッシェルの地下城から続く異形の空間よりトリプル・クラウンが持ち帰った、大魔術師ゾルアス・ソリヴィエの頭蓋骨であった。

　トリプル・クラウンはそれを魔方陣の中央に置いた。まだ術言ワードも唱えていないのに、魔方陣の魔導文字に反応して頭蓋骨は微かすかに振しん動どうし始めた。

「……さてお立ち会いじゃグレンヴィルのお嬢じようさん。わしらはコレを通って再びアロマが封ふうじられていた空間へ入って行き、その剣ブラデイミールを覚かく醒せいさせる方法を探たん索さくする。じゃが戻って来られる保証はないぞ。何せ盟主アロマが封じられていた場所じゃ」

「お嬢様……」

　ルーシアを見つめるキースの瞳は、彼女が断るのを望んでいた。

「いいえ」ルーシアはキースに首を振る。「行くわ。わたしはもう決めたの」

「よかろう。では始めるぞ。買って来た香油を肌はだに塗ぬれ。量は少しでいい。防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつの伝達をよくするためのものじゃ」

「それぐらい知ってるわよ。魔力がなくなったって知識は消えてないもの」

「おお、それは失礼したのぉ」

　トリプル・クラウンは「では始めるぞ」と言って術言ワードを唱え始めた。白のチョークで描いた魔ま方ほう陣じんの魔導文字が反応して輝かがやき始める。特とく殊しゆな空間に入って行ったときに身を守るための防御魔術。向こうで何が待っているか分からないためだろう、幾いくつもの種類を混ぜている。

「……そちらの男は一いつ緒しよに行くのかな？」

　編み上げた術言ワードを発動させぬままホールド状態でキープし、トリプル・クラウンは訊たずねた。キースは「当たり前だ」と即そく答とうした。

　が──

「キース、貴方あなたはここに残りなさい」

「な……っ」キースは唖あ然ぜんとする。「じょ、冗じよう談だんではありませんぞお嬢様っ。お嬢様をこんな奴やつと二人っきりで行かせるなんて……」

「そういうのがイヤなの」

　ルーシアはキースの言葉を遮さえぎった。

「そんな……私がお嬢様のために命を捧ささげるのは当たり前のことですっ。私はそのために生きているのですっ」

「別にクビにするって言ってんじゃないのよ」ルーシアは微笑ほほえむ。「貴方が邪じや魔まだって言ってるんじゃなくて、貴方に頼たよってしまう自分がイヤなの。それに貴方にはここに残ってやることがあるわ。もしわたしたちが戻らなかったら、ＺＯＳＯの頭蓋骨をクソババアに届とどけてちょうだい」

「お嬢様……」

　ルーシアの口調は柔やわらかかったが、如い何かなる反はん論ろんにも耳を貸さないことは長なが年ねん仕えてきたキースには分かった。キースが魔方陣の外に出ると、ルーシアは大貴き族ぞくの子女に相応ふさわしい悠ゆう然ぜんとした微び笑しようで頷うなずいた。何だかキースは、ルーシアが自分の手を離はなれてどこか遠い場所に行ってしまうような寂さびしさを覚えた。

「……トリプル・クラウン、始めてちょうだい」

「うむ」

　トリプル・クラウンはソトーベリーの木の葉を揉もみ解ほぐし、ルーシアと自分の身体からだに撒まいた。そして今度は魔ま獣じゆうスレイプニルの骨を粉末にした粉を布ぬの袋ぶくろから掌てのひらに載のせると、魔方陣に目め掛がけて勢いよく吹ふきかけた。宙ちゆうに舞まった粉が、魔方陣が形作っていた目には見えぬ力場を空中に浮かび上がらせる。

　トリプル・クラウンが新たな術言ワードを唱え始めた。今度のはかなり長いものだった。同じメロディを奏かなでながら曲を構成する楽器が一つずつ増えていくモーリス・ラヴェルの「ボレロ」のように、トリプル・クラウンは同じ節回しを繰くり返しながら次し第だいに音節を増やし、高こう揚ようさせていく。一方では防御魔術をホールド状態で保ちながら、まったく揺ゆるがない。こんな男、人間としては最低最悪だと今も思っているが、彼の魔術師としての技量をルーシアは心から尊そん敬けいした。

　ＺＯＳＯの頭蓋骨が浮き上がった。頭蓋骨は今は半はん透とう明めいとなり、その内側から血が染しみ出るように赤い闇やみが広がり始めた。手に塗った香油がぴりぴりと痛いたみ、身体が魔方陣の中央へと、グンッ、と引っ張られる。ケルベロスの夢の世界に吸い込まれたときのことをルーシアは思い出した。

「行くぞ、グレンヴィルのお嬢さん」

　トリプル・クラウンは完成させた二つの術を解放した。二人の身体が防御魔術の薄うすい皮ひ膜まくで包まれる。

　それと同時に頭蓋骨が激はげしく輝かかやき、二人は渦うず巻まく赤い闇の中へと吸い込まれて行った。
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「……ったく、遅おそいわね」

　ヴァルデリーが不ふ機き嫌げんな声を漏もらした。

　ロッテルダムに着いた薫とヴァルデリーは、長谷川司祭と落ち合う予定のロッテルダム中央駅前で迎むかえの到とう着ちやくを待っていた。

　この街はもう魔族による制圧が相当に進んでいるようで落ち着いた様相はしているものの街には人の姿すがたがなく、裏うら通どおりとはいえ駅近くにポツンと停とまったポルシェは相当に目立った。

「だから嫌いやなのよ、教きよう皇こう庁ちようの連中と一緒にやるなんて」

　苛いら立だたしげに指でコツコツとダッシュボードを叩たたきながらも、片かた手ては愛用のショットガンに指を掛けて周囲への注意は怠おこたっていない。性格には問題がありすぎる女だが、殺し屋としての腕うではさすがのようだ。

　と、そんなことをしていると、一台のヴァンが薫たちの前に停まった。窓まどはスモークが貼はられ、防ぼう弾だん装そう備びがなされている。

　薫たちがポルシェを降おりると、ヴァンの運転席の窓が開き、三十過ぎの男が短く言った。

「薫さんですね。『メイス』のヴァーホーベンです。乗って下さい」

『メイス』はヨーロッパ北部に展てん開かいする攻こう性せい退たい魔ま機関マレウスの一部隊で、日本に駐ちゆう在ざいする『ジャベリン』よりも遥はるかに規き模ぼの大きな部隊だが、魔族の総攻撃のとき壊かい滅めつ的な打撃を受けたと聞いていた。

「メイスは無事だったんですか？」

「……襲しゆう撃げきされたときに基地にいなかった者だけですが」

　そう言ってヴァーホーベンは唇くちびるを噛かんだ。

「そうですか。それは……」

　と、ヴァンに乗ろうと後部に向かった薫は、ドアに手を掛ける瞬しゆん間かん、手を止めた。闇の力を手にした薫の鋭えい敏びんな聴ちよう力りよくは、ドアの向こうで、カチャリ、という不ふ穏おんな音がするのを捉とらえたのだ。

「……どういうつもりだ？」

「お忘わすれですか？　我われ々われはそういう組織です。どうぞご理解下さい」

「……僕ぼくを始末するつもりでハメたのか？」

「まさか。そうではありません」

　ではいったい何を……と言いかけた薫をヴァルデリーが押おしのけ、ヴァーホーベンの前に出る。ヴァーホーベンが思わず後ずさり、車の中から、カチャ、カチャ、っという音──銃じゆうの引き金に手を掛ける音が幾いくつも聞こえた。しかしヴァルデリーは「ふん」と嘲あざ笑わらい、無造作に近づいてヴァンのドアを開けた。そこには対たい魔ま装そう甲こうのジャケットとライフル銃で完全武装した五人ほどの兵士が薫たちに銃口を向けていた。

「『咬かまれた奴やつは殺してやる』だったっけ？　それが教皇庁のやり方ってワケでしょ。完全に信用されてるわけじゃないのよ、あんたは」

　そして向けられた銃口をまったく気にも留めない様子でヴァルデリーはヴァーホーベンに言う。

「お仲間が魔族にいっぱい殺されたっていうのに、『契けい約やく』を終えてない半使徒を招き入れるなんてのに納なつ得とくできてない奴もいっぱいいるってところかしら？」

　ヴァーホーベンは目を伏ふせ気まずそうにしていたが、否ひ定ていはしなかった。ヴァルデリーは鼻で笑った。

　彼の内心を代弁するように、ヴァンの兵士の一人がヴァルデリーに言った。

「……確かお前はケルベロスの事件のとき、中なか野の台だい高校の地下で『ジャベリン』の大隊を皆みな殺ごろしにしたんだったな」

「ええ」

「ジャベリンには友人が何人かいた」

「あら、ごめんなさいね。でもそれがどうかして？　そのときわたしとあんたらは敵同士だったし」

「何だと！」

「やめなさい。わたし、見み逃のがしてあげているだけなのよ？　これ以上不ふ愉ゆ快かいな態度を取ったら……」ヴァルデリーはニマリと笑ってから獣けもののように牙きばを剥むき出しにした。「この場で全員喰くってあげるわ」

「ヴァルデリー！」

　薫が声を荒あららげると、ヴァルデリーは心外そうに顔を背そむけ、「何よ、この半はん端ぱ者ものが。かばってやったのに」と吐き捨てた。

「……薫さん、少なくとも私は貴方の力が必要なことを理解しているつもりです」

　ヴァーホーベンが言った。汚きたない言い方だな……と薫は思った。でもそれが、彼が感情と現実の間で最大限の譲じよう歩ほをした言葉だとも分かっていた。

「いいですよ、それで」

　すぐに感情を落ち着けることができた。以前ならもっと煩はん悶もんした気もするのだが、そんなことを考え始めると思考はドツボに陥おちいってしまう気がしたので、薫はそれ以上は考えないことにした。

　薫とヴァルデリーがヴァンに乗り込むと、ヴァンは市の郊こう外がいへと走り出した。

　車の中の空気は殺さつ伐ばつとしていた。薫は自分に銃口を向けたままの兵士たちをそっと観察した。

（メイスが襲撃を受けたとき基地にいなくて生き残った人たち、か……）

　後部座ざ席せきに乗った五人の兵士は、『兵士』と言い切ることはできなかった。よく見れば兵士のうちの二人は女性、しかもとても銃の扱あつかいに慣れているとは思えない事務職っぽい眼鏡をかけた女性だった。とても生き残った兵士だけでは人数が足りなくなり、銃の扱いなど知らぬ者まで動員せねばならないのが今のエスクードの状じよう況きようらしい。

　一人の女性と目が合い、薫は「僕らはどこに向かって……」と聞こうとしたが、その女性はびくりとして顔を逸そらしてしまった。

　薫は言葉を飲み込んだ。どうせ聞いたところで答えは返って来ないだろう。兵士たちは自分らの護ご衛えいに来たのではなく、自分らが妙みような行動をしようものなら始末するために来たのだから。

（まあ、どうでもいいことさ……）

　薫は自分を納得させるように心の中で呟つぶやいた。
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　ヴァンは郊外にある古いホテルの前で停とまった。

　よく見ると玄げん関かんを飾かざるレリーフの中にバチカンの紋もん章しようが小さく刻きざまれている。こういった教きよう皇こう庁ちようの息のかかった施し設せつは世界中に存そん在ざいしていた。

「どうもお疲つかれ様。わたしたち、怖こわかったでしょ？」

　ヴァルデリーが皮肉を言ってからヴァンを降おりる。ぴりぴりとした空気を放つエスクードの兵士たちの様子に薫はため息をついた。

「……そういうことはやめろよ。怯おびえられてんのは分かってんだろ？　お前もモン・サン・ミッシェルに行くにはエスクードの協力が必要なんだからさ」

「はーい。真紅の貴婦人レデイ・ルージユサマの使徒に怒られちゃったんで、いいコにしてマース」

「あのなあ……」

「ねえ、それよりさ……」ヴァルデリーは馴なれ馴なれしく薫の肩かたを抱だき、顎あごでそっと一人の女兵士を指した。「ほら見なさいよ。あの女、貴方あなたのことずいぶん気になってるみたいよ」

　彼女が指したのはさっきヴァンの中で薫と目が合った事務職らしい女性兵士だった。

　自分を見ている薫に気づくと彼女はハッとしたように顔を逸らし、勝手に持ち場を離れて逃げて行ってしまった。「僕は何もするつもりは……」と言いかけたが、ヴァルデリーがくすくすと笑っているのに気づいて薫は言葉を飲み込んだ。

「……分かってるよ、怯えられてんのはお前だけじゃないってことぐらい。だからお前もいちいち余計なことをして、突つっかかるのはやめろってんだよ」

　本気で苛いら立だった薫はヴァルデリーの手を跳はね除のけ、ホテルの中に入って行った。ヴァルデリーはその場でしばしキョトンとしていたが、ふと合点がいったように「ぷっ」と吹き出し、楽しそうに鼻歌を唄うたいながら薫の後をついて行った。

　ホテルのロビーには一いつ般ぱん客きやくの姿はなく、武装した兵士たちが詰つめていた。薫たちを見て兵士たちの間に緊きん張ちようが走る。それは『歓かん迎げい』とは正反対の空気であった。

　兵士たちの間を縫ぬって長谷川司祭が薫の方に歩み寄って来た。

「よく来てくれたな。身体からだの方はどうかね？」

「今のところは」

「ならいい」

　司祭は闇やみの血に穢けがされた薫の身体について深くは触ふれなかった。

「現在私がここの者たちの指し揮きを執とっているが、正式な任を受けてのものではない。私の独断だ。メイスをはじめとする各地の部隊の生き残り、そしてイギリスの者たちの混合軍だ。これからどれだけの兵士が集められるか分からぬが、それでも我々はモン・サン・ミッシェルを目指す」

　司祭の言うようにエスクードの兵士の中にローブをまとった魔ま術じゆつ師しの姿すがたが何人もあった。薫はその中に見知った顔を見つけた。

「……ご無事だったんですか、グレンヴィル卿きよう」

　グレンヴィル卿──ルーシアの父アルフレッド・グレンヴィルはこくりと頷うなずいた。服はあちこちが焼け焦こげ酷ひどく疲ひ弊へいした顔をしていたが、怪け我がはないようだった。

「イギリスが襲しゆう撃げきを受けたとき私はウエストミンスター寺院にいたのですが、ラダーヴィが率いる本隊がバッキンガムに行ってくれたお陰かげで……と言うべきですかな……まあ、そのお陰でどうにか生き延のびました。女王陛へい下かは娘むすめのアンジェラに救出されてしまいましたよ。情けないことです。私もそろそろ『円えん卓たくの十二席』を譲ゆずる頃ですかな」

　グレングィル卿はイギリス人らしいシニカルな笑みを浮うかべた。

「女王陛下はご無事なのですか？」

「ええ。……ですがどこにいるか貴方にはお話しできません。ご無礼は承知ですが、今の貴方には話せないことをどうぞご理解下さい」

「分かっています。気になさらないで下さい」

「申し訳わけありません。ただその代わり、この私は最後まで貴方たちと命運を共にする覚かく悟ごです」とそこでグレンヴィル卿は思い出したように言った。「……そうそう、つい数十分ほど前、娘のルクレシアから連れん絡らくがありました」

「ルーシアから!?」

「はい。トリプル・クラウンの指示で魔術に使う魔導触しよく媒ばいを買い集めているところだそうで、ブリュッセル近きん隣りんにある魔導道具を扱あつかっている店の場所と、その店への送金を頼たのまれました。ずいぶんな金額になりましたが、さて、いったい何をやっているやら……」

　グレンヴィル卿は「困こまった娘だ」とばかりに笑ってみせた。

「それで薫殿どの、貴方がもうすぐこちらに来ることを話したら、娘から貴方への伝言を頼まれました」

「はい」

「『バーーーーーカ』だそうです」

　しばし薫はグレンヴィル卿を見つめ「……はい？」と聞き返した。目を瞬しばたたかせる薫に、グレンヴィル卿は堪こらえきれなくなったように笑った。

「『あのバカ、約束を破って一人で行っちゃって。パパ、わたしの代わりに一発ぶん殴なぐっておいてちょうだい』とも頼まれましたが、これはまあ聞かなかったことにしておきましょう」

「無事……なんですね、彼女」

「はい、どうやら十分すぎるほどに。……それと娘からもう一つ伝言があります。『必ず行くから、待っていて』だそうです。何やら覚悟を決めてのことのようですので、どうぞあの子をお役立て下さい」

　娘がトリプル・クラウンなどというお尋たずね者の犯罪者と行動を共にしていることは内心穏おだやかではないであろうに、グレンヴィル卿は微かすかに浮かんだ複雑な表情を隠かくすよう深々と頭を下げると、「それでは私はやることがあるので」と言ってホテルを出て行った。

「グレンヴィル卿はどちらへ？」

　薫は司祭に訊たずねた。

「輸送機の確保だ。ツテを使って輸送機を買い付ける交こう渉しようをしてくれている。この情勢下なので手こずっているそうだが、何とかなりそうらしい。……さあ、詳くわしい作戦について説明しよう」

　薫とヴァルデリーは作戦本部に使われているらしい二階の部屋へと案内された。とは言ってもどこかから調達して来たのか旧式の通信設備と数台のノート・パソコンがあるだけで、戦時下に急ごしらえで作られた前線基地のような趣おもむきだった。

「そんな顔をするな。これでも情報収集はちゃんとできておるのだぞ」

　司祭は部下に命じて壁かべに貼はられていたモン・サン・ミッシェルの地図を取って来させると、それをテーブルに広げた。真上から見た見取り図と、側面から輪切りにした図が上下に並ならんでいた。

「イギリスの王立図書館に残っていた文ぶん献けんと、君らがイギリス女王の命を受けて潜せん入にゆうしたときに持って入った測量の宝石のお陰で七割方の構造は判明している。……君らが潜入したのはこの入口だ」

　と、司祭はモン・サン・ミッシェル近くの原っぱにあった秘ひ密みつの入口──セント・マイケルズ・マウントにも同様の物があった──を指差し、薫たちが通った道を指でなぞっていく。

　長い階かい段だんを下り、海の下を通って修道院の真下へと着くルートだ。そこから薫たちはモン・サン・ミッシェル地下にあった建設途と中ちゆうの地下都市へと入って行ったが、途中で枝分かれした所に最後の『ゲート』が眠ねむっていた。

「モン・サン・ミッシェルの地下約百二十メートル。修道院のほぼ真下だ。潜入ルートは君らが使ったルートと正面からがあるが、君らが使ったルートはもう使えないと思った方がいいだろう。魔ま方ほう陣じんを再現しにオーストリアに行ったクラウディア・マルゼスたち、それから君の剣つるぎの力を取り戻しに行ったグレンヴィル嬢じようが戻り次し第だい、エスクードとイギリスの混合軍が総そう攻こう撃げきをかける」

「混合軍と言ってもどれほど残っているんですか？」

「五体満足で戦えるのは数百人……おそらく二百人以下だろう」

「……それだけいれば囮おとりには十分ね」

　と、ヴァルデリーが口を挟はさんだ。

「囮？」

　薫が聞き返す。

「ええ、そうよ。わたしたちは例の修道院の地下に出る隠し通路から行くつもりだったけど、でもそちらのおじい様の言う通り見張りがいてマトモには行けないでしょうから、貴方たちエスクードが正面から突とつ撃げきして引きつけてちょうだい」

「な……」

　さっき「自分たちだけで行こう」と言ったとき、ヴァルデリーが「役には立つんじゃないかしら」と司祭らとの合流を勧すすめた理由を薫は理解した。

「みんなを目くらましの的に使うつもりか!?　ヴァルデリー！　お前は他人の命を何だと思ってんだ！」

「……よしたまえ、薫君」

　激げつ昂こうする薫の肩かたを司祭が掴つかんだ。

「その女に言われなくとも、我われ々われは最初からそうするつもりだった。いいか、薫君。奴やつらは一いつ斉せい攻撃でエスクードを壊かい滅めつ状態にしたと思っている。だからゲートの封ふう印いんに来るのが君だけだと思っているはずだ。その油断の中に我々の勝機がある」

「だけど……僕ぼくはこれ以上仲間を死なせたくはありません」

「青あお臭くさいことを言ってるんじゃない。君は自分のすべきことだけ考えろ」

　司祭はぴしゃりと言った。

「話は決まったみたいね」ヴァルデリーが席を立つ。「ありがたく囮として使わせてもらうわ。せいぜい奴らの目を逸そらしてちょうだい。ま、それぐらいしか貴方あなたたちには使い道がないわけだしね」

　覚かく悟ごを決めていたとはいえ気き遣づかいというものがまったくないヴァルデリーの言葉に、兵士たちの間に不ふ穏おんな空気が流れるが、ヴァルデリーはまるで気にせず部屋を出て行った。

　そしてその怒いかりは薫にも向けられた。薫は「……すみません」とだけ言って、ヴァルデリーを追って部屋を出た。
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　三階に上がったヴァルデリーは空室になっている手近な部屋のドアを開けて入って行く。「待てよっ」薫も彼女を追って部屋に入って行った。

「なによ」

「『なによ』じゃないだろ？　彼らは僕らを行かせるために命を懸かけてくれるって言ってるんだぞ。そんな態度はないだろ」

「……あらあら、ホントに青臭いボクちゃんですこと。他ほかにいい方法があるなら言ってみなさいよ。あの女の元に世界中から魔族が集まってんのに、わたしたちだけで正面突とつ破ぱできるとでも思ってるの？」

「それは……そうだけど……でも物には言い方ってもんがあるだろ」

「『君たちの命が必要なの。頼たのむ、わたしたちのために犠ぎ牲せいになって』とでも言えっての？　どうせ死んでもらうのは同じなのに」

「そりゃ……そうだけどさ……」

　反はん論ろんできず同じ言葉を繰くり返すしかできない薫にヴァルデリーは軽けい蔑べつの失笑を漏もらし、もう話し合うつもりはないとばかりにベッドに向かった。

「さ、この話はもうおしまいよ。疲つかれてるから休みたいの。あんたも休んでおいたら？　もうすぐ夜だし、これから本気でキツくなるわよ」

　ヴァルデリーは手て袋ぶくろだけ外し、ブーツを履はいたままごろんとベッドに横たわった。

　この女がベッドに寝ねている姿はそれだけで犯罪的に艶なまめかしい。思わず顔を赤くしてヴァルデリーから顔を逸らす薫に、ヴァルデリーの口元に何とも淫いん蕩とうな笑みが浮かんだ。

「ふふ……もう我が慢まんできないって感じね」

　ヴァルデリーはベッドから起き上がり、腰こしを揺ゆらしながら薫の方へと歩いて来る。

「な、何だよ……」

「自分でも分かってるでしょ？　夜は貴方をケダモノにするのよ」

　薫の目の前まで来ると、ヴァルデリーはライダー・スーツのファスナーに手を掛けた。

「お、おい……」

　ジジジッと音を立てながら留め金が胸むねの丘おかの上を通り過ぎ、臍へその辺りまで滑すべり降おりる。褐かつ色しよくの肌はだが露あらわになり、闇やみの血に冒おかされた薫の鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくを彼女の肌の匂においが刺し激げきする。気位の高い獣けものとでも言うべき野性的な匂いだった。

「ねえ……人間なんてやめちゃいなさいよ。さっきのヴァンの連中ったら酷ひどかったわよね。わたしはともかく、ついこの間まで仲間だった貴方に対して。ホント、可哀かわい想そう……。この戦いに生き残ったところで、貴方があいつらに迎むかえ入れられることはないのよ」

「わ、分かってるさ、そんなこと」

「なら身も心もその力に委ゆだねた方が楽よ。……それに楽しいし」

　ヴァルデリーはつるんと卵を剥むくようにライダー・スーツを脱ぬぎ捨すてた。下着は下半身しか着けていなかったが、ヴァルデリーは胸を隠そうともしない。何とも重そうな両乳ち房ぶさが、朝あさ露つゆに濡ぬれた果実のように汗あせで光っていた。

「よせって……そ、そういうことはしないって言ってんだろ……」

　薫は後ずさる。が──対照的に心はどんどんとどす黒い感情で塗ぬり潰つぶされていく。『この女で渇かわきを癒いやせ』『この女を押おし倒たおして服ふく従じゆうさせてしまえ』そんな言葉をもう一人の自分が耳元で囁ささやく。

　薫の背せに壁かべが当たり、それ以上後退できなくなる。ヴァルデリーはにまりと笑い、薫に抱だきつくと、無造作に自分の乳房を薫の胸むな板いたに押し付けた。彼女の柔やわらかな双球が薫の胸の上で潰れる。闇のオーラを変質させて作ったボディ・スーツは、まるで遮しや蔽へい物などないようにヴァルデリーの身体の感かん触しよくを薫に伝える。昨夜その手で、指で、唇くちびるで知ったレイニーの身体のことを薫はどうしても思い出してしまう。

「ねえ……さっきの女、見た？」

「さっきの女？」

「ヴァンに乗っていた兵士の女よ」

「ああ……僕のことを凄すごい警けい戒かいしていた……」

「警戒？」ヴァルデリーは吹ふき出す。「違ちがうわよ。あの女、あんたに抱かれたくてたまらなかったのよ」

「な、何だよ、それ……」

「あんたさ、自分では気づいてないみたいだけど、女を発情させまくってるわよ。全然闇の力を抑よく制せいしてないんですもの。誰かれ構わず『おとなしく俺おれに抱かれろよ』って迫せまっている感じ。でも今のあんたにそんなふうに迫られたら、簡かん単たんに言うことを聞くわよ？」

「ば、馬ば鹿かなことを言ってんなよ」

「ウソじゃないわよ。試しにさっきの女をトイレに連れ込んで『咥くわえろ』って命令してご覧らんなさいよ。犬みたいにあんたの足元に這はいつくばって、素直にご馳ち走そうにしゃぶりつくから」

「な、な、な……」

　薫の許容範はん囲いを大きく超こえた卑ひ猥わいな言葉の洪こう水ずいに、もはや彼女を叱しかることもできず薫は目を白黒させる。

「でもあんた加減を知らなそうだから、人間なんてすぐに壊こわしちゃいそう。わたしが教えてあげるわ。人間を優やさしく可愛かわいがってあげるやり方を……」

　ヴァルデリーの唇が薫の唇を塞ふさぐ。

「んんっ……」

　すかさず彼女の舌が口の中に侵しん入にゆうして来る。軟なん体たい動物のように彼女の舌が薫の口内を舐ねぶる。昨夜レイニーと交わしたのとはまるで別種の、ただ情じよう欲よくだけの口付けだった。

「え……？」

　くらり、という目め眩まいが薫を襲おそった。ハッとして彼女を突つき放そうとするが、遅おそかった。薫の瞳から戸と惑まどいの色が消え失うせていた。

　薫は両手をヴァルデリーの腰こしへと持って行くと、彼女の引き締しまった尻しりを下から持ち上げるようにして自分の方に引き寄せた。力強く抱き寄せられたヴァルデリーの下した腹はらに堅かたく張り詰つめたものが押し当たる。ヴァルデリーは瞳に優ゆう越えつ感かんに満ちた色を浮うかべた。

「ステキよ、薫……」

　ヴァルデリーはぬちゃっと音を立てて唇を離はなすと、身体の向きを入れ替かえ、薫の堅くなったものに艶なまめかしく腰を擦こすりつける。

　薫の両手が背はい後ごからヴァルデリーの両乳房を鷲わし掴づかみにした。金属を素手で握にぎり潰つぶせるほどの力を持った青年の指が乱らん暴ぼうに彼女の乳房を揉もみしだき、青年の指の下で彼女の乳房が様々な形に変わる。

「あっ……」

　演技ではない切なげな声が漏もれる。女の身体などほとんど知らない青年の欲望だけの稚ち拙せつで乱暴な愛あい撫ぶであったが、ヴァルデリーはぞくぞくとしたものを感じていた。

　ヴァルデリーは薫の愛撫に身体を自由にさせながら、残った下着を脱ぬぎ捨すてた。

「さあ……始めましょ……。闇の力を手に入れたってことがどういうことか、わたしがじっくりと教えてあげる」

　ヴァルデリーは薫の身体から離れると床ゆかに四つん這ばいになった。薫が彼女の腰を両りよう腕うでで押さえつけて、引き寄せる。そこには相手の女に対するいたわりなどまるでない。ただ女を蹂じゆう躙りんして欲望を果たすという感情だけである。だが彼女にはそれがたまらなかった。

（それでいいのよ……わたしを求めない男なんていないんだから……）

　彼女は薫を自分の虜とりこにしたと優越感に浸ひたっていた。が──彼女は気づいていなかった。彼女は獣けもののように背後から自分を抱かせることなど主人であるトゥロワヌ以外には許してなかったはずなのに、あの人間の女兵士を発情させた薫の闇のオーラにヴァルデリーの方が囚とらわれようとしていたことを。



    

  
    
      「あの女のことなんか一晩で忘わすれさせてあげるわ。どうせもうすぐあんたの前からいなくなる女なんですから」

　ヴァルデリーの髪かみが掴まれた。

「いいわ……今日だけはわたしを乱暴に扱あつかうことを許してあげる……」

　ヴァルデリーは興こう奮ふんしていた。自分の片かた目めを抉えぐり、トゥロワヌの寵ちよう愛あいを受けられなくなった原因を作ったレイニー──。その男を奪うばい取ることで彼女はレイニーに復ふく讐しゆうしてやるつもりだったのに、もうそんなことは忘れていた。彼女はこれ以上ないほど興奮していた。

　が──

　次の瞬しゆん間かん、ヴァルデリーは髪を掴まれたまま床に顔を叩たたきつけられていた。

「な、何すんのよっ！」

　殺し屋の反応で体勢を入れ替えようとするが、両腕に何かが巻まき付き、後ろ手に拘こう束そくされた。闇の触しよく手しゆだった。ヴァルデリーは両腕を拘束されたまま、顔面を床に叩きつけられた。

「……もう一度言ってみろよ」

　どこかおどおどしている青年とはまるで違う冷たい声が彼女に降り注ぐ。

「もう一度レイニーさんのことをそんなふうに言ってみろ。お望み通りめちゃくちゃにしてやるよ」

　ピシッ、と顔を押おし付けられた下で大理石の床にヒビが入る。「ひっ……」ヴァルデリーの胸を恐きよう怖ふが塗ぬりつぶした。彼女は拘束を解こうとじたばたともがくが、薫の作った闇の触手は微び動どうだにしない。

　殺される……自分はこの男に殺される……。ヴァルデリーは決して越こえられない彼との力量の差を、そして自分が彼の決して触ふれてはいけない部分に触れたことを察し、ガタガタと震ふるえながら懇こん願がんした。

「お願い……許して……許してください」

　するとハッとしたような気配がし、ヴァルデリーを拘束していた闇の触手が消え去った。ヴァルデリーに跨またがっていた薫が彼女の上から降りた。ヴァルデリーは恐怖のあまり立ち上がることができず、恐おそる恐おそる薫の方を向いた。自分が感じた圧あつ倒とう的な気配はもう消え失うせ、青年は酷ひどく後こう悔かいしたような表情で俯うつむいていた。

「悪い……」薫はヴァルデリーに謝った。「……でももうそういうことはしないでくれ。あと人を喰くうとかそういうのも言わないでくれ。僕ぼくはあんたを憎にくみたくないんだ」

「あんたなんかに……好かれたくないわ。あんたみたいな半はん端ぱ者ものに何を言われたって気にもしない。マスターを殺したあのクソ女に咬かまれた奴やつなんてっ」

　その半端者に恐怖を覚えたことが悔くやしくて、ヴァルデリーは攻こう撃げき的に言った。瞳には微かすかに涙なみだが滲にじんでいた。

「わたしはこれまで山ほど人間を喰ってきたわ。これからもそうするつもりよ。気に食わないなら殺しに来ればいいでしょ？　相手をしてやるわよ。でもそれはあのクソ女を殺してやってからにして」

　しばらく薫は黙だまり込んでから、静かに言った。

「……主人トウロワヌが死んであんたの血の束そく縛ばくはもう消え去っている。だからあんたは、自分の感情で好きだった者の復讐をしようとしてるんだろ？」

「ええ……そういうことになるわね」

「真澄さんも殺された両親の復讐に人生を捧ささげていたんだ。たぶん……口には出さないけど、アルフェルムの使徒になることを選んだのだって復讐の力を得るためだったんだと思う。だから真澄さんが闇に堕おちても僕には真澄さんが憎めない。あんたの感情も少しは分かるから、できればあんたのことも憎みたくないんだ」

　ヴァルデリーはキョトンとした。そしてかなり長い時間、その表情のまま薫のことを見つめていた。

「……怪け我がさせてごめん。僕は朝まで外にいることにするよ。このままここにいると、誰だれかれ構わず襲おそっちゃいそうだから。……いや、そっちの意味じゃなくて……まあ、どっちでもいいか」

　薫は苦笑いしてヴァルデリーに背せを向けた。

「……待って」

　ヴァルデリーが薫の腕うでを掴つかんだ。

「謝るわ。媚び薬やくなんか使ったりして」

「媚薬？」

「そう。わたしの体液は全すべてが男を狂くるわす媚薬よ。舌を入れたときにたっぷりと塗り込んでやったの。あんたの最後の理性を弾はじけ飛ばすぐらいの効果はあったみたいね」

　あのとき頭がくらっとした理由がやっと分かった。

「……あのなあ……」

「もうやらないわよ」

「こっちだってもうあんなことされる隙すきは作るもんか」

　ああいうことをしてしまうだけならまだいいが──いや、よくはないのだが──欲よく望ぼうのタガが外れて食人をしてしまったかもしれないのだ。

「ま、とりあえずこの戦いが終わるまでは喧けん嘩かはナシにしよう。改めてよろしく」

　薫は握あく手しゆを求めた。

「いいわ。戦いが終わるまではあんたをパートナーと認みとめてあげる」

「じゃあ僕は行くけど、エスクードの人たちにヘンなことするなよ」

「……なによ偉えらそうに。上位の盟主ロードの牙きばを受けたからってあんまり調子に乗らないでよね。あんたみたいな半端者とわたしとじゃ、キャリアが全然違うんだから」

　ヴァルデリーは意地になったように言った。どうやら使徒同士の間では薫には理解できないヒエラルキーがあるらしい。

　それでやけに自分に対して挑ちよう戦せん的な態度だったのか……などと思っていると、ヴァルデリーは薫をジッと見つめて付け足した。

「あと、絶対にこの戦いが終わるまでに『お願いだからやらせて下さい』って言わせてみせるから。ったく、兄弟してわたしの誘さそいを断ってくれちゃって。ホント気に食わないわ」

　ヴァルデリーはぷっくりと頬ほおを膨ふくらませた。

（……むしろそっちにムカついてたのか……）

　やはり自分は女性のパートナーに恵めぐまれてないらしい、と薫は苦笑した。

（でも……）

　さっきこの女が自分を堕とそうと囁ささやいた言葉──もう人間の世界に貴方の居場所はないんだから、こっちに来なさいよという甘かん言げん。まだ仲間だと思っていたエスクードの者たちの態度が、今さらのように心に痛いたかった。

（もしかするとヴァルデリーの言う通りなのかもしれないな……）

　薫はそんなことをぼんやりと考えながら、ホテルの三階の窓まどから雨の降ふりしきる街に身を躍おどらせた。

　　　　◇




　フランスはモン・サン・ミッシェル。

　修道院の最上部にある盟主アロマの私室にやって来た彼女の忠実なる部下イレウスは扉とびらをノックした。

「お入りなさい」

　扉の向こうから幼おさなくも高こう貴きな声が返ってくる。

　イレウスが部屋に入ると、アロマはソファの上にちょこんと座すわっていた。つい先日までは数多あまたの人間の男がここに連れて来られ、彼女のほんの一時の悦えつ楽らくのために使い捨すてられてきたが、今は部屋に男の姿すがたはなかった。

　アルフェルムと身体からだを重ねたときより、アロマはぴたりと男を求めなくなった。久しぶりに盟主同士の営みを味わってしまったせいで人間相手など興を覚えなくなったのか、それとも子を宿した──と本人は言っているがイレウスにはそれが本当なのかは分からない──からなのか。

　ただ、刹せつ那なの享きよう楽らくを求める彼女の気質は変わらない。肉欲を求める代わりに彼女は人間で人体実験をして遊ぶのを始めた。配下の者に使徒を作らせ、その使徒とこの修道院の地下に巣す食くった魔ま獣じゆうを切り刻きざんで、せっせと何かを作っているらしい。

「時間ぴったりね」

　アロマは言った。「は……？」とイレウスは目を瞬しばたたかせた。ようやく人体実験にも飽あきて彼女の身体が空いたので制圧の進行状じよう況きようを報告しに来たのであって、約束はしてはいなかったはずだ。

「イレウスの戸と惑まどった反応もみんな貴方あなたの預言通りね」

　と、アロマは部屋の隅すみに目をやった。イレウスはそれでアロマの言葉の意味を納なつ得とくした。そこには一人の女が人形のように腰こし掛かけていた。オフィーリア・ストリックスランド。『向こう側』にもめったにいない、未来を見通す『夢見』の力を持った女である。

「で、どうしたのかしら？」

「あ、はい。制圧状況の報告なのですが……必要なかったでしょうか？」

「聞かせて。彼女、細かいところまでは貴方の報告の内容までは見通せなかったんだって。いえ、それとも口がきけないから筆談で長い話をするのが面めん倒どうだったのかしら」

「はあ、それでは……」

　イレウスは手にしていた資料に目を落とし、報告を始めた。

　制圧は極きわめて順調だった。エスクードは壊かい滅めつ状態に陥おちいり、世界各国の政府は次々に従じゆう属ぞくを打だ診しんしてきている。アメリカだけがしつこく抵てい抗こうを続けているが時間の問題だろう。アロマは「宣せん戦せん布ふ告こくなんて必要ある？」と言っていたが、どこかでメディアを使って制圧を宣言した方がいいかもしれない。そのときテレビ画面の中で人間どもに向かって高らかに服従を命ずるアロマの姿を想像し、イレウスは陶とう酔すいするほどの興こう奮ふんを覚えた。

　が──ふと顔を上げて愛いとしき主人の顔を見ると、彼女は自分の報告に耳を傾かたむけてくれてはいたが、あまり興味があるようではなかった。

「あの……どうかなされたのでしょうか……？」

　報告を終えたイレウスは恐る恐る訊たずねた。

「ん～。わたしがオフィーリアから聞いていたのとはちょっと違ちがっているなあって」

　くすくすとアロマは笑う。イレウスを嘲あざわらっているようでもあり、見限っているようでもあった。

「と……言いますと……」

「わたしね、あそこに囚とらわれているときとっても退たい屈くつだったの。だからあそこに戻もどるのはもうイヤなのよね」

「は、はあ……」

　アロマの言おうとしていることが分からずマヌケな返答をしてしまい、イレウスはアロマの瞳ひとみの奥おくに濃のう厚こうな死の匂においを嗅かいだ。この夢見師は、我わが主人に何を告げたのだろう……とイレウスはオフィーリアの方を向く。するとオフィーリアは──力を強めるためにトゥロワヌによって目も耳も奪うばわれているはずなのに──イレウスに向かってにこりと微笑ほほえんだ。イレウスの背せ筋すじにぞっとしたものが這はい上がった。

「ヒント、エンカーナシオン城じよう」

「トゥロワヌが貴婦人を封ふうじた場所……ですよね？」

「あら、まだ分からないの？　貴方って意外と鈍にぶかったのね」

　アロマは「チッ、チッ、チッ、チッ……」とカウントダウンをする。テレビで見ていたクイズ番組の真ま似ねのようだが、イレウスにはそれが自分の余命の蝋ろう燭そくを削けずる音に聞こえた。

「ぶーっ。タイム・オーヴァーでーす。答えは『エスクードの者たちがそこに向かった』でしたー」

「あっ！」イレウスはようやくアロマの言おうとしていることに気づいた。「まさかエンカーナシオン城の魔ま方ほう陣じんを再現させようとしている者が!?」

「ぴんぽーん」

「で、ですがあそこの記き憶おくは全すべて焼き払はらわれていて、再現することなど……」

「そこまでは見えなかったって彼女は言っているけど……」とアロマはちらりとオフィーリアに目をやる。「もしかするとそれを可能にするだけの力を持った魔族で人間に与くみする者がいるってことかしら？」

　イレウスは猛もう烈れつな怒いかりを覚えた。この世界でアロマは絶対の存そん在ざい。彼女に弓を引く同族などいてはならない。それに何よりも、トゥロワヌがＺＯＳＯと結けつ託たくしてアロマを封じたため、自分はこの愛いとしき主人と数百年も分かたれたのである。

「……すぐに行ってまいります」

　と、イレウスが部屋を出て行こうとするが、アロマは「待って」と彼を呼よび止めた。

「いいのよ、行かなくて。そこにはもう別の者を行かせたから。貴方にはね、他ほかに行ってもらいたい所があるの」

「行ってもらいたい場所……ですか？」

「ええ」アロマはスッと手を伸のばす。フランス人形のような美しい手が真下を指差した。「とっても危き険けんな場所で、もしかすると戻って来れなくなるかもしれないんだけど……わたしのお願い、聞いてくれるわよね？」

　そしてアロマは窓まどの外に目をやる。自分を再び封印しようとする者がいるというのに、彼女の顔は楽しげであった。そう、まるでクリスマス・プレゼントの箱を開けるかのように。

「さあ、薫君。今度はこっちからいくわよ」
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　夜半を過ぎ、ヨーロッパ中を覆おおった雨雲は街に激はげしい雨を降ふらせていた。

　魔族に制圧されたロッテルダムの街では、その裏うらでエスクードの者たちが密ひそかに、だが着実にモン・サン・ミッシェルを攻せめる準備を進めていた。

　そんな中、少しばかり毛色の違ちがった任務を命じられた二人の隊員がいた。

　ヨーロッパ北部に駐ちゆう在ざいする『メイス』に所属するゴードンとアイバーの二人は、エスクードが仮の本部にしている古いホテルを抜ぬけ出した一人の青年の後ろを、三十メートルほどの距きよ離りを空けて追っていた。

「……あの子、どこに行くつもりかしら？」

　アイバーが眼鏡めがねを拭ふきながら言った。

「さあね」

　ゴードンは素っ気なく応こたえる。ゴードンの方はメイスの正式なエージェントだが、アイバーの方はただの事務オペレーターにすぎない。魔族の襲しゆう撃げきで多くの人員が殺されてしまったため、二人一組ツーマンセルで尾び行こうを行う人員にも事欠いているのである。だからといって尾行の最中にべらべらとお喋しやべりする素人しろうとの女と組まされるってのもね……とゴードンはうんざりとした。

　とはいえ尾行している青年は単独で追つい跡せきできるような相手ではなかった。

「薫かおる君……だったわよね」

「ああ」

　深ふか津つ薫、十八歳。ブラディミールの剣けん士しであり、日本の『ジャベリン』では隊長であった柏かしわ田だが殺されてから新たな隊長が決まるまでの間、臨りん時じで隊長代理も務めたこともある青年。

　だがその兄は盟主アルフェルムに咬かまれて使徒となった裏切り者であり、誰だれも寄せ付けなかったあの『殺さつ戮りくのレイニー』が同行することを許し世界中を旅した。そして今、彼自身も盟主アロマに咬まれながら血を受けることは拒こばんでいるという半使徒である。

　危険な存在であった。否いや応おうなしにでも牙きばを受けた者は、いつか必ず魔族に屈くつして敵となる──それがエスクードの常識だった。そんな者をよりにもよって自身を咬んだアロマとの戦いに引っ張り出そうなど、長は谷せ川がわ司し祭さいはどうかしているとしか思えなかった。もしかすると血を与あたえてやることを条件にアロマが送り込んだのかもしれないではないか。

「……あれ？」

　ふと気づくと前を歩いていた薫の姿がなくなっていた。

「あいつは？」

「ビルとビルの間に入って行ったみたい」

（チッ……だったらすぐ言えよ、この素人が）

　自分も考え事をしていて被ひ追跡者を見失ったことを棚たなに上げ、ゴードンはアイバーが指差したビルの間へと走った。

　と、青年が消えたビルの間に入ろうとしたゴードンは腰こしが抜ぬけるほど驚おどろいた。

　ビルの間に入ったすぐの所に、青年がビルの壁かべに寄りかかって待ち構えていたのだ。ゴードンは口が開けなくなり、アイバーの方は本当に腰を抜かして水みず溜たまりの中にばしゃっとへたり込んだ。

「もしかして……」氷のような声で青年が言う。「闇やみの生き物の尾行をするのは初めて？」

　図星であった。ゴードンは研修を終えて『メイス』に配属されたばかりで、まだ実戦経験はなかった。本当ならまだ先せん輩ぱいのエージェントについて回り、小こ突づかれながら戦い方を覚える段だん階かい。実のところベテランのエージェントから見れば事務職のアイバーと大差なかった。

「追跡は気づいてたよ。あれぐらいの距離じゃ雨の中だって僕らは足音はおろか、呼こ吸きゆうの音だって聞き分けられる」

「う、動くなっ」

　ほとんど悲鳴のような声を上げてゴードンはやっと拳けん銃じゆうを抜く。だが闇の者に見み据すえられて拳銃を握にぎる手はガタガタと震ふるえていた。

「僕ぼくは敵じゃない。それに、たぶん当たらないよ」

「うるさいっ！」

　銃声が響ひびいた。が、銃を撃うった瞬しゆん間かん、青年は宙ちゆうを軽く舞まってそれを躱かわす。

　宙を舞う青年のコートの袖そでから金色の物が滑すべり出る。それは糸のような物で結わえられた金きん属ぞく錐すいであった。青年の僅わずかな手の動きで金属錐がゴードンへと向かう。ゴードンは手に小さな衝しよう撃げきを覚えたと思ったら、握っていた拳銃の銃身が輪切りにされていた。バラバラになった破は片へんが落ちていくのを呆ぼう然ぜんと見つめる。ゴードンの額の前には金属錐がぴたりと静止していた。ゴードンは水溜りの中にへたり込んだ。

「……化ばけ物もの……め」

「そうだよ、僕は化物だ」

　青年は金属錐を回収すると、ゴードンの横を通り抜け、腰を抜かしたまま動けないアイバーの方へと向かって行った。

「よ、よせよ……彼女に何をするつもりだよ……」

　ゴードンは精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼって言った。使徒と変わった者たちが女性を欲よく望ぼうのままに嬲なぶり物にするのをゴードンは見聞きしていた。

「あ……イヤ……」

　そういった話はアイバーもまた否いや応おうなしに耳にしていた。嬲り物にされた女がそのまま食い殺されるというのも聞いていた。しかし逃にげようにも腰が抜けていたし、彼が行う暴ぼう虐ぎやくに抗あらがう術すべなど存そん在ざいしてなかった。

　青年の手が伸のび、ぐいっとアイバーの手を掴つかんだ。

「あっ……」

　その瞬間、彼女の身体に電でん撃げきが走った。思わず彼女は上ずった声を漏もらした。青年が意図してアイバーの身体に何かをしたようには見えなかった。ただ彼はアイバーの手を握っただけ。だが彼の手に掴まれた瞬間、アイバーの下半身から力が抜け、代わりに雨に濡ぬれて冷たくなった身体に熱い物が宿った。

　力強い手が彼女を引っ張り起こす。下半身の力が抜けていたもので、引っ張り起こされた拍ひよう子しに彼女は青年に抱だきつく形になってしまう。

　青年は外がい套とうの下に黒いエナメル質のボディ・スーツのような物をまとっていた。如い何かなる材質をしているのかそれは皮ひ膚ふのように薄うすく、抱きつく形になったアイバーにはその下にある筋きん肉にくのシルエットが伝わった。見た目とはまるで違う彼の硬かたいがしなやかな筋肉は熱病に冒おかされたように熱くなっていた。

　青年の身体の熱さがアイバーの理性の最後の砦とりでを粉々にした。アイバーは青年に強く自分の身体を押おしつけた。瞳ひとみは切なく濡れ、呼吸が荒あらくなっていた。もう彼女は自分が青年に魅みせられて──いや、まるで発情期の犬のように興こう奮ふんしていることを自覚しないではいられなかった。

　この青年は裏切り者かもしれない。自分とゴードンを殺して、アロマにエスクードの動きを報告するつもりなのかもしれない。だがその前に、自分を殺す前に、この青年に嬲り尽つくされたいとアイバーは青年に身体を擦こすりつけた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　が、青年の口からはまったくトーンの変わらぬ静かな声が出てきた。

「は……はい……」

「そう」

　これほどまでに露ろ骨こつに求めているというのに、青年はそれだけ言うとひょいと彼女の身体を離はなしてしまった。彼女の誘ゆう惑わくを無む視しして……と言うより、アイバーの欲求など彼を振ふり向かせるにはまるで刺し激げきが足りずに見み逃のがしてしまったという感じだった。

「グレンヴィル卿きようから連れん絡らくはあったか？」青年はゴードンに訊たずねる。

「い、いえ、まだのようです」

「そうか。連絡があったらすぐこっちにも連絡をしてくれ。……ああ、そうそう。あと司祭に『僕はただ一人で夜を過ごしたいだけだから、こんなことに余計な人員は割さかないで下さい』って伝えてくれ」

　それだけ言うと青年は地面を軽く蹴けった。ほんの小さな動作だったのだが、青年は十数メートルを跳ちよう躍やくし、ビルの屋上へと消えて行った。

　アイバーは青年の消えたビルの屋上を見つめた。青年に抱かれたときに彼女の身体に移された彼の火ほ照てりはアイバーの全身に広がっていた。彼の身体のあの熱は『契けい約やく』を終えぬ苦しみによるもの。夜も深まり、悪夢のような苦く痛つうと同時に、彼もまた情欲に身体を熱くしているはずだった。

　だが青年が気を変えて自分の寝しん室しつにやって来ることは決してないだろうと彼女は思った。彼は自分のことなどまるで見ていなかった。

　彼の心を独どく占せんしている相手にアイバーは激はげしく嫉しつ妬とをした。

　　　　◇




「……まだ着かないか……」

　ロッテルダムを離れ、北西部の街デルフト近くにあるイギリス貴き族ぞくの別べつ荘そう地ち。アルフレッド・グレンヴィルは雨に濡れるのも厭いとわず、私設空港の滑かつ走そう路で遠い空を見つめていた。

「もう数時間も前にキエフを飛び立ったはずなので、そろそろいてもおかしくはないのですが……」

　と、横にいた空港の持ち主であるジェンリー卿きようが自信なげに言う。グレンヴィル卿は「そうか……」とだけ呟つぶやいた。

　ヨーロッパ北部に居を置く部隊『メイス』はもとよりエスクードの支部は全すべて破は壊かいし尽つくされていたため、ロッテルダムに集まった兵をモン・サン・ミッシェルに運ぶための輸送手しゆ段だんを確保するためグレンヴィル卿は奔ほん走そうしていた。

　ようやく先さき頃ごろになって、ソ連が崩ほう壊かいしたときにウクライナの所有となったまま使われないでいた数機の大型輸送機が調達できるめどがついた。こんなときだというのに武器商人は馬鹿げた金額を吹ふっかけてくれたが、グレンヴィル卿は躊躇ためらうことなく私財を投げうった。

「勝てる……でしょうかね？」

　ジェンリー卿がか細い声で言う。

「勝ち馬に乗りたいのならすぐに向こうにつきたまえ。君も黒魔ま術じゆつ師しだ、魔族の知り合いの一人や二人はいるだろう」

　グレンヴィル卿は彼の顔を見もせずに言った。

「わ、私は裏うら切ぎりなどいたしませんっ！」

　彼は怒いかりの籠こもった口調で言った。それを聞いてグレンヴィル卿は心の中でほっとする。彼のような気の弱い男が裏切りをしているときは、怒りを露あらわにしたりしないで弁明を並べ立てるはずだ。まったく心にもないことだったので怒りを見せたのだろう。

「すまぬ」

　君を試させてもらって……とグレンヴィル卿は心の中で付け足した。

「ジェンリー卿。我われ々われ魔術師は遠い昔トゥロワヌに与くみした。それは我々が永遠に恥はじねばならぬ罪ではある……が、それを選んだ祖先たちの気持ちも分からなくはない。ゲートが閉とじて間もない頃は魔族は完全なる支配者であった。トゥロワヌと交こう渉しようして安全を得るという道もあったろう。だがアロマは交渉などできる相手ではない。我々は滅ほろびぬためアロマと戦わねばならぬのだ」

　ジェンリー卿は力強く頷うなずいた。

　携けい帯たい電話が鳴った。長谷川司祭からだった。グレンヴィル卿は一言二言会話して電話を切った。

「オーストリアに向かったマルゼス導士たちの部隊から連絡があった。魔ま方ほう陣じんの復活に着手したそうだ。問題が起こらねば数時間で作業を終え、こちらに向かうだろう」

「それまでに到とう着ちやくしてくれればいいのですがね……。グレンヴィル卿、ここは冷えます。中で待ちましょう」

「そうだな、そうさせて……」

　と言いかけたグレンヴィル卿は、一つやっておかなくてはならないことがあったのを思い出して首を振った。

「いや、私はロッテルダムに戻もどろう。末の娘むすめが執しゆう心しんしている男性がいてな。彼と話しておきたいのだ」

「ブラディミールの剣けん士し……深津薫ですか」

　グレンヴィル卿は頷いた。

「黒魔術師のティ・パーティを見せてもらうのは今度にしておこう。『赤』の私に見られて困こまる物はそれまでに始末しておいてくれ」

　いかにもイギリス人らしいシニカルな冗じよう談だんを残し、グレンヴィル卿を乗せた車が立ち去った。

　車を見送ったジェンリー卿が「さて、もう一度キエフの業ごう突つく張ばりの武器商人の尻しりを叩たたいてやらないと」と屋や敷しきに戻ろうとしたときだった。ヘッドライトの二つの明かりがジェンリー卿を照らした。

「どうかしましたか？　何か忘わすれ物でも……」

　と、道路に出たジェンリー卿は、こちらに向かっている車がグレンヴィル卿の物ではないことに気づいた。

　車が停とまり、ぞろぞろと男たちが降おりて来た。

「ここか……」

「そのようだな」

　ジェンリー卿は硬こう直ちよくした。闇やみの中でも男たちの赤く染そまった瞳ひとみがはっきりと見えたからだ。

「お前らは！」

　ジェンリー卿は術言ワードを唱え始めようとした。だが最初の単語を言い終わるより早く、一人の手が彼の喉のど仏ぼとけを掴つかんだ。革かわ手て袋ぶくろに包まれた手から鋭するどい爪つめが飛び出し、彼の喉のどにずぶりと食い込こんだ。

「どうする？　いま出て行った奴やつの居場所を吐かせるか？」

　ジェンリー卿の首を掴んだ男がリーダーらしき男に訊たずねる。

「構わない。殺やれ。奴らの住すみ処かは分かってる」

　懇こん願がんの言葉を述べるか、それともイギリス貴族らしく堂々と死んでいくか……それを決める間もなくジェンリー卿の首はぐきりと鈍にぶい音を立ててへし折られた。

　　　　◇




　遠のいていた意識がゆっくりと戻っていき、ルクレシア・グレンヴィルは目を醒さました。気がつくと彼女は漆しつ黒こくの空間に横たわっていた。

「ここは……？」

　鉛の塊かたまりを入れられたように頭が重く、少し頭ず痛つうがした。ルーシアは頭かぶりを振ふりながら上半身だけ起こして周囲を見回した。

　地表近くには濃こく黒い靄もやが沈ちん殿でんしており、何も見えなかった。足場はあるにはあるのだが、まるでウォーター・ベッドのように柔やわらかく、そして微かすかに顫せん動どうしていてとても不安定だった。

（確かわたしはＺＯＳＯの頭ず蓋がい骨こつの中に引きずり込まれて……）

　いったいここはどこなのだろうか？　見える物は一面の黒い靄ばかり。空気は真冬のように寒い。身を襲おそう凍こごえるほどの寒さにルーシアは身体を抱だきかかえた。

「ねえ……トリプル・クラウン……」

　一いつ緒しよに入って来たはずのお尋たずね者魔術師の名を呼よぶが、返事は返って来なかった。自分と同じように気を失って倒たおれているとすると、沈殿したこの濃い靄の中を探さがしていくのは骨ほねが折れそうだ。

（まさか一歩踏ふみ出したら床ゆかが抜ぬけて奈な落らくの底まで真ッ逆さま……なんてことはないでしょうね……）

　そんなことを思いながらルーシアは恐おそる恐おそる立ち上がり、一歩だけ踏み出してみた。とりあえず床はあるようだ。

　靄は腰こしの辺りまでで、立ち上がると周囲を見み渡わたすことができたが、空間は相変わらず真っ暗だった。空──なのだろうか？　頭上には数多あまたの星らしき物が瞬またたいているが、屋外という感じはしない。実に矛む盾じゆんした言い方だが、『どこまでも果てしなく続く閉へい鎖さされた空間』という言葉が的確に思えた。後は暗くら闇やみが広がるのみ。自分らが来た出入り口らしき物は見当たらなかった。

　もうちょっと遠くまで見えないと……と、ルーシアは明かりの魔術を唱えるが、集まって来た魔導の光素は、ぽしゅっ、という情けない音を立てて消しよう滅めつしてしまった。

「もうっ」

　ルーシアは舌打ちした。自分はもう魔術を習いたての子こ供ども程度の魔力しかないのだ。

　不意にルーシアは背せ筋すじに冷たい物を覚える。異い空くう間かん──ここが『異空間』と呼べる場所なのかはさておくとして──そういった場所に複数の人間が同時に入ったとしても、座ざ標ひよう軸じくどころか時間軸さえ違うポイントに飛ばされる事例は幾いくつもある。トリプル・クラウンはそこらに倒れているのではなく、百年も未来に飛ばされている可能性だって十分にあるのだ。魔力を失った自分が一人でどうやってここから帰れと言うのだろうか？

　肌はだが微かすかにピリピリと痛いたむ。尋じん常じようならざるこの空間に満ちた何かが、ここに来る前にトリプル・クラウンの張った防ぼう御ぎよ魔術を破ってルーシアの肌に侵しん食しよくしようとしているのだ。

「ねえ、トリプル・クラウンっ！　いったいどこにいるのよ!?」

　持って来たブラディミールを杖つえのようにして、靄の中に横たわっていると思おぼしきトリプル・クラウンを探し始めたルーシアだが、ピタリと手を止めた。

　キースには「貴方に頼ってしまう自分がイヤなの」などと威い勢せいのいいことを言ったくせに、いざとなったら迷まい子ごの子供のように声を上げてトリプル・クラウンを探し回るだなんて情けなさすぎるではないか。

「……いいわよ、好きなだけそこらで寝ねてなさいよ。わたしが一人でブラディミールを復活させて来てやるわ」

　まずルーシアはローブのポケットの中から愛用の懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出して時間を確かく認にんした。最後に時計を見たときからさほど経たっていなかった。とりあえず自分が気を失っていたのはほんの一いつ瞬しゆんで、とんでもない時間軸に飛ばされたということもなさそうだ。

　続いてルーシアはポケットをごそごそとやり、中に入っていた物を取り出した。消えてしまったもう一人の自分が残していったゴミ同然にしか見えない物が大半だが、幾つか魔導具も入っていた。

　それらはもうルーシアの力では本来の力を発動させることはできない。が、別の使い方はできる。

　ルーシアはその中で一番強力な魔力が籠こもった宝石を、自分が気を失って倒れていた辺りに置いた。

（……これでとりあえずはこの場所には戻って来れるわね。問題は、今のわたしじゃあまり距きよ離りが離はなれたらもうダメってことか……。ま、ヘンゼルとグレーテル方式でちょこちょこと置いて行きましょう）

　と、一人で出発しようとしたそのときだった。

「……えっ!?」

　ルーシアは空を見上げて声を漏もらした。空に浮うかんでいた星の一つが光量を増したかと思ったら、光の塊となって物もの凄すごい速度でこちらに接近して来たのだ。

「きゃあ！」

　ルーシアは地面に伏ふせた。そのすぐ頭上を光の塊が流星のような音を立てて通り過ぎて行った。

　通り抜けた後に恐る恐る頭を上げたルーシアは今度はポカンとした。頭上を通り抜けて小さくなっていく光の塊には、球状のスクリーンに映うつし出されるかのように色鮮あざやかな光景が映っていたのだ。よくテレビの記録映えい像ぞうで見る、炎えん上じようする飛行船の映像だった。

「あれって……」

「……ヒンデンブルク号の爆ばく発はつ炎えん上じようじゃな」

　ルーシアの言葉をしわがれた声が継ついだ。

「トリプル・クラウン！」

　いつの間にかそこにはトリプル・クラウンが立っていた。さっき自分が起きたときにそうしたように、頭を振りながら少し気分が悪そうにしていた。

「ねえ、トリプル・クラウン。今のっていったい何なのよ！」

「１９３７年に起きたドイツの飛行船の爆発炎上事故じゃ。ちなみにナントカというロックバンドがジャケットに使ったことで有名じゃな」

「そういうことを言ってんじゃないのっ。あの球状スクリーンみたいな物はいったい何で、それからそんな物が飛んでるここは何だって聞いてんのよっ！」

「無茶言うでない。わしだってここに来たのは初めてなんじゃぞ。……ほれ、また違うのが来たぞ」

　今度は二人の横、十メートルほどの所を光のスクリーンが通り過ぎて行った。

「……今度はＪＦＫか」

　スクリーンに映っていたのはあまりにも有名な暗殺のシーン、選挙遊ゆう説ぜい中のジョン・Ｆ・ケネディが頭を吹き飛ばされたシーンだった。まるでこちらに向かって逃げて来るかのように、恐きよう慌こうをきたした妻のジャクリーンが車の上を這はっていた。

　ＪＦＫを映した光のスクリーンは飛び去って行った。目が慣れてきたルーシアは、頭上に浮かんでいる星だと思っていた物が全すべて光のスクリーンであることに気づき、「何なのよ……」と唖あ然ぜんと呟つぶやいた。

「……知っておるか、ルクレシア・グレンヴィルよ」

　すっかり動どう揺ようするルーシアとは違い、トリプル・クラウンは世間話をするような口調で話し始めた。

「ＪＦＫの暗殺シーンを偶ぐう然ぜん撮さつ影えいした一家は、あの映像の権利だけで巨きよ万まんの富を手に入れたそうじゃ。今は国が買い上げて、国家財産としておる。ＪＦＫの暗殺事件で一番得をしたのが誰だれかと聞かれれば、あの有名な映像を撮影した一家じゃな」

「それがいったい何だって言うのよ」

「いやな、あんな真後ろからのベスト・ポジションで逃にげ惑まどうジャクリーンを映した映像が存そん在ざいしているのなら、そう上う手まくはいかなかったじゃろうと思ってのお。あの暗殺シーンは百万回テレビで見たが、あんな映像なんて見たことがあるか？　ＪＦＫ暗殺はオズワルドの単独犯ではなくて国家が関かん与よしていたという説が根強いが、アメリカの国防省が密ひそかに撮影した映像を光のスクリーンに乗せて飛ばしているとでも？」

「あ……っ」

「ヒンデンブルク号のもそうじゃ。わしらが知っているのはコマの少ないガタガタのモノクロ映像じゃが、さっきのはカラーで、実に滑なめらかに動いておった」

「……どういうことなのよ」

「だからわしもここに来たのは初めてと言っておるじゃろうが」

「仮説はあるんでしょ？　あんたはここに来ればブラディミールの力を甦よみがえらせられると踏ふんで連れて来たんだから」

「ふむ……まあ確かに仮説はあるにはあるがのぉ……」

　と、懐ふところをごそごそとやって何を取り出すのかと思ったら、トリプル・クラウンが取り出したのはあまり高価な品には見えない腕うで時ど計けいだった。

　トリプル・クラウンは時計を見るなり「やはり、か……」と呟いた。

　ルーシアも自分の懐中時計を取り出した。

「何よ……別におかしなところは……」

　そこまで言ったところでルーシアはハッと息を呑のんだ。

「時間が……経たってない!?」

　さっき時間を確認したときとまったく時間が変わっていなかった。ゼンマイが切れているわけではない。よく見れば時計の秒針は何らかの力で押おさえつけられたように、動こうとはするものの動けないでいる。裏うら返がえすとガラスの向こうの機関部分は動こうとしているのだがギリギリと軋きしんでいた。ゾッ……というものがルーシアの背せ筋すじを這はい上がった。

「この空間には時間というものが存在しておらんのじゃ」

「時間が存在していないですって？」

「そうじゃ。この空間にはヒンデンブルク号の炎上もＪＦＫの暗殺も、世界で起きた全すべての事象……いや、これから起きることの全てが刻きざみ込まれておる」

「貴方あなたまさか『森羅万象の集う場所アカシツク・レコード』のことを言っているの!?」

「ヨーロッパの神話の概がい念ねんで言うのならその言葉が当て嵌はまるのお」

「……そんなの魔ま術じゆつ師しの空想よ」

　この世のどこかに宇う宙ちゆう創そう生せい以来の全ての歴史が記録された場所がある──魔術師たちの間ではそんな話がときおり囁ささやかれる。もしそんな知識を手に入れることができたのなら、その魔術師は神のごとき力を手に入れられるだろう。

　だがその噂うわさ話ばなしは半分はジョークとして囁かれているものだった。日本が戦争に負けたときに隠かくした莫ばく大だいな資金が密ひそかにどこかに眠ねむっているとか、あるいは「この事件の裏側には世界征せい服ふくを企たくらむ謎なぞの中国人科学者フー・マンチュー博士がいる」といった、その類たぐいの話であろうとルーシアは認にん識しきしていた。

「ふむ……知識の探たん求きゆう者しやが知識の泉の存在に興味を示しめさぬとはのぉ。おぬしは魔力を失ったと同時に、魔術師の気き概がいというものも失ってしまったようじゃな」

　トリプル・クラウンは失望したように言い、ルーシアに背せを向けた。ルーシアは顔を赤くした。それは屈くつ辱じよくのためではなく、羞しゆう恥ちのためだった。

「……待って。わたしが悪かったわ、ストリックスランド導士。説の続きを聞かせていただけますか？」

「ほう……グレンヴィルのお嬢じようさんともあろう者が、わしのような男に頭を下げるつもりかね？」

「犯罪者トリプル・クラウンにじゃなくて、導士のブレンティス・ストリックスランドに対して頭を下げるのよ。トリプル・クラウンの方は今でも正真正しよう銘めいの人間のクズだと思ってるから」

「面白いお嬢さんじゃ」

　トリプル・クラウンは「ひっ、ひっ、ひっ」と愉ゆ快かいそうに笑った。

　と、そのときまた光のスクリーンが近くを通り過ぎて行った。今度はどこかの知らない女子高校生が駅で文庫本を読みながら電車を待っている光景だった。が……その光のスクリーンはルーシアたちの横を通り抜けようとしたところで、ふっ、とスイッチを切ったかのように消えてしまった。

「どうして消え……」

　と反はん射しや的に質問しようとしたルーシアはトリプル・クラウンが楽しそうな顔をしているのに気づいてムッとするが、諦あきらめて馬ば鹿か丁てい寧ねいな口調で「お考えを聞かせていただけますか、ストリックスランド導士」と言ってやった。

「ま、いいじゃろう。歩きながら話そう。来る前にかけた防ぼう御ぎよ魔術の効果も永遠ではない」

　トリプル・クラウンはルーシアに背を向けて歩き出した。ルーシアもトリプル・クラウンを追って行った。

　トリプル・クラウンはなかなか喋しやべり出さなかった。が、まだ臍へそを曲げているというわけではないようだった。彼は空に浮かぶ星空のようなスクリーンをジッと見つめていた。そこには様々な光景が映うつし出され、ある物はその場に浮ふ遊ゆうし、ある物は飛び交っている。

　それまでなかった場所に新たなスクリーンが、ふっ、と生まれたかと思ったら、先程の女子高校生が映ったスクリーンのように、ふっ、と消え去ったりもする。それはまるで宇宙の誕たん生じようと成長を早送りで見ているかのようだった。

「……ルクレシア・グレンヴィルよ。かの大魔術師ＺＯＳＯが生しよう涯がいを賭として追い求めていた研究とは何だったか知っておるか？」

「いえ……知らないわ」

「『夢』じゃよ」

「夢？」

「そう。ＺＯＳＯは一つの仮説を立てておった。人種を問わず人間は無意識領りよう域いきに共通した基本的な記き憶おくを持っている……たとえば地じ獄ごくの世界はどの神話でも地の底にあるとされている。ユングはそう唱えたが人が遺い伝でん子しの中に記憶を有しているのではなく、あらゆる知識の集合した場所にアクセスしているのではないか……というのがＺＯＳＯの説じゃ」

「無意識を通して人々は、その向こうにある『森羅万象の集う場所アカシツク・レコード』にアクセスしているから、人種に拘かかわらず共有した概念を持っているってこと？」

「少なくともＺＯＳＯはそう考えておった。だが、自身の無意識領域さえ人は自らの意思では覗のぞくことはできぬ。その向こうにある『森羅万象の集う場所アカシツク・レコード』の知識に触ふれようとしたら、たちまち無意識の渦うずに呑のみ込まれて人格が消え失うせてしまうことじゃろう。が……その場所にアクセスできる力を持った者が極ごく少数であるが存そん在ざいしている。それが何と呼よばれているか分かるかの、ルクレシア・グレンヴィル？」

「夢……見師……ね」

「ほう……なかなか優ゆう秀しゆうなようじゃの」

　トリプル・クラウンは満足げに「うむうむ」と頷うなずく。

「さて、ここからが本題じゃ。ＺＯＳＯがどこまでこの領域について研究を進めておったかは分からぬ。けど奴やつはその研究の成果を人類にとって最も有益な形で試した。この帰き還かん不可能な地にアロマを封ふう印いんしたのじゃ。そして逆に、アロマはここを抜ぬけ出すときにブラディミールの核かくの部分をここに引きずり込んだ……それがわしの予想じゃ」

「き、帰還不可能ですって!?」

「当たり前じゃろうが。いくら百の断だん片ぺんに分かたれた一部分とはいえ、あの盟主アロマでさえ戻もどれなかった場所じゃぞ。人間がおいそれと戻れてたまるものか。けれどちゃんと戻る算さん段だんはあるぞ。ＺＯＳＯは人間では足らぬ力を補おぎなうため、その剣つるぎ……ブラディミールをこの世界にアクセスする道具として使った。ならばその剣が力を取り戻せば、帰還も可能じゃろうて。それはお嬢さんの目的とも一石二鳥じゃ」

「……で、どうやってブラディミールの力を取り戻させるの？」

「そんなものわしが知るわけなかろう」

「な……」さくっと即そく答とうするトリプル・クラウンにルーシアは絶句する。「あ、あんたねっ、人のこと馬ば鹿かにしてるでしょ！」

「だから最初から言っておいたじゃろうが。ブラディミールを目め醒ざめさせる方法を知る者がいるとしたら、それはオフィーリア・ストリックスランド……わしの娘むすめだけじゃ」

「あ……そうか。夢見師だったんだわね、貴方あなたの娘さんたち」

「ん……まあ、そうじゃの」

　そこまで滑なめらかな調子で講義していたトリプル・クラウンが、何だか言いにくそうに言葉を濁にごした。

　それで、どうやって彼女と……と聞こうとしたとき、また光のスクリーンが近くに飛来した。

　それを見たルーシアは絶句した。

　そこに映っていたのは、モン・サン・ミッシェルの地下にあった『ゲート』だった。

「薫！」

　ルーシアは悲鳴を上げた。ゲートの上には身体を引き裂さかれた薫の死体が転がっていた。その周りにはクラウディアや真ま澄すみ、アイリスといった彼女の親しい人たちも目を見開いたまま倒たおれていて、それを真紅の貴婦人レデイ・ルージユアロマが笑みを浮かべながら見下ろしていた。アロマは倒れたレイニーを髪かみを掴つかんで起こし、ゲートの上へと引っ張って行き……。

「どういうことなのよっ！　まさかわたしたちがここに来てからもう何十時間も経たってしまっていて……」

「落ち着けい、ルクレシア・グレンヴィル。あれは『まだ起きてない未来』のうちの一つじゃ」

「未来のうちの……一つ？」

「倒れていた死体の中にわしの姿すがたもあった。どういった経緯いきさつかは知らんが、わしがおぬしらと共にモン・サン・ミッシェルに行くという未来もあるということじゃろう。……さっき女子高校生が映っていたスクリーンがいきなり消えたのは、その未来が存在し得なくなったので消失したということじゃろうな」

「じゃあ……まだ薫は死んでないのね？」

「恐おそらくはな。しかしあのスクリーンが残っているということは、真紅の貴婦人レデイ・ルージユに皆みな殺ごろしにされてゲートが開く未来も残っておるということじゃ」

「急がないと……。ねえ、それでどうやってオフィーリアさんと会うの？」

「ここはあいつの領域じゃ、わしらが潜せん入にゆうしたことは既すでに気づいておるじゃろうて。逆に言うとアロマの元にいるあやつがわしらとコンタクトを取るのはここでしかできぬ」

「じゃあオフィーリアさんが来てくれるのを待てばいいのね？」

「うむ。……じゃが、結構時間は経ったのに姿を見せないところを見ると、あいつめ、わしのことをまだ恨うらんでいるのかもしれんのぉ」

「……はあ？」

「ん……？　おぬしには話してなかったかの。わしは昔、あいつのことを魔ま族ぞくに売り払はらってのぉ。どうやらまだ許してくれておらなんだようじゃ」

　サラッととんでもないことを口にするトリプル・クラウンに、ルーシアはたっぷり二十秒間トリプル・クラウンを見つめてから、ぷちん、とこめかみの辺りで何かがぶち切れる音と共に叫さけんだ。

「当たり前じゃないのっ！　あんたもしかして馬鹿でしょ！」

「危険を冒おかさずして進展はない。魔導の追求とは狂きよう気きと紙かみ一ひと重えなのじゃぞ、グレンヴィルのお嬢じようさん」

「もっともらしいこと言ってんじゃないわよっ！　何が悲しくて自分を魔族に売り渡わたした父親を助けてやんなきゃなんないのよっ」

「うむ。おぬしの考えは正しいと思うぞ」

　キリッとした顔で言ってから、唖あ然ぜんとするルーシアを指差しながら笑い転げるトリプル・クラウンに、ルーシアは頭を抱えて「ううっ……ウチのクソババアが可愛かわいく思えてくるわ……」と呻うめいた。

　気づくとトリプル・クラウンはどこかへ向かって歩き出していた。

「ちょ、ちょっと。どこに行くのよ!?」

「今さらどうこう言っても始まらん。我われ々われの力だけで捜してみようではないか」

　スタスタと歩いて行くトリプル・クラウンを仕方なく追おうとしたルーシアの脳のう裏りに、ふと一つの疑ぎ念ねんが浮うかぶ。

（……この男はどうして危険を冒してまでわたしとここに来たのかしら？）

　この男がアロマに立ち向かって命を落とすという未来もあるらしいが、この男は他人のために命を費ついやすような人格者ではない。

「ん……どうしたルクレシア・グレンヴィル？」

「……何でもないわ」

　案じていても始まらない。ルーシアは力を失ったブラディミールを抱かかえ上げ、小走りにトリプル・クラウンを追った。ルーシアはさっきトリプル・クラウンが漏もらした言葉を聞き逃のがしてはいなかった。

『その剣が力を取り戻もどせば、帰き還かんも可能じゃろうて』

　つまりそれは、奴やつはこの場所から帰還する方法としてブラディミールをアテにしているということだ。奴が必要なのはルーシア本人ではなく、ルーシアが持っているブラディミール。踏ふみ台にされないようせいぜい気をつけないと……とルーシアは心の中で呟つぶやいた。

　と、そこでトリプル・クラウンはこちらを振ふり返った。

「ど、どうしたのよ？」

　思わずルーシアはブラディミールを抱だき締しめた。

「うむ……何かがこの空間に割わり込んで来たような感覚があったのじゃが……」

　トリプル・クラウンが言い終わるより早く、これまでになかった、ブウ─────ン、という音が空間に響ひびき亙わたった。

「割り込むって……あんたの娘さんが来てくれたってこと？」

「分からぬ。わしらが使ったＺＯＳＯの頭ず蓋がい骨こつぐらいしか普ふ通つうの者がここに侵しん入にゆうするアクセス・ポイントはないのじゃから、必然的にオフィーリアということになろうが……」

　彼は鋭するどい視し線せんで中空を睨にらんでいた。彼のらしからぬ真しん剣けんな表情にルーシアはぞっとした。

「……そうでなかったとしたら少しばかりまずいかもしれん」

　　　　◇




　オーストリアはエンカーナシオン城じよう。

　大魔ま術じゆつ師しＺＯＳＯがアロマを封ふうじるために使った魔ま方ほう陣じんを復活させるためにやって来たクラウディアたち一行が、作業を始めてからかなりの時間が経過していた。

「ちくしょう、寒さみぃな……」

　と、パンクス神父シド・ギーエンは城しろの廊ろう下かを歩きながらぶつぶつと呟いた。もう空は暗く、降ふりしきる冷たい雨は気温をぐっと下げていた。考えてみれば明あ日すはもう十一月の最後の日、明後日あさつてからは十二月である。

『追つい憶おくの輪石』が作った八百年前の幻げん像ぞうの人たちの間をぬって歩いていると、廊下の向こうに一見公こう認にん会計士に見える男、ジェイミー・リラフォードの姿すがたがあった。

　携けい帯たい電話でどこかと連れん絡らくしていたリラフォードは「それではまた」と言って電話を切ると、ギーエンに気づいて「どうだそっちの方は？」と訊たずねてきた。

「見つかんねえ」

　ギーエンは首を振った。

　作業は二つのチームに分かれて行われていた。クラウディア、真澄、アンジェラの三人は地下で魔方陣をトレースし、残る三人はその魔方陣を発動させる術言ワードを唱えたＺＯＳＯを捜さがして城の中を歩き回っていた。

「アイリスはどうだ？」

「さっき会ったけどよ……あのアホ娘むすめ、顔を真まっ赤かにして走って来たから何事かと思ったら、真顔で『た、たいへんよ、ギーエン！　白銀ミスリルの盟主ロードさんが男の子を部屋に連れ込んでいたわっ』とか何とか報告してきやがって。思いっきり頭をぶん殴なぐっておいたぜ」

「……一応彼女はイギリスでも有数の貴き族ぞくのお嬢じようさんなんだがな」

「知ったことか」ギーエンは中指をおっ立てて言った。「それにしたって、とても見つかるようなもんじゃねえぜ、旦那だんな。黒いローブをまとった魔術師なんて山ほどいるじゃねえか」

「ＺＯＳＯはこの当時の魔術師協会の総そう帥すいだ。ローブの合わせの所に総帥の紋もん章しようを付けているはずだそうだ。……まさかアンジェラ殿どのの説明を聞いてなかったんじゃないだろうな？」

「聞いてたっつーの。だけどよ、そんなワッペン、外しちまえばそれまでだろうが」

「何をイライラしているんだ？　それを頼たよりに捜さなくてはならないことぐらい分かるだろう」

　ギーエンは「チッ」と舌打ちした後、俯うつむいて言った。

「……分かってるよ旦那。けどよ、ＺＯＳＯを捜して城の中をウロウロしてるうちにロクでもねえものを山ほど見ちまってな。人間を人間がバラして食しよく卓たくに並ならべさせられているところとかな」

「私もだ。この時代はまだ魔族が人間を支配していたのだろう。人間は奴らに喰くわれるだけの生き物……。だが私たちがアロマを倒たおすことができなければまたこんな世界がやって来るんだ」

「……急がなきゃな」

　と、すっかり暗くなった窓まどの外を見つめながらギーエンが呟いたとき、二人の前の廊下を歩いていた幻像の来客がいきなり、ふっ、と消えた。

　この幻像を生み出している魔導具の所有者が『こっちの世界で使ったことはないから何が起きるか分からないんで、気をつけてね』などと言っていたという話を思い出して二人は身を強こわ張ばらせたが、すぐにまた幻像は姿を現した。しかし幻像は不安定で、まるで切れかけた蛍けい光こう灯とうのように点てん滅めつしながら幻像の来客が二人の前を通り過ぎて行った。

「……電池切れか」

「そのようだな。こっちの方も時間切れが迫せまっているようだ。行くぞ」

　と、再び別れようとするリラフォードをギーエンが「……なあ、旦那」と呼び止めた。

「旦那、さっき長谷川のジジイと話してたんだろ？」

「ああ、定時連絡だ」

「予定通りなら、薫の奴が合流してる頃ころだろ？　あいつ……ちゃんと来たか？」

「無事に合流したそうだ」

「そのよ……」ギーエンは言いづらそうに間を空ける。「どんな感じだったのか言ってなかったか？　ほら……あいつよ、咬かまれたままじゃねえか。夜になると、その……」

「今のところは何もないらしい」

「……何だよ、『今のところは』ってのは」

「分かっているだろう？　彼が真の苦しみを味わうのは夜が更ふけるこれからだ。苦しんでいる姿を見せたくないのか、一人、潜せん伏ぷく先のホテルを出たらしい。兵士を尾び行こうにつけていたのだが、あっさり見破られて戻って来たと言っていた。尾行についていた兵士は相当に恐おそろしい目に遭あわされたらしく、口もきけない状態だそうだ」

「何だよ、尾行って」

　ムッとした様子のギーエンに、リラフォードは小さくため息をついて言った。

「分かっているくせにいちいち聞くな。彼を信用しきるのは危き険けんだ。彼は闇やみの世界の一歩手前で踏ふみ止とどまっているにすぎん。あと一ひと押おしされれば彼は闇の従じゆう者しやと変わり、我われ々われの前に立ち塞ふさがるやもしれん。モン・サン・ミッシェルには我々だけで行った方がいいのかもしれんな」

「……ふざけんじゃねえよ。エスクードから離り脱だつしてたチキン野や郎ろうの旦那は知らねえだろうが、あいつの頑がん固こっぷりは筋すじ金がね入いりだ。あいつが『アロマと契けい約やくしない』って言ったら、絶対にしねえ」

「だといいがな」

　冷たく言うリラフォードにギーエンは殴なぐりかかりそうな顔をしたが、ぷいっと背せを向けリラフォードの前から去って行った。

　リラフォードはもう一度ため息をついた。別にリラフォードとて薫が闇に落ちるところなど見たくはない。

（……そういえば）

　リラフォードはふと思い出す。かつてレイニーが歴代のレディ・キィたちの護ご衛えいをしていたとき、夜が来るとどこかに姿を消してしまった。尾行をつけてみたが見破られ、『次にこんな真ま似ねをしたら殺す』と脅おどされて逃にげ帰って来た。おそらくレイニーも薫と同じように苦しむ姿を見せたくなくて姿を消したのだろう。

（君はあの女性の通って来た道を歩き始めたのだな……。だがその道は長く苦しいものになるぞ）

　　　　◇




「ふう……寒いわね……」

　クラウディアはペンを握にぎる手に息を吹ふきかけた。十一月末の寒さと折からの雨のせいで、地下は指の先がかじかむほど冷え切っていた。

　彼女たちは『追憶の輪石』と呼よばれる魔導具を使って地下の魔ま方ほう陣じんのトレース作業を進めていたが、なにせ元の持ち主が持ち主なので、下へ手たに干かん渉しようしないよう魔術の使用は極力控ひかえることになっていた。

　明かりも魔術の明かりではなく懐かい中ちゆう電灯を使っているし、暖だん房ぼうのための魔術を使うこともできない。火の精せい霊れいのエレメントを織り込んだ特製のローブ──ウィーンの街で行われている魔術師狩りを避さけるために処分した代しろ物もの──があればどれほど幸せだろうか……なんてことをクラウディアは呪のろわしげに思った。

　クラウディアは時計を見た。アミュレットを発動させて三時間。ＺＯＳＯの指示を受けた幻げん像ぞうの魔術師たちが地下に魔方陣を引き始めるのを待ってマッピングを始めてからざっと一時間半が経過していた。

　忙いそがしげに手て押おし車のような木製のライン引きを転がして魔方陣を描いていた幻像の魔術師たちの姿ももうない。魔方陣は描き上げられ、ＺＯＳＯが術言ワードを唱えるのを待っている。上では幻像の来客たちが、いよいよ始まるパーティのためにこの真上のホールに集まっていることだろう。

　クラウディアたち三人の作業もだいぶ終わっていた。同じ場所をマッピングしないよう分かれ道のたびにチョークで目印を付けているのだが、アンジェラや真澄の付けたマークとぶつかることが多くなってきた。

（こっちはもう完かん了りようするわね。後は上の連中がＺＯＳＯを見つけてくれればいいんだけど……あいつら大だい丈じよう夫ぶかしら？）

　リラフォードはともかく、パンク小こ僧ぞうと天然ボケの弟子の方はかなり怪あやしい。ついさっきもアイリスは猛もう烈れつな勢いでクラウディアの元に駆けて来て、ＺＯＳＯを見つけたと思ったら、「ロ、ロクサーヌさんがいましたっ！」と報告して来た。

　ロクサーヌというのは人間のフリをして彼女の故こ郷きようのフィンランドの村に住んでいた魔族である。アイリスとは色々とあったので幻像とはいえ驚おどろくのは仕方ないと思っていたら、顔を真っ赤にしながら「なんか男の人を無む理り矢や理り部屋に連れ込んでましたっ。あ、あと我わが君さんは……えっと、先程三人目を連れ込みましたっ」などと指を折りながら続けたもので、クラウディアは愛まな弟で子しの頬ほっぺたを思いっきり抓つねり上げてやった。

「ったく、どこかの誰だれかにそっくりなんだから……」

　もうこの世のどこを捜さがしても存そん在ざいしない、ボサボサ頭と眼鏡がトレードマークのもう一人のルーシア。彼女たちとの騒さわがしくも楽しい日々を思い出し、クラウディアの顔に寂さびしげな微笑ほほえみが浮かんだ。

　と、そんなことを考えていると、正面の通路に人の姿が見えた。足音も聞こえる。幻像であれば足音は聞こえない。

「ああ……クラウディアさん」

　闇の中から姿を現した真澄は、先程城しろの前であったやり取りなどまるで気にしてないかのような口調で言った。

　彼が何も気にしていない様子がむしろまたクラウディアの胸むねを締しめ付ける。だがクラウディアは感情を押し殺し、「どう、そっちは？」と訊たずねた。

「俺おれの担たん当とうスペースはだいたい終わったと思う」

　真澄は手にしていた紙を見せた。クラウディアも自分のマッピングした紙を出し、懐中電灯で照らした。

　魔方陣のマッピングを担当した三人は、直径約三百メートルの円となった地下の通路を三等分して作業を進めていた。クラウディアと真澄が担当していた部分はほぼ全すべてが埋うまっていた。

「……生いけ贄にえの魔方陣ね」

　半分以上がマッピングされれば、自おのずとどういう系けい統とうの魔方陣かは分かる。

「ああ……そうだった。あの夢の中のことを思い出してきたぜ。ＺＯＳＯは上で開かれているパーティ会場にあのクソ女レイニーを呼よび寄せて魔族たちを殺させ、その血肉と苦く痛つうを生贄としたんだった」

「術言ワードは分かる？」

「ＺＯＳＯのことまで見たわけじゃねえからな。でもアンジェラさんが言うように、魔方陣から理り論ろん分ぶん析せきした方が早いかもしんねえな。上でＺＯＳＯを捜してる連中は、なんつーか、アテになんねえ」

「偶ぐう然ぜんね、わたしもそう思ってたとこ」

　うんざりした顔でクラウディアが言うと、真澄は小さく苦笑した。辟へき易えきしながらも「ま、どうでもいいか」とでも思っているような彼らしい笑顔。それは真澄と再会してから──彼が闇やみの世界の住人となってから初めて見た笑顔だった。

「じゃあ俺は行くぜ。たぶんもう全部埋めたと思うが、間ま違ちがいがあったらやべえからな。チェックし直すよ」

　と、真澄はクラウディアに背せを向けるが、クラウディアは「待って」と呼び止めた。

「何だい？」

「聞きたいことがあるの。貴方あなたはアロマの配下にいるご両親の仇かたきと戦うためにわたしたちに力を貸してくれるんでしょ？　……それで、復ふく讐しゆうを果たすことができたらその後はどうするの？」

　そうなると分かっていたことではあったが、彼の表情は凍こおり付いた。

「……決めてねえよ」

　この冷え切った廊ろう下かよりもさらに冷たい声。他人とのコミュニケーションを拒きよ絶ぜつする声こわ色いろだった。

「貴方、そのことをずっと考えてたんでしょ？　ようやく復讐のときがきた……けど、あれだけ憎にくんでいた闇の血を受け入れてまで復讐を果たせたとして、その後はどうするかって。闇の使徒として生き続けられるの？」

「知らねえ。考えたこともねえよ。俺はこのために生きてきたんだ。その後のことなんかどうでもいいさ」

「でもあんたが帰って来てくれることを待っている人だっているのよ」

「薫のことかい？」真澄は皮肉な笑みを浮かべる。「あいつももう似たような身体からださ」

「違うわ、わたしよ」

　真澄はキョトンとしてクラウディアを見つめ、そして苦笑した。

「あんたらしくねえ冗じよう談だんだぜ」

「冗談で言っているように聞こえるの？」

　なぜかクラウディアは初めて男性に告白したときのことを思い出していた──。



　それはまだ彼女が師し匠しようのイリュストレの屋や敷しきに住み込みをして見習い魔術師をしているときのことだった。

　クラウディアは生まれて初めての恋をした。それは別の法脈にいた自分より四つばかり年上の見習い魔術師。その法脈の一番の有望株かぶで、史上最年少で法士に昇しよう格かくするのではと囁ささやかれていた秀才だった。もう顔さえ覚えていないが、素す敵てきな金きん髪ぱつをしていたことだけはなぜかよく覚えている。

　ある日クラウディアは思い切って告白をした。すると彼はまじまじとクラウディアを見つめ、「その……ちょっと考えさせてもらってもいいかな？　もうすぐ法士への昇格試験があるんだ」と、何とも冴さえない答えを返した。

　もしかするとそれは体ていのいいお断りの返事だったのかもしれない。今のクラウディアならちょっと意地悪な質問でも重ね、相手の真意を量ろうとするだろう。

　それでもそのときのクラウディアは天に昇るほど嬉うれしかった。彼女は彼のことを毎日考え、彼の昇格試験が終わるのをまだかまだかと待った。

　が──クラウディアは結局その答えを聞くことはできなかった。半月ほど後にあった法士の昇格試験の最中に彼は『試練の塔とう』で命を落としてしまったのだ。「まだ試験に挑いどむのは早すぎたんだよ」彼に嫉しつ妬としていた同門の先せん輩ぱい見習い魔術師が馬ば鹿かにしたように言った。

　クラウディアはその先輩の横っ面を引ひっ叩ぱたく代わりに周囲の人間が止めるのも聞かず翌年に昇格試験に挑み、そして法士昇格の史上最年少記録レコードを叩たたき出した。

（これは復讐よ……）

　ボロボロになりながらも試練の塔の最上階まで登った彼女は心の中でそう呟つぶやいた。けれどそれが何に対する復讐だったのか自分でもよく分からなかった。自分に答えを返さずに死んでしまった彼の復讐をしたのか、それとも自らの力を過信して塔に向かった彼に文句を言いたかったのか。

　けれどあれ以来、自分の中で色んなことが変わったように思う。

　魔術に対してとても厳きびしくなった。弟子を取るようになり、ルーシアが「そろそろ試練の塔に行きたいんだけど。わたし、超ちよう天才だから」などと言い出したときには、あの強気な娘むすめが涙なみだを滲にじませるぐらいに思いっきりいじめてやった。半分は本気で頭にきたからなのだが、もう一人のルーシアのときはともかく、試験の最中に倣ごう岸かんな方のルーシアに変わろうものならあのときの彼のように命を落とすのは目に見えていたからだ。

　それでもしつこくルーシアは法士昇格試験を受けたがった。見習いのローブを脱ぬいで、本当の意味でイギリスの貴き族ぞく界かいに入って行きたい彼女の気持ちは分からなくはなかった。そこでクラウディアは一計を案じた。

「教きよう皇こう庁ちように派は遣けんするのを試験ってことにしましょ。お勤つとめを果たさないとハンコは押おしてあげないわよ～」

　ちょうど渡わたりに船で持ち上がっていた教皇庁との人材交流に弟子のルーシアのことを捻ねじ込んだ。二年もエスクードで揉もまれれば試練の塔に挑む力もつくのではないかと。

　そしてもう一つ、あれ以来クラウディアは男性に告白することをしなくなった。相手がするよう仕向けるのが常。返事をするのが自分なら、返事をしてもらえないまま相手がどこかに行ってしまうこともないからだ──。



　クラウディアは真澄の答えを待った。長い沈ちん黙もくの後で真澄は言った。

「……俺おれの復讐は終わらねえよ。全すべての化物どもを根絶やしにするまでは」

「自分の主人や薫ちゃんも殺すってこと？」

「その質問はちっとばかり意地が悪いぜ、クラウディアさん」

「わたしが性悪女なのは貴方もよく知ってるはずでしょ？」

　真澄は頭をぼりぼりと掻かいた。彼の昔からの癖くせ。元をただせばそれはクラウディア自身の癖。いつの間にかルーシアもやるようになっていた癖であった。

　面めん倒どうくせえな……とクラウディアを拒きよ絶ぜつしているようでもあったが、答える言葉が見つからないようでもあった。『この戦いが終わった後は俺たちはまた敵同士だ』そんなようなことを言っていたくせに、彼は復讐を果たした後のことを考えていない。いや、その後のことなどどうでもいいというのが真実なのだ。そこで彼は自分の人生が終わってしまってもいいと思っている。止めねばならなかった。けれど、クラウディアもまた彼を引き止めるカードを使い果たしてしまっていた。

　やりたいって言うなら放ほうっておけばいい……他人の人生には干かん渉しようしないのが自分の生き方だったはずなのに、確かに彼の言うようにクラウディアはいつもの彼女らしくなかった。

　とそのとき、ドタドタドタという騒さわがしい足音が「お師し匠しようさま～」と連れん呼こしながら近づいて来た。「おい、天然ボケ２号。こっちだ」真澄が何だかほっとしたような調子で言った。

　クラウディアはひとまずそのことは置いて──それも自分らしからぬ棚たな上あげだと思ったが──息を切らせてやって来たアイリスに訊たずねた。

「で、どうしたのよ。今度は我わが君さんがどんな男を連れ込んだの？」

「ああん!?」

　真澄がすっとんきょうな声を上げる。

「あんたのご主人様、ここでも大おお忙いそがしだったらしいわよ」

「だ……だったらどうだって言うんだよ」

「べ～つに～。どうってこともないけど、何かもう七、八人は連れ込んでるみたいよ～」

　真澄がやけに吃どもるもので面白くなってクラウディアはいつもの調子に戻って真澄をからかうと、アイリスが真顔で「いえ、白銀ミスリルの盟主ロードさんは五人目の男の子をお持ち帰りしてお城しろを出られました」と訂てい正せいした。どうやらちょくちょく確認しに行って数えていたらしい。クラウディアはぺしんとアイリスの頭を叩いた。

「で、何があったのよ？」

「あ、はい。大変なんです。ＺＯＳＯさんらしき人がいたんです」

　クラウディアと真澄は顔を見合わせた。

「間ま違ちがいないの!?」

「はい。ローブに付いていた紋もん章しようが魔術師協会の総そう帥すいさんの物でした。いま術言ワードを唱えているところです」

　クラウディアは一いつ瞬しゆんポカンとした後、アイリスの頬ほっぺたを力いっぱい抓つねり上げた。

「この天然ボケ２号っ。呼よびに来たりしないで、どうしてＺＯＳＯが唱えてる術言ワードを覚えとかないのっ」

「ひょ、ひょんなこと言ひゃれても、わはひ、どくひんひゅつなんて分かりまひぇんっ」

　アイリスはクラウディアの腕うでをぱんぱんと叩たたきながら──タップしているようだ──半ベソで言った。

「もうっ、この役立たずっ。後でお仕置きだからね」

「今のがそうじゃないんですか!?」

「クラウディア一門のお仕置きはそんな甘あまいもんじゃないの」

　厨ちゆう房ぼうだったらしい部屋を抜ぬけて三人は地下から上がり、アイリスの案内で上の階へと向かった。

「おっ、一門総出でどうしたよ？」

　二階から三階に上る階かい段だんでギーエンと遭そう遇ぐうする。

「邪じや魔まっ！」

　クラウディアはトゲトゲのトサカをべしっと叩き、「アンジェラとリラフォードを探さがして来なさいっ」と追い払はらってＺＯＳＯの元へと急ぐ。

「ここですっ」

　城に吹ふき込む湿しつ気けで扉とびらも腐くさり落ちた部屋の中にクラウディアたちは入った。部屋の中央に、水すい晶しよう球を前にゆらゆらと身体からだを踊おどらせるように術言ワードを唱える男──の幻げん像ぞう──がいた。ゾルアス・ソリヴィエ。通つう称しようＺＯＳＯ。人類史上最高の魔ま術じゆつ師しと呼ばれる男であり、トゥロワヌに与くみしていた、イギリス魔術師の歴史の最大の暗部──。

「くっ……もう最終楽章に入っているわね」

　クラウディアは舌打ちする。ＺＯＳＯの術言ワードは、起動、力の集積、フィードバックの制せい御ぎよといった一連の作業の最終段階に入っていた。

「真澄、わたしが読み上げるからメモして。アイリス、あんたは『動き』を覚えなさい」

　クラウディアは幻像のＺＯＳＯの唇くちびるの動きを追う。

（だいたい現代と同じね……）

　当時の文ぶん献けんから魔術に使われる魔導文字がどういった変化をしてきたかは分かっても、実際の発音までは分からない。だがＺＯＳＯが術言ワードを唱える唇の動きは現代のものとそう違いはなかった。

　幻像のＺＯＳＯが動きを止めた。彼の詠えい唱しようも止まる。そしてＺＯＳＯは大きく息を吸すい込み、最後の一言を唱えた。それは無む理り矢や理りに訳やくすとこうなる。

　──夢よ。全すべてを呑み込め。

　その瞬間、現実と重なった幻像の城が大きく揺れた。光が下から上がって来て、医い療りよう用スキャナーのようにリング状にクラウディアたちを照らしながら上の方へと昇のぼって行った。ＺＯＳＯは片かた膝ひざを付き、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした顔で上の方をじっと見つめていた。

「……真澄、そのアミュレットはまだ使える？」

「いや、チャージしてあった魔力がもう空になっちまうみてえだ」

　真澄はアミュレットに術言ワードを唱えるが、淡あわい光を放っていたアミュレットは沈ちん黙もくし、幻像のＺＯＳＯの姿すがたが消えた。

「我が君が自ら魔力を注いだ物だから、俺らだけでできるかどうか……」

「やってみましょう。後はＺＯＳＯの術言ワードさえ分かればいいの。そうね……口を開けばぐちぐちと人を腐くさすあの陰いん険けん女をテキトーにおだててやれば、『あら、マルゼス導士には無理なんですの？　仕方ありませんわね。わたくしがやってさしあげますわ』とか何とか、喜んで魔力を補ほ充じゆうして……」

　と、口調まで真ま似ねしてそこまで言ったところで真澄がツンツンとクラウディアの脇わき腹ばらを突つっついた。引きつった顔をする真澄の視し線せんの方に目をやると、そこにはギーエンに呼ばれて駆かけつけたらしいアンジェラがニコニコと微笑ほほえみながら立っていた。

「あら……あははは……」

「すみません、口を開けばぐちぐちと人を腐す陰険な女で。これまでのマルゼス導士に対する態度を思い返すと、恥はずかしくて顔から火を噴ふいてしまいそうですわ」

「えーと、その……」弁解しようと思ったが、面めん倒どうなのでやめておいた。どうせお互たがいウマが合わないのは分かっている。「それで、貴方あなたの方のマッピングは？」

「もちろん終わっています」

　アンジェラは自分が魔ま方ほう陣じんをマッピングした紙をクラウディアに渡わたし、真澄が先程書き留とめたＺＯＳＯの術言ワードが書かれた紙し片へんを手に取った。

「……夢への干かん渉しようの魔術ですか。さすがは伝説の大魔術師だけあって、面白いことを考えるものですわ」

「異い空くう間かんへの扉とびらを開く魔術とも似てるわね。複雑さが桁けた外はずれだけど」

「術言ワードはどれぐらい聞けましたか？」

「発動フイニツシユのパートだけ。全体の五分の一ぐらいね。もう一度再生しましょう。貴方と真澄がアミュレットに魔力をチャージしてちょうだい。わたしは魔力を残しておくわ。モン・サン・ミッシェルに行って魔方陣を発動させるのはわたしが……」

「……ちょっと待てよ」と真澄が口を挟はさんだ。「モン・サン・ミッシェルに行くのは俺だ。他の奴やつにはやらせねえ」

「あんたの専せん門もんは精せい霊れい魔術でしょ？　荷が重いわ」

「そういう問題じゃねえんだ。俺がやるんだよ。俺はこのときのために……」

　妥だ協きようの余地のない調子の真澄の言葉を、クラウディアの携けい帯たいが鳴らす着信音が邪魔した。クラウディアは電話に出た。リラフォードからだった。

「マルゼス導士っ」彼は舌をもつれさせながら叫さけぶように言う。「外を見ろっ。車が近づいて来ている！」

　彼の言葉が終わるやいなや、窓まどの外から悲鳴が聞こえた。クラウディアは半はん壊かいした窓を開けて、三階の窓から外を覗のぞいた。城じよう門もんの前にヘッドライトの明かりが幾いくつも灯ともり、クラウディアたちを乗せて来てくれた地元の魔術師の車を照らしていた。

　もう一人残った運転手の魔術師が何か攻こう撃げき魔術を唱えたらしく激はげしい火花が散るが、すぐにそれに悲鳴が重なった。

　そして暗くら闇やみに閉とざされた中庭に眩まばゆい二つのヘッドライトを照らしながら車が入って来た。入って来た車は一台だけではなかった。一台、また一台と、次々に車が城しろの庭へと入って来る。

　停車した車からぞろぞろと黒一色のスーツに身を包んだ男たちが降おりて来た。殺気がぴりぴりと伝わってくる。その佇たたずまいだけでマトモな連中でないのが分かった。かなり距きよ離りがあるのに、降りた男たちがこちらを見てニヤリと笑うのが見えた気がした。

「……クラウディアさんよ……」横で真澄が言う。「ありゃあ本気でヤベえぜ。アロマの命を受けて世界のあちこちの軍隊を制圧して来た、殺しの専門家どもだ」

「知ってるわ。つい先日も遠とお目めに見たばかりですもの」

　最後に車から降りた小こ柄がらな老人を見つめながらクラウディアが呟つぶやいた。

　ラダーヴィ。第一位の盟主ファン・デ・ネルヴェの側近にして代理人。先日バッキンガム宮きゆう殿でんを崩ほう壊かいさせた魔族であった。

　リラフォードが部屋に戻もどって来た。リラフォードは窓の外を覗き、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「……どうする、マルゼス導士？」

　他のメンバーも自分の答えを待っていた。

「どうするって言われてもね……」

　クラウディアは引きつった笑いを漏もらす。両手を口元に持って行って小首を傾かしげながら「え～、わたし分かんな～い」とでも言ってやりたくなるが、そんなお茶目をやってもツッ込んでくれる者はいなそうだった。

　ラダーヴィが片かた手てを挙げた。二十人を超こえる殺しの専門家たちが、音もなく城へと駆かけて来る。

　降ふりしきる雨はいよいよ本降りになろうとしていた。

　　　　◇




　オランダ、ロッテルダム。

　尾行をまいた薫は、休む場所を求めてしばらく街を彷徨さまよった。

　身体からだを貫つらぬく『契けい約やく』を終えぬ苦く痛つうは、もはや意識を失うほどになっていた。意識を失うぐらいならいい。だが、苦痛に呑のみ込まれ、人間の血肉を求めるのを堪こらえるという自信がなかった。だから薫はこうして一人、夜を過ごす場所を探さがしていた。

　薫が選んだのは一軒けんの教会だった。住み込みの神父はいないらしく、人の気配はなかった。薫は礼れい拝はい堂どうの中に入り、片かた隅すみに座すわった。

（くっ……）

　激げき痛つうが走り、薫は身体を折った。絶え間なく身体を切り刻きざまれるような苦痛はじっとしていることさえ許さない。苦しさのあまり薫は身み悶もだえながら額を床ゆかに叩たたきつける。ざっくりと額が裂さけ血が滲にじむのを感じるが、身体を貫く激痛の方が酷ひどすぎて、それぐらいでは痛いたみを感じない。

　その合間にも心の奥おく底そこから誘ゆう惑わくの声が聞こえる。『血肉を喰くらえ』『女を犯せ』、そして『主人の血を受けろ』──。

　薫は頭を掻かき毟むしる。いっそのこと頭を握にぎり潰つぶして、この呪のろわしい声を止めてしまいたかった。だがそんなことをしたところで死ねるか分からない。そういえば兄の真澄は、契約を終えてないとき自分で自分の首を落としたが死ねなかったという。あてがった手の下で、先程床に叩きつけて裂けた額の傷きずはとっくに治ち癒ゆしていた。

　終わらないのだ。これが何百年も。

　苦痛に身悶えているうちに、外がい套とうの内ポケットに硬かたい感かん触しよくが当たった。

　薫はそれを取り出した。銀製のシガレット・ケースに入った、『カパーラの火の花』で作った煙草たばこだった。彼女がアロマにさらわれたときに残していった物である。

（そうだ……どうしても苦しいときレイニーさんはこれを……）

　薫は礼拝台にあった燭しよく台だいの蝋ろう燭そくに火を灯ともすマッチを拝借して来て、煙草をくわえた。

　最初は上う手まく火が点つかなかった。濡ぬれていたわけではなくて、煙草は先せん端たんに火を近づけるだけではなく空気を吸すい込まないと上手く点火できない。煙草など吸ったことのない薫は三本目のマッチでようやくコツを飲み込んで点火した。

　薫はフィルターのない吸い口から煙けむりを吸い込んだ。煙が肺はいに入るとスウッと頭がぼやけるような感覚があった。このカパーラの火の花には人間では昏こん睡すい状態に陥おちいるほど強い麻ま酔すい効果があるらしい。

（高校生のくせに煙草なんか吸っちゃっていけないよな……）

　冗じよう談だんめかしたことを心の中で呟いた。こんな身体になってしまった自分が高校の教室に戻ることは二度とない。

　半分ばかり灰はいにすると心なしか苦痛が和らいできた。痛みが根源から治癒されたわけではない。カパーラの火の花の麻酔効果で全身の感覚が鈍にぶり、相対的に少しだけ痛みが減少しただけである。だがこれなら少しは眠ねむれそうだった。

　薫は丸一本を灰にすると、硬い木の床の上に身体を横たえた。冷たく誰だれもいない孤こ独どくな空間。それは自分の現状を象しよう徴ちようしているようだった。

（つらいな……）

　レイニーもまたこの孤独な夜を、誘惑と苦痛に耐えながら過ごしてきたのだ。

（レイニーさん……）

　薫の意識はゆっくりと深い所に沈しずんで行った──。

　　　　◇




　気づくと薫は薄うす暗ぐらい部屋にいた。

　ロッジだろうか？　周囲は剥むき出しのままの木で、一部屋しかない粗そ末まつな小屋だった。

　なぜ自分はこんな所にいるのだろう……とぼんやりした頭で考えていると、唐とう突とつにポッと音を立てて暖だん炉ろに火が灯ともった。普ふ段だんの薫ならば魔導の力の存そん在ざいを察知して小屋を飛び出すのだが、何だかさっきまで酷ひどく寒い場所にいたような気がして、薫は赤々と燃え上がる炎ほのおをじっと見つめた。

「……今日は冷えるな」

　また突然に暖炉の前に揺ゆり椅い子すと女性の背せが現れた。

「ええ」

　薫は答えた。なぜだか彼女にも警けい戒かい心しんは覚えなかった。

「そんな所にいないで、こっちに来て火にあたったらどうだ？」

　彼女は素っ気ない口調で言った。いつの間にか女性の椅子の横に、自分の物らしい揺り椅子が現れていた。

　薫は「ええ」と答え、彼女の横に座った。

　横目にちらりと女性の姿すがたが目に入った。ゆったりとしたワンピースをまとい、手には編み棒ぼうを持って編み物をしていた。

（ああ……母さんなのかな？）

　記き憶おくさえない幼おさない頃ころに死に別れた両親。記憶がないゆえに『母親』という言葉のイメージだけが薫の中にはあった。彼女の横にいると何だかとても心が落ち着いた。

「ずいぶんと濡ぬれ鼠ねずみだな。外は雨なのか？」

「ええ、とっても寒くて……」

　そう頷うなずいて何気なく彼女の方を見た薫は「えっ……？」と声を漏もらした。目の前で燃え盛さかる炎ほのおより赤い真しん紅くの髪かみの毛が見えたのだ。

「レイニー……さん？」

「ああ」

　薫は横の女性をまじまじと見た。ワンピース姿のレイニーは、いつもと変わらぬ無表情で薫を見返した。

「あの、どうして……？」

「何がだ？」

「いえ、あの……何を編んでいるんですか、って思って」

　最初に心に浮うかんだ疑ぎ問もんを飲み込み、薫は何だか間の抜ぬけた質問をする。

「お前が猟りように行くときのセーターだ。今年の冬はずいぶんと厳きびしいらしい。お前に風か邪ぜを引かれては困こまるからな」

「僕ぼくが狩かりに……ですか？」

「一家の男が猟に行くのは当たり前ではないか？」

　彼女は怪け訝げんそうに薫を見つめる。気づけば彼女の背はい後ごにはマタギが使うような猟りよう銃じゆうと、獲とった獲え物ものの皮をなめした物が下がっていた。小屋の外では寒そうな風が吹ふき荒あれている音がする。まるでどこかの雪国で越えつ冬とうの準備をする夫婦のような雰ふん囲い気きだった。

「そう……ですね。……あの、レイニーさん。しばらくレイニーさんのことを見ててもいいですか？」

「相変わらずおかしなことを言う奴やつだな」レイニーはあまり表情を変えずに笑う。「お前がそうしたいならするといい」

　彼女は編み物に戻もどった。闇やみの者たちを容よう赦しやなく屠ほふってきた繊せん細さいな指先が、自分のための服を編んでくれていた。薫はその姿をずっと見つめていた。

　幸せだった。とても。

　薫は「こんなのは現実ではない」と心のどこかで分かっていた。薫はこの二人の時間はすぐに終わる偽いつわりのものだと気づいていた。だからこそさっき喉のど元もとまで出かかった『どうして貴方あなたがここにいるのですか？』という質問を口にしなかった。それを口にしたらきっと彼女は消えてしまう。だから今だけは……。薫の瞳からは涙なみだが流れていた。



    

  
    
      「……薫よ」レイニーが編み棒を見つめたまま口を開いた。「お前はこのような未来を望むか？」

「このような未来……ですか？」

「そう。『ゲート』のこともレディ・キィのことも忘わすれて逃にげ、どこか人知れぬ場所で過ごす二人だけの未来を」

　その単語は薫の心に激はげしい波を起こした。心のどこかで分かっていた『これは偽りである』という回答が、意識の上位に上がってくる。そう、こんなのは現実ではない。自分とレイニーがこんな時間を過ごせるはずはない。

「貴き様さまは誰だれだっ！」

　薫は怒ど号ごうを上げて席を蹴けった。ブラディミールを使っていたときの癖くせで剣つるぎを構える。すると一いつ瞬しゆんだけそこに水晶を砕くだいて作ったようなあの剣のシルエットが浮うかぶが、それはすぐに消えた。

「ここは……夢の中だな」

「ええ」

　レイニーとはまったく違う声が答える。

「……お前はアロマか？」

　彼女は「いいえ違うわ」と首を振ふった。揺り椅子に座った女性はもうレイニーの姿をしてはいなかった。そこには見たこともない女性がいた。

「わたしの名はオフィーリア」

「オフィーリア……？」

「夢見師オフィーリア・ストリックスランド。エレンディラの姉よ。……騙だますような真ま似ねをしてごめんなさい。でもいきなり貴方の夢の中に登場したりしたら、貴方は警けい戒かいしたショックで夢から醒さめてしまう。貴方に会って話すのはこれが最後の機会だろうし、ゆっくり貴方と話したかったの。貴方を傷きずつけてしまったのなら謝るわ」

　黒くろ髪かみの女性は悪びれた様子もなく言った。薫はふと気づいた。彼女の口は動いているが、喋しやべってはいない。

「ふふ……本当のわたしは喋れないわ。夢見の力を強めるためにトゥロワヌに声を潰つぶされたの。耳も目も失っている。わたしには貴方の顔を見ることはできない。……けどわたしにはこの世の全すべてが見える」

　オフィーリアは席を立つと、まったく危あぶなげな様子もなく部屋の隅すみの方へと歩き出した。

　山小屋のような部屋にはドアが一つ、それから小さな窓まどが開いていた。

「さあ」

　オフィーリアは薫を小窓の方へと手招きする。覗のぞいてみろと言うことらしい。

　薫は警戒しながら窓を覗いた。窓の外は数え切れぬほどのスクリーンが飛び交った極ごく彩さい色しきの空間だった。どこか地表から高い所にいるらしく、下を見下ろしている。

「これは……」

「ユングは『普ふ遍へん的無意識』と呼よんだわ。あらゆる民族で共通した原初の記憶……その説は大きな批ひ判はんを受けたけど、ある意味正しいわ。ここは森しん羅ら万ばん象しようが集まる所。これまでに起きた全てと、これから起きる全てが」

　呆ぼう然ぜんとその光景を見つめていた薫は「あっ！」と声を上げた。靄もやに包まれた地表を歩く二人の人間がいたのである。

「ルーシア！」

　そこにいたのはルーシアとトリプル・クラウンであった。二人はまるで吹雪ふぶきの中を行進するかのように、酷ひどく疲つかれた様子で靄の中を歩いていた。薫は彼女の名を連れん呼こするが、彼女に聞こえた様子はない。彼女らには自分が見ている光景は見えていないようだった。

「ここに封ふうじられていたアロマは、解放されるとき今度は逆にブラディミールの核かくの部分をここに引きずり込んだの。もう二度とこんな退たい屈くつな場所に封じられないように。……でも彼女たちだけでそこまでたどり着けるかしら？」

「あんたはその場所を知ってるのか？」

「もちろん。でも教える気はないわ。わたしは貴方たちの味方じゃないもの」

「……アロマの味方か」

「いいえ、どちらでもないわ。……でも貴方のお兄さんたちがエンカーナシオン城じように向かったことはアロマに告げたわ」

「真澄さんたちのことを？」

「ええ。エンカーナシオン城に彼女の手勢が向かったわ」

「なっ……」

　薫は絶句する。そして次の瞬間、ぞわっ、と自分でもぞっとするほどの殺気が胸むねの奥おくから湧わき上がった。

「なぜそんな真似を！」

　しかしオフィーリアは微び動どうだにせず、微笑を浮かべた。

「……薫君、貴方は夢見師というものがどういうものかご存ぞんじかしら？」

「未来が見える人間……だろ？」

「それは正解だけど正解じゃないわ。夢見師が見ることができるのは未来だけではない。この世で起きたこと、いま起きていること、そしてこれから起きること全てが集まるこの世界にアクセスすることができる人間……それが夢見師。力を強めるためトゥロワヌに五感のほとんどを奪うばわれたわたしは、他の夢見師では入って行けなかったであろう『森羅万象の集う場所アカシツク・レコード』の深しん淵えんまで入って行ったわ。そこでわたしは未来は常に不確定であることを知ったの。貴方たちの世界には無限の可能性があり、その全てがこの空間には漂ただよっている。『現在』が確定した瞬間に存そん在ざいしなくなった未来は消えて、新たに分ぶん岐きする未来が誕たん生じようするの」

　と、そこでオフィーリアは一度言葉を切った。薫はいいとこ彼女の話の半分ほどしか理解できていなかった。

「例を挙げましょう。たとえば誰だれか学生さんが朝学校に出で掛かけるときに空き缶かんを踏ふんで転んで骨ほねを折ってしまったとしましょう。すると来週にある体育祭でその学生さんが大活かつ躍やくする未来は消えてしまう。それがきっかけで将しよう来らいのお嫁よめさんと仲良くなるという未来も消えてしまう。わたしはそんな未来の消しよう滅めつと誕生を数え切れないほど見てきたわ」

　オフィーリアは足音もなく薫の前を通り抜ぬけ、暖だん炉ろの前に佇たたずむ。薪まきがパチパチと小気味よい音を立てて炎ほのおを上げ、灰はいになっていく。

「今こうしている間にも、未来は選せん択たくされ、選択されなかった未来は消えていく。まだ残っている未来の中には、貴方あなたとレイニー・ブラディミールがさっきみたいに暖炉を囲んで静かに暮くらす未来もあるわ。貴方の選択次し第だいではまだそこにたどり着く可能性もある」

　その言葉は激はげしく薫の心を揺ゆさぶった。

（あれ……？）

　気のせいかオフィーリアの姿が陽炎かげろうのように揺らいだ。

「言ったでしょ？　心の乱みだれは覚かく醒せいを促うながすと。貴方と話していられる時間ももう少ないようだし、話を進めましょう。……いいこと、薫君。誰かの未来はその人以外の誰の物でもないわ。貴方がレイニー・ブラディミールと二人っきりで過ごす未来……それが本当に幸せなものなのかは分からないけど、それを他人に選ばれてしまったら貴方は納なつ得とくできる？　だからわたしは未来は告げない。『空き缶に気をつけなさい』と教えはしない。夢見師の中には、妹のエレンディラのようにまだ起きてない未来の断だん片ぺんをここで拾って外に持ち出す者もいるけれどわたしは違う。わたしが外に持ち出すのはもう起きてしまったことだけ」

「……だけどあんたは、真澄さんたちのことをアロマに教えた」

「それぐらいは仕方ないことじゃないかしら？　これまでわたしが多くの魔ま族ぞくに所有されながら生き延のびてきたのはこの力があったから……。何も喋らなかったらわたしはアロマに消滅させられてしまうもの」

　またオフィーリアの身体が揺らいだ。オフィーリアは笑みを浮うかべる。「ふふ……怖こわいことを考えたでしょう薫君？」少し意地の悪い笑みだった。

「『この女をいま殺しておくべきではないのか』って考えたのよね？　それは正解よ。わたしがいたら貴方たちの動きがアロマに筒つつ抜ぬけになる危き険けんを孕はらんでいるわ。貴方は自分のすべきことを分かっている。でもその決断は貴方にとってとても心理的負荷の高い葛かつ藤とう。だからまた覚醒が促されたの。……で、どうするの？　わたしを殺す？　今ここでわたしの心を壊こわすほどの衝しよう撃げきを与あたえれば、現実の世界にいるわたしを殺せるわよ」

「……なぜそんなことを教える？」

「『そんなこと』って？」

「いま君は口を滑すべらせたんじゃない。わざと僕ぼくに自分を殺す方法を教えたようにしか聞こえない。さっきは『アロマに消滅させられてしまうから預言を与えている』とか言っていたが、君は死にたがっているのか？　それが目的で僕の前に現れたのか？」

「さあ……どうかしら？　死にたいって思ったことは何百万回もあるけど」

　彼女は席を立って小さな小窓の前へ行くと、薫に背せを向けた。重苦しい沈ちん黙もくが二人の間に横たわった。彼女の横顔からは泰たい然ぜんとした笑みは消えていた。

　薫は自分の言葉を後こう悔かいした。苦しい状じよう況きようにある人が「つらくて死にたい」なんて誰かに漏もらすのは本当に死にたいからではない。それを聞いてくれる他人がいるからこそ口にする。現実世界の彼女は全すべての光を奪われた無む明みようの闇やみの中に落とされながら、ただ預言を与えるだけのために生かされ続けているのだ。

「……ごめん」

「ホント、すぐに謝る癖くせがあるのね」

「それを……誰から聞いたんだ？」

「わたしを誰だと思っているの？　わたしは夢見師。この世に起きたこと、そして起きる全てのことを見み渡わたせる力を持った存在よ」

　彼女は振ふり返った。彼女はもう笑顔に戻っていた。それが薫には痛いた々いたしく映うつった。

「わたしは自分に起こり得る枝分かれした未来の全てを見ているわ。『森羅万象の集う場所アカシツク・レコード』を探さがして探して探しまくって、全てを見た。……でもその中にはわたしにとって幸せな未来は存在していないの。そのことに悶もだえ苦しんだこともあったわ。けどね薫君、そんな時期はもうとっくに越こえたの。わたしはただ、数限りない未来が生まれ、選択されなかった未来が消え、選択された未来がまた新たな未来を生んでいくのを見つめるだけ。そう……わたしは世界の傍ぼう観かん者なのよ」

　少し間を置き、彼女は「でも……」と聞こえないほどの小さな声で言ってから続けた。

「……もしかすると、わたしは生まれて初めて自分で自分の未来を選ぼうとしたのかもしれないわね」

　そこまで言うと、彼女は黙だまり込こんだ。

　薫は彼女が何を望んでいるのか分かっていた。けれど薫は首を振った。

「僕は……君を助ける」

「無理よ」

「やってみなくちゃ分からない。君を殺すよりはよっぽどマシだ」

「わたしに同情しているの？　わたしが生きていたら、貴方たちは不利になるのよ？」

「同情も……あるかもしれない。けど、僕が君に『怖いことを考えているでしょ？』と言われて動どう揺ようしたのは、君を殺そうとしていることを言い当てられたからじゃない。それをすぐに選択できてしまえた自分に気づいたからなんだ。……僕はもうすぐ自分の好きな人を死なせなくちゃならない。そのことに泣きたくなるぐらい苦しんだのに、邪じや魔まな君を殺そうとした僕がいた」

　薫はもう一度首を振る。自分自身に向かって。

「でもそんなの僕じゃない。僕は君をアロマから助ける。君の妹のエレンディラさんと約束したんだ。君を助けるって。だから僕は君を手にかけたりしない」

「……そんな未来は存在してないのよ」

「そんなの知ったことか」

　薫はきっぱりと言い切った。

「たとえ『それはできっこない』と誰かが言ったとしても、たとえその言葉通り99％……いや、100％不可能だったとしても、『それでも挑ちよう戦せんを続けるかどうか』だけは自分の意思で決められる。未来は選べなくても、そこに向かう道だけは自分で選択できるんだ。もう僕は傍観者なんかではいない。僕は自分の運命に抗あらがうことをやめない。それが僕が自分で選ぶ、未来の僕の姿だ」

「そこに貴方あなたの望む未来がないと分かっていたとしても？　結局貴方にはつらい未来しか待ってないと分かっていたとしても？」

「構わない」

　躊躇ためらいはなかった。もしかすると、彼が生きてきた中で最も力強い言葉だったかもしれない。それは過去の弱い自分との決別だった。

　オフィーリアはまじまじと薫を見つめ、そして優やさしく微笑ほほえんだ。

「ありがとう薫君。貴方が迎むかえに来てくれるのを待っているわ」

　彼女は炎ほのおの燃え上がる暖だん炉ろに向かって歩いて行く。あっ、と思う間もなく、彼女は炎の中で陽炎かげろうのように消えた。

　暖炉の火も消え、ゆっくりと小屋が暗くら闇やみに閉とざされる中、彼女の声だけが聞こえた。

「……優しい言葉のお礼に、貴方あなたに預言を与あたえましょう。もし貴方にとって少しだけ幸せな未来が見つかるとしたら、あのお嬢じようさんが探しに来た剣つるぎが必要よ」

「ブラディミールが？　それがあればアロマを倒たおせるってことか？」

「いえ、そうじゃなくて、貴方の望んでいる暖かな未来を見つけてくれるかもしれないわ。貴方の愛したあの女性と少しだけ長くいられる未来が」

「どういう……ことだ？」

「そっちはわたしが担たん当とうするわ。貴方はグランストンベリーに向かいなさい」

「グランストンベリーって……イギリスのグランストンベリー？　ロック・フェスティバルが開かれるあの？」

「ええ。そこにモン・サン・ミッシェルに通じる失われた道があるわ。急ぎなさい、薫君。明日が終わるとき……十二月の最初の日に日付が変わるそのとき、モン・サン・ミッシェルのゲートは開くわ」

　空間が完全に闇やみに呑のみ込こまれたとき、どこかからオフィーリアの声が響ひびいた。

「薫君……もう一つ、最後に貴方に手た向むけの言葉を贈おくりましょう。これは預言じゃなくて、昔の偉い大だいな哲てつ学がく者の言葉よ。『怪物と戦う者はその過程で自らが怪物と化さぬよう心せよ。お前が長く深しん淵えんを覗のぞくならば、深淵もまた等しくお前を見返すのだ──』。薫君、闇はいつも貴方を呑み込もうとしているわ。貴方の心を侵しん食しよくしようとする闇に打ち勝ちなさい。今の貴方のまま、この世界のために戦い続けて」

　　　　◇




「あああっ！」

　薫は大声を上げて目を醒さました。

　冷たく冷え亙わたった礼れい拝はい堂どう。まるでサイレンのように、ポケットの中で携けい帯たい電話が鳴っていた。

「……！」

　眠ねむりから醒めた薫は街を包む不ふ穏おんな気配に気づいた。薫は窓まどから外を見る。

　ロッテルダムの街が燃えていた。銃じゆう声せい、そして人々の悲鳴が聞こえた。

　薫は電話に出た。「薫、大変よ！」電話の主はヴァルデリーだった。「ホテルが使徒に囲まれているわっ」

「アロマの仕し業わざか……すぐに行く」

　自分がここにいることを知って弄もてあそんでいるのか、それとも自分らの行動にやっと本気になったのか──。

　まあ、どちらでもいい。もう迷いはなかった。

「……ヴァルデリー、モン・サン・ミッシェルにイギリスから地下道が続いているなんて話、知っているか？」

「えっ……英えい仏ふつ海かい峡きようトンネルのこと？」

「いや、モン・サン・ミッシェルに直接繋つながっているらしいんだ」

「そんなの聞いたことがないわ。そんな物があるぐらいなら真正面から突つっ込んで行くなんて無茶なことを……」

　と、そこまで言ったところでヴァルデリーは「いえ……ちょっと待って」と思い出したように言った。

「ちらっとトゥロワヌ様マスターから聞いた覚えがあるわ。今の英仏海峡トンネルができたのは五十年ぐらい前だけど、それより百年ぐらい前に一度、両国間に海底トンネルを作ろうっていう計画が持ち上がり、着工したの。でもマスターは『そこに作らせるのはまずい』って計画を潰つぶさせたのよ。計画にあったのは今ある所とは違い、モン・サン・ミッシェルの近くのルートだったわ」

「そのルートで掘れば当然その海底道は見つかり、そしてそれが何のために作られた物か調べられてしまう……ってわけか」

　十分であった。賭かけてみる価か値ちはある。

「……ヴァルデリー、僕が行くまでエスクードの人たちを護まもっていてくれ」

「はあ!?」ヴァルデリーはすっとんきょうな声を上げる。「冗じよう談だんでしょ？　何でわたしが人間なんか護ってやんなくちゃいけないのよ」

「いいからやれってんだよ」

「……な、何よ。わたしに命令しないで……ちょ、ちょうだいよ。主人が上位だからって威い張ばっちゃってさ」

　さっきのことがあったからか、ヴァルデリーは少し引きつった、やけに可愛かわいい声を出す。

「うるさい女だな。もう『エスクードの人たちが必要だろ』とか何とか諭さとすのも面めん倒どうくさい。僕が行くまでみんなを護ってろ。いいな？」

「分かったわよっ。やればいいんでしょ、やればっ」

「結構」

　薫は得え物ものの金属錐すいを取り出し、カパーラの火の花で作った煙草たばこをくわえた。その姿は彼が憧あこがれ続けた、あの氷の女性と少し似ていた。

「脱だつ出しゆつしたらすぐに旅立つから準備をしておけ。もうゲートが開くまで時間がない。今すぐゲートを閉とじに行く」
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「ちくしょう、何てこった！」

　ギーエンは悲鳴のような声で叫さけんだ。

　クラウディアたちのチームがＺＯＳＯの魔ま方ほう陣じんを再現する作業を進めている最さ中なかエンカーナシオン城じように突とつ然ぜんに現れたアロマの殺し屋たちは、彼女らをここまで乗せて来てくれた地元の魔術師たちを殺害し、そしていま城しろへと潜せん入にゆうして来た。

　三階の窓から見える中庭には一人の老人が残ってこっちを見上げていた。土ど砂しや降ぶりの雨に濡ぬれながら、好こう々こう爺や然とした笑みを浮うかべている『スター・ウォーズ』のヨーダのような小こ柄がらな老人──。だがあの老人はファン・デ・ネルヴェの代理人にして、殲せん滅めつ部隊を率いるラダーヴィ。人間ではとても相手にならない。クラウディアとアンジェラも、奴やつがバッキンガムを襲おそったとき奴と直接交戦するのを避さけたのである。

「どうするんだマルゼス導士」

「せっかくここまでやったのに殺されてなるもんですか。……アイリス、あんたは『追つい憶おくの輪石』に魔力をチャージして。魔力を残しておかなくてもいいから、貴方あなたの天然ボケパワーをフルでやっちゃいなさい」

「魔方陣の再現を続けるおつもりですの？」

　やや非ひ難なんする色のある口調でアンジェラが言う。

「もちろんよ。ロッテルダムの長は谷せ川がわ司祭の所には他にも魔術師がいるはずよ、どうにかして魔方陣を届とどけるの。……リラフォード、トゲトゲ、それからアンジェラ。貴方たちは外に防ぼう衛えいラインを作ってちょうだい。わたしはとっておきの攻こう撃げき魔術を奴らに食らわしてあげる。真ま澄すみはここに残ってわたしとアイリスをガードする……異い論ろんのある者はいる？」

　クラウディアは一同を見み渡わたした。

「……分かりましたわ」

　口を開いたのはアンジェラだった。彼女は懐ふところから自分がマッピングした紙し片へんを取り出すと、クラウディアに渡した。

「お渡ししておきますわ。マッピングは完かん璧ぺきに終わっております」アンジェラはちらりと真澄の方を向く。「そうですわね……届けるのは手の空いている方にやってもらうのがよろしいかと思いますわ」

　それだけ言うと彼女は攻撃魔術の術言ワードを唱えながら部屋を出て行った。その後からリラフォードとギーエンが「任せときな、誰だれも通さねえからよ」と言ってアンジェラを追って行った。

　三人が出て行くと、クラウディアはアンジェラに渡された紙片を手にしながら苦笑いを浮うかべた。

「……あの『おっとり策さく士し』。み～んな分かった上で口車に乗ってあげる……ってわけね。相変わらず嫌いや味みな奴」

　アミュレットに魔力をチャージしていたアイリスと真澄が「えっ……？」と同時にクラウディアを見つめた。クラウディアはアイリスに「いいから続けなさい」と言い、紙片を真澄に差し出した。

「写しやメールで撮さつ影えいして、長谷川のじいさんに送りゃあいいのか？」

「違うわ。あんたがそれを持って行くのよ」

　真澄は驚おどろいてまじまじとクラウディアを見つめる。

「どうしたの？　行きたかったんじゃなかったの？」

　そのとき廊ろう下かの外、下の階のあたりで激はげしい爆ばく撃げきの音が聞こえた。アンジェラの攻撃魔術であろう。いよいよ戦いが始まったのだ。クラウディアも攻撃魔術の用意を始める。

「だ、だけどよクラウディアさん……」

「ここが襲われたってことは司祭たちの方にも敵勢が行ってる可能性を考えた方がいいわ。他の誰かに託たくすより、ここにいるわたしたちでやるの。わたしがラダーヴィに一発かまして隙すきを作るから、あんたは突とつ破ぱしてモン・サン・ミッシェルに向かいなさい」

「けど……術言ワードが分からねえ」

「いつわたしが死ぬつもりだって言ったかしら？　もう一周再現して後から送るわ。……でももし万が一にもわたしたちがそれをやれなかったら、魔方陣を理り論ろん分ぶん析せきして術言ワードを見つけるの」

「三次元のクロスワードを完成させるようなもんだぜ……それもロクなキーワードもなしに」

「あ～もう、うっさいわね～。とりあえずぶちかましてみて、後は出たとこ勝負でいいじゃないの。のるか反るかの賭かけだって、賭け金を積まなくちゃ始まらないじゃない。いいからさっさと行けって言ってんの」

　クラウディアは魔方陣を写した紙片を真澄の服のポケットに押おし込んだ。

「……要するに運任せってことじゃねえか」

　そう言いながらも真澄の口元には笑みが浮かんでいた。いい加減でテキトー。だが最後には何とかしてしまう──いかにもクラウディアらしいではないか。

「……お師し匠しよう様、どうやら動くところまでチャージできたみたいです。ただどこから再生が始まるか、わたしには制せい御ぎよできません」

「構わないわ。幻げん影えいを作って目くらましにも使うつもりだから。真澄、あんたはどう？」

「いつでもやれるぜ」

「じゃいくわよ。アイリス、アミュレットを発動させなさい」

「はいっ」

　アイリスがアミュレットに向けて術言ワードを唱えると先程までの自分らの幻像が現れる。そしてそれは速度を上げて逆回しされていき、中庭では何が起きているか分からないラダーヴィが周囲を見回して戸と惑まどう姿すがたが見えた。

「真澄、師匠の実力ってもんを見せてあげるわっ」

　クラウディアは力を解放した。

　ズンッ、とそこに巨きよ大だいな鉄てつ球きゆうが落下したように、中庭のラダーヴィの周囲数十メートルの地面が突然に崩くずれた。『グラビティ・フォール』。大地の力を借りた精せい霊れい魔ま術じゆつでは最強の部類に属する術であった。解放された力の中心にいたラダーヴィは押おし潰つぶされて瓦が礫れきの中に呑み込まれて行った。

「どや顔をしてんなよ、クラウディアさん。俺おれもその呪じゆ文もんをとっくに使いこなせるようになってんだぜ」

　笑いながら真澄は窓まど枠わくに足を掛けた。

　が──真澄は足を止めた。グラビティ・フォールの爆ばく心しん地ちの瓦礫の中からゆらりと人ひと影かげが起き上がった。服をボロボロにされながらラダーヴィはこちらを睨にらんだ。ラダーヴィの怒いかりが空気を揺ゆらした。

「なっ……」

　ラダーヴィは地面にうずくまると、ぶるりと身体からだを震ふるわせた。その身体が水を吸すったスポンジのようにみるみる膨ふくらみ始める。相撲すもう取とりほどの大きさまで膨らむと、背せ中なかがばりっと裂さけ、そこから何かが飛び出す。蝙蝠こうもりのような皮ひ翼よくであった。

「あれって……」

　もうラダーヴィの身体は人間の形をしていなかった。口は前へと突き出し、そこには鮫さめのような牙きばが並ならんだ。首が爬は虫ちゆう類るいのように伸のび、鋭するどい刺とげと鱗うろこで覆おおわれる。身体は二階建ての民家よりも大きくなっていた。

「……ドラゴン」

　それは四本足の巨大な翼竜であった。

　ドラゴンと化したラダーヴィがこちらに首を向け、口を大きく開いた。口の中に火種が宿り、それは口いっぱいに広がった。

「やべえっ！」

　そのときであった。まったく予期していなかった方向より光の矢が飛び、ラダーヴィの身体に突つき刺ささった。ラダーヴィの首が揺れ、口から迸ほとばしった炎ほのおのブレスはあらぬ方向へと放たれて城じよう壁へきに大おお穴あなが空いた。

「早くなさいっ」

　アンジェラの声が聞こえた。

「真澄っ」

　クラウディアに促うながされ真澄は窓枠から飛び出した。ラダーヴィは怒りに満ちた瞳で身体を起こして真澄に襲おそいかかろうとするが、クラウディアは咄とつ嗟さに照明ライトの術を最大出力でラダーヴィの目前に飛ばした。目くらましを受けたラダーヴィの頭をトンッと軽く蹴けって、真澄は城壁の向こうへと飛び去った。

「お師匠様っ、これからどうされます!?」

　アイリスが中庭を指差す。『追憶の輪石』が生み出す過去の幻影のアルフェルムの馬車がやっと来たところだった。再びＺＯＳＯが魔術を唱えるまでまだ数時間かかるということだ。

（兵士だけなら何とかなるかもしれないけど、あの化ばけ物ものは……）

　真澄を逃にがして自分らの役やく割わりは終わった……そんな弱気な考えが過よぎり、クラウディアは頭かぶりを振ふった。

「……時間までとりあえず場所を変えましょう。防ぼう衛えい戦せんができる相手ではないわ」

　クラウディアとアイリスは部屋を飛び出した。アンジェラらがラダーヴィの部下たちと交戦している音が聞こえた。

（いえ……わたしは生き残ってみせる……）

　だって自分がいなかったら、あの小生意気な弟子の戻もどって来る場所がないじゃないの。

　　　　◇




　輸送機の手配を終えたアルフレッド・グレンヴィルは、遠とお縁えんの地元貴き族ぞくから借りた車でエスクードの仮本部のあるロッテルダムへと戻っていた。

（……ふう）

　とグレンヴィル卿きようはため息をついた。彼の手には携けい帯たい電話が握にぎられていた。ディスプレイに表示されているのは末の娘むすめのルクレシアの番号だった。

　そこに電話を掛けようとするが、彼の指はボタンの手前で止まってしまい、ため息をついて携帯を閉じる。が、やはり電話して一言言っておかねばと携帯を開くも、やはり踏ふん切りがつかずに閉じる……。彼はさっきからそれを何十回も繰くり返していた。

「ルクレシアお嬢じよう様さまですか？」

　運転席の従じゆう者しやが見かねたように言った。グレンヴィル卿は苦笑いする。

「まあね。ちょっとばかり言ってやりたいことがあるんだが、親の小言を聞くような娘じゃなくてね」

「小こ煩うるさい父親だと嫌きらわれてしまったらどうしようか……というところですか」

「何だかすこぶる情けない父親のように思えてきたよ」

「まったくですな」

　従者は冗じよう談だんめかして笑った。主人が逡しゆん巡じゆんしているときにからかう従者というのもどうかという話だが、彼はもう三十年もグレンヴィル家に仕えてくれているベテランの運転手だ。主人と従者という関係ではあれど、毎日送り迎むかえをしてもらっているうちに友情にも似たものが芽生えるのは自然なことだった。

「まあ、帰って来たらじっくり説教してやることにしよう」

　グレンヴィル卿は携帯電話をしまうと、何か言われるよりも早く運転席との仕切りの窓まどを上げ、目を閉じてシートに深くもたれた。

（……無事に戻って来てくれれば……だが）

　よりにもよってトリプル・クラウンなどという外げ道どうの元へと行った娘の身をグレンヴィル卿は深く案じていた。しかしそれ以上に懸け念ねんしていたのは、彼女が戻って来てからのことだった。

　──もうあの青年と関かかわるのはやめなさい。

　グレンヴィル卿が娘に電話して言いたかったのはその言葉だった。そしてこれから当の青年に会ってこう頼たのむつもりだった。

　──この戦いが終わったら、娘を傷きずつけぬよう、娘の前から去ってはくれないか？

　まさに心配性の親おや馬ば鹿かだな……とグレンヴィル卿は苦笑した。

　口では何かと言いながらも愛まな娘むすめがあの青年に本気の恋をしていることをグレンヴィル卿は気づいていた。親の自分が言うのも何だが、あの子は任務だとか使命感とかで動くようなタマではない。あの子は彼のために行動を起こしたのである。

　だがこの恋は父として認みとめるわけにはいかなかった。彼がいかに強固な意志を持った人間であったとしても。

「……旦那だんな様。よろしいですか？」

「どうした？」

「街の様子が妙みようです」

　窓まどの外に目をやったグレンヴィル卿はすぐさま異い変へんに気づいた。「軍隊……？」ちょうど街の中心部に差し掛かっていたところだったが、銃じゆう器きを持った黒一色の兵士たちが街を闊かつ歩ぽしていた。

「どこの軍だ？　オランダ軍がまだ残っていたのか？　それともＥＵの……？」

「分かりませんが……でもそんなものが残っているならこれから楽になりますね。……ああ、あそこに検問所があります。ちょっと聞いてみましょう」

「……戻れ」

　グレンヴィル卿は運転手を制止する。

「え……？」

　運転手は軽くブレーキを踏ふんだ。スピードが緩ゆるまり、百メートルほど先の検問所の兵士たちがこちらを指差しながら、ばらばらとやって来る。

「戻れと言っているんだっ。あれは『奴やつら』だっ」

　街の中心部をここまで通り抜ぬけて来るまでは検問所などなかったのに、エスクードの仮本部が置かれたホテルに続く道にだけ検問が置かれているのだ。他ほかに考えられることはなかった。

　どうにか車の向きを変えたのと同時に着ちやく弾だん音が車体後部で響ひびき、そしてガラスが砕くだけ散る。

「旦那様っ！」

「平気だ、行けっ」

　ドン、ドン、ドン、という音が車体の天てん井じようでする。何かが車の屋根に飛び乗ったのだ。まずいっ……と思う間もなく車体の上から伸のびた手がフロント・グラスを砕き、運転手の胸むな倉ぐらを掴つかんで車の外へと引きずり出した。

「ジェイコブンセンっ」

　グレンヴィル卿は従者の名を呼ぶが、その声は従者の悲鳴でかき消された。運転手を失った車は電柱に激げき突とつして止まり、真っ二つに引き裂さかれた従者の死体が投げ捨すてられた。

　屋根から幾いくつもの影かげが降おり、ドアを力ずくで引き千ち切ぎった。黒一色のスーツに身を包んだ男たち。グレンヴィル卿は術言ワードを唱え始めるが、苦く痛つうの悲鳴でそれは途と切ぎれた。男の爪つめが鋭するどく伸びてグレンヴィル卿の肩かたを貫つらぬいていた。

「アルフレッド・グレンヴィル卿だな？」

「……そうだ」

　男はグレンヴィル卿きようの肩から爪を抜き、彼を車から引っ張り出した。

「残念だが貴婦人は貴様らの動きをもう全すべて知っておられる。色々とやっていたようだが無む駄だだったな」

「……最後に一つだけ教えてくれ。娘は……ルクレシアの元にも貴様らの手勢は向かったのか？」

　男は口元を歪ゆがめる。

「あの世で再会できることを祈いのってるよ」

「……くっ……」

「ではお別れだ」

　男は手を振ふり上げた。奴を見み据すえていたグレンヴィル卿は、初めて目を背そむけた。もう全てが潰ついえた……と。

　が──

　グレンヴィル卿が聞いたのは自分の身が引き裂かれる音ではなく、ひゅん、と空気を切る音だった。

　次の瞬しゆん間かん、頭上で何かが爆はぜる音がし、びちゃびちゃとグレンヴィル卿の頭に生なま臭ぐさい血が降ふり注いだ。顔を上げると自分を殺そうとしていた男が頭を吹ふき飛ばされ崩くずれ落ちていた。

　他の殺し屋たちはもう自分を見ていなかった。ヘッドライトの照らす先に、黒いボディ・スーツに身を包んだ青年が猫ねこ科の獣けもののように身を屈かがめて構えていた。手には細い糸。彼の周りを何かがひゅんひゅんと音を立てて旋せん回かいしている。

　背はい後ごから検問所の兵士たちが集まって来る。十人、いや、二十人近くいる。その全てが魔ま族ぞくと使徒。

　だが身構える青年にまるで焦あせりの色はなかった。

「……残念だが無駄なんかじゃないな」

　深ふか津つ薫かおるは先程の男の言葉をそのまま送り返した。グレンヴィル卿の知るのとはまるで別人のような凍こおりつく声であった。殺し屋の誰かがゴクリと唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「なぜなら僕ぼくがお前らを皆みな殺ごろしにするからだ」



　──数分後、そこには死体の山ができていた。殺し屋たちはほとんど何もすることができず一人の青年に屠ほふられていった。

　それは戦いなどではなく、ただの一方的な殺さつ戮りくであった。グレンヴィル卿はイギリスが魔族に襲しゆう撃げきされたとき、同どう胞ほうたちがゴミくずのように殺されるのを見させられたが、この青年の殺戮劇げきはそれを凌りよう駕がしていた。縦じゆう横おう無む尽じんに宙ちゆうを舞まう彼の金きん属ぞく錐すいから逃にげられた者はいなかった。

（これが盟主ロードの牙きばを受けた者の力か……）

　いや、それだけではあるまい。元よりあった才能、戦いの中で切せつ磋さした能力、何よりも契けい約やくを終えぬ苦く痛つうを乗り越こえる精神力の為なせるわざだった。

　ボンネットの上から青年が音もなく地面に降おり立った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　青年は手を差し出すが、思わずグレンヴィル卿はびくりとして手を引いた。

「あ、いや……すまん。あまりのことに驚おどろいて……」

「構いませんよ。そういうのにもぼちぼち慣れてきたところですから」

　青年は笑顔を浮うかべた。

「……そうだ、奴ら、こちらの動きが読まれているようなことを言ってた。まさか輸送機も……」

　グレンヴィル卿は携けい帯たいを取り出し、デルフトの黒魔術師ジェンリー卿の元に電話を掛けた。が、彼は電話に出なかった。グレンヴィル卿は彼の死を悟さとった。

「……向こうもやられたらしい。輸送機も敵の手に奪うばわれてしまったろう……」

「問題ありません。僕が奪だつ還かんします。まずは司祭たちを救出しますので、グレンヴィル卿はどこか安全な所にいて下さい」

「ああ……それなら車で乗せて行こう」

「必要ないですよ」

　青年はにこりと笑って言うと、弓を引くように身体を屈かがめた。外がい套とうの下に着ていたボディ・スーツのような服は彼の身体からだにぴったりと張り付き、彫ちよう像ぞうのような彼の肉体を浮かび上がらせていた。男であっても思わず息を飲むほどの色気。彼は美しき野生の獣けものであった。

「ではまた」

　彼は地面を蹴けって闇やみの中へと跳ちよう躍やくした。左右のビルの壁かべを交こう互ごに蹴る音がし、彼の姿すがたはあっと言う間に闇の中に消えた。

（……強い子だな）

　肉体的だけではなく精神的な意味でも。闇の者と戦い続けて来た青年が自らも闇に堕おとされた。昨日までの仲間たちから受ける嫌けん悪おの視し線せん──。そう簡かん単たんに受け入れられるはずはないのに、彼はもう心を切り替かえようとしている。

　だがその切り替えの速さがグレンヴィル卿には何だか痛いた々いたしく映うつった。



    

  
    
      　　　　◇




　薫は左右のビルを交互に蹴って宙ちゆうを駆かける。ボディ・スーツに包まれた薫の身体は、壁を蹴るたびにグングンと加速していき、まるで弾だん丸がんのように闇を切り裂さいた。

　身体が軽い。人間であったときとはまるで違ちがう。筋きん肉にくの隅すみ々ずみまでが自分の意識の管理下にある。拳こぶしが、脚あしが、指の先さえもが敵を破は壊かいし尽つくす死の刃やいばとなった。

　それは闇に穢けがされたのと引き換かえに薫が手にした力。圧あつ倒とう的な力と引き換えに薫は筆舌に尽くし難がたい苦く痛つうと仲間たちの嫌悪に晒さらされる。

（……それで構わない）

　グレンヴィル卿きように怯おびえられても心はもうざわめかなかった。オフィーリアと話してから自分の中で何かが変わったことを薫は感じていた。何かが吹ふっ切れた気がした。

　仲間はいらない。助けた人たちからの感謝も求めない。孤こ独どくの中でも自分はただ戦い続ける。一千年の長き時を戦い続けたあの女性の後こう継けい者しやとして──。

　視界に燃え上がるホテルが見えて来た。ホテルの中からは銃じゆう声せいが続いている。まだエスクードの者たちは生きているということだった。

　薫がホテルの前まで着くと、ガシャン、と窓まどを突つき破って何かが飛び出して来た。

　それは手負いの獅し子し──いや、獅子に似た異い形ぎようの生き物であった。手足は人間の物で、胴どう体たいは獅子とよく似た獣の物。

　傷きずを負った獅子の頭が薫に吼ほえ、飛びかかって来た。

　金属錐すいが宙をうねり、獅子の頭を粉々にした。が、それでも獅子は足を止めず薫に飛びかかり、薫は獅子に圧のし掛かられた。

「な……っ!!」

　薫は絶句する。獅子の腹はらの下、胴どう体たいの真ん中に人間の頭部が埋うめ込まれるようについていたのだ。瞳には意思の光は見えず、「アッ……アア……」と呻うめき声を上げていた。薫に気づいたそれは、本能のままに牙のついた口で薫の喉のど元もとに咬かみつこうとする。

　薫は爪つめを伸ばし、獅子の心しん臓ぞうのある辺りを突き刺した。薫の爪は正確に心臓を貫つらぬいたが、それでも獅子は絶命せず、人間の頭部が薫の肩かた口ぐちに牙を突き立てた。

「……くっ」

　薫は顔を逸そらし、反対の手でその人間の頭部を握にぎり潰つぶした。それでようやく獅子は崩れ落ちた。

（こいつは……使徒なのか？）

　薫は獅子の身体の下から抜け出すと、半はん壊かいしたホテルの扉とびらを蹴け破やぶって中へと入る。

　その額に銃じゆう口こうが押し付けられた。薫は反はん射しや的に金きん属ぞく錐すいを放とうとしたが、薫にショットガンの銃口を突つきつけていたのは黒いライダー・スーツの女だった。

「ああ……あんただったの……」

　ヴァルデリーはショットガンを降おろした。彼女は全身傷きずだらけだった。片かた腕うでは千ち切ぎれ、牙きばを剥むき出しにして荒あらい息をはいていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「見れば分かるでしょ。遅おそいのよ、この馬ば鹿かっ」

　ホテルのロビーには幾いく人にんものエスクードの兵士が殺されて無む惨ざんに転がっていたが、長谷川司祭をはじめとする何人かは生き延のび、一ひと塊かたまりになっていた。そしてヴァルデリーが仕し留とめたらしい無数の化ばけ物ものの死体。

「みんなを護ってくれてありがとう」

「……別にあんたの方が主人の地位が高いから従したがったわけじゃないからね。こいつらがいないと何かと不便だからよ」

　ヴァルデリーは頬ほおを膨ふくらませて言い、自分の千切られた腕を拾うと無造作に切断面に押おし付けた。

「でも……この化物どもはいったい？　獣の姿になる使徒とかは見たことあるけど、何て言うか……普ふ通つうじゃない」

「使徒と魔ま獣じゆうを無む理り矢や理り融ゆう合ごうさせて作ったみたいね。誰だれが作ったか考えるまでもないけど、よくもまあこんな憐あわれな生き物を作れるものよ」

「アロマ……か」

　長谷川司祭が近寄って来た。

「ありがとう、ヴァルデリー君。まさか君に助けられるとはな……」

　礼を言われたヴァルデリーは「ふんっ」と顔を背そむけた。

「司祭、『ゲート』が開くまで時間がありません。すぐにここを出てモン・サン・ミッシェルに向かいます。クラウディアさんたちから連れん絡らくはありましたか？」

「まだだ」司祭は携けい帯たい電話を取り出して電話を掛かけるが、向こうは電話に出なかった。「いや……ミッション中だから連絡を断っているだけかもしれんが……」

「いいえ、違います」薫は首を振って即そく答とうした。「エンカーナシオン城じようにも敵が向かいました。もうクラウディアさんたちは戻もどって来ないという前提で作戦を進めます」

　薫は自分の携帯でルーシアに電話を掛けた。が──いくらコールしてもルーシアも電話に出なかった。

「……行きましょう。待っている時間はない」

　携帯を懐ふところに戻して玄げん関かんへと歩き出す薫の背せに長谷川司祭が「……彼女のことが心配ではないのかね？」とポツリと言った。

「もちろん気になります。けど、今の僕らにクラウディアさんやルーシアたちの帰き還かんを待っている時間はありません。グランストンベリーから続くという地下道でモン・サン・ミッシェルに向かうと、直線距きよ離りでも二百キロ以上あります。車が通れればいいけど、最悪徒歩となれば今すぐ海を越こえてイギリスに渡わたっても、明日の日付変へん更こうまではギリギリ間に合うかという時間です」

「……薫君。君は変わったな……」

　薫の足がぴたりと止まる。

「……でしょうね」

「いや、エージェントとしては君の判断はまったく正しい。私は昔から、すぐに悩なやんでしまう君に、今の君のようになってもらいたいと思っていた。何度君をぶん殴なぐってやりたいと思ったか分からん」

　司祭が小さく苦笑するのが聞こえた。

「深津は……君の養父の深津神父だが……奴やつは最後まで君をこの世界に引き込むことを躊ちゆう躇ちよしていた。しかし私は、君はブラディミールに選ばれてしまったのだから、この世界のために命をなげうってきたエスクードのエージェントたちやレディ・キィたちのように、人間の側に身を置く者として責務を果たすべきだと思っていた。『自分のやっていることが正しいのか？』と悩む君に苛いら立だちを覚えていたのはそのせいだろう。……だが私は今、何か自分の一部がなくなってしまったような寂さびしさを覚えている」

　薫は振ふり返った。司祭は眉み間けんに深い皺しわを刻きざんで自分を見つめていた。なぜかその顔は一年前のあの雨の日に命を落とした養父のことを思い出させ、薫の心は少し締しめつけられた。

　が──薫の心に浮うかんだのはそれだけだった。それ以上薫の心がざわめくことはなかった。

　とそのとき、ガシャンという音と共に吹ふき抜ぬけの二階の窓まどが割われて何かが飛び込んで来た。

「くっ……まだいたの」

　ヴァルデリーが吐はき捨すててショットガンを構えた。それは日本の民間伝承にある『ぬえ』に似た化物であったが、三つの獣けものの頭がついていた。どうやら複数の魔獣をミックスしたらしい。魔獣は咆ほう哮こうを上げる。窓ガラスがぴりぴりと戦慄わなないた。

「……どうやらこいつがボスみたいだな」

「ほら、今度はあんたがやんなさいよ。あんたの『ご主人様』が作ったんだから」

「そりゃ失礼。何て言うか、傍はた迷めい惑わくなご主人様なもんでね」

　薫は金属錐すいを宙ちゆうに浮かべる。

「ヴァルデリー、戦いの邪じや魔まだからみんなを外に逃にがせ」

「だ、だから命令するなって言ってんでしょ。わたしは別にあんたの……」

「いいからやれよ」

　薫はヴァルデリーの方を向きもせずに命じた。その声はぞっとするほど冷たいものだった。薫の周囲を旋せん回かいしていた金属錐がピタリと動きを止め、鎌かま首くびをもたげるかのように異い形ぎようの魔獣の眉間に照準を合わせた。薫の全身から吹ふき出す闘とう気きに魔獣が気け圧おされて一いつ瞬しゆん動きを止める。ヴァルデリーも息を呑のんだ。圧あつ倒とう的なまでの殺意だった。

「あんた……いったい何があったの？」

　動かぬヴァルデリーに薫は無言のままちらりと目をやる。氷の視し線せんに射い貫ぬかれたヴァルデリーはびくりと震ふるえた。

「わ、分かったわよ」

　魔獣を避さけて玄関に向かおうとするヴァルデリーと司祭たちに魔獣が嘶いなないて襲おそい掛かかろうとするが、ひゅん、という音と共にすかさずその首に薫の金属錐の鋼こう線せんが巻まきつく。鋼はがねの毛に覆おおわれた魔獣の首はそれでは落ちず、振り払はらおうと暴れるが、薫の拘こう束そくを解けない。闇やみのオーラで作られたボディ・スーツの下では筋きん肉にくの筋すじがワイヤーの束のように浮き上がる。その姿を見てヴァルデリーはぞくりとしたものを覚えた。

（何があったのよ……まるで別人じゃない）

　年とし端はもいかぬ青年に命令されることに腹はら立だちを覚えながらも、ヴァルデリーはどこかで彼の命令に服ふく従じゆうすることに微かすかな喜びを感じていた。彼が上位の使徒の血を持っているからだろうか。それとも彼女自身が主人を失ったことで、新たに命令をしてくれる者を求めてしまっているのだろうか？　いや、だからといってこんな半はん端ぱ者もののガキなんかに……。

「……ヴァルデリー」

　ぴしゃりと言われたヴァルデリーは「わ、分かったって言ってんでしょっ」と精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って応こたえた。

（何よ、偉えらそうに。この貸しは後でちゃんと身体からだで払ってもらうからっ）

「さて、悪いが……」

　ヴァルデリーたちがホテルを出て行くと、薫はぐいっと鋼線を自分に引き寄せた。魔獣は前足を踏ふん張るが、薫の方へと、ずずっ、ずずずっと引きずられて行く。

「急いでいるんだ。お前には悲鳴を上げさせる時間も与あたえてやれない」

　　　　◇




　ラダーヴィたちの襲しゆう撃げきから逃のがれ一人エンカーナシオン城じようを後にした真澄は、敵の乗って来た車を奪うばって合流場所であるオランダのデルフトを目指していた。

（くそ……なんてこった……）

　何だかんだと突つっ張っていたくせに、クラウディアたちに助けられてしまった自分が腹立たしかった。

（あの化物が相手じゃ、いくらクラウディアさんたちだって……）

　湧わき上がる悪い予感を真澄は無む理り矢や理りに振り払った。

　車はオーストリアの国境近くまで来ていたが、雨のせいか道が込こんでいた。真澄は今度は声に出して「くそっ……急いでいるってのによ」と呟つぶやいてハンドルを叩たたいた。向かう道の先に渋じゆう滞たいの列ができていた。

　列の後こう尾びに車をつけしばらく待ったが、この土ど砂しや降ぶりの雨で事故でも起きたのか動く気配はなかった。迂う回かいするか……と思う間もなく、後ろに次の車がついてしまった。

（仕方ねえ……コイツでもやっておくか）

　真澄は懐ふところから三枚まいの紙し片へんを取り出した。それはクラウディアとアンジェラに託たくされたエンカーナシオン城の魔ま方ほう陣じんであった。

　考えたくもないことだったが、もしクラウディアたちがＺＯＳＯが唱えた術言ワードを手に入れられなかったときは、真澄が魔方陣を発動させるための術言ワードをこの魔方陣から逆算して導き出さなくてはならない。

　魔方陣とは元々、術言ワードだけでは足りぬ力を補ほ助じよしたり、膨ぼう大だいな量の術言ワードを唱える手間を省略するために用いられる。そのためそこには行使される魔術の全すべてが圧あつ縮しゆくされて描えがかれている。

　計算処しよ理りに喩たとえるならば、ある数字に何百という計算処理をして答えの数字を導かねばならないとき、一つ一つ手動で計算していくのが術言ワードだけの魔術で、あらかじめ処理の全てをプログラムしておきそこに演算元の数字を放ほうり込こむのが魔方陣を用いた魔術ということになる。二つ、三つの四則計算ぐらいならわざわざプログラムなど組まなくても手で計算した方が早いが、計算が複雑になればなるほど魔方陣の助力が必要となる。

　真澄がやらねばならないのは、魔方陣という名のプログラムを分解し、いかなる処理がされるのかを分ぶん析せきした後、それの起動方法である発動の術言ワードを導き出すことであった。

　が──

（……なんだよこりゃ……）

　あらためて魔方陣を見た真澄は、その複雑さに軽い目め眩まいを覚えた。

　理り論ろん上はたしかに展てん開かいは可能ではあるのだが──先程の喩えを使うなら──それにはプログラムに使われている言語を全て理解している必要があった。しかも現在では使われていないような古い形式の言語まで混じっているのである。黒魔術師として経験の浅い真澄がこれを解くには、それこそイギリスにある大だい英えい図書館の禁きん忌き魔術書庫にでも行って参考文ぶん献けんを山ほど読まねば終わりそうにない。

（……あるいは黒魔術に秀ひいでた奴やつに頼たのむかだな）

　真澄の脳のう裏りにそれができそうな男の顔が浮うかんだ。

　ブレンティス・ストリックスランド──トリプル・クラウンと呼ばれるあの男だ。

（気に食わねえがあいつに頼たよるしかねえか……）

　とりあえず長谷川司祭に連れん絡らくをしておこうとロッテルダムの作戦本部に電話したが、電波状じよう況きようが悪いらしく携けい帯たいはつながらなかった。

　キョロキョロと周囲を見み渡わたすと、車線を挟はさんだ向こう側に公こう衆しゆう電話があった。真澄はダッシュボードの上に紙片を置いて車を降おり、公衆電話に向かった。

（そういえばルーシアの方はどうなってんだろうな……。天然ボケ娘むすめの方は消しよう滅めつしちまったそうだから、トリプル・クラウンの奴に騙だまされるようなことはないだろうけど……）

　が、いくら待っても電話には誰だれも出なかった。

（まさかっ）

　真澄は背せ筋すじに冷たいものを感じた。自分らが襲おそわれたのだ、本部の場所も奴らに知られていたとしてもおかしくはなかった。

　いったいどうすりゃ……と自分の車の方を見た真澄は凍こおり付いた。銃じゆうを持った数人の兵士が真澄の車を取り囲んで覗のぞき込こんでいたのだ。闇やみの血を持った真澄はそれが使徒たちであることを即そく座ざに把は握あくした。

　兵士たちは後ろに並ならんでいた車の運転手に窓まどを開けさせ何かを訊たずねた。運転手はこちらを指差した。

「動くなっ！」

　兵士たちは一いつ斉せいにこちらに銃じゆう口こうを向けた。真澄は心の中で毒づいた。これは自然の渋滞などではなく検問だ。オマケに自分を捜さがしている検問なのだ。

「逃げても逃げなくても最終的には撃うつんだろうが、このアホっ」

　身を翻ひるがえして逃げようとした真澄は、そのとき自分がとんでもないマヌケであることに気づいた。クラウディアたちが身を挺ていして自分に託たくしてくれた魔方陣は車のダッシュボードの上に置いたままだった。

　真澄は足を止めて身構えた。

「しゃあねえ、か……」

　術にはまるで自信がなかったが、下へ手たに魔術を使って車が誘ゆう爆ばくするようなことになったら全すべてが水すい泡ほうに帰す。

「……なんつーかよ、俺おれって巡めぐり合わせが最悪だぜ」

　真澄が兵士たちの元に駆かけ出すのと同時に凄すさまじい数の銃声が響ひびき渡った。

　　　　◇




　ルーシアとトリプル・クラウンは、漆しつ黒こくの靄もやの立ち籠こめる広大な『森羅万象の集う場所アカシツク・レコード』をひたすらに進んでいた。

　冷たく凍り付いた空気の中を進むそれはさながら雪中の行進で、彼女らの体力を著いちじるしく奪うばい、口を開く気力さえなくしていた。

　漆黒の空には相変わらず数多あまたのスクリーンが飛び交っている。トリプル・クラウンの説に拠よればそこにはこれまでに起きたことと、これから起きる可能性未来の全てが映うつし出されている。

　気がつくとルーシアは空を見つめ、そこに薫の姿すがたが──彼女の恐おそれるような結末に終わったような姿が──ないか探さがしてしまっていた。が、この膨ぼう大だいな数のスクリーンの中から先程のように薫の映ったスクリーンと遭そう遇ぐうする可能性は文字通り天文学的確率であった。ルーシアは大きなため息をついた。

（そんなことより急がないと……）

　時間の感覚はとっくに麻ま痺ひしてしまっていたが、この空間に入ってからかなりの時間が経過しているのは確かだった。さっさとブラディミールを目め醒ざめさせてここから帰き還かんしないと最後の戦いに間に合わないというのに、前を行くトリプル・クラウンはと言うと、さっきまでの自分のように空に浮かぶスクリーンをぼんやり見上げている。

（……ったく、何よ。人に偉えらそうに説教したくせに）

　とは言え、彼もまたここに来るのが初めてだというのも確かだ。

（真澄さんたちはもう戻もどって来ているのかしら……？）

　時の凍り付いたこの空間では時間を知る術すべがないとは分かっていたが、ルーシアは懐かい中ちゆう時計を取り出して時じ刻こくを見た。

　と──

「…………！」

　ルーシアは声にならない悲鳴を漏もらす。

「どうした？」

　足を止めて振ふり返ったトリプル・クラウンに、ルーシアは黙だまって腕うでを見せた。彼女の腕はまるで凍とう傷しようにでもかかったように斑まだらに黒ずんでいた。この異形の空間に堆たい積せきした何かが彼女を侵しん食しよくしているのである。

「ふむ……入る前に掛けた魔ま術じゆつが切れかけておるようじゃの」

　そう言っただけでトリプル・クラウンはまた背せを向けて歩き出してしまった。

「ちょ、ちょっと待って！」

「何じゃ？」

「何って……防ぼう御ぎよ魔術を掛け直してよ」

「悪いが、予想より遥はるかに広大な場所だったんでの。いつここから出られるとも分からないんで、魔力は節約しておきたい。自分の力でどうにかできぬと言うなら……まあ、可哀かわい想そうじゃが仕方ないんではないかのお」

「……ずいぶんな言い草ね」

「おぬし、まさかわしがおぬしの手助けをするために一いつ緒しよに来てあげた『心こころ優やさしいおじさん』だとでも思ってるわけじゃなかろうのお？」

「わたしの持っているブラディミールだけが必要なわけね。脱だつ出しゆつのために」

「ほう、頭の回転は早いようじゃの。感心、感心」

「……いつでも殺せるから、重い剣の運うん搬ぱん役に生かしておいてくださったってところ？」

「そういう考え方も面白いが、そもそもわしにおぬしを殺す理由などないのではないかな？　わしはＺＯＳＯの知識が手に入ればそれでよい。おぬしが生きて帰れるかなど知ったことではないが、わざわざ殺す理由もない。まあ、確かにそいつを運ぶのはわしの年にはちょいと酷こくじゃな。運搬役がいなくなっては困こまるし、ちょいと防御魔術を……」

　と術言ワードを唱えながら近づいてくるトリプル・クラウンに、ルーシアはブラディミールを抱だき締しめて後ずさる。

「どうした？　術を掛かけ直してやろうというのじゃぞ？」

「いいえ、貴方あなたみたいな下げ衆すに頼たよろうと思ったわたしが馬ば鹿かだったわ」

「面めん倒どう臭くさい小こ娘むすめじゃの。おぬしは動物行動学に於おける『吝りん嗇しよくの法則』というのを知っておるか？　動物に説明のつかぬ未知の行動があったら、『これはとんでもない知的行こう為いをしているのでは……』と空くう論ろんを並ならべる前に、まずは最も単たん純じゆんな理由を当て嵌はめてみるべきというやつじゃ。あれこれ珍ちん奇きな説を唱える動物学者への戒いましめじゃな」

「へえ。じゃあさっきから貴方が同じ所をぐるぐる回っているのは、その『吝嗇の法則』とやらでは貴方の行動はどう定義されるのかしら？　空に浮かぶスクリーン以外は何もない所をね」

「気のせいではないのかな？」

「気のせいなもんですか。この空間に出た所に魔導の力を帯びた宝石を置いて来たのよ。迷ったときにせめて元いた場所に戻もどれるようにってね」

「……なるほど、魔力を失ったおぬしでも『サーチ』ぐらいは使えるのか」

「ええ、魔力を帯びた物の探たん知ちは基本中の基本ですもの」

　そう言いながらルーシアはまた一歩後ろに下がる。やはりこの男はＺＯＳＯの知識が目的ではなく、何か別の目的があってここに来たのだ。

　とはいえ魔力を失った自分にこの男を相手に何ができるだろうか……と、ルーシアが絶望感に必死に抗あらがっていたそのときだった。

「えっ……？」

　一いつ瞬しゆんそれは空に浮かぶスクリーンの一つがまた接近して来たのだと思った。

「避よけいっ、ルクレシア・グレンヴィル！」

　トリプル・クラウンが叫さけぶ。彼女に迫せまっていたのは巨きよ大だいな──人間の魔力の容量キヤパシテイでは作り得ない──雷いかずちの矢であった。

「きゃあああ！」

　逃げるにはもう雷の矢は彼女の目前まで接近していた。ルーシアは悲鳴を上げながら咄とつ嗟さに身を伏ふせた。直ちよく撃げきを避けられたところで雷の矢は自分のことを周囲五メートルの地面と一緒に黒くろ焦こげにするだろう……そんな想像をしている彼女を落らく雷らいの轟ごう音おんと光が飲み込んだ。

　が──

　恐おそる恐おそる目を開いたルーシアは唖あ然ぜんとそれを見つめた。さっきまで手にしていたブラディミールが誰だれも手に触ふれていないのに垂すい直ちよくに地面に立ち、避ひ雷らい針しんのように雷の衝しよう撃げきを周囲に拡かく散さんさせていたのである。

「ブラディミール……わたしを守ってくれたの？」

　剣の向こう十数メートルの所に人の姿が見えた。銀色の長ちよう髪はつをした痩そう身しんの男。イレウス。アロマの配下の魔族だった。イレウスは舌打ちし、また新たな術言ワードを唱え始めた。

「……なるほど、貴方はあいつらとまだつるんでいたってわけね」

「それは誤ご解かいじゃぞルクレシア・グレンヴィル」

「もちろん信じないわ」

　イレウスの放った雷の余波を受け止め終わったブラディミールが役を終えたようにパタリと地面に倒たおれる。ルーシアはブラディミールを掴つかむと、腰こしのあたりまで地面を覆おおう靄もやの中に身を伏せて逃にげ出した。

（……みっともないわね、グレンヴィルの娘むすめともあろう者が這はって逃げるしかできないなんて）

　こんなときまで格かつ好こうを気にしている自分に気づき、ルーシアは苦笑する。しょうがない。相手は人間ではトップクラスの魔術師とアロマの側近の魔族だ。勝てっこないんだから逃げるしかない。問題は逃げた後どうやって逆転してやるかだ。

（あいつらは何を企たくらんでいるの？　トリプル・クラウンの奴やつはわたしをここに連れ込み、イレウスに渡わたそうとした……？　でもイレウスの奴はわたしを殺そうとしたわ。そんな手間をかけるぐらいなら、さっさといつでも殺す時間はあったはず……。もうっ、ちっとも考えがまとまらないわっ。こんなときあの天然ボケの同居人がいたら、面倒なことは考えずにみんなぶっ飛ばせちゃったのに）

　魔術を使えないことへの苛いら立だちと迫り来る敵の恐きよう怖ふをルーシアは必死に押おさえ込む。イレウスの第だい二に撃げきはまだ来ないが、奴はすぐ近くまで来ているはずだ。さっき自分の前に立ちはだかって守ってくれたブラディミールは元の重い鉄の塊かたまりに戻ってしまっていて、今度も助けてくれるかは分からない。

「!!」

　ルーシアは心しん臓ぞうが止まりそうになった。這って進む靄の中、目の前にニュッと二本の足が現れたのだ。

「……早くこっちへ」

　驚おどろいたことに頭の上から降ふって来たのは知らない女性の声だった。ルーシアは靄の中から身体からだを起こした。そこにはワンピースを着た大人の女性が立っていた。見たこともない女性……いや、誰だれかに似ているような……。

「貴方は……？」

「いいから早く」

　女性の横の空間がナイフで切り裂さいたように楕だ円えん形けいの穴あなが空いていた。彼女はそこに入って行く。

「オフィーリアっ！」イレウスが怒いかりの叫さけび声を上げた。「貴様、真紅の貴婦人レデイ・ルージユを裏うら切ぎるつもりか！」

「裏切るも何もわたしは誰の味方でもないわ」

　オフィーリアと呼よばれた女性は無む理り矢や理りルーシアの手を掴つかみ、空間の裂さけ目にと入って行った。

　イレウスが放った魔術の矢が二人に届とどくその瞬しゆん間かん、空間の裂け目はファスナーを閉しめるようにスウッと閉とじ、もうそこに二人の姿はなかった──



　いきなり現れた女性に手を引かれて空間の裂け目に入ったと思ったら、ルーシアは石造りの廊ろう下かの上にいた。そこはそれまでいた黒い靄が立ち籠こめる空間とはまるで違ちがう人工の建物で、自分を追って来たイレウスの姿は影かげも形もなかった。

「少しは時間が稼かせげるはずよ。それまでにやることをやりましょう」

　と、オフィーリアと呼ばれた女性は言ってルーシアの手を引いて行こうとするが、ルーシアは警けい戒かい心を露あらわにしてその手を払はらった。

「……貴方あなたは誰？」ここは『森羅万象の集う場所アカシツク・レコード』。アロマを閉じ込めるために使われていたほどの所である。おいそれと現れたりされてたまるものか。「どうやってここに入って来たのよ？　それにここはいったい……」

　ルーシアは周囲を見み渡わたす。凍こおり付いたような冷たくカビ臭くさい空気。どこかの古こ城じようであろうか？　どこまでも一直線に続く廊下の片かた側がわには異い形ぎようの像が等とう間かん隔かくに並ならび、手に持った燭しよく台だいで炎ほのおが揺ゆれていた。

（ここって……）

　得体の知れない寒さむ気けが背せ筋すじを這はい上がり、ルーシアは両腕で自分の身体を抱だき締しめた。気のせいだろうか、自分は何度もここに……。

「見覚えがあるみたいね。この城しろは数百年もの間、アロマが閉じ込められていた場所よ。歴代の夢見師の誰かが残していった『夢見の砦とりで』の一つにあの女は住み着き、人々の夢の間を飛び交って退たい屈くつを癒いやしていたの」

　ルーシアはハッとする。そうだ、自分は何度も夢の中でここに来ている。いや、自分の中にいた同居人によってここに連れ込まれた、と言うべきか。

　恐怖が一気に身体を貫つらぬき、ルーシアの足が震ふるえた。そう、アロマは何度となくルーシアの夢の中に現れては、ルーシアの心を飲み込み、自分が表の世界に出ようと画かく策さくしたのだ。

「……貴方は……誰なの？」

　ルーシアは震える唇くちびるで質問を重ねた。もしかしたらこの女はアロマが姿を変えたのではないかと。

「わたしはオフィーリア・ストリックスランド。『アロマに囚とらわれている夢見師』と言ったら分かってもらえるかしら？」

「あ……もしかしてトリプル・クラ……」とそこまで言ってから、彼女がトリプル・クラウンによって魔ま族ぞくに売り払はらわれたことを思い出し、ルーシアは「エレンディラさんのお姉さんの？」と言い直した。

「ええ、そう。ブレンティス・ストリックスランドの長女で、エレンディラの姉よ。……ふふ、それにしても今日は珍めずらしい日だわ。十数年も人と交わらない生活をしていたというのに、一日に二度も自じ己こ紹しよう介かいをすることになるなんて」

「え？」

「いえ、何でもないわ」少し楽しそうな表情をしてから、彼女は真ま面じ目めな顔になった。「急いだ方がいいわ。アロマが力ずくで脱だつ出しゆつしたときの余波でこの空間と現実世界とはまだ微び妙みように繋つながっているけど、その繋がりももう閉じようとしてるわ。ブラディミールの核かくを回収して、早くそこから脱出しないと。わたしは平気でも、貴方は戻もどれなくなるわ」

「ブラディミールはここにあるの？」

「ええ。アロマが封ふう印いんから解き放たれたとき、逆にこの世界の中にそれを封印して行ったのよ」

「分かったわ、急ぎま……」とそこまで言ってからルーシアは別のことに気づいた。「……そっか、イレウスの奴はその歪ゆがみを通ってここに侵しん入にゆうして来たのね」

「頭の回転が早いのね、ルクレシア・グレンヴィル。急ぎましょう。奴はすぐに戻って来るわ」

　二人は長い通路を走り出した。褒ほめられたというのにやけに癇かんに触さわるのはなぜだろう……とルーシアは訝いぶかしげだが、それがついさっきまで一いつ緒しよにいた彼女の父親であるトリプル・クラウンの奴とよく似た言い回しをするからだと気づいた。

「近道しましょう」

　とオフィーリアは足を止め、廊下にあった扉とびらの一つを開けた。

「行き止まりじゃないの」

　暖あたたかな色の壁かべ紙がみが貼はられた、積み木だのオモチャの手て押おし車だのが無造作に転がった小さな部屋だった。小さなベッドが置いてあるところを見ると子こ供ども用の部屋らしいが、廊下の冷たい雰ふん囲い気きとの落差が逆に不気味だった。

「落ち着いて、ルクレシア・グレンヴィル」

「何をよ。落ち着くのは部屋を間ま違ちがえた貴方の方でしょ？」

「いいえ、貴方よ。貴方の心と、かつて貴方の心の中に住んでいた女の心が密みつ接せつすぎて、空間に混こん乱らんを引き起こしているわ。ここに見覚えはない？」

「…………!!」

　ルーシアは危あやうく悲鳴を上げそうになる。そうだ、ここはイギリスの自宅の、自分が幼おさないときに暮くらしていたときの部屋だ。『外げ道どう祈き祷とう書しよ』に触ふれてもう一人の自分との同どう居きよ生活が始まり、父は自分を表に出さなくなってここでずっと一人で暮らした。その頃ころからアロマは自分の夢の中に現れた。隙すきあらば囚われた夢の世界から解放されるため、自分の心を呑のみ込もうとして……。

　ルーシアは恐きよう怖ふのあまり床ゆかに膝ひざをついていた。足が動かなかった。

「戦いなさい」オフィーリアは扉を閉しめ、ルーシアの肩かたに手を置いた。「戦うの、アロマへの恐怖と。そしてもう一人の自分と決別するのよ」

　再びオフィーリアが扉のノブに手を掛ける。

　ルーシアは思わず顔を背そむけそうになるが、顔を上げ、そして立ち上がった。

「それでいいわ」

　オフィーリアが扉を開いた。そこにはもう子供部屋はなく、細い通路が現れていた。

　二人は小走りに細い通路を走り出した。

　すぐに通路は終わり、先が見えて来た。そこは途と方ほうもなく高い書しよ架かの並ぶ図書館だった。明らかにそこでは戦いが行われた痕こん跡せきがあり、書の破は片へんが散乱していた。

「ブラディミールはどこに？」

「そこまでは分からないわ。でもここで解放された後、アロマはブラディミールの核をここに封印したはずよ。探さがしましょう」

　と、書架の森の奥おくへと歩き出そうとしたオフィーリアが足を止めた。

「いけない……」

　振り返ったオフィーリアは強こわ張ばった顔で、どこか中空を見つめていた。

「ど、どうしたのよ？」

　泰たい然ぜんとしていたオフィーリアの顔に浮かんだ厳きびしい表情にルーシアはぞっとする。

「現実世界でわたしを起こそうとしている者がいるの」オフィーリアの姿が半はん透とう明めいに薄うすらいでいく。「わたしの見ていた未来ではまだ時間があるはずなのにどうして……」

「それってまさか！」

　ルーシアは彼女を起こした者の正体に気づいた。

　オフィーリアの姿はもうほとんど陽炎かげろうのようにしか見えない。彼女は覚かく醒せいを促うながされ、元の世界に引き戻されているのだ。アロマの住まうモン・サン・ミッシェルへと。

「大だい丈じよう夫ぶ、夢見の力を持たない者が外からこの世界を見ることはできないわ。アロマにはまだ気づかれていないはずよ。ごまかしてすぐに戻って来るから、わたしが戻って来るまでどこかに隠かくれていて。そしてブラディミールを探しましょう。……薫君が未来を見つけるには、あの剣が必要なの」

　　　　◇




　コンコン、コンコン……とドアがノックされていた。

　現実の世界では光も音も匂においも声も奪うばわれているオフィーリアにはそのノックの音は聞こえなかったが、長く闇やみの中に突つき落とされていた彼女は微かすかに空気が振しん動どうするのを肌はだで感じた。「はい……」と応こたえて彼女はベッドから身を起こし、音の方を向いた。

「ご機き嫌げんは如何いかがかしら、オフィーリア？」

　ドアが開き現れたのは、ここモン・サン・ミッシェルの主となった少女、真紅の貴婦人レデイ・ルージユアロマであった。アロマは「いい滞たい在ざいをされているかしら？　不都合があったら言ってちょうだいね」などと言いながらオフィーリアの方へと近づいて来る。

　オフィーリアにはその姿は見えない。声も聞こえない。彼女の感覚の中でアロマは、息もできぬほどの圧あつ倒とう的な気配を持った赤い闇が自分を呑み込もうと近づいて来るように感じられていた。

　赤い闇がオフィーリアの横に座すわり、何かを話しかけていたが、オフィーリアにはその声は聞こえない。

「ああ……ごめんなさい。貴方あなたは声が聞こえなかったんだったわね」

　赤い闇が触しよく手しゆを伸のばす。彼女の喉のどをアロマの手がそっと握にぎる。皮ひ膚ふ感覚は唯ゆい一いつ彼女に残された感覚で、彼女は自じ我がを保つために肌に何かが触ふれる感触をいつも欲ほつしていたが、その幼き手から吹ふき零こぼれる邪じや悪あくな瘴しよう気きはオフィーリアの身体からだを芯しんまで侵おかそうとする。気を抜けば一瞬で発はつ狂きようさせられるだろう。この手に愛あい撫ぶされて廃はい人じんにさせられた憐あわれな男たちは、いったいどんな気持ちで精を放っていたのだろうか……などと場ば違ちがいなことをオフィーリアは思った。

　アロマの手が離はなれた。そしてアロマはちょこんとオフィーリアの上に乗り、彼女の手を取った。

　──何のご用ですか？

　フランス人形を乗せているような感触とは裏うら腹はらに、牙きばを剥むいた野や獣じゆうが膝の上にいるような恐怖を抑おさえ、オフィーリアは筆談でアロマに訊たずねた。

「貴方に教えてもらいたいことがあって」

　えっ……と、オフィーリアは驚おどろいた。聴ちよう力りよくを失ったはずのオフィーリアの耳にアロマの声が直接届とどいたのである。それは彼女が聴力を奪われて以来、十五年ぶりに聞く生の声であった。気づくと遠くに潮しお騒さいの音が聞こえた。魔術によって自分に声を届けているのではなく、アロマは自分の聴ちよう覚かくを回復させてくれていたことにオフィーリアは気づいた。

　──なぜ自分にこのようなことを？

　オフィーリアは筆談で言葉を伝えようとするが、アロマは「いいえ……」とオフィーリアの身体に覆おおい被かぶさり、オフィーリアの唇くちびるに柔やわらかな物を押し当てた。カツン、と二つの硬かたい突とつ起きがぶつかりそれがアロマの唇であると理解したときにはアロマは唇を離していた。

「大丈夫、貴方はもう喋しやべれるわ。怖こわがらないで声を出してみて」

「あ……」長く忘わすれていた喉が振動する感触。だが喉に大きな塊かたまりがつっかえたようで次の言葉はなかなか言葉にならない。「わたし……は……」

「そう……ゆっくり喋ってみて。声を出すのは久しぶりだから難むずかしいでしょ」

「貴婦人……どうしてこのようなことを？」

「ふふ……綺き麗れいな声ね。もっと早く貴方に声を返してあげればよかったんだけど、色々と楽しいことがあって忘れてたの。ごめんなさいね」

　そう言ってアロマはオフィーリアの膝の上にごろりとその小さな身体をもたげ、猫のように身体を擦こすり付けた。

「あ……」

　とオフィーリアはまた声を漏もらす。オフィーリアは匂いを感じていた。遠き昔、父の庭園でかいだ薔ば薇らの香り。アロマが身につけた香こう水すいの香りだった。いきなり戻った嗅きゆう覚かくは彼女に微かすかな混こん乱らんと、そして聴覚が戻ったとき以上の澄すみ渡わたるような感覚を与あたえてくれた。匂いがあるというだけで世界はこうも違うのだろうか。光を失ったままでも、調度の木の香りや蝋ろう燭そくの燃え滓かすの匂いは彼女に色しき彩さいを感じさせた。

「貴婦人……どうしてわたしにこのようなことを？」

「貴方に教えてもらいたいことがあるから、その前にお礼をと思って」

「教えてもらいたいこと、ですか？」

「ええ……」

　そこでアロマは一度言葉を切り、オフィーリアの耳元で優やさしく囁ささやくように言った。

「……ねえ、オフィーリア。どうしてわたしを裏うら切ぎったりしたの？　そんなことをしたらどんな目に遭あわされるかは分かっていたはずなのに」

　オフィーリアの全身の血が凍こおり付いた。

「なぜ……それを？」

　自分の見ていた未来とは違った。薫たちに味方した時点で自分の運命が逃のがれられぬ死へ向かってレールの上を走り出したことは分かっていた。が、それは『森羅万象の集う場所アカシツク・レコード』から戻ったイレウスに告発されてアロマに処しよ刑けいされる……あるいはルーシアがブラディミールを持って戻ったことに気づいたアロマが協力者の存そん在ざいを察する……そんな未来であるはずだった。なのになぜこの時点で自分が裏切ったことをアロマが知っているのか……。

「ああ、そうそう。光を貴方あなたに返してあげるのを忘れていたわ」

　アロマの指先がオフィーリアの瞼まぶたの上を撫なでた。一瞬焼けるような熱さが走った。「さあ……瞳を開いて」アロマに促うながされてオフィーリアは恐おそる恐おそる瞳を開いた。

「…………！」

　オフィーリアは声にならぬ悲鳴を漏もらした。そこはもうモン・サン・ミッシェルの修道院の一室ではなかった。彼女の腰こし掛かけていたベッドの周りは重油のようなドロドロとした液体が取り囲み、見える限り黒一色の世界が広がっていた。爽さわやかな潮騒の音も調度や蝋燭の匂いも消えていた。

「ここは……？」

「わたしが嫌きらいな人たちをポイしちゃうところ」

　アロマは真しん紅くの瞳に笑みを湛たたえて言った。そのとき向こうの方からべちゃりべちゃりというおぞましい音が聞こえた。

「あら……あの人、まだ生きていたのね」

　長い時を経て開いた瞳が見る物にしてはそれはあまりに陰いん惨さんなものであった。肉体が半分溶けてしまった男性らしき生き物。重油の中を這はいずりながら、「お許しを……貴婦人、お許しを……」と悲しげな声で泣いていた。「うるさいわね、役立たずのくせに」とアロマは短く口笛を吹ふいた。すると重油は男を一息に飲み込み、盛もり上がった重油はまるで生きた胃い袋ぶくろのように蠢うごめいて男を食い尽つくした。

「ふふ……貴方もルーシアに言っていたじゃない。まだわたしとあの子の関係が断ち切れていないって」

「……それで見えたのね」

「ええ、もう見えなくなりつつあるけど。……さあ答えて、貴方はどうしてわたしを裏切って薫君の味方をしたのかしら？」

「言えば助けてくれるとでも？」

「夢見師のくせに自分の未来も分からないのかしら？」

　アロマはくすくすと笑った。空間を満たした重油の海のような物が、顫ぜん動どうしながらベッドの周りをうねっていた。「シッ、シッ。まだよ」とアロマがそれを追い払はらった。

　そう、運命はもう決まっている。アロマの敵に回ったとき、いかなることをしようとも自分の生せい存ぞんする未来はどこにもなかった。

「わたしは……」オフィーリアは口を開いた。その瞳には覚かく悟ごの色があった。「幼よう少しようの頃ころより世の未来が見えていました。たとえ未来が見えていたとしても避さけられぬものというのがあることを知ったわたしは、一いつ切さいの抵てい抗こうをやめました」

　彼女は幼少のとき、遠くない未来、父が自分を魔ま族ぞくに売り払うことを知っていた。しかしそれがいずれにしても避けられぬことも知っていた。その後自分が盟主トゥロワヌに献けん上じようされ、光や音を奪うばわれて囲われることも知っていた。

　だから彼女は抵抗しなかった。いずれ自分を地じ獄ごくに突つき落とす父と毎朝楽しく談笑しながら朝食を食べた。魔術の実験の最中に母を失った父が狂くるっていき、より強大な力を求めて自分を魔族に売り渡わたすときを待ちながら。

　夢見の力で劣おとる妹のエレンディラがそのことを預言したのは運命の日の前日だった。エレンディラは逃げるようオフィーリアを急せかしたが、オフィーリアは首を横に振ふった。妹には見えていなかったようだが、もし自分が逃げたときにはエレンディラに魔族に売り渡される運命が待っていることを彼女は知っていたからだ。

「……ですから子こ供どもの頃からわたしは自分の手で選せん択たくをすることをやめました。わたしの変えることのできる運命もあったけれど、この世界の流れ行くものに関かん与よするのをやめたのです。トゥロワヌに授さずけた預言も、貴方に話した幾いくつかのことも、わたしの預言があってもいずれにせよ変わらぬものだけ。川が流れて行くのを岸で見つめるように、わたしは世界の傍観者となりました。でも、もしかするとそれはわたしにできる、この夢見の力に群がる者への復ふく讐しゆうだったのかもしれません」

「でも貴方は自分の手で自分の未来を選択した」

「ええ。たぶん物心ついたときから初めてのことです」

「なぜ？」

「そうですわね……自分の運命を知っても抗あらがうことをやめなかった青年を見たからかもしれませんわね」

「それはわたしの大好きなあの子のことね？」

　オフィーリアはこくりと頷うなずいた。アロマの顔に満面の笑みが浮うかんだ。「ステキ」アロマは本当に楽しそうだった。

　アロマは立ち上がり、ふわりと宙ちゆうに飛んだ。アロマのオーラに抑おさえられていた重油のような物が激はげしく波立ち、オフィーリアの乗っているベッドを揺ゆらした。

　一つだけ心残りのことがあった。

　薫に伝えねばならない。あの剣にゲートを閉とじるだけの力があることを。その力をフルに使えば、ゲートを、少なくとも今開こうとしているその一つだけは封印できることを。そうすればその次のゲートが開くまでの数百年間、彼らは一いつ緒しよにいられる。

　だが自分はそれを伝えられない。あの少女が自分でそれを見つけてくれることを祈いのるしかなかった。

「ねえ、よかったら教えてくれる？　貴方あなたには薫君がどうなるか見えているの？」

「彼の未来はまだ決まっていません。彼の前にあるのは幾つかの苦く難なんの未来。その中には死によって終わる未来もあります。……けれど貴方には幸福な未来はありません」

「あら、どうして？　わたし、今、とっても楽しいわ」

「それはまだ貴方が彼の心を自分が動かせると思っているからです。貴方は彼を弄もてあそびながら、彼を自分に振り向かせたいと思っている。そしてそれが簡かん単たんにできると思っている。彼が貴方の足元に跪ひざまずいて血を求め、貴方の与あたえる悦えつ楽らくに溺おぼれると。……でも彼の心は決して貴方には傾かたむきません。なぜなら彼の心は一人の女性に捧ささげられているのだから」

　アロマの顔から余よ裕ゆうの笑みが消えた。それは数万年ぶりに、いや、もしかすると彼女が誕たん生じようしてから初めて見せた怒いかりの表情であったかもしれない。

「……さよなら、オフィーリア」

　アロマの姿すがたが消えた。

　彼女がいなくなるのを待ち構えていた重油が津つ波なみのように盛り上がった。

　オフィーリアは光を取り戻したばかりの瞳を閉とじ、自分に残された僅わずかな時間を空想の中で過ごすことにした。

　もしかすると自分が見み逃のがしていただけでどこかにあったかもしれない、自分が魔族に売り払われなかった、父が狂うことのなかった、家族団だん欒らんの未来に思いを馳はせて。



    

  
    
      　ＡＣＴ．４　約束の地へ






「……薫かおる、見て」

　とヴァルデリーの言葉でウトウトとしていた薫は目を醒さました。

　目が醒めるなりやってくる『契けい約やく』を終えぬ苦く痛つうを無言で飲み込み、薫はヴァルデリーの指差すセスナ機の窓まどの外を見た。

「モン・サン・ミッシェル……か」

　明け始めた空の下、セスナ機は海に浮かぶ修道院モン・サン・ミッシェルの上空を通過するところだった。

　襲しゆう撃げきを受けたホテルから長は谷せ川がわ司祭らを救出した薫は、そのまま制圧されたジェンリー卿きようの私設空港を奪だつ還かんし、二手に分かれた。先発隊の薫とヴァルデリーはセスナ機でイギリスの地下からモン・サン・ミッシェルの地下に続いているという地下道を目指し、長谷川司祭らは薫たちの到とう着ちやくを待って、囮おとりとしてモン・サン・ミッシェルへと攻せめ込む。

　夢見師オフィーリアによれば、今日一日が終わるとき『ゲート』は開く。今日のこの日が人類の命運を賭かけた最後の戦いとなる。そしてそれは薫とレイニーの永遠の別れまでの時間を示していた。

「……あの女のことを考えてるでしょ？」

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎるヴァルデリーがからかうように言った。

「悪い？」

　薫の口からさらりとした言葉が返ってくる。夜が明けて闇やみの血の影えい響きようが鎮しずまっているためか、昨夜ヴァルデリーを床ゆかに押おさえつけたときのような凶きよう暴ぼうさや、ホテルを脱だつ出しゆつするとき有う無むを言わさず命令を発したときのようなぴりぴりとした空気は感じられなかった。しかしその泰たい然ぜんとした内側に潜ひそむ凄すごみのようなものを感じてしまい、ヴァルデリーは言い訳わけするような口調で「べ、別に悪いとか言ってないでしょ。戦いの最中に余計なことを考えないでよって釘くぎを刺さしとかなくちゃって思っただけよ」と言った。

「そんなもの考えないさ。僕ぼくの心はもう決まっている」

　薫はレイニーが忘わすれて行った銀のシガレット・ケースを取り出し、カパーラの火の花で作った煙草たばこをくわえた。強い麻ま痺すい効果のある煙けむりが薫の身体からだを苛さいなむ痛いたみを少しだけ和やわらげてくれる。

「前にモン・サン・ミッシェルの地下に潜せん入にゆうしたときには島全体に結界みたいな物が張られていたけど、今は感じられないな」

「あれはマスターが張っていたものだから。あのクソ女は新たな結界を張り直しはしなかったみたいね」

「余よ裕ゆうだな」

「……そんな奴やつに勝てると思う？」

　シニカルな、やや引きつった笑いをヴァルデリーは漏もらす。

「勝つさ。この戦いに敗者復活戦はないんだ」

　薫は半分ほど吸すった煙草を揉もみ消してケースの中に戻もどした。

「もう少し寝ねておきたいんだ。着いたら起こして」

「……だから命令するんじゃないって言ってるでしょ」

「『起こして』って頼たのんだだけで『わたしに命令するな云うん々ぬん』とか文句を言う奴は初めて見た。『コートを取ってくれ』って頼んだらどんな文句を並ならべられるか、想像しただけでも怖こわいね」

「な、何ですって！」

　年下の青年──しかも実じつ年ねん齢れいでは数百歳さいもの年齢差のある青年に、聞き分けのない子こ供どもをからかうような口調で言われ、ヴァルデリーは横の座ざ席せきを睨にらみつけた。

　が、薫はシートに横になり、もう寝息を立てていた。

「この……」

　一発ぶん殴なぐってやろうと思ったヴァルデリーだが、振ふり上げた拳こぶしを下ろした。眠ねむりの世界に落ちて行った薫は、先程のクールな態度とはうって変わり、全身を貫つらぬく苦痛に身み悶もだえ、耳を塞ふさぎたくなるような悲鳴を漏らしていた。

　ヴァルデリーは手て袋ぶくろを外し、彼の額に浮うかんだ汗あせを拭ぬぐってやった。

「……レイニー……さん……」

　彼の口から大っ嫌きらいな女の名が漏れた。痛みのせいだけではなく彼の顔に浮かんだ苦く悩のうの表情が、氷の仮面を外した彼の心の奥おく底そこにあるものなのだろう。

「…………」

　ヴァルデリーは手袋でぺちんっと薫の頬ほおを軽く張ってやった。

「……ほんと、気に食わない奴」

　　　　◇




　セスナ機がハイウェイに着陸する衝しよう撃げきで薫は目を醒ました。

　草原を貫いたハイウェイの路ろ肩かたに飛行機は着陸していた。グランストンベリー。イングランドはサマセット州にある郊こう外がいの街。毎年15万人もの観客を集める巨きよ大だい音楽イベント『グランストンベリー・フェスティバル』が開かれることで知られ、イギリスに最初にキリスト教が伝えられた所とも言われている。人はここをイングランドのエルサレムと呼よぶ。

　薫とヴァルデリーはハイウェイ脇わきの草原地にセスナ機を乗り捨すて、ハイウェイへと走った。完全に魔ま族ぞくの制圧下にあるこのイギリスの地でのろのろとしている時間はなかった。

　ハイウェイで待っていると一台の４ＷＤカーがこちらに走って来た。闇の者が乗っている気配はない。

「あれがいいわね。地下道が車の通れるぐらいの幅はばがあるといいんだけど」

　ヴァルデリーが道路の真ん中に立ってヒッチハイクのように手を挙げる。車は急ブレーキを踏ふみ、あと少しの所で急停止した。

「お前らっ、いったい何をやって……」

　乗っていた二人組の男の片かた方ほうがヴァルデリーに詰つめ寄るが、ヴァルデリーの艶なまめかしい身体つきに、思わず勢いを削そがれる。

「あんまり外にいない方がいいぜ。ここらにも化ばけ物ものどもがウロついてるからよ。その……よかったら乗せて行って……」

　下心丸出しでそこまで言ったところで男の顔が凍こおり付いた。ヴァルデリーが腰こしに差していたショットガンを抜ぬいて男の鼻先に銃じゆう口こうを突つきつけたのである。

「車、貰もらうわよ」ヴァルデリーは運転席にいたもう一人の男の胸むな倉ぐらを掴つかんで車から引きずり出して運転席に座すわると、ショットガンをちらつかせながら言う。「わたしらをここで見たこと、誰だれにも言わない方がいいわよ」

「じょ、冗じよう談だんじゃねえっ。こんな所に置いて行かれたらあの化物どもに襲おそわれちまうぜ！」

「面めん倒どう臭くさい奴ねえ……」

　とヴァルデリーが車から降おりようとするのを、いつの間にかそこに回り込んでいた薫が腕うでを掴んで制止した。

「あのさあ、この期ごに及およんで『人間に酷ひどいことするな』とかいい子ちゃんは止やめてよね」

「ああ、言わない」

　意外な言葉が返ってきてヴァルデリーは「えっ？」とキョトンとする。

　薫は闇のオーラに包まれた手を運転席にいた男の頬ほおにそっと触ふれさせた。

「ひっ……」

　効果は絶大であった。一いつ瞬しゆんにして男の顔が凍りつく。まるで白はく蝋ろうのように血の気が失うせ、男はガタガタと震ふるえた。

「そう。僕ぼくらも君らが言うところの『化物』だ。死にたくなかったら君らは明日の朝までどこかに隠かくれているしかない……いいな？」

　男がコクコクと頷うなずくのを見て薫は助手席に乗り込んだ。

「……何をやったの？」

「ただ闇やみのオーラを少し浴びせただけだよ。あんたが人間だったのはずいぶん昔だから覚えてないかもしれないけど、人間は銃口を向けられることなんかより、闇の生き物のオーラを浴びせられる方がよっぽど恐おそろしいんだよ」

「へえ、新人さんならではの機転ね」

「そりゃどうも」薫はさらりと応こたえる。「東へ行ってくれ」

　ヴァルデリーは何か文句を言おうとしたが、もう面倒くさくなったのか「ふん、分かったわよ」とハンドルを握った。

　二人の男を残して車はハイウェイを走り出した。

「……レイラインだな、ここも」

「イングランド各地の教会や聖地を結ぶ直線をたどって行くと、どこも道のようなものが現れる……ってやつだっけ？」

「ああ。東洋の風水で言えば龍りゆう脈みやくみたいなもんかな」

「詳くわしいのね、教きよう皇こう庁ちようのくせに」

「ルーシアに教えてもらったんだ。『日本の神社とかにもそういうものが見受けられるのよ』って、ずいぶん興味を持って調べてたっけ……」

　休日に問答無用に呼よび出されて神社巡めぐりの案内をさせられたこともあった。彼女に振ふり回されていたのはついこの間のことだったのに、ずいぶん遠いことに思えた。

「それで、場所にあたりはついているの？　夢見師にはグランストンベリーとしか告げられてないんでしょ？」

「グランストンベリーって聞いてすぐにピンときたよ。モン・サン・ミッシェル……英語で言えば『聖マイケルの山セント・マイケルズ・マウント』。要するにミカエルを祀まつった施し設せつだけど、ここにも一つ、ミカエルに関する施設がある」

「『グランストンベリーの岩山トー』のこと!?」

　薫はこくりと頷いた。

　向かう先に小高い丘おかが見えて来た。日本の古こ墳ふんにも似た、緑に包まれた楕だ円えん形けいの丘で、その頂ちよう上じようには長方形の塔とうのような──チェスのルークの駒こまのような──旧聖ミカエル教会が鎮ちん座ざしている。

　二人は車を降りた。

「で、どこに地下道はあるのよ」

「上の教会から……かな？」

「こんな急斜しや面めん、車は登れないわよ」ヴァルデリーは頬を膨ふくらます。「フランスまで海を渡わたって二百キロ以上あるわ。歩いて行ったら大変じゃない」

「そこまでは知らないよ。文句を言ってる暇ひまがあるなら調べりゃいいだろ」

「だからわたしに命令を……」

　とそこまで言ったときだった。ガチャッ、というドアを開く音が頂上の教会で聞こえた。薫とヴァルデリーはそれぞれの得え物ものを取り出して身構えた。二人の人間を超ちよう越えつした鋭えい敏びんな感覚は降ふりしきる雨の中で教会のドアが開いた音と同時に、現れた闇の者の気配を察知していた。

「お前は……」

「お待ちしていましたよ、教皇庁のお方」

　唖あ然ぜんとする薫に微笑ほほえみながら男は丘の斜面を降りて来た。薫はその髭ひげ面づらの男を知っていた。ヴァルデリーとも知ち己きであるらしく彼女は苦にが々にがしそうに「この山やま師し……」と銃口を向けるが、男は「勘かん弁べんして下さい。貴方あなたたちお二人を相手にするような度ど胸きようはありませんよ」と苦笑いする。その言葉通り、男に戦いの意思は感じられなかった。

「ノルデンフェルト……」

　それはバッキンガム宮きゆう殿でんで二人の大魔ま術じゆつ師しによって封ふうじられたはずの男、人間のフリをしてイギリス貴き族ぞく界かいに紛まぎれ込んだ魔族ノルデンフェルトであった。

「お久しぶりですな、教皇庁のお方。いえ、今は真紅の貴婦人レデイ・ルージユが数百年ぶりにお作りになられた使徒……でしたか」

「……どうしてここにお前がいる？」

「いやあ、ラダーヴィ殿がバッキンガムを制圧されたとき、封印された異い空くう間かんから助け出してもらえはしたんですがねえ。『人間などに封印されたマヌケ』ということで、すっかり笑い者ですよ。それを言ったら真紅の貴婦人レデイ・ルージユだって人間の魔術師に……まあ、この話題はタブーですな」

「……お前がどうやって助けてもらったかなんて聞いてるんじゃない。ここに来た理由を聞いているんだ」

「切ないですなあ。色々と大変だったんですから、聞いて下さいよ」

　胡う散さん臭くささ全開でお道ど化けてみせるノルデンフェルトだったが、薫に無言で睨にらみつけられて「相変わらず冗じよう談だんの通じない方ですなあ」と苦笑した。

「いえね、あのオークションでは失礼してしまったので、その替かわりにモン・サン・ミッシェルへの道をお教えしようと思いましてね」

「お前が!?」

　驚おどろく薫を押しのけ、ヴァルデリーが前に出た。ヴァルデリーはノルデンフェルトの鼻先に銃じゆう口こうを突つきつけた。

「……このイカサマ山師、何を企たくらんでいるのかしら？」

「おやおや、ずいぶんですなあ。先にこちらに来て貴方たちのために地下道への入口を探さがしておいたというのに」

「あんたみたいな奴やつを信じる馬ば鹿かなんてこの世にいるもんですか」

「意外と近くにいるかもしれませんよ」

　ノルデンフェルトは笑いながら薫に目をやった。

「……あんた、こいつに担かつがれたの？」

「いや……まあ……」

　薫がトリプル・クラウンを巡めぐるオークションの最中、この男に騙だまされて酷ひどい目に遭あったのはそれほど前のことではなかった。

「信じるかどうかは勝手です。これは私なりの恩返しですから」

　ノルデンフェルトは得物を構える薫たちに無防備に背せを向け、グランストンベリー・トーの丘に向けて手を翳かざすと、術言ワードを唱え始めた。

「これは……」

　地じ響ひびきがグランストンベリー・トーを揺ゆらした。すると丘の一部が崩くずれ落ち、大きな穴あなが現れた。舗ほ装そうされてない洞どう窟くつのような細い道が、緩ゆるやかな傾けい斜しやを描えがいて遥はるか遠くまで続いていた。ノルデンフェルトは手品を披ひ露ろうしたマジシャンのように「どうです？」とばかりにくいっと眉まゆを動かしてみせた。

「どうしました？　行かないのですか？　あの女性が貴方を待っているのでしょう？」

「……『恩返し』と言ったな。僕ぼくはお前に貸しはあっても、恩返しされる覚えはない」

「貴方に対する恩ではありませんよ。エリザベスⅡ世女王陛へい下かに対するご恩です」

「女王に？」

「ええ。……私はバッキンガムから救出された後、女王陛下を探しました。命は助かりましたが大おお恥はじを掻かいてしまいましたからね。失地回復するにはラダーヴィ殿が取り逃にがした女王陛下を探して真紅の貴婦人レデイ・ルージユに献けん上じようすることしかなかったのです。私はこれまで築いたネットワークを駆く使しして、昨夜遅く、女王を見つけることに成功しました」

　殺意が静かに心を塗ぬり潰つぶし、薫の髪かみが静電気を帯びたように逆立った。薫の服の裾すそから金きん属ぞく錐すいが滑すべり出て鎌かま首くびをもたげる。

「……落ち着いて下さい。女王陛下には手を出しておりません」ノルデンフェルトは引きつった笑みを漏もらした。「それにしてもずいぶんと雰ふん囲い気きが変わられましたなあ。以前お会いしたときの貴方あなたでしたら、慌あわてて『いったい女王をどうしたんだ！』と大声を上げられたでしょうに。……けど私はそういう貴方が結構好きだったんですけどねえ」

「御ご託たくはいい。お前の言うことは信用できない。お前が女王に手を出していないというなら、その理由を聞かせろ」

「妻ですよ」

「妻……？　お前の奥おくさんのことか？」

「はい。女王の元で私は妻と再会したのです。妻は私が魔ま族ぞくであることを薄うす々うす気づいていながら私と暮くらしていたようなのですが、女王陛下はそんな闇やみの者に魅みせられた女を崩ほう壊かいしたイギリスから共に連れ出し、匿かくまって下さっていたのです。『この娘むすめはイングランドに生まれた、わたしの娘も同じ子です』と。そんな女王に手を出すような真ま似ねができると思いますか？」

　ノルデンフェルトは力なく笑った。それはどこか恥はずかしそうな笑みだった。長き時を人間を餌えさにして生きてきた魔族が、まさに人間のような感かん傷しように流されていることに。

「私は妻の元から去らねばなりません。貴方がもし運よく真紅の貴婦人レデイ・ルージユを倒たおせたとして……あのお方を万が一にも倒せるとは思えませんが……その後、魔族の存そん在ざいがここまで公になってしまった世界に新たな秩ちつ序じよが訪おとずれるまで長い混こん乱らんが続くでしょう。そんな中で私と妻が一いつ緒しよにいるわけにはいかないのです。悲しいですけれどね……。まあ、そんなわけで私はこれで皆みなさんの前から退場させていただきますが、色々とお世話になった女王に最後にご恩返しを、と思いましてね。……と、こんなところですが、信じていただけますか、貴婦人の使徒のお方？」

「お前は勝手にやってるだけなんだろ？　こっちも勝手にやるさ」

　甘あまいかな、と思った。でも彼を疑うたがうことは、何か自分の中に微かすかに残っている大切な物を失ってしまう気がした。

「……けどその『貴婦人の使徒』とかいうのはやめろ。僕はあいつのモノになるつもりはない」

「おやおや、人間の身の者がこの世界で受けられる最大の栄えい誉よを授さずかったというのにもったいない」

　ノルデンフェルトは肩かたを竦すくめてみせると、側そばの茂しげみの中からオフロード・バイクを引っ張り出し、恭うやうやしく薫に頭を下げて言った。

「さあ、どうぞお行きなさい。真紅の貴婦人レデイ・ルージユの……」

　と、そこでノルデンフェルトは薫のムッとした視し線せんに気づき、咳せき払ばらいして言葉を区切った。

　彼は少し考え、そして敬けい意いと僅わずかな皮肉を込こめて続けた。

「貴方の進む道はきっと幾いくつにも分かれていることでしょう。けど進むしかないのです。さあ、お行きなさい。呪のろわれしさだめを背せ負おった『貴婦人の吾子レデイ・ルージユバスタード』よ」

　　　　◇




　ラダーヴィが率いる部隊の襲しゆう撃げきを受け、エンカーナシオン城じようで戦いが始まってから数時間が過ぎていた。

　クラウディア・マルゼスとアイリス・ショーエンワイスの二人はＺＯＳＯが術言ワードを唱えた部屋を離はなれ、外がい壁へきに面した物見やぐららしき部屋に潜ひそんで息を殺していた。

　二人の服はボロボロだった。息は激はげしく乱みだれ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。戦いで二人とも魔力を使い果たし、肉体の生命力さえも魔力に転てん換かんして魔術を放ってしまったため、立ち上がることさえままならない状態だった。いや──それでも、アロマ直属の殲せん滅めつ部隊を相手にしてどうにか今まで生き延のびられたことが奇き跡せきだったのかもしれない。

「お師し匠しよう様、みんなは……」

　アイリスが堪こらえ切れなくなったように、泣きそうな声で言う。

「シッ」

「だけどっ」

「静かになさいって言ってるの、この馬ば鹿か娘むすめ。心配だからって電話を掛かけて、わたしたちみたいに隠かくれてたらどうするの？」

　師匠にぴしゃりと言われ、アイリスは一いつ瞬しゆんびくりとした顔をし、そして服の裾すそに顔を埋うずめて声を殺して泣き始めた。

「……悪かったわよ。だから泣くんじゃないの。揃そろいも揃ってしぶとい奴やつらばっかなんだから、みんな生きてるわよ」

　クラウディアは弟子を胸むねに抱だいてやった。非ひ凡ぼんな魔術の才能を見せ、『落らく丁ちようの一頁ページ』の探たん索さく隊に選ばれもしたが、考えてみればこの娘はまだ十代の半ばの見習い魔術師であった。

　クラウディアは時計を見た。二度目の再生を続けている過去の光景を巻まき戻もどして映うつし出す『追つい憶おくの輪石』が、ＺＯＳＯの術言ワードを再現する時まであと十分ほどしかなかった。

（……行くしかないか）

　しばらく前から戦いの音は収まっていた。クラウディアは疲つかれ果てた身体からだに鞭むちを打って立ち上がった。

「あんたはここで待ってなさい」

　アイリスはぷるぷると首を振ふって立ち上がり、部屋を出て行こうとするクラウディアの服の裾を掴つかんだ。

「わ……わたしも、行きます」

「あんたもわたしも死ぬわよ、ハッキリ言うけどさ」

「へ、平気ですっ。『お師匠様は殺しても死なないゴキブリ並みの生命力だ』ってルーシアちゃんも言ってましたっ」

「…………」

　真顔で力強く言うアイリスをクラウディアはジト～という目で見る。

「あ、いや、その、いい意味でのゴキブリです」

「……この天然娘」

　クラウディアは愛まな弟で子しのおでこにピシンッとデコピンを食らわせた。

「あたたたた……」

「まあいいわ。あんたも来なさい」

　二人は部屋を出て、窓まどから中庭を見た。

「いませんね……ドラゴンさん……」

　殲滅部隊を率いるラダーヴィが姿を変えた翼竜は影かげも形もなかった。

「誰だれかが倒たおしたんでしょうか？」

「魔族の力を舐なめるんじゃないわ。雑ざ魚こどもならまだしもあの怪かい物ぶつは……」

　そこでクラウディアは言葉を飲み込んだ。せっかく泣き止やんだ弟子をまた泣かせてしまう。

「行くわよ」

　クラウディアとアイリスは城しろをぐるりと囲んだ回かい廊ろうをＺＯＳＯの客室へと走り出した。

　幻げん影えいのパーティの出席者たちが会場へと集つどう中を駆かけ抜ぬけ、二人は敵と遭そう遇ぐうすることなくＺＯＳＯの部屋に着いた。幻影のＺＯＳＯは部屋のベッドの上に腰こし掛かけて静かに書を開いていた。

「アイリス、『追憶の輪石』のエネルギーはまだもつ？」

「あ、はい」アイリスはアミュレットをポケットから取り出す。「大だい丈じよう夫ぶみたいです」

「じゃああとはＺＯＳＯが魔術を唱えるのを待つだけね」

　それまで敵に気づかれなければ……と心の中で呟つぶやいた。

　いつ敵が来るとも知れぬという中で、ＺＯＳＯはなかなか動いてくれない。とは言ってもアミュレットの魔ま力りよくで映し出されているだけで、本当の彼はもう数百年も前に死去しているので急せかすことはできない。クラウディアは何となく彼の読み耽ふけっている本を覗のぞき込んだ。

「……『オデュッセイア』か。ずいぶんと古典的ね」

　これから盟主アロマを封ふう印いんするという途と方ほうもないことに挑いどもうというときにこの偉い大だいな魔術師が開いていたのは、魔導書ではなくホメロスの詩集であった。お気に入りであったらしく、書には繰くり返し読まれた跡あとがあった。

　この人類史上最高の魔術師はいったい何を考えていたのだろうか……とクラウディアは彼の表情をじっと見つめた。必ずや『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』を封印できる自信だったのだろうか？　それとも失敗してアロマに殺されることを覚かく悟ごし、最期に愛読する詩集の頁ページを繰っていたのだろうか？

「お師匠様っ、ＺＯＳＯさんが動きますっ」

　ＺＯＳＯが詩集を閉とじ、立ち上がった。クラウディアは携けい帯たい電話を取り出し、真ま澄すみの番号に掛けた。

「……真澄、今どこ？」

「オランダに入った。デルフトに向かってるところだ」

「これからＺＯＳＯの術言ワードをトレースするわ。もうやり直している時間はないから、一度で覚えなさい」

「分かった」

　ＺＯＳＯが緩ゆるやかに身体からだを動かしながら術言ワードを唱え始める。幻影であるので声はないが、唇くちびるの動きをトレースしてクラウディアはそれを読み上げる。

「クェルセト・アート・セウゲルラリィ・ディ・ラ……」

　これで自分らの仕事は終わりね……とクラウディアは心の中で安あん堵どのため息を漏もらした。が、すぐにそれは身を切り裂さくような懸け念ねんへと取って替かわる。これを彼に告げるということは、死地へと向かう切きつ符ぷを手て渡わたすようなものであった。彼が戻るつもりさえない死地への。

「……どうした、クラウディアさん？」

　クラウディアの読み上げる声が途と切ぎれ、真澄が怪け訝げんそうに聞いてくる。

「何でもないわ」

　彼を止める方法などもう自分にはない。ならばせめてＺＯＳＯの魔術という剣を持たせて行かせた方が……とクラウディアが早口でＺＯＳＯの術言ワードを読み上げようとしたそのときだった。

「……あっ」

　クラウディアは声を漏らした。その声は絶望の色に濡ぬれていた。「どうした!?」クラウディアの声のトーンに気づき真澄が叫さけぶが、クラウディアはあまりのことに声を出せなかった。

　正面の部屋のドアが開き、小さな人ひと影かげが現れたのだ。『スター・ウォーズ』に出てくるヨーダによく似た小こ柄がらな老人。第一位の盟主ファン・デ・ネルヴェの代理人にしてこの殺さつ戮りく部隊の指揮者ラダーヴィ。

　ラダーヴィは片かた手てに血まみれになった女性を髪かみを掴つかんで引きずっていた。

「……マルゼス……導士。逃にげて……ください……。貴方あなたではとてもこの男には勝てませ……ん」

　かろうじて生きているらしいアンジェラ・グレンヴィルが呻うめきながら言った。

「『貴方ではとても勝てない』って……それはあんたもでしょうが」

　こんなときにまで妙みような意地を張るアンジェラに一応ツッ込みはしたが、苦笑を浮かべることさえできなかった。自分と対等の力を持つアンジェラと戦いを繰くり広げたというのにラダーヴィは傷きず一つ負っていなかった。

　ラダーヴィはアンジェラを床ゆかに放ほうった。

「……なるほど、『追つい憶おくの輪石』を使ったか」

　アイリスが慌あわてて手にしていたアミュレットを後ろに引っ込こめる。

「そのような物を『こちら側』に持ち込んでいるお方といったら一人しかおらぬな……。残念なことだ。トゥロワヌ卿きように続きあのお方まで上位の盟主ロードに反旗を翻ひるがえすとは……。このようなことを報告せねばならないと思うと気が重い」

　ラダーヴィは悲しげに首を振ると、クラウディアたちに向かって両りよう腕うでを掲かかげ、術言ワードを唱え始める。たったの数語で奴やつの手の中に強大な力を帯びた光が集まって行く。

　奴の声に電話の向こうの真澄も何が起きたかを察したらしく「逃げろ、クラウディアさんっ」と叫ぶ。

「……逃げたいのはやまやまなんだけど、そうもいかないのよねえ」

「ダメだ、クラウディアさん！　あんたは俺おれの……」

　クラウディアは彼の言葉を最後まで聞くことはできなかった。クラウディアは携帯を捨すてると、アイリスを抱かかえて術言ワードを唱えながら三階の窓まどから身を躍おどらせた。二人が部屋を飛び出すのとほぼ同時にラダーヴィの手から閃せん光こうが溢あふれ出て、爆ばく音おんが轟とどろいた。

「お、お師し匠しよう様っ」

「邪じや魔ましないのっ」

　バタバタと暴れるアイリスを胸むねに抱だきながらクラウディアは空中で『浮ふ遊ゆう』の魔術を完成させた。

　が、地面はもうそこまで迫せまっていた。『浮遊』の魔術でどうにか減速したが、二人は中庭の石いし畳だたみに叩たたきつけられた。

「くっ……」

　中庭に落下した二人の上にラダーヴィが吹ふき飛ばした部屋の残ざん骸がいが降ふり注いだ。

「……なんてことなの……」

　クラウディアは呻いた。ラダーヴィの魔術でＺＯＳＯの部屋は両りよう隣どなりの数部屋と共に残らず吹ふき飛んでしまっていた。これでは、もう一度『追憶の輪石』を使ったところでＺＯＳＯの術言ワードをトレースすることはできない。いやそれどころか、自分らに内通していた者が誰なのか暴き出したラダーヴィは、もう自分らに用はない。

「……アイリス、逃げなさい」

　クラウディアはすくっと立ち上がった。

「で、でもお師匠様は？　だってもう部屋は吹き飛ばされて……」

「仕方ないでしょ、アンジェラの奴、まだ生きてるんだから」

「わ、わたしも戦いますっ」

　クラウディアはアイリスの頬ほおをぴしゃりと張った。

「いいから行きなさい。これは師匠の最後の命令よ」

　アイリスは涙なみだを浮かべたが、踵きびすを返して城じよう門もんの方へと走り出した。

　が──その足がピタリと止まった。

「何をやってんのっ。早く逃げなさいって……」

　足を止めた弟子の方を振り向いたクラウディアだが、彼女も言葉を失った。雨の中、城門の方からこちらに向かって一人の男が歩いて来ていたのだ。

　それは人間ではなかった。だが、アロマの殺さつ戮りく部隊の者でもなかった。

「……ミラベリ……先生」

　アイリスが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。それはアイリスの故こ郷きようのフィンランドで、祖母のマーガレットと共に『外げ道どう祈き祷とう書しよ』の頁ページを守っていた魔族の男、ミラベリであった。

「どうして先生が？　先生はおばあちゃんと一いつ緒しよに死んだって……」

「何だ？　私が生きていたら迷めい惑わくなのか？」

「そ、そうじゃないけど……」

　それはクラウディアがアイリスについた嘘うそである。ミラベリは愛した人間の女マーガレットの遺い骸がいと共にあの地下の空間で朽くちていくことを選んだはずであった。

「真紅の貴婦人レデイ・ルージユの復活を察知したのでな、お前のことが気になってしまって墓はか穴あなから這はい出して来たのだ。迷惑だったか？」

　ミラベリは愛した女性の孫まご娘むすめの頭にポンと手を置いた。

「め、迷惑とかそんなことないけど、で、でも、どうして先生が真紅の貴婦人レデイ・ルージユのこととか知ってるの？」

「数千年前から知っている。我わが主人ギアリー卿きようは真紅の貴婦人レデイ・ルージユとは親しくされていたからな。何度かお目にかかっている」

「先生ってまさか……」

　スタッ、という音が聞こえた。

「生きておったのか、ミラベリ」

　上の階から降おりて来たラダーヴィが言う。

「お久しぶりです、ラダーヴィ殿どの」

　格上の魔族に丁重な礼をしながら、ミラベリは両手の爪つめを鋭するどく伸のばした。

「……真紅の貴婦人レデイ・ルージユに弓を引くとは、正気か貴き様さま」

「そのようなつもりはありません。……ただ、大切な女性の孫娘と、それを引き取ってくれた者を死なせるわけにはいかなくてね」

　ミラベリは前に進み出ると、両腕を大きく広げた。そこに浮かんだ表情はクールな町医者ではなく、凶きよう暴ぼうな闇やみの者のものであった。

「さて……久しぶりにケダモノとなってみようか」

　　　　◇




「ちくしょうっ！」

　真澄はいきなり通話の切れてしまった携けい帯たい電話を投げ捨すてた。最後に聞こえたあの爆ばく音おん。いくらあのクラウディアとはいえ、ラダーヴィを真正面から相手にしたら一たまりもない。

　助けに戻るべきか……いや、そんなことをしたところで意味はない……だが……。

　心が決まらぬまま車を走らせていた真澄の視し界かいに、燃え上がる炎ほのおが飛び込んで来た。真澄は「何てこった……」と呻うめいた。オランダはブレヒトにある地元貴き族ぞくの別べつ荘そう。グレンヴィル卿きようが買い付けの交こう渉しようをしていた輸送機はここに運ばれて来るはこびになっていた。

　別荘の前で車を降りた真澄はハッとする。てっきり襲しゆう撃げきを受けて壊かい滅めつしたと思ったのだが、別荘の本ほん宅たくに続く道に転がった死体は使徒のものだった。それもみんな頭を吹き飛ばされて一撃の下もとに屠ほふられていた。

（誰だれがこんなことを……）

　二桁けたもの死体が転がっている。こんな真ま似ね、自分ではとてもできない。

（まさか薫が!?）

　発着場に輸送機がもうないのを見て、真澄は状じよう況きようを察した。ここにいるときに襲撃を受けたが撃げき退たいした、あるいは一度奪うばわれた基地を奪だつ還かんしたということだろうか。となれば薫たちはもうモン・サン・ミッシェルに向かってしまっただろう。

（自分で行くしかねえ……でも、ここまで来るのでも命がけだったのに、陸路をモン・サン・ミッシェルまで行けるか……？）

　いや、行く。そこに復ふく讐しゆうの相手が待っているのだ。

　と、真澄が車に戻ろうとしたときだった。

「……真澄君か？」

　門の向こうから男の声がした。そこにいたのは妹弟子のルーシアの父親であるアルフレッド・グレンヴィル卿だった。怪け我がをしたのか肩かたに包帯を巻まいていたが、命に別状はなさそうだった。

「アンジェラたちが帰還するかもしれないから私だけ残って待っていたのだが……君だけなのか？」

「ああ……すまねえ」

　気まずい空気が流れた。彼の娘むすめであるアンジェラの安あん否ぴのこともあったが、クラウディアの弟子をやっている頃ころから彼とはあまり関係がよくなかった。カトリックである深ふか津つ神父に引き取られた真澄が、もう一人の娘であるルーシアの兄弟子という世間体の悪さを気にしているのかと思っていたのだが、いま考えるとルーシアの二重人格のことを知られたくなかったからなのかもしれない。

「薫たちはもうモン・サン・ミッシェルに？」

「うむ……。薫君が夢の中で夢見師から預言を告げられたそうだ。『ゲート』はもう間もなく開いてしまうらしい」

「……分かった」

　と車に乗り込もうとする真澄をグレンヴィル卿が「待ちたまえ」と止めた。

「文句があるなら全部終わった後で聞くよ」

「娘たちのことで君に恨うらみ言を言うつもりはない。娘たちが決めたことだ。……そうではなく、君を待っていた客がいる。『必ず君はここに戻って来る』と」

「客だって？」

　グレンヴィル卿は黙だまって頷うなずく。その顔は微かすかに引きつっていた。

　いったい俺おれに誰が……と言うよりも早く、別荘の方から二つの人ひと影かげがやって来た。

「あ……」

　姿が見えるより早く、使徒の肉体がその気配に反応し、真澄は声を漏もらした。

　若い美少年の使徒を──ハエレティーコールム会議のとき真澄と同室になったあの少年だ──伴ともなって現れたアルフェルムはグレンヴィル卿に向かって笑って言った。

「だから言っただろ、アルフレッド君。『私の使徒は必ず戻って来る』って」

　　　　◇




　別荘の客室に真澄たちを案内するとグレンヴィル卿は、長谷川司祭の携帯番号がメモリーされた携帯電話を渡わたして部屋を出て行った。彼の足音は上の階へと向かった。恐おそらく娘たちが戻って来るのを待つつもりなのだろう。

「それで魔ま方ほう陣じんは手に入ったのかい？」

「はい。……ただ術言ワードが半分ほどしか分かりません」

　真澄は曖あい昧まいな言い方をする。使徒が主人に願い事をするなど許されない。人間の頭ず脳のうでは不可能な、魔方陣から術言ワードを逆算して導くことがアルフェルムなら可能だと分かっていても。

　アルフェルムは笑い、そして「見せたまえ」と言った。

　真澄から魔方陣を写し取った紙し片へんを受け取ったアルフェルムは、紙片の裏うら側がわにスラスラと術言ワードを書いていく。それはクラウディアが最後に電話で告げたものと寸すん分ぶん違たがわなかった。

　真澄は上半身を脱ぬいだ。アルフェルムがちらりと真澄を見る。

「何をするつもりだい？」

「俺の身体からだに魔方陣を写します。向こうで魔方陣を描かいている暇ひまはありません。俺自身が魔方陣になります」

　そう言って真澄はペンを取り、自分の肌はだに魔方陣を描いていく。

「……これは生いけ贄にえを必要とする魔術だ。生贄が用意できなければ魔術は術者の肉体を喰くい尽つくしてそれを補おぎなおうとする」

「分かってます」

「死ぬよ？　前に発動したときには何十人もの魔族の遺い骸がいが生贄となった。君一人ではとても追いつかない」

「死にません。俺は復讐を果たすまでは生き続けます」

「……アントネリ、手伝ってあげなさい」

　アルフェルムはアントネリ──真澄に懐なついていたあの少年──に命じた。アントネリはコクリと頷き、真澄のペンを引ったくって真澄の背に魔方陣を描き始めた。アルフェルムが己おのれの欲よく望ぼうを満たす以外の目的で特定の使徒を連れていることはすこぶる珍めずらしい。どうやらアルフェルムは侍じ従じゆう長ちようブルームクイストの後継者の候こう補ほを見つけたようだ。

「痛っ」

　ペンの先が肌に刺ささり、真澄は声を上げる。

「すみません」

　ぶっきらぼうな返事が返ってくる。わざとやりやがったな……と真澄はアントネリを睨にらんだが、アントネリは知らん顔をしていた。そんな二人のやり取りにアルフェルムが目を細めた。自分を取り合って使徒たちが鞘さや当あてをするのを見るのがアルフェルムは結構好きであった。

「でも参ったねえ……」アルフェルムは言う。「このようなことまでしてしまったのが真紅の貴婦人レデイ・ルージユに知られたら、私はきっと殺されてしまうよ？」

「……我わが君はなぜ私たちの味方をして下さるのですか？」

　リラフォードたちにも聞かれた質問。そのとき真澄はテキトーな言葉を返したが、実は真澄もなぜこの気ままな主人がそのようなことをしてくれるのか分かっていなかった。

「味方だって？　私は別にお前たちの手伝いをしてるつもりはないよ」

「ではどうして？」

「ある男がいてね……私はその男が大だい嫌きらいだった。その男はこの世界をまた『向こう側』と繋つなげることを働き蟻ありのように目指していたんだけど、なぜか真紅の貴婦人レデイ・ルージユと敵対してまであの女を封ふう印いんしてね。あいつがやったことは何となく察していたんだけど、どうして軍規が全すべてのようなあの男が……って、そこがどうも合点がいかなかったんだ」

　アルフェルムは一度言葉を切り、紅こう茶ちやを口に運んだ。

「それでね、あいつが死んでからふと思ったんだ。『もしかしたらあいつは、この世界が結構気に入ってたんじゃないか』って。誰だれも止める者がいないままあの女を自由にさせていたら、この世界はそう遠くなく崩ほう壊かいしていただろうから。まあ、勝手な想像だけどね。……お前のため、じゃなくて残念かい？」

　妖よう艶えんな瞳でアルフェルムが真澄を見つめる。真澄は少し吃どもって「さあ……よく、よく分かりません」と答え、アルフェルムはくすくすと笑った。

　真澄はグレンヴィル卿きようから渡された携けい帯たいで司祭に掛かけた。

「真澄君か……」

　司祭が電話に出て言った。後ろからは航空機の爆ばく音おんが聞こえる。

「魔方陣を手に入れた。発動させる術言ワードもどうにかなりそうだ」

「……マルゼス導士たちは？」

「あのしぶとい女が死んだかどうだかは分からねえ。ただ、今のところ戻って来れたのは俺だけだ」

　司祭は「そうか……」とだけ言った。

「薫と話がしたい。替わってもらえるか？」

「ちょっと待ちたまえ……彼らは先に地下道を通ってモン・サン・ミッシェルに向かっているんで、いま回線をつなぐ……」

　プツ、プツッ……と接続を変えるノイズが入り、音質が変わった。「真澄さん……ですか？」薫の声が言った。声の後ろからはバイクをアイドリングさせる音が聞こえた。

「どうだい、身体の具合は？」

「真澄さんもよく知っているでしょ？　そういう感じです」

　電話の向こうで苦笑する声がした。真澄も「違ちがいねえ」と笑った。コイツのことだからどうせ半使徒にされたことを例によって苦く悩のうしまくっていると思ったら、そんな葛かつ藤とうはまるで感じられなかった。

「それでおめえらが通っている地下道ってのは英えい仏ふつ海かい峡きようトンネルのことか？」

「いいえ、それより遥はるか昔に作られた道……たぶん一千年前に『ゲート』が開くより前に作られた道です。まだ道の途と中ちゆうですが、ＧＰＳではモン・サン・ミッシェルに向かって直進しています」

「……ちょうどいい。おめえに頼たのみたいことがある。……ああ、アントネリ。せっかく描いてくれたのに悪いが、もういいや」

　真澄はアントネリを押しのけた。

「エンカーナシオン城じようの魔方陣を手に入れた。これからそっちに魔方陣の画像を送るから、おめえはそいつをモン・サン・ミッシェルの地下に描いてくれ」

　薫は「分かりました」と答えた。状じよう況きようを把は握あくしたアントネリがムッとしてペンを放ほうり投げた。

「俺おれはこれから司祭らと合流する。終わったら信号を送ってくれ。それから一時間後に作戦を決行する。じゃあモン・サン・ミッシェルで会おう……」そう言ってから真澄は苦笑する。「いや、会話をするのもこれが最後かな？」

　電話の向こうの薫が小さく息を呑のむ。間が空く。薫は何も喋しやべろうとしない。

「あれからずっとまともに話す機会もなかったな……最後に何か話しておくかい？」

「『何か』って何をですか？」

「俺に色々と言いたいこともあんじゃねえかって思ってな」

「そうですね……色々あります」

　また間が空く。真澄の知っている薫であったらそこで次の言葉を言えずに黙だまり込こんでしまう。だが電話の向こうの弟は何か強い思いを込めて口を開いた。

「でも色々ありすぎて今は時間が足りない。だから戦いが終わった後に言います」

「……ほう、洒落しやれたことを言うようになったじゃねえか。でもこの戦いが終わったら、俺とお前はまた敵同士なんだぜ？」

「いいえ、僕ぼくは真澄さんをアルフェルムから取り戻します」

「言っておくけど、ここには我が君もいるんだぜ？」

「ちょうどいいです。伝えておいて下さい。『アロマの次はお前だ。必ず僕はお前の前に現れる』って」

　真澄はちらりとアルフェルムの方を向いた。アントネリが凄すさまじい表情で真澄を睨にらんでいたが、アルフェルムは術言ワードを書き記しながら含ふくみ笑いを堪こらえ切れないでいた。彼のその楽しそうな様子に、弟に対して何を企たくらんでいるのか一いち抹まつの不安を覚えながらも、真澄もついついつられて笑ってしまった。

「おめえも大人になったってことか。色んな意味で安心したよ。じゃ、またな」

　そう言って真澄は通話を切った。

　アルフェルムが席を立ち、術言ワードを書き終えた紙片を真澄に渡わたした。

「ありがとうございます」

　魔方陣を携帯で撮さつ影えいして司祭に送り、もう一度司祭に電話した。司祭らはドイツ付近の森に一度着陸して、薫たちの準備が整うのを待つそうだ。これで駒こまは揃そろった。

（……いや、ルーシアの奴やつがまだ戻っていないか……）

　司祭も薫もそのことに触ふれようとしなかったところを見ると、つまりは戻ってこれなかったということなのだろう。

「では俺は行きます」

　服を直しながら部屋を出て行こうとした真澄の腕うでをアルフェルムが掴つかんだ。何を……と声を漏もらす間もなく、真澄はアルフェルムの胸むねの中に抱だき寄せられていた。

「な、何をされるんですか……」

　アルフェルムは顔を近づける。真澄は身を硬かたくするが、主人の身体と肌が触れ合い、腰こしが砕くだけてしまいそうな快楽が真澄を襲おそう。

　あの魔ま窟くつのような屋や敷しきで何度も繰くり返されたことだった。いかに真澄が心を閉とざして拒きよ絶ぜつしようとしても、口付けを与あたえられ、主人の指先がゆっくりと身体を這はい巡めぐった頃ころには真澄はもう何もできなくなってしまっている。

「ねえ、真澄……言っておくけど、お前の命は私の所有物なんだよ？」

（まさか……）

　真澄はアルフェルムの顔に浮かんだ表情に恐きよう怖ふした。それはこの気ままな主人が他人の人生を狂くるわせて楽しもうとするときの顔だった。

　闇やみの世界に堕おちながら闇の者への復ふく讐しゆうを平気で口にしていた自分を放置していたのは、復讐を果たそうとするこのタイミングで自分の全てを奪うためではないのか？　熟じゆく成せいした果実が収しゆう穫かくされようとするそのとき、さっと横からもぎ取り、口に運んでしまうようなそういう弄もてあそび方こそ実にアルフェルムらしいものではないか。

　が、アルフェルムはそれ以上のことはしなかった。

　真澄から身体を離はなし、アルフェルムは意外に思える質問を口にした。

「真澄……お前は私の使徒になってよかったかい？」

　真澄は困こん惑わくした。復讐を果たす力と引き換かえに使徒の契けい約やくを受け入れる──それはアルフェルムに無む理り矢や理り咬かまれた末の選せん択たく肢しのあまりない選択であった。答えようがない。

　しかしそれ以上に真澄を困惑させたのは、そのような質問をアルフェルムが口にしたことだ。真澄の知るアルフェルムは蹂じゆう躙りんした者の感情などを気にしなかった。圧あつ倒とう的な力で虜とりこにするだけ……。

　真澄は結局先程と同じく「さあ……分かりません」と答えた。アルフェルムも先程と同じようにくすくすと笑って「お前は答えに困こまるとすぐに『分かりません』と言うね」と言った。そんなやり取りをアントネリが微かすかに嫉しつ妬との色を帯びた瞳で見つめていた。



    

  
    
      「まあいい。行きたまえ。飛行機は用意してある。答えは戦いが終わってから聞かせてもらおう」

　アルフェルムは真澄の頭をそっと撫なでた。

「きっとその頃にはお前の答えも出ていることだろう」

　　　　◇




　長い海底トンネルをバイクが疾しつ走そうしていた。

　道は荒あらく、当然ながら明かりもない。しかし、百キロを超える速度でバイクを走らせながらヴァルデリーの運転はまるで危あぶなげなところはない。グランストンベリー・トーを発たってはや三時間。予備タンクのガソリンも残り少なくなっていたが、ＧＰＳは既すでにバイクが陸地に近いことを示していた。

　グランストンベリー・トーを発ったばかりの頃は例によってヴァルデリーは腰に掴つかまった薫に「もっと上を触さわってもいいのにぃ」などとからかい半分の誘ゆう惑わくをしてきて、薫が無む視ししていると腰を後部座ざ席せきの方へとずらしてきて薫がしがみつかざるを得ない状態にしておきながら、「ちょっと～、何を押おし付けてるのよ～」などとわざとらしいことを言っていたのだが、いつの間にか彼女は無言になっていた。

　ぴりぴりとした空気を全身から立ち上らせ、密みつ着ちやくした身体からだは彼女の高鳴る鼓こ動どうを薫に伝えていた。

「……落ち着いてるのね」

　ヴァルデリーが言った。

「そうかな？」

「感じてないの？」

「感じてるさ」

　そう、薫もまたヴァルデリーを緊きん張ちようさせる気配を感じている。そう遠くない場所に集つどう数え切れぬほどの敵の存そん在ざいを。もう弾はじけ飛ぼうとしている『ゲート』の悲鳴を。そして邪じや悪あくなる真しん紅くの闇やみの気配を。

　それはあまりに絶望的な暴ぼう虐ぎやくであった。触しよく手しゆを伸ばすかのように己おのれの意識を拡かく散さんさせ、薫の気配を捕つかまえようとしている。

「落ち着かなければあいつに気づかれる。だから心を抑おさえているんだ」

「……あんたみたいな新人に説教されるとはね」

　ヴァルデリーはくすりと笑った。彼女の身体から少し力が抜ぬけた。

「ねえ、聞いていいかしら？　あんたはどうしてエスクードに入ったの？」

「僕ぼくがエスクードに入った理由？」

「ええ。あんたの生い立ちは調査してあるわ。幼おさないときに両親を魔ま族ぞくに殺され、そのときブラディミールに所有者として選ばれた。以来、ブラディミールの剣けん士しの前任者に養子として育てられていたけど、東京のゲート封ふう印いんのときに召しよう還かんされた……そうよね？」

　だいたいそんな感じだ。あの冷たい雨の降ふる十二月の日、その雨よりも冷たい氷の女性と出会ったことで薫の人生は変わった。それはずいぶん遠い昔のことに思えるが、まだ一年前のことでしかない。

「あのとき僕は、ソフィア様……そのときのレディ・キィだけど、彼女を護まもらなくちゃいけないってただそれだけを思って戦いに参加した。ソフィア様が死ななくちゃいけないなんて知らなかった。それを知った後も戦いを続けたのは、ソフィア様のために何かしてあげたいって思っただけだった。それは結局ソフィア様を死なせるってことなんだけど……」

　薫はそこでふと考える。自分はなぜソフィアの死後エスクードとして生きることを決めたのだろうか、と。

　彼女が命を犠牲にして護った世界を護ろうと思ったのだろうか？　それともアルフェルムによって闇の世界に連れ去られた真澄を取り戻したかったのだろうか？　そういえばレイニーに「兄さんを取り戻したいから戦い方を教えてくれ」と頼たのんだ記き憶おくがある。

　でもそれはどちらも違ちがう気もした。いや、そういったことを思った気持ちは嘘うそではないのだが、どちらも何か現実感のない思いだったような気がする。

「僕は……」

　薫は自分自身に向かって言うように呟つぶやいた。

「たぶん僕はあのときレイニーさんに魅みせられたんだ。『契けい約やく』を終えぬ苦しみを負いながら、一千年もの時間を妹との約束を守るためだけに戦い続けてきたあの人に心を奪うばわれたんだと思う。僕はただレイニーさんを追いかけたんだ。ただあの人に振ふり向いてもらいたくて」

「……そんな好きになった人を死なせるためにその人の元に向かっているっていうのに、どうしてそんなに落ち着いてられるの？」

「だってさ」薫は苦笑する。「レイニーさんってそういうときにぐじぐじしてると叱しかるんだよ。すっごい冷たい目で見て『お前は馬ば鹿かか？』とかさ」

「……なに惚のろ気けてんのよ。馬鹿みたい」

　彼女は少し不ふ機き嫌げんそうに言った。言われてみれば何だか惚気ているようでもある。やけに恥はずかしくなってしまい、薫は逆にヴァルデリーに「あんたはどうしてトゥロワヌの使徒になったんだ？」と訊たずねた。

「……どうしてってこともないわ。狩かられてトゥロワヌ様マスターの元に餌えさとして連れて行かれた女の一人。盟主ロードのお相手なんて人間に務まるものじゃないからね、犯された子はみんなすぐに壊こわれてしまい、そのままベッドの上で喰い尽くされたわ。女の子たちは部屋の隅すみで震ふるえながら、自分が壊れるまで犯されて喰い尽くされるのを待った……で、わたしもベッドに引きずり込まれたんだけど、わたしは壊れなかったの」

「どうして？」

「『どうして』って……ヘンなことを聞くわね」

　ヴァルデリーは苦笑する。

「い、いやさ、ヘンな意味じゃなくて、何か秘ひ密みつがあるのかって……」

　ずいぶんと久しぶりにしどろもどろになる薫に、ヴァルデリーはまた笑った。

「わたしが男と寝ねるのを仕事にしてたからかもね。わたし、娼しよう婦ふだったの。あの頃ころは酷ひどい時代で、身体を売るぐらいしか生きてく方法がなかった。……ホント嫌いやだったわ。望まぬ相手と金を貰もらって寝るっていうのはね、心に値ね段だんを付けて売るようなものよ。褥しとねを共にするたびに心が削けずられて、痛いたみを感じる部分が削られていくの。ふと自分が嫌な男と寝てもまったく心に痛みを覚えてないことに気づいたとき、わたしは自分が嫌になって……」

　とそこまで喋しやべったところで彼女は何だか気まずそうに言葉を切った。

「ま、要するにそういうこと。わたし、タフだったのよ。そんでことが終わった後、マスターがわたしに言ってくださったの。『お前が望むなら生き延のびるチャンスをやろう』って。マスターはわたしをゴミくずみたいな人生から救い出してくださったの。それだけよ。それまでの人間だった頃の人生はもうよく覚えてないわ」

　だからそれ以上はもう聞かないで、と彼女の背せ中なかは言っていた。

「……おい、ちょっと、前っ」

「え……きゃあっ！」

　走るバイクのライトがいきなり壁かべを照らし出した。ヴァルデリーは慌あわててブレーキを踏ふみ、バイクは壁のギリギリ手前で急停止した。

「ちょっと……行き止まりってどういうことよ」

　薫はバイクから降おり、携けい帯たいのＧＰＳで位置を確かく認にんする。薫たちはもうフランスの海岸線まで来ていた。

「いや……行き止まりなら夢見師がわざわざ教えるはずはない。モン・サン・ミッシェルに潜せん入にゆうしたときみたいに何か仕し掛かけが……」

　と周囲を見み渡わたしていた薫は天てん井じよう近くに空いた穴あなに気づいた。

「行こう」

「……待って」

「何だよ」

「最後にヤッてくれない？」

「……よせよ、こんなときまで」

「ヘンな真ま似ねはしないわ。本気で貴方あなたに抱だかれたいだけよ」

　ヴァルデリーは岩の壁に身体をもたれさせ、目を閉とじた。いつものような挑いどみかかってくるような感じはまるでなかった。

「……ダメだよ。僕はレイニーさんが好きなんだ」

「どうせわたしここで死ぬんだから、それぐらい……聞いてくれてもいいでしょ？」

「死ぬつもりはない。僕も、それからお前も」

　薫はヴァルデリーを抱き寄せ、唇くちびるを重ねた。

　ヴァルデリーは薫の身体に手を回し、自分の身体を激はげしく擦すり寄せてくる。男の欲よく望ぼうに奉ほう仕しするために作り変えられたその肢し体たいが薫の嗜し虐ぎやく性を刺し激げきするが、薫はそれを無む理り矢や理り押おさえ込んで彼女の身体を離はなした。

「行くぞ」

「ちょ、ちょっと、これで終わりだなんて冗じよう談だんでしょ!?」

「お互たがい生き残ったら、そのときは考えてみる……てことでいいだろ？」

「……ウソ臭くさい。あんた、ぜったい女たらしになるわよ」

　二人は地面を軽く蹴けって飛び上がると、細い縦たて穴あなにと入った。

　穴はすぐに横向きになり、地下道と同じ方向へと延びていた。どうにか大人一人が通れる狭せまい穴を二人はもぞもぞと進む。

　しばらく進むと光が見えて来た。

（どうして……ここはまだ地下深くのはずなのに……）

　その理由はすぐに分かった。

「ここは……」

　穴が終わりその先に見えた景色に薫は思わず呟つぶやいた。薫は以前にもそこを見たことがあった。いや、来たことがあった。

「そうか……ここに通じていたのか」

　そこは以前に『落らく丁ちようの一頁ページ』を取りに来た、モン・サン・ミッシェルの地下都市であった。街の中央にある城しろの向きからして、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを降おりて来たのとはちょうど正反対の方向にあるようだ。

「ちょっと、なに止まってんのよ」

　後ろから来ていたヴァルデリーが無理矢理に薫の横に身体を滑すべり込ませる。ヴァルデリーは目の前に広がる地下都市に目を丸くしたが、すぐにそれが何であるかに気づいた様子だった。

「そうか……これがＺＯＳＯの呪のろいに掛かかって、建築途と中ちゆうで放ほう棄きした地下都市ってやつね……」

「一ひと度たび都市に足をつけると、死し霊りように襲おそわれてもう上には上がれない……ってやつだ」

　しかしもう街を包む異い様ような雰ふん囲い気きはなかった。薫は街へと降り立ち、ヴァルデリーも少し気持ち悪そうに後に続いた。

「急ごう。城の前に大きな広場がある。あそこなら魔ま方ほう陣じんを描ける」

　ＧＰＳ端たん末まつから潜入に成功した旨むねの信号を送ると、二人は城へと向かって走り出した。

　建築中の街であの城だけは完成していたはずだが、遠くに見える城は半はん壊かいしていた。

（アロマが抜け出したときの衝しよう撃げきで崩くずれたのか……）

　薫はアロマの気配を強く感じた。触しよく手しゆを広げやって来るであろう自分のことを探さぐりながらも、焦あせった感じはまるでない。遊んでいるのだ。薫が足あ掻がくのを。

　薫はアロマと対たい峙じしたときのことを思い起こす。トリプル・クラウンによって復活したとき、バチカンで咬かまれたあのとき、そしてレイニーを連れ去られたとき……。いずれも薫は何もできなかった。

（だけど今は違ちがう）

　二人は城じよう門もん前の広場に着いた。十二体の盟主ロードの像が並ならぶ広場は、魔方陣を描くには十分なスペースだ。

「始めましょう」ヴァルデリーは拾って来た大理石の建築材を一本薫に投げて寄よ越こす。これをチョークのように使うというわけだ。「早くしないとあの女に気づかれちゃうわ」

「……なあ、ヴァルデリー。戦いが始まったらお前はレイニーさんを連れ出してゲートに向かってくれ」

「何ですって？」

「僕があいつを止める。それしか方法はない」

「……イヤよ。わたしはあいつを殺すために来たのよ。ゲートだとか世界の運命だとか関係ないわ」

「そうしなきゃあいつの思い通りになってしまうんだ。いいから黙だまって……えっ？」

　と薫はそこで言葉を止めた。

「どうしたのよ？」

「いや……城門の向こうで何かが動いたような気がするんだ」

「魔ま獣じゆうじゃないの？　ここには魔獣が住み着いてるから」

「違う。人の影かげに見えた」

「……敵が待ち構えていたってこと？」

　ヴァルデリーがスウッと戦せん闘とうモードに入る。

　二人は建築材を置いて城門の方へと向かった。

「あっ！」

　薫は声を漏もらした。

「あれって確かあんたの……」

　半壊した城の前の広場に一人の少女の姿すがたがあった。が、それは半はん透とう明めいに透けていて、薫たちが自分に近づいたことに気づく様子もなくポツンと地面に座すわっていた。

「……ルーシア」

　それはブラディミールを取りに行ったはずのルクレシア・グレンヴィルであった。

　その数十メートル後ろにいきなり別の人影が現れる。イレウス。アロマに仕える腹ふく心しんの魔族だった。イレウスの向かう方向にはルーシアがいるが、薫たちには見えぬ仕切りがあるのか、お互たがいが接近しつつあることに気づいていない。

「ルーシアっ、危あぶないっ！」

　薫は声を上げて彼女の方に走って行こうとするが、「やめなさいっ！」とヴァルデリーが腕うでを掴つかんで止めた。

「危あぶないわ。空間が錯さく綜そうしてる」

「錯綜？」

「ええ。ここではないどこかが、この城にある時空の歪ゆがみを通じて繋がってるの。……でも向こうの空間は崩ほう壊かいしかけてる。下へ手たに近づいたらあんたも巻き込まれるわ」

「でも……じゃあルーシアは……」

　幻げん影えいのイレウスがハッとしたように立ち止まる。奴やつは口元に笑みを浮うかべた。ルーシアに気づいたのである。イレウスは歩調を速め、ルーシアへと真っ直すぐ向かって行く。

「自分で何とかするしかないわ」

　　　　◇




「……えっ？」

　果てしなく高い書しよ架かの並ならぶ図書館の片かた隅すみに腰こし掛かけてオフィーリアを待っていたルーシアは、何か名前を呼よばれた気がして立ち上がった。

「オフィーリア……さん？」

　ルーシアは周囲を見み渡わたした。が、周囲には人の気配はなかった。気のせいか……とルーシアはまた腰を下ろした。

　もうずいぶんな時間待っているが、オフィーリアはまだ現れていない。オフィーリアを起こしたのが誰だれであるかを考えると、よくない想像が浮うかんでくるのを抑おさえ切れなかった。

（それにしても……）

　ときおり書架の上の方からバラバラになった本の頁ページが、積もった雪が屋根から落ちるかのように降ふって来る。オフィーリアは『現実世界との繋つながりが閉とじかけている』と言っていたが、ルーシアには空間が崩壊しかけているように見えた。

（もう待っていられないわ……）

　と、再び立ち上がろうとしたそのとき、正面の両開きの扉とびらが音を立てて開いた。

「…………!!」

　扉を開けて現れたのはイレウスであった。ルーシアは反はん射しや的に書架の陰かげに身を隠かくした。

「ここにいるんだろう、ルクレシア・グレンヴィル？」

　ルーシアは崩くずれ落ちる書の音に紛まぎれて反対方向へと走り出した。

（どうしよう……）

　何の力もなく逃にげるしかない自分が悔くやしい。結局自分には何もできないのだろうか。

　走っていると何かが目の前にあった。それはテーブルだった。テーブルには二脚きやくの椅い子すが寄り添そうように並べられ、二つのカップがやはり寄り添うように置いてあった。自分が何度も夢の中でこの世界に引きずり込まれてアロマと茶会をしたことを思い出し、ルーシアは悲鳴を上げそうになる。その途と端たん、図書館の景色にどこか別の図書館が重なる。それは薫と共に何度か行った東京の国会図書館だった。

　足元の床ゆかに亀き裂れつが走り、ぐらりと足元が揺ゆれる。書架が大きく揺れ、どさどさと本が落下する。

（わたしが……この空間に影えい響きようを与あたえてるのっ!?）

　ルーシアはオフィーリアが言っていたことを思い出した。

（いけないっ！）

　空間の崩壊以前に、ルーシアは自分の置かれた状じよう況きようのまずさに気づいた。池に投げ込まれた小石が波は紋もんを起こすかのように、空間の歪みは彼女を中心にして起きていた。これでは自分の居場所を教えているようなものだった。ルーシアは必死に激はげしく高鳴る心しん臓ぞうを抑える。ゆっくりと乱みだれた空間が元の図書館にと戻っていく。

　そのとき──

　ニュッと伸のびた手がルーシアを掴んだ。

「……やっと捕つかまえたぞ」

　イレウスはにやりと笑った。ルーシアは悲鳴を上げて暴れるが、魔ま族ぞくの力に拘こう束そくされて抗あらがう術すべはなかった。

　イレウスはルーシアのことをずるずると引っ張って、書の頁が落ち葉のように積もった図書館の中を進んで行く。

　進む先から赤い光が見えた。まさかここにアロマが……と思うが、そうではなかった。床に数メートルにも渡る亀裂が生まれており、そこにはマグマのような流体が音を立てながら渦うず巻まいていた。

「……貴婦人……剣つるぎを起こそうとしている小こ娘むすめを捕まえました。……貴婦人？」

　そんなことにはまるで気づかず、イレウスは眉み間けんに指を当てて虚こ空くうに向かって話しかける。アロマに連れん絡らくをしているようだった。が、何度呼びかけても返事は返って来ないらしかった。彼の表情から笑みが消え、堅かたく強こわ張ばった。

「……空間が閉じかけているのよ。アロマは貴方あなたのことを最初から捨すて石いしに使うつもりだったんじゃないの？」

「……それがどうした」

　イレウスはルーシアの手からブラディミールを引ったくり、マグマの中に投げ捨てた。

「何てことを！　あれがないとここから脱だつ出しゆつできないのに！」

「もとより戻るつもりなどない。私にとっては貴婦人が全すべて。貴様らを屠ほふれば貴婦人は永遠に解放される。私にはそれ以上の望みはない」

　何の躊躇ためらいもなくイレウスは言い切った。その顔は達観したような表情に変わっていた。

（愛してるんだ……この人……）

　ルーシアは魔族のヒエラルキーは分からないが、盟主ロードとそれ以外の魔族に天と地ほどの差があることは分かる。その途と方ほうもないほどの身分の差の中で、ただ服ふく従じゆうすることに喜びを見み出いだしていた。

「……貴方はそれで悲しくないの？」

　イレウスの表情は一いつ瞬しゆんだけ悲しみのようなものが浮うかんだが、すぐにそれは嘲ちよう笑しように塗ぬり潰つぶされた。

「貴様の声は少し貴婦人に似ているな。宿していた時間が長かったせいで、貴婦人の影響を受けているのだろう」

「逆よ。あいつがわたしに似ているだけ。わたしはわたし。他の誰だれでもないわ」

　イレウスは「ふん」と言い、ルーシアを床ゆかの裂さけ目の上に吊つり上げた。マグマから吹き上がる熱気がルーシアの癖くせっ毛を揺らす。

「ここは消えてしまった可能性未来の行き着く場所だ。貴婦人の宿主の役目を終えて存そん在ざいの意味のなくなった貴様の死に場所にはちょうどよかろう」

　と、イレウスがルーシアをマグマの中に投げ入れようとしたそのとき、イレウスの身体に黒い蛇へびのような物が巻まき付いた。

「なにっ!?」

　それは影かげでできた巨きよ大だいな五本の指だった。イレウスとルーシアはグンッと後ろに引っ張られて、床に落ちた。

「トリプル・クラウン！」

　背はい後ごにいたのはトリプル・クラウンであった。片かた腕うでで何もない中空を掴つかみ、そこから伸びた影がイレウスを羽は交がい絞じめにし、握にぎり潰そうとしていた。

「き……貴様、また邪じや魔まをっ」

　イレウスが影の拘こう束そくを引き千ち切ぎろうともがく。

「はよう逃にげんかっ、もう持たんっ」

　いくら人間では最高クラスの魔術師とはいえ、魔族が相手では分ぶが悪かった。魔術を破ろうとするイレウスの抵てい抗こうに、トリプル・クラウンの額から汗あせが滝たきのように吹き出していた。

　ルーシアはトリプル・クラウンの元へと走る。

「トリプル・クラウン……どうして？　貴方はあいつの味方じゃないの？」

「勝手におぬしが早はや合が点てんしただけじゃろうが。奴やつをかわしてここまで来るのにえらい苦労をしたわい、このアホウ娘むすめ」

「だって貴方、歩き回って時間稼かせぎをしてたんでしょ？」

「探さがし物をしていただけじゃ」

「何を？」

「うるさいっ。そんなものどうでもよかろうがっ」

　パキンッ、とガラスが砕くだけるような音を立てて、イレウスを掴つかんでいたトリプル・クラウンの影の魔術が消しよう滅めつする。無む理り矢や理り打ち破られたため影を生み出していた手の爪つめが二、三枚まい剥はがれて血が吹き出し、トリプル・クラウンは顔を歪ゆがめた。が、彼はもう次の魔術を準備していた。反対の手を突き出すとそこから光の矢がイレウスへと向かい、イレウスを直ちよく撃げきして爆ばく音おんを上げた。

「逃げるぞっ！」

　ルーシアとトリプル・クラウンは反対方向へと走り出した。

「説明してよ。貴方は何を探していたっていうの？」

「しつこい娘じゃの……個人的なものじゃ」

　珍めずらしく怒いかりを見せるトリプル・クラウンに、彼の胸むな元もとから「あなた……あなた……」と啜すすり泣くような声が聞こえてきた。

「おお、すまんすまん。お前に怒おこったわけではないのじゃぞ」

　トリプル・クラウンは胸元をそっと撫なでた。

「奥おくさん……なのよね？」

「まあ、一応のぉ」

　彼の胸にはホムンクルスとして保存していた彼の妻がアロマの手によって埋うめ込まれてしまっている。

「もしかして……奥さんを元に戻す方法を探しに来たの？」

「そんなものはもうない。わしが自分の技量も見み極きわめられずに手に染そめた実験のせいで妻はもう死んだ。これは妻の形をしているが妻とは別のものじゃ」

「でも貴方はとっても大切にしているわ」

「うるさいのお。お前はわしに何を言わせたいのじゃ」トリプル・クラウンは話を無理矢理打ち切った。「それでブラディミールの核かくは見つかったのか？」

「それどころか……剣の本体をマグマの中に落とされちゃったわ」

「この役立たずめ。もう時間がないというのに」

　トリプル・クラウンは毒づいた。空間がぴしぴしと音を立てて軋きしんでいた。足元がぐらつき、二人は慌あわてて飛び退のく。床が崩れ、床に穴あなが空く。さっきイレウスといた場所からはずいぶん離はなれていたが、そこにもマグマが渦うず巻まいていた。城しろの地下全体、いやひょっとするとこの空間の地下全体に海のように広がっているようだ。

「いったいこれは何じゃい？」

「消えてしまった可能性未来が行き着く場所だって言ってたわ」

「消えてしまった……未来じゃと？」

　トリプル・クラウンの顔に奇き妙みような表情が浮かぶ。

「どうしたの？」

「……何でもないわい。それよりブラディミールの本体を回収せねば始まらぬ」

　トリプル・クラウンは術言ワードを唱え始めた。風が舞まい、彼の周りに凄すさまじい冷気が巻き起こる。

「まさか貴方っ、危き険けんだわっ」

「黙だまらんか、無能娘め」

「む、無能ですって!?」

「ああそうじゃ。それに無能の上に悲観主義者ときておる。こういう手合いが一番タチが悪い。お前の性悪師し匠しようはヒヨっ子もいいところじゃが、諦あきらめることだけは決してしなかったぞ。役立たずなら役立たずなりに努力をせんかい」トリプル・クラウンはぴしゃりと言った。いつもの人を食ったような口調は消えている。どうやらこっちが彼の素すのようだ。

「わしがブラディミールを拾って来る。おぬしは核を探せ。揃そろわなければ脱だつ出しゆつはできん」

「わ、分かったわよ！　やってやろうじゃないのっ」

「それでよい。ではわしは……」

　と、そこまで言ったときだった。

「……ぐっ」

　トリプル・クラウンが喉のどを詰つまらせたような声を漏もらす。次の瞬しゆん間かん、彼の口から血が筋すじを引いて零こぼれ、そして吹き出す。

「トリプル・クラウン！」

　彼の胸を黒い物──先程イレウスを掴つかんだような黒い影かげの手刀が貫つらぬいていた。

「影を操あやつるのはお前だけではないぞ、トリプル・クラウン」

　トリプル・クラウンは床に膝ひざをつく。彼の影が盛り上がり、そこからイレウスが現れる。

「……ぬかったわい。わしの影の中に潜ひそんでいよったか」

「なぜこんな所までのこのこやって来たのか知らないが、真紅の貴婦人レデイ・ルージユに歯向かった代だい償しようを受けるがいい」

　と、とどめを刺さそうとトリプル・クラウンに近づいて行こうとしたイレウスが「おっと」と足を止める。崩ほう壊かいし始めた空間はトリプル・クラウンの足元まで広がり、床がガラガラと崩くずれた。

「おぅ……」

　半分マグマの中に落ちかけたトリプル・クラウンが呟つぶやいた。

「ここにおったのか……」

「どうしたのよトリプル・クラウンっ、早く逃げて！　落ちちゃうわっ」

「いや……構わぬ。わしは探していたものをようやく見つけた」彼は満足そうに言った。「後はお前が何とかせい。そいつはわしが引き受ける」

「何だと？」

　怪け訝げんそうに言ったイレウスが転び、身体がグンッと引っ張られる。トリプル・クラウンは影の魔術によりイレウスの足首を掴んでいた。そのままイレウスはずるずると彼の方へ──床に空いた穴の方へと引っ張られて行く。

「き、貴き様さままさかっ！」

　イレウスは暴れるが、足元がどんどんと崩れ踏ふん張ばることができない。

「グレンヴィルの小娘よ、魔術を志した者なら最後まで魔術を極めてみい。魔力はなくともこの世界には数限りない魔ま導どう書や魔導の道具が溢あふれておる。それを活用する術を覚えればおぬしのしたいこともできよう……まあ、ここから出られればの話じゃが」

　いつもの「ひっひっひっ」という気色の悪い笑い声を残し、トリプル・クラウンはイレウスと共にマグマの中へと落ちて行った。

「あ……」

　彼がマグマに飲み込まれる瞬間、パッと一つの景色が広がった。それはトリプル・クラウンが美しい女性と二人の子こ供どもに囲まれて汽車でどこかに向かっているセピア色の光景だった。

（そうか……貴方あなたは消えてしまった未来を見に来たのね……。魔導の実験によって奥さんをなくすこともなく、娘を魔族に売り渡わたすこともないもしかしたらあったかもしれない幸せな未来を）

　ルーシアは狂きよう気きの魔術師のために流した涙なみだを拭ぬぐった。

　空間は崩壊しかけていた。だがもう彼女は悲観したりはしない。

（でもどうしたら……）

　と、彼女の目に、マグマに浮うかぶ黒い物が見えた。

（あれはブラディミールの柄つか！）

　それはすぐにまたマグマの波間に飲み込まれてしまう。

（今の自分でも使える魔術……何か魔導具が……）

　しかしポケットの中にはロクな魔導具がない。『飛ひ翔しよう』の魔術が使えれば何とかなるが、それは力があったときでもマトモにコントロールできなかった代しろ物ものだった。

（仕方ない……やってやるわ。それしかもう方法がないもの）

　ルーシアは全力を込めて『飛翔』の術言ワードを唱え始める。

　──待って。

　そのとき崩壊の轟ごう音おんの中、女性の声が聞こえた。

　オフィーリアさん……と思ったが、それは彼女ではなかった。

「貴方は……エレンディラさん」

　それはオフィーリアの妹のエレンディラであった。

　──オークションのときは色々とごめんなさいね。

　彼女は微笑ほほえんだ。彼女の姿すがたは半はん透とう明めいで、ほとんど消えかけていた。

「貴方……確か夢の世界に呑み込まれてしまったって……」

　──ええ。もう自じ我がは消えかけていたんだけど、お父様がわたしのことを呼よんでね……。

　エレンディラはマグマを見つめた。姉を魔族に売り、自分の目の光を奪うばった父親を憎にくんでいたはずなのに、彼女の表情にはもう憎ぞう悪おは見えなかった。

　──待っていて。

　スウッ、とエレンディラの姿が消える。そして次の瞬間、マグマの中からブラディミールが浮き上がり、彼女の元へと飛んで来た。

　エレンディラの姿がまた現れる。剣を抱だいていた。

「それって！」

　ルーシアは驚おどろきの声を上げた。ブラディミールはついさっきまでのくすんだ鉄の塊かたまりではなかった。いや、以前にも増して力強く光っていた。それは禍まが々まがしい光ではなく、神こう々ごうしい光を放っていた。

　エレンディラはそれをルーシアに渡わたして言った。

　──今の力なら『ゲート』を閉とじられるかもしれない。

「ゲートを!?」

　──ブラディミールは内にアロマを宿し、あの女を封ふう印いんするためにほとんどの力を使っていたの。今ならそれができる。少なくとも今開こうとしているゲートだけは。でも……それは貴方にはよくないことかもしれないわね。

「え……？」

　──だって、貴方の恋こい敵がたきが命を落とさずにゲートが閉じられたら、貴方は彼との間に絶対に入って行けないもの。

　ルーシアは沈ちん黙もくする。

　──それを彼に告げるかは後で決めればいいわ。とにかく今はここから脱だつ出しゆつしないと。

　エレンディラはスーッと足も動かさずに宙ちゆうに浮ういて歩き出す。

　ルーシアは彼女の後を追った。

　長い廊ろう下かをルーシアは走りながら背はい後ごを振り返る。床石がガラガラと音を立てて崩れ落ち、虚きよ無むが口を開けて彼女を追いかけて来る。

「エレンディラっ、出口はどこなの!?」

　──そのドアよ。

　心の中でエレンディラの声が聞こえる。ルーシアは扉とびらに手を掛けた。

「いったいどこにっ!?」

　そこの部屋もまた崩ほう壊かいしかけていた。床は池に浮かぶ飛び石のようにしか残っておらず、その下は漆しつ黒こくの闇やみが渦うず巻まいている。

　──そこの…………に…………。

　空間が悲鳴を上げて崩れる轟音の中、エレンディラの声は掠かすれてしか聞こえない。

「どうしたの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　──わたしのことは……いいから……そこの壁かべの向こうが現実の世界と……。

　何もない壁に、まるで透すき通るかのようにうっすらと違う景色が映うつっていた。ルーシアはそれに見覚えがあった。モン・サン・ミッシェルの地下にあった、あの地下城の中庭であった。

　──力を取り戻もどしたブラディミールが空間を切り裂さいてくれる……その力を呼よび醒さます所有者が触ふれさえすれば……。

「しょ、所有者って、だって薫はっ」

　──彼はいるわ……その向こうに。

　ルーシアはハッとする。ルーシアは壁の向こうに一人の青年の姿を見つけた。あのとき自分を捨すててあの女の元へと行ってしまった彼の姿を。

「薫っ！」

　ルーシアは力の限り叫さけんだ。

「薫っ、お願い、来て！」

　彼女の叫びに薫が反応し、こちらへと駆けて来た。彼は何かを叫んでいたが声は聞こえない。だが彼女には何と言っているか分かった。彼女の名前を呼んでいた。

　ルーシアは僅わずかに残った飛び石のような床を飛んで壁の目の前まで向かう。

　薫が手を伸のばし、ルーシアも彼に手を伸ばす。

　が、壁を境にして薫と触ふれ合ったと思った瞬しゆん間かん、二人は弾はじかれてしまう。ルーシアは危あやうく奈な落らくの底へと落ちかける。床はもう彼女の足元にしか残っていなかった。

　ルーシアはブラディミールを壁に押し当てた。

「薫っ、これに触さわって！」

　その声が届とどいたかは分からない。だが薫はコクリと頷うなずき、ブラディミールへと手を伸ばした。

　ボディ・スーツのような黒一色の服に包まれた彼の手が壁を通り抜け、ブラディミールを掴つかんだその瞬間であった。ピシリっ、という音が響ひびいた。彼の手を中心に壁にヒビが走っていく。

「ルーシア！」

　彼の声が聞こえた。

「薫っ……カオルっ！」

　ルーシアも彼の名を呼び返す。自分の声が彼に届いていると思うと、なぜだか分からないがルーシアの瞳に涙が滲にじんだ。

　そのとき最後の足場が崩くずれ、ルーシアの身体からだがバランスを崩した。薫はブラディミールごとルーシアを支えようとするが、するっ、とブラディミールを掴んでいたルーシアの手が滑すべった。疲ひ弊へいしきった身体にはもう踏ふみ止とどまる力は残っていなかった。薫のもう片かた方ほうの手が壁を破り彼女の手を掴もうと伸びるが、それは空から振ぶりする。薫の顔が蒼そう白はくになり何かを──きっと彼女の名を──叫ぶが、彼女にはもう聞こえてはいなかった。

（ま、いっか……。薫にブラディミールは届けられたんだし……。あんたと出会えて結構楽しかったわ……）

　が──

　もう何の力も残っていないはずのルーシアの片手が勝手に動いた。

（エレンディラ……もしかして貴方、わたしの中に……）

　伸ばした手を薫の手が掴んだ。そして彼女を力強く引き上げる。パリンっ、とガラスが砕くだけ散るような音が響くのと同時に眩まばゆい光が溢あふれ出て、次の瞬間ルーシアはあの地下城の中庭で薫の胸むねの中に抱かれていた。



    

  
    
      「大丈夫……ルーシア？」

　ルーシアを抱いたまま薫が言った。以前の薫とは違う鋼はがねの塊かたまりのような肉体。人間でなくなってしまったのと引き換かえに彼が手にした力──。薫の顔が目の前にあり、ルーシアは顔を赤くした。

「ちょ、ちょっと……離はなしてよ……」

「あ……うん」

　キョトンとして薫がルーシアを離した。

（あ……）

　彼の胸に抱かれただけで心しん臓ぞうが飛び跳はねてしまう自分とは違う、その何気ない反応でルーシアは気づいてしまった。薫があの女と結ばれたことを。

「…………このバカ」

「えっ？」

「別に何でもないっ。助けに来るのが遅おそいって言ってんのっ」

　ぷいっとルーシアは顔を背そむけた。朴ぼく念ねん仁じんで無神経なところは何も変わってない。なによ、人がえらい苦労してブラディミールを目め醒ざめさせてあげたってのにさ……。

　と、気づくと視し線せんの先に黒くろ革かわのライダー・スーツに身を包んだ眼帯の女がいた。

「あ……あんたはっ！」

　思わずルーシアは魔術を使う構えを取る。ルーシアはこのライダー・スーツの女ヴァルデリーとあのケルベロスの夢の世界で遭そう遇ぐうしていた。

「今は味方よ」ヴァルデリーは言った。「魔ま方ほう陣じんを描かくのを手伝ってちょうだい。あんたの方が効率よくできるでしょ？」

「魔方陣って、アロマを封ふう印いんした魔方陣？」

「ええ。時間がもうないの。早くしましょ」

　ヴァルデリーはルーシアを城じよう門もん前へと腕を引っ張った。

「……あんたもつらいわね」

　小さな声でヴァルデリーは言った。ルーシアは驚おどろいてヴァルデリーの方を見るが、ヴァルデリーは知らん顔をしていた。

（なによ……知ったふうな口をきいちゃって……。あんたみたいなエロ女にわたしの気持ちが分かるもんですか）

　ルーシアはこっそりと涙なみだを拭ぬぐった。

　彼女は自分の初はつ恋こいが失しつ恋れんに終わったことをそのときはっきりと悟さとった。

　　　　◇




　モン・サン・ミッシェルの修道院の頂ちよう上じようの部屋──。

　海を見下ろす部屋のベッドに横たわり、そっと自分の腹はらを撫なでていたアロマはその気配に気づき立ち上がった。

「これは……」

　アロマの顔にはこの無む邪じや気きな暴君らしからぬ驚きよう愕がくの表情が浮うかんでいた。

　アロマは足元を──その遙はるか下にある地下城の方を睨にらんだ。

「そう……薫君、あの魔ま剣けんの力を取り戻もどしたのね」



    

  
    
      　ＡＣＴ．５　やがて君の景色は変わるだろうYour perspective will shift






　降ふりしきる雨は休むことなく大地を穿うがっていた。

　モン・サン・ミッシェルの地下にある牢ろう獄ごくに閉とじ込こめられたレイニー・ブラディミールは感じていた──もう間もなく『ゲート』が開いてしまうことを。それは自分のこれまで生きてきた意味が水すい泡ほうに帰するまでのタイム・リミットであり、自分の命を終わらせねばならぬその時までの執しつ行こう猶ゆう予よであった。

　しかしレイニーはその時をただ無力に待っているわけではなかった。

　首に嵌はめられた首輪により彼女の力は生身の人間と大差ない程度にまで押さえ込まれてしまっている。だが能力までが奪うばわれたわけではない。彼女は爪つめを鋭するどく伸のばし、鍵かぎの掛かけられた扉とびらを破ろうとしていた。

「くっ……！」

　レイニーは声を漏もらす。伸ばした爪が金属で補ほ強きようされた扉でばきりと根元から折れ、乾かわいた音を立てて床に転がった。彼女の爪はそれ自体でもどんな名工が打ち出した刀よりも鋭い刃。だがどんな名刀を手にしていたとしても、今のレイニーの力では金属を切り裂さくことは不可能だ。

　レイニーは新たな爪を伸ばし、それを扉にではなく自分の胸むねへとすっと向ける。

（今なら……死ねるのか？）

　想定される最悪の事態は、ゲートが開いた後、自分が『向こう側』に囚とらわれ、次代のレディ・キィが永遠に生まれぬことだ。ゲートは次々と開いていき、もう向こう側とこちら側が分かたれることはないだろう。

（自分が死ねばその最悪の事態だけは避さけられる……か）

　レイニーは胸むな元もとに爪を向ける。

（いや……ダメだ）

　レイニーの胸にあの青年の顔が浮かぶ。ソフィアをアルフェルムに奪うばわれたときでさえ抗あらがうことをやめなかったあの青年は、必ずや自分を迎むかえに来るだろう。

（……おかしなものだ）

　あの青年がここに来るのは自分の命を終わらせるためだというのに、なぜか胸いっぱいの花束を抱かかえて現れる姿が浮かんでしまった。レイニーは苦笑した。自分が着せられた白いドレスは見ようによってはウェディング・ドレスではないか。

（そういえばまだ人間だった遠い昔には、よくそんなことを空想したものだったな……いつか白馬に乗った王子様が自分の元に現れてくれるだなんてことを……）

　彼女がいま待っているのは彼女を死なせるための刃を持った青年。けどそれでいい。彼を迎える準備をしようではないか。

　と、再びレイニーが扉に爪を向けたときであった。

　カツン、カツン、と小さな足音が近づいて来た。レイニーはびくりと震ふるえた。その小さな足音が伝える邪じや悪あくな気配に。

「あら……どうしたのかしら、手から血が出ているじゃないの。何か怪け我がをするようなことでもしていたのかしら？」

　扉を開いたアロマはくすくすと笑いながら言った。

「ねえ、レイニー。聞いてくれる？　わたしね、薫かおる君が来るのを待っていようと思ったんだけど、でも今のままじゃ薫君はわたしのモノになってくれないんだって……」

　アロマは笑みを絶やさずに言う。だがその笑顔の裏うらにはこれまでアロマが見せたこともないような感情が渦うず巻まいているのをレイニーは感じた。それは『嫉しつ妬と』という名の緑の目をした怪かい物ぶつであった。

「だからレイニー。貴方あなたを使って薫君の心を壊こわしてあげることにするわ」

　　　　◇




　薫は時計を見た。地下道を抜ぬけてこの地下都市に潜せん入にゆうしてから既すでに三十分余りが経過していた。潜入したときに既に合図を送っており、それより一時間後に司祭らが突とつ入にゆうする手て筈はずになっている。ルーシアを待っている間にも魔ま方ほう陣じんを描く作業は進めていたが、まだ半分も描き終わっていない。

「時間がない、早く魔方陣を完成させよう」

「チョークが足りないわね」

　とヴァルデリーは手にしていた建築材の大理石──子こ供どもの胴どう体たいほどもある代しろ物もの──をひょいと投げて寄よ越こした。

「きゃあっ」ルーシアは慌あわてて飛び退のく。「ちょ、ちょっと、あんたらと一いつ緒しよにしないでよねっ。こっちは普ふ通つうの人間なんだからっ」

　文句を言うルーシアにヴァルデリーは「ふん」と鼻で笑うと、「薫、わたし、もう一本建築材チヨークを拾ってくるわ」と言って城じよう門もん前の広場から飛び去って行った。

「ねえ、薫。これどうにかしてよ。こんなバカでかいのでラインを引けるわけないじゃない」

　薫は「ああ」と言って爪つめを伸のばす。鋼はがねより硬かたく剃刀かみそりより鋭するどい刃はあたかもチーズでも裂さくかのように大理石を切り裂き、警けい棒ぼうほどの大きさに切った物をルーシアに渡わたした。

「ヴァルデリーの奴やつ、こうすればよかったのに……」

　とは言っても呼よびに行く時間がもったいない。すぐに戻って来るだろう……などと考えていると、ふとルーシアが自分をじっと見つめている視し線せんに気づいた。

「どうしたの？」

「あ、うん……本当に使徒になっちゃったんだなって……ごめんなさい」

　薫は伸ばしたままになっていた爪に気づき、それを元に戻した。

「別にいいよ。もう気にしないから。それより魔方陣を描かないと」

「あの……」

「え？」

　彼女は何か言おうとしていたように見えたが、「ううん、何でもない。魔方陣を描きましょう」と言った。

　薫はＧＰＳ端たん末まつに送られて来た魔方陣をルーシアに見せた。「……生いけ贄にえの魔方陣ね」さすがは本職の魔術師だけあってルーシアはそれをすぐに暗記し、作業を始めた。

　しばし二人は黙もく々もくと作業を進めた。

　その間、ルーシアは何も喋しやべらなかった。闇やみの者となってしまった自分を恐おそれているのかとも思ったが、何と言おうか、気まずそうな空気を醸かもし出していた。

　二人がかりで作業を進め、どうにか魔方陣は完成した。薫は時計を見た。攻こう撃げき開始時じ刻こくまであと十分。この地下都市から上る時間を考えればギリギリといったところだ。

「僕ぼくは行くから、ルーシアはここに隠かくれて……あ、魔ま獣じゆうがまだいるかもしれないか……」

「ううん、たぶん大だい丈じよう夫ぶ」

「だってルーシアにはもう魔力がないじゃないか」

「ん……でも何となく分かるの。自分がここでは死なないって」

　ルーシアは薫に、『森羅万象が集う場所アカシツク・レコード』でエレンディラの魂たましいと出会ったことを話した。

「彼女、わたしを助けるためにわたしと融合したみたい。まったく親子して勝手なんだから。……、ま、ヘンな同居人には慣れているけどね」

「そっか……エレンディラさんが……。ねえ、ルーシア。僕はこの戦いに勝てるのかな？」

「そこまではまだわたしの力では分からないみたい。何かいくつもの像が重なって見えて、上う手まく掴つかめないの。貴方の役に立ちたいんだけど……ごめんなさい」

「いや、いいよ」

　たとえ「勝ち目はない」と言われたところで薫は立ち止まるつもりはなかった。

「じゃあ、来てくれて本当にありがとう」

　と、ブラディミールを手にして戦いの場へと向かおうとする薫をルーシアが「待って！」と止めた。

「どうしたの？」

「薫……貴方、この戦いが終わったらどうするつもりなの？　そんな身体からだに耐たえながら、あの女みたいに何百年も戦い続けるつもりなの？」

　薫の顔が少し強こわ張ばる。

「そうだよ、僕はもう決めてる。悪いけどもう時間がないから僕は……」

「待ってっ、貴方に言わなくちゃならないことがあるの」彼女は上ずった声で意を決したように言った。「ブラディミールがゲートの封ふう印いんに使えるの」

「え……？」

「エレンディラさんが言ってたの。今までブラディミールはアロマを内に閉とじ込こめるためにほとんどの力を向けていたから、本来の力を取り戻もどした今ならゲートを封印できるって。全すべてのゲートを封印していけるかまでは分からないけど、ここのゲートだけなら……。そうすれば少なくとも貴方とあの女は次のゲートが開くまで、何十年か何百年か一いつ緒しよにいられるって……」

　ルーシアは気まずそうに顔を背そむけた。それは彼女がただ言い忘わすれていたのではないことを物語っていた。

「……どうしてすぐに言ってくれなかったの？」

「そんな目でわたしを睨にらまないでよっ。だってしょうがないじゃないっ」悲鳴のような声でルーシアは叫さけんだ。彼女の瞳には涙なみだが滲にじんでいた。「だって……わたしだってあんたのことが好きなのに、あんたはあの女のことしか見てないんですものっ。わたしがおばあちゃんになって死んだ後も、あんたとあの女がずっと一緒にいるだなんて嫉しつ妬としないわけないじゃない！」

「そうなんだ……ごめん」

「謝あやまらないでよっ！　何であんたはすぐに謝るのよっ。こっちを振ふり向いてくれないなら、謝ったって意味がないじゃない！　行きなさいよっ。勝手に行けばいいじゃないっ。こんな嫌いやな女のことなんか放ほうってあの女を迎むかえに行きなさいよっ」

　ルーシアは溢あふれる涙を拭ぬぐい、小さな声で付け足した。

「だから……絶対に生きて帰って来て……。お願い……」

「うん……必ず戻って来る。ありがとう」

　薫はルーシアに背せを向けた。もう時間が迫せまっていた。

（あ……そういえばヴァルデリーの奴やつは……）

　チョークを探して来ると言ったきり未いまだヴァルデリーは戻っていなかった。

　そのとき薫はそのことに気づき思わず「あの馬ば鹿かっ」と罵ののしった。ヴァルデリーは役やく割わり分ぶん担たんに納なつ得とくできず、一人で復ふく讐しゆうに向かったのだ。

　　　　◇




　先に行くと嘘うそを言って薫の元を離はなれたヴァルデリーは、地下の洞どう窟くつを抜ぬけ、魔ま獣じゆうの餌えさやりの穴あなから修道院の地下に入っていた。

　長い通路を駆かけ抜けるとその先にはゲートがあった。

　扉とびらは金属が引き千ち切ぎれるような音を上げ、隙すき間まから吹ふき上がる瘴しよう気きは闇やみの血を受けて数百年も人間の血肉を喰くらって生きてきたヴァルデリーでさえも目め眩まいを覚えるほどのものであった。

　だが彼女にはゲートのことなどどうでもよかった。彼女にとって重要なのは主人の復讐を果たすことだけであった。

　壁かべ際ぎわの階かい段だんを一っ飛びで上り、ゲートの真上の階に出る。そこから上は空くう洞どうになっていて、壁際に螺ら旋せん階段が延のびている。

　ヴァルデリーがそこを上り始めたとき、彼女の携けい帯たいが鳴った。

「何をやってんだよお前は！」

　薫の声が怒ど鳴なった。彼もこちらに向かって走っているらしく、微かすかに乱みだれた息いき遣づかいが聞こえた。

「バーカ、やっと気づいたの？」

「な……」

「いいでしょ、役割が逆でも。わたしがあのクソ女を止めるから、あんたはあのクソ……」アロマもレイニーも『クソ女』と呼んでいたことを思い出し、ヴァルデリーは苦笑する。「あんたは自分の女を迎えに行きなさい。ゲートの真上にある螺旋階段を上って行くと修道院の一階広間に出る。あんたの女はたぶん地下牢ろうのどこかに閉じ込められているけど、そこには一度広間に出ないと行けないわ。裏うら手てに回ってみて」

「お前じゃ死ぬだけだっ」

「さあ、どうかしら？　……ああ、そうそう。さっきの約束、忘わすれないでよね」

　ヴァルデリーは通話を切ると、携帯電話を投げ捨すてた。携帯電話は空洞を落下して行き、がしゃんと音を立てて砕くだけ散った。

（『死ぬぞ』ですって？　何をバカなこと言ってんだか。やっぱ半はん端ぱ者ものはダメね。使徒ってものが分かってないわ）

　主人のトゥロワヌが死んだとき、使徒の自分ももう死んだも同じなのだ。生きていたところで何の喜びも見み出いだせない人生。生きていても死んでしまってもさほど違ちがいはないのだ。

　ヴァルデリーは階段を上り切って、扉を潜くぐった。そこはまだ一階の広間ではなく、その一層そう下にある、地下に降おりるための準備スペースのような場所である。部屋の中央には穴あなが空き、巨大な滑かつ車しやとつるべが設置されている。地下に住み着いた魔獣に運ぶ餌を運うん搬ぱんするための物だ。部屋の隅すみにはその『餌』を投げ入れておくための大きな桶おけが置かれ、こびり付いて消えることのない死し臭しゆうを放っていた。真上にある礼れい拝はい堂どうはついこの間までは一いつ般ぱんの人間にも公開されていたが、まさか足の下にこんな物があることなど──そして時折『行方不明』になった観光客がこの桶に投げ入れられることなど──想像もつかないだろう。

　ヴァルデリーは呼こ吸きゆうを整えながら腰こしに差していたショットガンを抜くと、自分の鳩尾みぞおちを手刀で打った。「ぐっ……」胃いの奥おくから胃液と共に硬かたい感かん触しよくが逆流して来て、彼女の口から何かが吐はき出された。

「ふふ……いい具合に仕上がっているじゃない」

　彼女はそれを拾い上げ、壮そう絶ぜつな笑みを浮かべた。

　それは血の色をした数発のショットガンの銃弾だった。真ま澄すみの身体を操あやつって脱出したときから、彼女は自分の胃の中でそれを練っていたのである。強力な呪じゆ術じゆつが籠こめられた弾丸を胃の中に呑み込み、自分の肉体を内側から食わせるのと引き換かえに更さらなる力を宿していた。

「こいつをプレゼントしてあげるわ、クソ女」

　ヴァルデリーは銃弾をショットガンに装そう填てんし、真上にある礼拝堂に続く階段に向かおうとした。

　と、そのとき──

「…………!!」

　ヴァルデリーの全身の血が凍こおり付いた。圧あつ倒とう的な気配が接近していた。

　階段の先の天てん井じよう──上の階から見れば床──が開き、赤いドレスが見えた。ヴァルデリーの足は自分の意思とは無関係に震ふるえていた。

　真紅の貴婦人レデイ・ルージユアロマ。その後ろからは彼女の忠実な僕しもべであるハーシュハイザー、そしてまるで犬のように首輪を付けられたレイニー・ブラディミールが鎖くさりを引っ張られながら現れた。

「あら、どなただったかしら？」

　アロマはヴァルデリーを見て怪け訝げんそうに小首を傾かしげた。

　自分を忘わすれている──！

　あまりの屈くつ辱じよくにヴァルデリーは歯を噛かみ締しめた。

「お前に……」強く噛み締めた牙きばが片かた方ほうばきりとへし折れた。怒いかりが恐きよう怖ふを忘れさせていく。「お前に殺されたトゥロワヌ様の使徒よ！」

　アロマのすぐ後ろにレイニーがいるにも拘かかわらず、ヴァルデリーはショットガンを構えた。ハーシュハイザーがすっとアロマの前に出て庇かばおうとするが、アロマはそれを制して自分が前に出た。

「ハーシュハイザー、貴方あなたはその女を守りなさい。ここで死なせるわけにはいかないの。……その女は薫君の目の前で切り刻きざんであげるんだから。ゲートの真上でね」

　ヴァルデリーは引き金を引いた。轟ごう音おんと共に、明かりのない部屋をノズル・ファイアの光が満たした。ショットガンには二発の弾丸が装填されていたが、最初の射しや出しゆつの衝しよう撃げきで銃身が弾はじけ飛んだ。銃を握にぎっていたヴァルデリーの手首も吹き飛ばされ、腕うでは反動で反対方向へと折られた。

　ノズル・ファイアで眩くらんでいた視し力りよくが戻った。散さん弾だんは壁かべと天井の一部分を吹き飛ばし、礼拝堂からの光が差し込こんでいた。

（これなら……）

　腕を治ち癒ゆさせながら粉ふん塵じんが収まるのを待っていたヴァルデリーだが、粉塵の中から姿を現したものに愕がく然ぜんとした。

「なっ……」

　散弾はアロマに命中し、アロマの身体を損そん傷しようさせていた。片腕と片かた脚あし、それに頭部の上半分が吹き飛んでいた──が、それは何のダメージも与あたえていなかった。残された口だけの顔がにまりと笑みを浮かべたのである。

「まさかそれで終わりなの？」

　傷きず口ぐちから肉がごぼごぼと盛り上がり、何事もなかったように彼女の頭部は再生されていく。

　ぷっ、とアロマがヴァルデリーに向けて何かを吐き出した。

「あっ……が……っ!!」

　アロマが吐き出した小さな一粒つぶの散弾はヴァルデリーの胸に巨きよ大だいな穴を空けていた。

　ヴァルデリーは床に膝ひざをついた。心しん臓ぞうの半分が持って行かれていた。盟主ロードの血を受けた彼女はかろうじて一命をとりとめたが、自分の血肉を喰くらわせて練り上げた散弾はアロマの体内を通過しただけでその何百倍もの呪じゆ力りよくに増ぞう幅ふくされていた。

　化ばけ物ものだ……本気の。

「そうそう、思い出した。トゥロワヌちゃんの使徒だったわね」

　アロマはヴァルデリーの元まで来ると、ヴァルデリーの片目を覆おおう眼帯を毟むしり取った。

「……返せ……返して……」

　亡なき主人の紋もん章しようが刻まれた眼帯を取り返そうと、ヴァルデリーは瀕ひん死しの身体で子こ供どものように手をばたばたとさせる。瞳には涙みなだが滲にじんでいた。

　が、アロマはそれをぽいっと投げ捨すて、ヴァルデリーの髪かみを掴つかんだ。

「確か貴方は使徒どもに輪りん姦かんされる罰ばつを与あたえてあげたんだったわね。でもどうやらそれじゃ反省が足りなかったみたいね。……そうだ、貴方はわたしが閉とじ込められたみたいな、夢の世界にご招待しましょ。そこで貴方が見るのはトゥロワヌちゃんが殺されたシーンよ。貴方はこれからそこで何十万年も、自分の主人が灰はいになるところを繰くり返し繰り返し見るの。ふふ……楽しいでしょ？」

　アロマがヴァルデリーに向けて手を翳かざしたそのときであった。

「……えっ？」

　アロマがハッとしてあらぬ方を向く。

　次の瞬しゆん間かん、轟音と共に衝撃がモン・サン・ミッシェルの島全体を揺ゆらした。

　　　　◇




　モン・サン・ミッシェルの修道院からは激はげしい煙けむりが立ち昇のぼっていた。それもそのはず、真澄や司祭らを乗せて来た軍用輸送機が突っ込んでいた。真澄たちは途と中ちゆうでパラシュートで脱だつ出しゆつし、弾だん薬やくをたっぷりと積んだ輸送機をそのままモン・サン・ミッシェルに激げき突とつさせたのである。

「……真澄君、一応言っておくが、魔族に乗っ取られたとはいえあの修道院は、カトリックが誇ほこる世界遺い産さんなのだぞ……」

　長は谷せ川がわ司し祭さいは眉み間けんに深い皺しわを刻みながら言った。

「ま、いいじゃねえか。てっとり早くて。少しぐらい敵も死んだんじゃねえのか？」

　真澄は笑いながら答えた。

　ドウンッ、という爆ばく音おんと共に炎ほのおが上がる。司祭は釈しやく然ぜんとしない様子で眉間に深い皺を寄せた。

「司祭っ」

　兵士の一人が駆かけて来る。

「うむ。では我われ々われエスクードは最後の作戦に移る。いいか諸しよ君くん……」

「あ～、感動の演説を聴ききてえところだが、ちと待ってくれるかな、司祭」

「何だね真澄く……」

　とそこまで言ったところで司祭の言葉は途と切ぎれた。真澄の手刀が司祭を気絶させたのである。

「構かまわねえよな、こんなジイさんなんていなくても？」

「……ああ」兵士は頷うなずいた。「司祭はこの後、世界を再建するのにいてもらわなくては困こまる人材だ」

「でもあんたらには死んでもらわなくちゃなんねえぜ？」

「分かっている」

「行ってくれ。俺おれはここから魔ま方ほう陣じんを発動させる。……でもわざわざ真正面から行って死ぬことはねえんだぜ？　陽動してくれればいいんだ。あんたらだってこれから後の世界に必要な人間だろ？」

　兵士は「ふん」と笑い、仲間の兵士たちと共に海に浮うかぶ島へと続く道を駆けて行った。

（さてと……俺も始めるか）

　真澄は靴くつの先せん端たんで地面に真円を描えがくと、その中央に愛用の杖ロツドケラウズランブラを突つき立てた。

　大きく息を吸すい、術言ワードを唱え始めた。輸送機の中で術言ワードは全すべて頭に叩たたき込こんであった。

「クェルセト・アート・セウゲルラリィ・ディ・ラ……」

　砂に描いた足元の真円が、ずずずっ、と回り始め、中央に突き立てたケラウズランブラが光を帯びる。地下深くから強大な力がそこに集まって来るのを真澄は感じた。

（いけるか……？）

　かつてアロマを封ふうじた大魔術師ＺＯＳＯはブラディミールをアロマを宿す媒ばい体たいに使った。しかしそれがない今、真澄がその代用に選んだのはアルフェルムより授さずけられたこのケラウズランブラであった。

　ケラウズランブラは元は『向こう側』にあった物で、こちら側に迷い込んでからは何人もの魔術師の手を渡わたり歩き、ある者には莫ばく大だいなる栄えい華がをもたらし、ある者は破は滅めつに陥おとしいれてきた伝説の杖である。

　しかしブラディミールとは比べるべくもない代物。いくら百の断だん片ぺんに分ぶん割かつしたとはいえ、アロマを内に宿すなど……。

　そのとき、ギュウンッ、という音が遠くから聞こえた。詠えい唱しように集中していた真澄がその音に気づいたとき、それは既すでにすぐ目の前まで飛来していた。

「くっ……！」

　真澄は詠唱を中断し、すんでのところでそれを躱かわす。真澄の頬ほおを掠かすめて激しく回転しながら飛来したそれは地面に突き刺ささった。

「な……」

　真澄は言葉を失った。飛来したそれの先端には、先程駆けて行った兵士の頭部が串くし刺ざしにされていたのである。

　人間の身長ほどもあるその青せい龍りゆう刀とうに。

「この……剣つるぎは！」

「ほう……やはりお前か」

　海上の道をゆっくりと男が歩いて来ていた。まるで野武士のような巨きよ躯くの男──。

「……てめえの方から来てくれるとはな。妙みような言い方だが、てめえにまた会えて嬉うれしいぜ」

　真澄は口元を歪ゆがめた。それはかつて『イカれた下法使い』と呼よばれた彼の狂きよう気きの笑みであった。真澄はケラウズランブラを抜き、構えた。

「さあ、十年前の因いん縁ねんに決着をつけようか、ハーシュハイザー！」

　　　　◇




「ふふ……教きよう皇こう庁ちようの皆みなさん、頑がん張ばってるみたいね」

　アロマは遠くを見つめながら他ひ人と事ごとのように言った。教皇庁の襲しゆう撃げきなど彼女にさしたる興は覚えさせない。彼女を夢中にさせるものはただ一つ。あの青年のこと。いや、もっと言うならあの青年の前で恋こい敵がたきを切り刻きざんで絶望の淵ふちに叩たたき落とし、その心の隙すきに魔王の悦えつ楽らくをたっぷりと流し込んで、恋敵への思いを塗ぬり潰つぶすこと。

「面めん倒どうだし、あんたはもういらないわ。バイバイ」

　胸むねを貫つらぬかれて既に失神したヴァルデリーを消しよう滅めつさせようとしたアロマはぴくりと眉まゆを動かした。

「……あら」

　アロマのドレスを鋭するどい爪つめが貫かん通つうしていた。レイニーが背はい後ごから爪を突き立てていた。アロマの身体からだはただの人間の身体のように、今のレイニーの力でも貫くことができた。

　が、それはアロマに何のダメージも与あたえていなかった。

　ぎゅるん、と背せを向けたままのアロマの後ろ髪がみの間から眼球が覗のぞき、レイニーを睨にらむ。さすがのレイニーもこれには言葉を失う。アロマは貫かれたまま己おのれの身体を反転させる。突き立てられたレイニーの爪はアロマの身体をざっくりと切り裂さくが、アロマはまったく何も感じてはいないようだった。

「ねえ、レイニー。教えてくれる？　どうしてそんな無む駄だなことをするのかしら？　貴方あなたが何をしようともわたしを殺せはしないし、貴方が死ぬ運命も変わらないのよ……いずれにしたって。どうして意味もないことをして苦く痛つうを受けるの？　……こんなふうに」

　アロマはレイニーの口を無む理り矢や理り開かせると、レイニーによってつけられた傷きず口ぐちの血を拭ぬぐい、レイニーの口の中にぽたぽたと流し込んだ。

「あぐっ！」

　アロマの血はレイニーの身体を穢けがしたグランマスターの血と反応し、絶え間なくレイニーを苛さいなんでいる苦痛を何倍にも強めた。

「わたしが……」

　激げき痛つうにのたうち回りながらも、レイニーはアロマに向かって言う。

「わたしがまだ人間だからだ。貴き様さまのような者に屈くつせぬことが人間として生まれて死にゆく者の矜きよう持じだからだ」

「ふうん。よく分からないけど人間てすごいのね」

　馬ば鹿かにするでもなく、本当にただ理解できぬようにアロマは言う。しかしすぐにアロマの顔に残ざん忍にんな暴君の笑みが浮うかぶ。

　アロマはレイニーの髪を掴つかんだまま、部屋の中央に空いた穴あなへと向かう。

「下までざっと百メートルってところよ」アロマは運うん搬ぱん用のつるべをひょいと横にのける。「さあ、レイニー。グランマスターの血を受けた女はここから落ちても生きてるかしら？　ぐちゃぐちゃの肉にく片へんになっても生きてるのかしら？　でももし死んだらてっとり早いわよね……だってこの真下はゲートですもの」

　レイニーは抵てい抗こうして暴れるが、力を封ふうじられたレイニーがいくら抵抗しようともアロマの前では無力だった。

「いずれにしたって面白いものが見れそう。じゃ、行きましょっか」

　とアロマが勢いをつけてレイニーを穴の底へと投げ捨すてようとしたとき、ひゅん、という乾かわいた音が響ひびいた。

「え……っ？」

　レイニーの髪を掴んだアロマの手首には細い鋼こう線せんが巻まきついていた。その先には光り輝かがやく金きん属ぞく錐すい。

　穴の向こうから伸びた鋼線がクンッと引かれる。アロマの手首が切断され、床に落ちた。

　穴の向こうで赤く輝かがやく瞳がアロマを真っ直すぐに見み据すえていた。

「……待たせたかい、ご主人様？」

　凍こおりつくような冷たい声。そこには自分になびくような響ひびきは欠片かけらほどもなかった。だがアロマの顔が歓かん喜きに染そまった。

「ええ、とっても。会いたかったわ、薫君」

　　　　◇




　舞まうように上の階へと飛ぶと、薫はブラディミールを構えてアロマへと飛び掛かった。

　剣が軽い。それは闇やみの血に穢けがされたことによって増ぞう幅ふくされた力によるものではなかった。闇の者となって初めて剣が自分に全すべてを委ゆだねている──そんな感覚だった。

「うおおおおっ！」

　轟ごう音おんと共に旋せん風ぷうを巻き起こしながら、上じよう段だんから振ふり下ろされた剣がアロマへと向かう。

「ふふ……」

　アロマは笑顔を浮かべたまま無造作に迫せまる刃に片かた手てを合わせ、剣を鷲わし掴づかみにする。

　薫の手に鉄板にぶつかったような重い感かん触しよくが残り、剣が急停止する。剣が起こしたソニック・ウェーブが服を裂きながらアロマの身体を通り抜け、地面を剣の形に抉えぐりながらその上にある大広間の床を吹き飛ばすが、アロマは何のダメージも受けていない──ように見えたが──

「えっ……？」

　アロマがきょとんとする。剣を受け止めたアロマの手から一ひと筋すじの血が滴したたっていた。

　薫はその戸と惑まどいを見み逃のがさなかった。正確にアロマの心しん臓ぞうめがけて前まえ蹴げりを放つ。幼おさなき頃ころから養父の深ふか津つ神父に空手の手ほどきを受けていた薫であったが、今の薫の肉体から放たれる一つ一つの攻こう撃げきは闇の生物にさえ致ち死しのダメージを与あたえる凶きよう器き。数トンもの衝しよう撃げきがアロマの肉体を貫つらぬいた。

「くっ！」

　が、今度は薫が戸惑いの声を上げる番だった。ブラディミールの一撃とは違い、薫の蹴りはぷるんっという柔やわらかな感触を残してアロマの身体を通り抜けてしまった。

「わたしはそんな所を貫いてもらいたいんじゃないのよ、薫君」

　次の瞬間、アロマの身体はコンクリートのように固まり、薫は片かた脚あしを上げた格かつ好こうで固められてしまった。

　アロマの身体にめり込んだ脚に何か細い物が数十本突つき刺ささる。それはアロマの血管であった。

　薫の身体から力が抜ける。食い込んだ血管が薫の体液を吸すい上げ始めたのである。だが同時に失神しそうな陶とう酔すいが薫の身体からだを苛さいなんだ。

　アロマは受け止めていた剣から手を離はなし、その手で薫の顔を掴んだ。アロマの手についていた血が薫の唇くちびるにぬるりと絡からみつく。

「ほら……吸いたいでしょ？　思いっきり吸ってごらんなさい」

　地じ獄ごくの苦しみから解き放ってくれる破は滅めつの血が甘あまい果実のように薫を誘ゆう惑わくする。

「こと……わるっ！」

　薫はブラディミールから手を離してアロマの頭部を掴むと、取り込まれた脚の関節が付け根で外れるのも構わず、アロマを無む理り矢や理り地面に押おさえつけた。

　薫はブラディミールを拾い上げてアロマの首を斬きり落とそうとする。

　が──次の瞬しゆん間かんアロマの身体はにゅるりという感触を残して液状に変わり、影かげのように地面を這はって十メートルほど先で盛もり上がり、元の姿すがたに戻もどった。まるでダメージを受けていないように見えた。ニコニコと実に楽しそうに笑いながら、薫がかかって来るのを待っている。僅わずかなコンタクトで精力を吸い上げられ、目め眩まいを覚えている自分とは対照的だった。

　しかし薫はブラディミールを構えた。

　──戦える。

　体術ではアロマを傷きずつけることはできないが、ブラディミールによる攻撃はアロマの身体を傷つけられる。

　そのとき上の階から複数人の足音が近づいて来てた。「貴婦人っ！」「ご無事ですかっ」正面からのエスクードの突入を迎むかえ撃うっていた魔ま族ぞくたちが、騒さわぎを聞きつけて殺さつ到とうしたのである。十数人もの魔族が薫とアロマの間に立ち塞ふさがった。

「貴婦人の血を与あたえられながら反はん抗こうするとは愚おろかな人間め」

　と、一人の魔族が侮ぶ蔑べつの表情を浮かべて薫へと進み出る。

「……邪じや魔まだ」

　その魔族は薫の剣の軌き道どうを追うことはできなかった。びゅん、という音と共に男の身体は真っ二つに裂さけた。

　薫は無造作にその死し骸がいを脚で払い退ける。所しよ詮せんは人間……と薫を見み下くだしていた魔族たちが騒そう然ぜんとなり、構えを取り、術言ワードを唱え始める。

「……そう、薫君の言う通り。貴方あなたたち、邪魔よ」

「え……」

　と、薫に向かって行こうとした一人の魔族が背はい後ごから引っ張られる。次の瞬間、耳を覆おおいたくなるような悲鳴と、バリバリという咀そ嚼しやく音が響いた。

　魔族たちの人ひと垣がきが割われる。その後ろに隠かくれるようにしていたアロマは、片かた手てに魔族の脚を掴つかんで口をもごもごと動かしていた。その魔族は上半身がなかった。

　アロマは口元を拭ぬぐい、下半身だけの死骸を魔族たちの方へと投げた。力を入れているようには見えなかったが、そこにいた魔族たちは車に撥はねられたようにバラバラになって吹ふき飛ばされた。一いつ瞬しゆんで殺さつ到とうした魔族たちは半数以下になっていた。

「聞こえなかったの？　邪魔よ」

　唖あ然ぜんとしていた生き残った魔族たちは一いつ斉せいに逃にげて行った。

　アロマは薫ににっこりと微笑ほほえみ、自分の脚の付け根あたりをトントンと指で叩たたいた。

「怪け我がした脚を元に戻して。薫君の身体はわたしのものなんだから」

「違うね。僕ぼくの身体は僕のものだ。お前の血に穢けがされようとも」

　薫は外れた関節を無理矢理元に戻す。

「さあどうかしら」アロマは両腕を広げた。「薫君。貴方に絶望というものを教えてあげるわ」

　　　　◇




「……くっ……」

　頭ず痛つうを抑おさえて長谷川司祭は起き上がった。輸送機が突とつ撃げきしたモン・サン・ミッシェルからは黒こく煙えんが吹き上がっていたが、戦いの喧けん騒そうは沈ちん静せい化しているように見えた。

「どうなったのだ……ゲートは……？」

　と、周囲を見み渡わたす司祭の目に向かい合う二人の男が飛び込んできた。

「真澄君！」

　片かた方ほうは真澄。肩かたで息をし、身体は荒あら波なみに晒さらされた流木のようにボロボロだった。そしてそれと向かい合うのは身長二メートルを超える巨きよ躯くの男。

「よしたまえ真澄君っ！　勝てる相手ではないっ」

　しかし真澄には司祭の言葉など届とどいてはいなかった。

「ハーシュハイザー！」

　真澄は怒ど号ごうを上げてハーシュハイザーへと向かって行った。

　　　　◇




　モン・サン・ミッシェルは静まり返っていた。狂きよう気きの君主に恐おそれをなして逃げ出したのか、それともアロマと薫の戦いの行方ゆくえを息を殺して見守っているのか。

　野や獣じゆうのように興こう奮ふんしてアロマの血を求めるブラディミールを抑えるように、薫はジリジリと間合いを詰つめる。しかし切っ先を向けられたアロマはただ楽しそうに薫が何をしてくるのかと笑みを浮かべていた。

　脚の先がアロマとの間合いに入った。薫は数メートルの距きよ離りを一足に飛び、剣をアロマへと振り下ろした。

　アロマは身を躱かわす。先程のように無造作に受け止めたりはしない。ブラディミールにはアロマを倒たおすだけの力がある。少なくともポテンシャルだけは。

　横へと剣を躱したアロマに、薫はブラディミールから片手を離し、手刀の突つきを放つ。アロマの口元に笑みが浮かんだ。ブラディミールでなければ自分を傷きずつけることはできないという余よ裕ゆうであった。

「……戦い方を知らないみたいだな」

　他者に傷を付けられたのが初めてであろうアロマは薫の手刀などまるで警けい戒かいしていなかった。薫は手刀でアロマを狙ねらったのではなかった。手刀でアロマを貫つらぬこうとはせず、アロマの胸むな元もとを掴つかんだ。

　服がびりっと破れる。薫はアロマを引き寄せる。そして逆手に持ち替かえたブラディミールでアロマの首を狙った。

　が、アロマの身体は砂のように崩くずれ去り、薫の手をすり抜けた。

「なっ……」

　砂となって崩れ去ったアロマは風もないのに巻き上がり、砂が薫の身体に巻きつく。次の瞬間、アロマは元に戻って薫を後ろから抱だきすくめていた。

「ほぉら、無む駄だでしょ？　わたしがちょっと力を入れたら薫君はただの肉の塊かたまりになって死んじゃうのよ？」

　アロマは薫の背せにそっと頭をもたれさせ、囁ささやく。軽く寄り添そっているようにしか見えなかったが、薫は動くことができない。

「ねえ……ここでしちゃおっか、薫君」

　女性らしい膨ふくらみのない幼おさない身体であるにも拘かかわらず、その声は恐おそろしいほどに艶なまめかしい。しかしそれ以上に恐ろしいのは、彼女の声は抗あらがい難がたいほどの響きをもって自分を誘さそっていることだった。

「あ……ぐっ！」

　薫は声を漏もらした。薫の身体を背はい後ごから撫なでていたアロマの手が闇やみのオーラで作られたボディ・スーツを透とう過かし、直接肌はだに触ふれたのである。主人に触れられると使徒は途と方ほうもない快楽を受けるが、契けい約やくを終えていない薫はそれと同時に失神するほどの激げき痛つうを受けた。

「ねえ、薫君。貴方にどんな未来が待っているか分かってる？」

「未来……だと？」

「そう。仮にわたしを倒せたとして、その後はどうなると思う？　その女は貴方あなたに自分の役やく割わりを託たくして楽になれるでしょうけど、貴方は絶対に倒れられないのよ？　だって貴方の役割を受け継つげるだけの力を持った者はもう誕たん生じようしないから。貴方はこの苦痛を背せ負おいながら、永遠に戦い続けなくちゃならないの。たった一人で」

「そんなこと……分かってるっ」

「ううん、分かってないわ。昨日の夜、苦しかったでしょ？　それが何億回も繰くり返されるのよ？　……でもわたしの血を受け入れればそれも終わるわ。薫君、本来なら貴方はわたしに奉ほう仕しするだけの生き物。でも特別扱あつかいしてあげる。貴方が死ぬまで貴方以外の使徒は作らないわ。貴方だけを可愛かわいがってあげる。貴方はただわたしと楽しく過ごせばいいの。もうつらいことなんて何もないのよ？」

「僕は……」

「さあ、言ってみて」

「……何があろうと絶対にお前には屈くつしない」

　アロマの顔から笑みが消えた。

「……薫君。わたし、もしかすると貴方のことが嫌きらいになっちゃうかも」



　まずい──と戦いの行方ゆくえを見つめていたレイニーは思った。アロマの表情から薫への執しゆう着ちやくが消えた。いや、まだ強く執着しているからこそ、自分にまったく靡なびかぬことに怒いかりを覚えているのだ。

　このままでは薫を他の者に渡わたさぬため、殺して喰くらい尽つくす。アロマはそういう暴君であった。しかし今の自分には彼を助ける力など……。

「……レイニー」

　息絶え絶えの声が話しかけた。

「お前……」

　そこにいたのは胸むねに大おお穴あなを空けられて半死半生のヴァルデリーだった。

　ヴァルデリーはレイニーの力を抑おさえている首輪に手を掛けた。ヴァルデリーの手の中で首輪が変形するが、首輪から無数の刺とげのような物がヴァルデリーの手を貫いた。「ぐっ！」貫いた刺が防ぼう御ぎよ機能で毒物を流し込んだのであろう、ヴァルデリーの口から血が吹き出す。

「よせ、死ぬぞ」

「黙だまってろってのよクソ女。あんたに指図される覚えはないわ」ヴァルデリーは構わずに全身の力を籠こめる。ライダー・スーツに美しく彼女の筋きん肉にくが浮き上がり、そしてあちこちで限界まで膨ふくれ上がった風船のように弾はじける。「あいつに死なれちゃ困こまるのよ。誘さそいを拒こばまれたまま死なれちゃ、わたしのプライドが許さないの」

　アロマがハッとしてレイニーたちの方を向き、手を振り上げた。術言ワードも唱えずに強大な力がそこに集まって行く、が、その手を薫の手が押おさえつけた。

「行きなさい、お姫ひめ様さま。戦う気き概がいが残っているなら！」

　レイニーを押さえつけていた首輪が砕くだけ散った。彼女を押さえつけていたアロマの力が取り除のぞかれる。

　レイニーはアロマに向かって跳ちよう躍やくし、踵かかとでアロマの頭を狙ねらう。

「ふん」

　アロマは自分の手を押さえていた薫を振ふり払はらい、手に集まっていた魔ま力りよくを放出しようとする。しかし薫が倒れた体勢のままアロマの脚あしを払った。魔術の矢はレイニーの顔の脇わきを通り過ぎ、天てん井じように大穴を空け、そのままモン・サン・ミッシェルの大広間を貫かん通つうして修道院を半分吹ふき飛ばした。

「レイニーさんっ！」

　薫はブラディミールをレイニーに投げる。レイニーはそれを受け取り、姿し勢せいを崩くずしたアロマへと振り下ろす。だがアロマは砂と変わり、それをすり抜ぬけた。

「ちっ……」

　舌打ちしながらレイニーが薫の横に舞まい降おりた。

「レイニーさん……」

「遅おそい。女を待たせるなどマナー違い反はんだな」

「すみません、道が込こんでいて」

「ふ……なら仕方ないか」

「これ、忘わすれ物です」

　薫はポケットから金きん属ぞく錐すいを取り出し、レイニーに渡わたした。レイニーは小さく笑い、薫にブラディミールを返す。

「薫……わたしはゲートに行く。ほんの少しでいい。あの女を止めてくれ」

「待って下さい。この剣の力を使えば……」

「……それはダメよ、薫君。それだけはダメ」

　砂になっていたアロマが元の姿すがたに戻もどっていた。

「薫君……もう貴方なんていらない」

　アロマの四し肢しから赤い闇やみがぼとぼとと零こぼれ落ちる。それは彼女の身体からだを覆おおっていき、瞬またたく間に巨大な闇の塊かたまりとなって天井を突つき抜ぬけた。

「……どのみち、あいつを倒たおさなければ我われ々われに未来はないようだな」

　レイニーは金属錐を、薫はブラディミールを構えた。

　最後の戦いが始まった。

　　　　◇




　真澄は肩かたで息をしていた。ケラウズランブラを握にぎる手はハーシュハイザーの斬ざん馬ば刀とうを受け止め続けていたためもうほとんど感覚がなかった。

「お前は魔術が得意なのであろう？　なぜ使わぬ？」

　ハーシュハイザーが不満げに言った。

　数か月前、真澄は山村の駅でこの男と一度戦っていた。そのときは薫とのタッグ。しかし真澄は感情のままに奴やつに向かって行き、むしろ薫の邪じや魔まをしてしまった。

　体術では絶対に敵かなわない。倒せるとしたら魔術と体術のコンビネーションしかない。……と頭では分かっていたが真澄は魔術を使わない。いや、冷静だからこそ彼は魔術を使わないのであった。

「残しておるのか？　貴婦人を封ふう印いんするための魔力を。格かく闘とうが本職ではないお前に勝機がないことぐらい分かろうに」

「うるせえっ、てめえをこの手で殴り殺してやりてえんだよ！」

　真澄はケラウズランブラを構えてハーシュハイザーへと向かって行った。

　杖ロツドの鋭く尖とがった下の先せん端たんを槍やりのようにしてハーシュハイザーを突つく。

「なっ……！」

　真澄は唖あ然ぜんとする。ハーシュハイザーは斬馬刀を縦たてに構え、その一点でケラウズランブラの突きを受け止めてしまったのだ。

（バケモンだ……コイツ）

　真澄のみぞおちに丸太のようなハーシュハイザーの足が迫せまる。戦車でさえ軽々と蹴けり上げるであろう、致ち死しの一いち撃げきであった。

「くそっ！」

　真澄はケラウズランブラを捨すて、体重を乗せた肘ひじ打うちをハーシュハイザーの蹴りに合わせた。

　折れたのは真澄の腕うでの方だった。ぐしゃりという気色の悪い音が腕の中で鳴り、肘から肩かたまでの骨ほねが一気に砕くだけ散る。だが少しだけ奴の蹴りの速度を落とすことができた。僅わずかに勢いの落ちた蹴りを腹はらに受け、真澄は弾はじき飛ばされ、近くの砂すな浜はまへと落下した。

「う……ぐっ……」

　起き上がろうとする真澄の頬ほおを掠かすめ、何かが地面に突き刺さった。ケラウズランブラだった。

「いいかげん、本気になれ。先のことを考えている場合ではないのだぞ」ハーシュハイザーがやや興きよう醒ざめしたように言った。「お前は俺おれを憎にくんでいるのだろう？　十年分の憎ぞう悪おを俺に叩たたきつけてみろ」

（舐なめやがって、ちくしょうがっ）

　真澄はケラウズランブラを拾い、身構える。真澄の憎悪を吸すってケラウズランブラが輝かがやきを帯びる。

　力を得るために受け入れた穢けがらわしき闇の肉体。主人の館やかたで学んだ呪のろわれた黒くろ魔ま術じゆつの数々。それは全すべて、両親を目の前で食い殺したこの男に復ふく讐しゆうを果たすため。

「やってやろうじゃねえか！」

　真澄はケラウズランブラを水平に構え、術言ワードを唱え始めた。『ナグルファルの魔ま窟くつ』。この世界に流れ込んだ『向こう側』の瘴しよう気きを異い形ぎようの魔物にと変え敵を食い尽つくす禁きん呪じゆ。人間の肉体では操あやつるどころか一いつ瞬しゆんにして術に食い殺されるが、この肉体なら制せい御ぎよできる。この世界で瘴気が最も淀よどんでいるこのモン・サン・ミッシェルで最大の力を発はつ揮きするこの魔術は、ハーシュハイザーを倒たおすためにとっておいたものだ。ただ……一ひと度たび発動させたら、術者の中にある魔力を残さず使い果たしてしまうまで止まることはない。

　真澄の足元に黒い淀みが現れる。「それでいい」とハーシュハイザーがほくそ笑みながら身構える。その禍まが々まがしき闇は真澄がこれまで溜ため込こんだ憎悪そのものであるように見えた。

　そのときであった。ターン、ターン、という乾かわいた音が響ひびいた。

（……銃じゆう声せい？）

　ハーシュハイザーが小さくのけ反った。

「真澄君！」そこには短銃を構えた長谷川司祭がいた。「そいつは私に任せて、君は封ふう印いんの魔術を！」

　司祭は銃を連れん射しやした。すぐに弾だん倉そうの弾丸を撃うち尽くし、司祭は法ほう衣えの中から新たな弾倉を取り出して、ぎこちない手付きで交こう換かんしようとする。

「……貴き様さま……」

　ハーシュハイザーの顔には激はげしい怒いかりが浮かんでいた。対魔加工が施ほどこされたエスクードの標準装そう備びとはいえ、銃弾などこの男には何のダメージも与あたえられていない。

　ハーシュハイザーは弓を引くように斬馬刀を大きく振ふりかぶる。

「危あぶねえっ」

　真澄は司祭に向かって飛ぶ。斬馬刀がハーシュハイザーの手を離はなれ、激しく回転しながら二人へと迫せまる。間かん一いつ髪ぱつのところで真澄は司祭をかばって地面に伏ふせた。斬馬刀は真澄の服を掠かすめて通り過ぎ、ブーメランのようにハーシュハイザーの元へと戻って行った。

「バカ野郎！　てめえみたいなジジイが相手にできるような相手じゃねえことぐらい分かるだろうが！」

「君のような小こ僧ぞっ子こに馬ば鹿か呼よばわりされる覚えはない。私とてエスクードの一員だ」

「無む駄だ死じにだって言ってんだよ」

「それに、君のことも深津の奴に……君と薫君の養父に頼たのまれている」

「……関係ねえよ、あんな奴。もう俺とは何の関係もねえ」

「本当にそんなことを思っているのか？」

　真澄は立ち上がった。ハーシュハイザーは真澄を待っていた。

「邪じや魔ますんな。あいつ、次は見み逃のがさねえぜ」

　真澄はケラウズランブラを構えた。

　と、そのとき破れた服の中から何かが転げ落ちた。それは鎖くさりのついたネックレスだった。自分の物ではない。見覚えもない……いや、真澄はそれを覚えていた。それはクラウディアの持ち物であった物だ。

（あのババア……）

　エンカーナシオン城じようでクラウディアが自分のポケットに魔ま方ほう陣じんを描かき写した物を突っ込んだときだ。

（……ちくしょう。どいつもこいつも、いつまで経たっても人を小僧扱あつかいしやがって）

「逃げてな、じいさん。こいつはちょっとばかり派は手でな術だぜ」

　真澄は先程中断した術言ワードを唱えながらハーシュハイザーへと走る。ハーシュハイザーも斬馬刀を構えてこちらに向かって来る。

「やってみろ。お前の魔力が尽つきるまでに俺を食い尽くせるか」

「……『俺の』魔力は使わねえよ」

「なに!?」

　術言ワードが完成した。真澄は魔術を発動させる瞬しゆん間かん、ネックレスの先せん端たんについた宝石を握にぎり潰つぶした。砕くだけた宝石の中から大量の魔力が──クラウディアが蓄積チヤージしておいた魔力が流れ込む。他人のチャージした魔力を自分の中に受け入れて使うなんていうのは初めてだったのだが、身体からだの中に入って来る師し匠しようである女性の魔力は何だか懐なつかしい香かおりがした。

『ナグルファルの魔窟』が発動し、ハーシュハイザーを黒い沼ぬまが取り囲んで呑み込む。

「ぐおおおっ！」

　ハーシュハイザーが怒ど号ごうを上げる。が、人間であるクラウディアがチャージした魔力は強力な禁きん呪じゆにあっと言う間に消費され、新たな魔力を求めて真澄を侵しん食しよくしようとする。真澄はそこで無む理り矢や理り魔力を断ち切った。

　ハーシュハイザーを呑み込んでいた沼が朝あさ霧ぎりのように消えて行き、全身を食い千ち切ぎられて血まみれになったハーシュハイザーが姿を見せた。そのような状態になりながらもハーシュハイザーは斬馬刀を振ふり上げる。真澄はそれにケラウズランブラを合わせる。ハーシュハイザーがにやりと笑う。いくら伝説の魔導の杖ロツドとはいえ、それを振るっているのは生身の肉体。魔族でもトップクラスの身体能力を持つ自分ならば力ずくで真澄を叩き潰つぶせる……そういう笑みであった。

「……んなことは分かってんだよ。俺の本職は肉にく弾だん戦せんじゃねえってことぐらいはな」

　斬馬刀と接せつ触しよくする瞬間、真澄はケラウズランブラに大量の魔力を流し込んだ。戦せん闘とうで傷きずついていた杖が限界を超こえた。ドウンッ、という爆ばく音おんを立てて杖が破は裂れつする。

「なっ……」

　破裂したケラウズランブラは、ハーシュハイザーの斬馬刀を巻まき込んで消しよう滅めつした。その余波は真澄とハーシュハイザーにも降ふり注ぎ、真澄の全身が爆ばく裂れつの炎ほのおに包まれる。だが真澄はそのままハーシュハイザーへと突とつ撃げきし、腕うでを奴やつの胸むな板いたに突つき刺さした。厚い筋きん肉にくに指の骨ほねが次々に砕けるが、真澄は構わず奴の胸むねに腕をめり込ませた。

「……これで終わりだ」

　真澄はハーシュハイザーの身体の中で呪文を炸さく裂れつさせた。それに呑み込まれる瞬間、ハーシュハイザーはやけに満足そうな笑みを浮かべていた。



　──爆ばく炎えんが収まった。煙けむりが風に流れていき、そこには仁に王おう立だちする真澄と、胸に大おお穴あなを空けられて倒れたハーシュハイザーの姿があった。

　終わった……と真澄は思った。

　だが十年間も恨うらみ続けた両親の仇かたきを討うったというのに、不思議なぐらい心は何一つ晴れていなかった。これまでの人生を復ふく讐しゆうのために全すべて費ついやし、何千万回もこの男を八つ裂ざきにする光景を思い浮かべては身み悶もだえ、呪のろわれた身体を受け入れてまで果たした復讐だというのに、何かを達成したという感情を覚えることはできなかった。

（……そういうものなのかもしれねえな）

　激はげしい傷きずを受けた後、それを与あたえた相手に同じだけの傷をつけたとしても、それによって傷が塞ふさがるわけではない。相手にも傷を与えてやったという満足を得るだけだ。

　だから「復讐なんて何の意味もない」と言う者もいる。

　けれどそれは外野がどうこう言う話ではない。傷を受けた者が相手に傷を与え返し、そこで何を思うかはその当事者にしか分からないのだ。

（ま、結局クラウディアさんの言う通りだったわけだけどよ……。でもいいだろ？　俺おれはこれがやりたかったんだからさ……あんたは気に入らねえだろうけど、勘かん弁べんしておいてくれよ）

「真澄君！」

　司祭が叫さけぶ。

「大だい丈じよう夫ぶ……何ともねえ」

　そう言いながらも真澄は立っていることが不思議なくらいに疲ひ弊へいし切っていた。

　そのときモン・サン・ミッシェルの方から瓦が解かいする音を聞き、真澄は修道院を見上げた。

「ありゃあ……」

　修道院が音を立てて崩くずれながら、赤黒い闇が溢あふれ出していた。

「ま、やるしかねえわな」

　そういうわけだ、悪いけど俺は最後の仕事をしなくちゃなんねえ。じゃあなクラウディアさん……と心の中で呟つぶやいてから真澄は術言ワードを唱え始めた。

　　　　◇




「危あぶないっ」

　薫はレイニーを押し倒して床に転がった。

　修道院中に広がった赤い闇やみが触しよく手しゆを伸のばしレイニーを狙ねらう。

「ふん……わたしが気に入らないようだな」

　レイニーはつまらなそうに言う。しかし目の前に広がる闇からは人の感情のようなものはもう感じられない。ただ全てを呑み込む混こん沌とんの塊かたまりであった。

「僕ぼくが行きますっ」

　薫はブラディミールを構えて赤い闇へと向かって行った。

　剣を振るい、剣が闇を切り裂く。何の手て応ごたえもなく風が闇を揺ゆらしただけ……だが闇が顫せん動どうし、「オオオオオーッ」という風が吹ふき抜ぬけるような音が修道院中に響ひびき渡わたる。

（効いて……いるのか？）

　それまで薫を敬けい遠えんしていたようにも見えた闇が突とつ然ぜんに薫にと向かって来る。

「な……」

　突然の攻こう撃げきに対応が遅おくれた薫の身体に、後ろから柔やわらかな感かん触しよくが当たった。

「何をやっている、この愚おろか者め。そんなざまでわたしの後こう継けい者しやになるつもりか？」

　レイニーは薫を背はい後ごから抱だき締しめて跳ちよう躍やくし、触手を躱かわして階上の大広間へと飛んだ。

「……すみません」

「いちいち謝るな」そう言ってからレイニーは苦笑する。「相変わらずだな」

　大広間は天てん井じようが抜けて瓦解していた。そこにはさっきまで遠目に戦いの行方ゆくえを見守っていた魔ま族ぞくたちが、生気を吸すい尽つくされて干ひ物もののようになって転がっていた。

　唯ゆい一いつ自分を傷つけられるブラディミールを嫌いやがっているのかまだ攻せめては来ないが、周囲を輪になって囲みながら、じりじりと輪を狭せばめていっている。

「……まずいな。薫……わたしはゲートに行く。ほんの少しでいい。あの女を止めてくれ」

「待って下さい。この剣の力を使えばゲートを封印できるんです」

「……何だと？」

「少なくとも今開こうとしているこのゲートだけは。そうすれば僕は貴方ともう少しだけ一緒にいられる。だから……」

　──ダメよ。

　闇が戦慄わななき、それまでの風の呻うめき声のような声から少女の声に戻る。渦うず巻まく赤い闇の中から一対の瞳が現れて薫たちを見た。

　──それはダメ。そんなことは……そんなことは絶対に許さないわ！

　怒いかりとはまた違うそれは、強きよう烈れつなまでの嫉しつ妬とであった。

　アロマの声と共に薫たちの周囲を取り囲んでいた赤い闇が、モン・サン・ミッシェルの修道院を吹ふき飛ばしながら薫たちに迫せまる。二人は咄とつ嗟さに下を見る。ゲートまでの百数十メートルを落下して無事かは分からないが、他に逃にげ場はない。が、周囲四方からだけではなく、さっきまでいたゲートへと繋がる地下室からもマグマが吹き上がるように闇が迫っていた。逃げ場はもうどこにもなかった。

　そのときだった。

　ゴオオオーッ、という音が地下深くから聞こえた。

「ま、まさかもうゲートが!?」

「……違う」

　二人に迫る闇がピタリと止まる。

　──これ……は……!?

　地下から一ひと筋すじの光が見えた。それは赤い闇を吹き飛ばしながら、あっと言う間に光の矢となってこちらへと向かって来る。

　──これは！

　アロマの声が裏うら返がえる。そこには恐きよう怖ふがあった。

　──これはあのときの！

「……魔ま方ほう陣じんの発動だ」

　　　　◇




（くっ……）

　モン・サン・ミッシェルの島へと続く道の上で桂かつら木ぎ真澄はＺＯＳＯことゾルアス・ソリヴィエの遺のこした封ふう印いん魔術を最後の力を振り絞しぼって制せい御ぎよしようとしていた。

（ダメだ……完成させるにはまるで魔力が足りねえ……）

　ＺＯＳＯの魔方陣は生いけ贄にえの魔方陣であった。八百年の昔、ＺＯＳＯがエンカーナシオン城じようでこれを唱えたとき、ＺＯＳＯはレイニーを呼び寄せて魔族のパーティを襲しゆう撃げきさせ、彼女が殺した魔族の死し骸がいを生贄として捧ささげた。しかし真澄は生贄を用いず、自らの魔力を魔方陣に吸すわせながら魔術を維い持じしていた。

　が、いくら盟主ロードの血を受けた真澄とはいえ、その魔力だけではとても足りず、まるで魔術は数万匹びきの蛇へびのように真澄の身体の中に食い込んで、不足したエネルギーを補おぎなおうと真澄の肉体を喰くらっていた。

（もうちょっとだけ保ってくれ……。もう俺はやりたいことはやった。最後に一度ぐらい、薫の奴やつに兄あに貴きらしいことをしてやりてえんだよ……）

　真澄の頬ほおはげっそりとこけ、皮ひ膚ふがからからに乾かわいていた。もう身体からだは限界を告げていた。もはや気力だけで立っているだけだった。

「……おい」

　と声がした。真澄は「なんてこった……」と声にならない声で呻いた。胸に大穴を空けて倒れていたハーシュハイザーがこちらに顔を向けていた。

「邪じや魔ま……すんじゃねえよ」

　憎にくまれ口を叩たたくことさえもうできなかった。呪じゆ文もんを唱えるのをやめてハーシュハイザーに向かって行ったとして、真澄に戦う術すべは残ってはいなかった。

　が、ハーシュハイザーの口から出てきた言葉はあまりに意外なものだった。

「俺おれの身体を使え」

「……んだと？」

「供く物もつが必要なのだろう？　俺の身体をそれに使えと言っているんだ」

「……何を企たくらんでいやがる？　お前はアロマの配下だろう？」

「お前は一万年かけても俺を倒たおせないと思っていた。だがお前はそれをやった。その褒ほう美び……とでも思っておけ」

「俺のオヤジとおふくろを食い殺しやがった罪つみ滅ほろぼしとでも言うつもりか？」

「そんなことを謝るつもりはない。俺は他の生き物と同じく日々の糧かてを得ただけだ。だがそれでお前の気が晴れるならそう思っておけばいい」

「気が晴れるわけねえだろ。これが終わったら、てめえの身体を一万回斬きり刻きざんでやらあ」

「それがやりたいのなら、まずは生き延のびることだな」

　ハーシュハイザーはもうそれ以上真澄と話すつもりはないとばかりに明後日あさつての方向を向いてしまった。

「ちくしょうっ、上等だ。てめえの身体を魔方陣に食い尽つくさせてやるよっ」

　なぜだか知らないが涙なみだが出た。悔くやしいとかそういう感情とはまた違ちがった。心の中にずっと引っ掛かかっていた重石おもしが、糸の切れた風船のようにどこかに飛んで行くような感覚だった。自分の中で何かが解放されるのを真澄は感じた。

　真澄は魔力の根こん源げんをハーシュハイザーの身体に切り替えた。闇やみがハーシュハイザーを呑のみ込み、ハーシュハイザーは「ぐっ……」と声を漏もらした。

（……何が『俺を倒した褒美』だ。その気になりゃあ、俺を殺すぐれえわけねえだろうに）

　魔術が完成した。

　それと同時にフッと真澄の身体から最後の力が抜ぬけた。

「真澄君！」

　長谷川司祭が悲鳴を上げる。だが真澄はそのままふらりと海の中へと落ちて行った。

（謝らないでくれて……ホントにありがとよ……）

　それが真澄の最後の意識であった。

　　　　◇




「あああああっ！」

　ハッキリとした悲鳴が赤い闇から聞こえた。悲ひ痛つうで恐きよう怖ふに満ちた悲鳴。実体のない赤い闇だったそれにうっすらと人の影かげが重なる。それは幾いく重えもの鎖くさりで絡からめられてどこかに引きずり込まれようとするのを必死になって抵てい抗こうしてもがいていた。

「薫っ」

「はいっ！」

　薫は剣を構えてアロマへと跳ちよう躍やくする。

　しかしアロマもおとなしく斬きられはしなかった。具現化した闇を鞭むちのようにしならせて薫を襲おそう。

　薫はブラディミールでそれを斬り落とす。アロマは苦痛の悲鳴を上げるが、すぐに新たな腕うでが現れて薫に迫せまる。薫はそれを躱かわし、胴どう体たい部分を蹴けって浮かび上がったアロマの頭部へと向かった。

「アロマっ、滅ほろびろっ！」

　ブラディミールを逆手に持ち替え、薫はアロマの額にそれを突き立てようとする。

「いや……やめてっ」

　幾つもの触しよく手しゆが伸のびてブラディミールを止める。

　薫は力ずくでそれを振り払はらおうとする。

「やめて……お願い……あそこにはもう戻もどりたくないの……」

　切っ先のその先に闇の中からアロマの顔がハッキリと浮かび上がる。それはアロマであり、同時に、消しよう滅めつしたもう一人のルーシアであった。

「そんなものに惑まどわされたりはしないっ！」

　薫は力ずくでアロマを貫つらぬこうとした。

　と、そのとき──

　ピシリ、という音が手元で鳴った。薫は息を飲んだ。ブラディミールにヒビが入っていた。

（このままやったら……剣がもたない……）

　薫の手から少し力が抜ける。アロマの顔に微かすかな笑みが浮かぶ。

「そう……その剣が壊こわれてしまったら貴方あなたの大切な人がいなくなっちゃうのよ？」

　薫の身体が震ふるえる。手が動かなくなる。

「薫！」レイニーが叫さけぶ。「お前はもう決めたのではないのか？　何を躊躇ためらっている！」

「だ、だけど！」

　──そうですよ、薫さん……。

　そこに別の声が重なった。「貴方……もう消えたんじゃ……」アロマが唖あ然ぜんとする。

　──やらなくちゃダメです。薫さんとお別れしなくちゃならないのは悲しいですけど、薫さんもあの人とお別れするのはつらいでしょうけど、やらなくちゃダメなんです。

「ルーシア……分かったよ」

　──さよなら薫さん。もう一人のわたしによろしく。

　剣がアロマの額に突つき刺ささった。その瞬間薫は確かに、もう一人のルーシアが「あははは～」などと照れ臭くさそうに頭を掻かきながら自分に微笑ほほえむ姿すがたを見た。



    

  
    
      　　　　◇




　薫の手からブラディミールの柄つかが滑すべり落ちた。漆しつ黒こくの剣は砕くだけ散り、もう柄の先に刃は残っていなかった。薫は崩くずれるように地面にへたり込み、呆ぼう然ぜんとそれを見つめた。それはレイニーを生せい存ぞんさせる最後の希望が砕け散ったことを意味していた。

　レイニーが地面から何かを拾い上げた。それは黒曜石で作った原始のナイフのような短な破は片へん。ブラディミールの破片だった。

「ふと思ったのだがな、もしかしてこの剣が気き紛まぐれに所有者をコロコロと変えたのは、この剣の向こう側に封ふう印いんされていたアロマの意思が反はん映えいされていたのではないのかな？　この剣に選ばれたことがお前とわたしが知り合うきっかけだったと思うと、妙みような気分だ。……見ろ、薫。まだ力が残っているようだ」

　それはぼんやりと赤黒い光を放っていた。

「これならどうにかわたしを死なせてくれるだろう」

　薫の身体から力が抜ける。薫は顔を覆おおって泣いた。決めていたはずなのに……ここに向かうとき彼女を死なせてやると決めていたはずなのに、微かすかな希望が断たれたことは薫を打ちのめした。

「……すみません……」

「なぜ謝る？」

「僕ぼくがアロマを倒せれば……ブラディミールなしでアロマを倒せれば、レイニーさんは死ななくて済すんだかもしれないのに……」

「預言はされていた。お前を待っているのはいずれにせよつらい未来だけだと。それにいずれにせよ、数十年後なり数百年後なり次のゲートが開くとき、わたしの命が必要となった。別れのときが少し先になったにすぎない」

「だけどそれまで貴方と一いつ緒しよにいられた！」

「薫よ……わたしがそれを望んでいなかったと思うか？」

　彼女は笑いながら言った。顔を上げると彼女は晴れ渡わたった秋晴れの空のような素す敵てきな笑顔を薫に向けていた。彼女のそんな笑顔をずっと見たかったはずなのに、ちっとも嬉うれしくなどなかった。「すみません……」と薫は呻うめくように言った。

「今度は何について謝っているのだ？」

「死を迎むかえようとしている貴方がそれを黙だまって受け入れようとしているのに、見送る僕が泣いていることが恥はずかしい」

「いや……それが別れというものなのだ。心を痛いためるのは死にゆく者ではなく、常に残された者なのだ。わたしがいなくなることに、お前が心を痛めてくれているのをわたしは嬉しく思う」

「レイニーさん……」

　レイニーはポンと薫の頭に手を置いた。

「だがわたしはもう行かねばならない。ゲートがわたしを待っている。これまでのレディ・キィにそれを求めたように、わたしもその任を果たさねばならない」

　彼女は部屋の中央に空いた穴あなから、螺ら旋せん階かい段だんの遥はるか下、今にも弾はじけ飛ぼうとしているゲートを見つめた。

「……怖こわくないわけではないんだ。今までわたしは自分の死というものを、自分が倒たおれてこの世界を護まもる者がいなくなることの危き惧ぐとしか捉とらえられなかったが、今はこの世から自分がいなくなることを恐きよう怖ふしている。それはもしかすると、お前との別れを恐怖しているのかもしれない。逆に言えば、お前という別れたくない相手がいるからこそわたしはそれが悲しいのだ。それはもしかすると、ずっと孤こ独どくの中にいたわたしにしてはとても幸せなことなのかもしれない……そうは思わないか？」

　レイニーは薫の手を取った。

「一緒に来てくれるか？　下に着くまでの短い時間だが、わたしはそれをお前と一緒にすごしたい。……それぐらいの我わが儘ままを言ってもいいだろう？　わたしはレディ・キィなのだから」

　薫は涙なみだを拭ぬぐって「……はい」と頷うなずいた。二人は手を繋いで階段を降り始めた。

　　　　◇




　オーストリアはエンカーナシオン城じよう。

　長谷川司祭から連れん絡らくを受けたジェイミー・リラフォードは、「……分かりました」と言って電話を切った。

「どうやら戦いは終息したらしい。魔ま族ぞくたちが恐慌に陥おちいっているところを見ると、薫君がアロマを倒したようだ。……凄すごいな、彼は。人間の身でありながら盟主ロードを倒してしまうなんて……」

　しかし彼にはこれからどんな未来が待っているかと想像すると、リラフォードの表情は沈しずんだ。

　彼の足元にはパンクス神父シド・ギーエンがうずくまっていた。全身ボロボロ、ご自じ慢まんのパンクス・ヘアはバラバラに乱みだれている。そして彼は顔をぐしゃぐしゃにして泣いていた。

「……いい加減にしろギーエン。お前よりも泣きたい者もいるんだぞ」

「うるせえっ、んなことは分かってんだよっ。でもよ、何で姐あね御ごが死ななくちゃなんねえんだよっ。何百年も独りで戦い続けてきた挙あげ句く、こんなふうに死ななくちゃいけねえなんて可哀かわい想そうすぎるじゃねえかよっ」

「それを乗り越こえるんだ。私も、お前も、それから薫君も……。ギーエン、お前はこんな思いをしたくないからもうエスクードを辞やめるのか？」

「辞めるわけねえだろバカっ、逃にげたてめえと一緒にすんじゃねえよ！　俺らがここで逃げたら何のために姐御が死んでくれんだよっ。姐御が護まもってくれたこの世界を最期まで見み届とどけてやらあっ」

「そうか。では不本意ではあるがしばらく私とお前の付き合いも続きそうだな」

「けっ、そりゃこっちの台詞せりふだっつーのっ」

　　　　◇




　モン・サン・ミッシェルの地下深くへと続く螺旋階段を薫とレイニーは降おりていた。

　言いたいことはいっぱいあるはずなのに何も言葉が浮うかばなかった。彼女と話すことはこれが最後だというのに。

　階段の終わりはまだ見えない。けれど確実に終わりはくる。そのときが彼女との別れのときなのだ。

「……薫、お前、好きな食べ物は何だ？」

　いきなりレイニーが話しかけてきて薫は「はい!?」と聞き返した。

「好きな食べ物は何かと聞いたのだ」

「好きな食べ物ですか……？　そうですね……おでんとか……」

「この馬ば鹿かめ、真ま面じ目めに答えるな。別れのときだというのに黙り込みよっているから、冗じよう談だんで聞いたのだ。ロマンティックな台詞の一つでも囁ささやいてみせぬか」

「す、すみませんっ」

「またそれが出たな」レイニーは笑った。「まあ、いい。誰だれにも言葉が見つからぬときがある。そういうわたしも何を喋しやべっていいのか分からぬ。……そうだな、わたしの昔話でも聞いてくれるか？」

　薫は「はい」と頷いた。一緒に旅をしていた頃ころも彼女は自身の過去の話はしようとしなかった。

「……わたしが生まれたのはシュタレットという小さな町だ。わたしはそこの領主の娘むすめで、妹のフラウと共に何不自由なく育てられた」

「レイニーさんってお嬢じよう様さまだったんですか!?」

「茶々を入れるな」レイニーは少し憮ぶ然ぜんとして言う。「わたしは父と母と妹に囲まれ、幸せな時間を過ごしていた。それはまるで凪ないだ海に船を浮かべて揺蕩たゆたうような心地ここちよい夢のような時間だった。が……それはある日、唐とう突とつに終わりを告げた。ある一人の魔術師がバチカンにあるゲートを開いたのだ……」

　薫は黙って彼女の話に耳を傾かたむけた。彼女の全すべてを知っておきたかった。これから自分を待っている長い長い戦いの日々を彼女の記き憶おくと共に生きるために。

　　　　◇




　エンカーナシオン城からウィーンへと続く道をクラウディア・マルゼスとアイリス・ショーエンワイスは歩いていた。長く降ふり続いていた雨はやみ、雲間から太陽が覗のぞいていた。

　後ろからはアンジェラ・グレンヴィルが黙ってついて来ている。肝かん心じんなところでクラウディアに助けられてしまったことがよっぽど気に食わないらしい。

　実際にラダーヴィを倒してアンジェラを助けたのはクラウディアではなく魔族のミラベリなのだが、クラウディアはアンジェラの拗すねっぷりがあまりに面白いので黙っていることにした。本当に妹のルーシアとそっくりな気質をしている。

　そしてそのミラベリだが「先生、一緒に暮くらしましょっ」とすがりつくアイリスの頭を撫なでると、「これからの世界で私とお前は一緒にはいられない」と言ってどこかに消えてしまった。

「ねえ、お師し匠しよう様。イギリスは……いえ、世界はどんなふうになってますかね？」

　アイリスが訊たずねた。

「そうねえ。大変なことになってんじゃないの？」

「そんな簡かん単たんに言われましても……」

「だってさあ～、魔族の存そん在ざいは公おおやけになっちゃったし、薫ちゃんたちがアロマを倒してゲートを封ふう印いんしたとしても、相当数の魔族がいるし、オマケに山ほど使徒を作っちゃったし。これからが大変なのよねえ。……そいつらと血みどろの戦いをするより、何らかの休戦協定を結ぶ方が得とく策さくかもしれないわね」

「休戦協定……ですか？」

「そう。トゥロワヌやアロマじゃまったく交こう渉しようにならないでしょうけど、残ったあの盟主ロードはまだ交渉の余地のある奴やつだと思うのよ。でもバチカンは『魔ま族ぞく殲せん滅めつ！』な奴らばっかだから、たぶん魔術師協会ウチの誰かあの変態盟主さんと交渉しなくちゃならないと思うわ」

「……お師匠様がやるおつもりですか？」

「ん～、イヤなんだけどな～。でもさ～、わたしと変態盟主さんにはちょっとした『縁えん』があるじゃない？　やっぱわたしが行くことになる気がするのよねえ～」

「真澄さんのこと……ですね」

　クラウディアは「ん～そんな感じ」と少し違うトーンの口調でアイリスを見ずに言った。

「真澄さん……死んじゃったんでしょうか？」

「知んない」

「生きてます……よね？」

「知んないってば。……でも、もし本当に死んでたら絶対に許さないんだから」

「『死んでいたら許さない』ですか？」

「そうよ。何かヘンなこと言った？」

　アイリスはもう何も聞かなかった。もし自分がいなくなったとき、クラウディアが同じくらい怒おこってくれるような弟子になりたいと思った。

（けど……）

　アイリスの脳のう裏りにちょっと毛色の変わった懸け念ねんが浮かぶ。

　それにしたってお師匠様と我わが君さんが交渉したりしたら、この世界は何かとんでもない方向に進んじゃったりしないかしら？

　　　　◇




「……そうしてわたしはゲートの封印に成功したわけだ。妹フラウの命と引き換かえにな」

　螺ら旋せん階かい段だんを下りながらレイニーは遥はるか昔にあったゲート封印を巡めぐる戦いについて話した。

「それからどうなったんですか？」

「どうなった、と聞かれてもな。それからはお前の想像している通りだ。わたしは契けい約やくを終えてない使徒であることを隠かくし、バチカンと協力関係を取りながらレディ・キィを護まもり続けた。それだけだ」

「そうじゃなくて、レイニーさんの従じゆう者しやだったベタンコートさんとか、『向こう側』から戻った後に一緒に戦った部隊長のデルガードさんとか、レイニーさんをすごく慕したっていたっていうアンキールさんとか……」

「そいつらか……。ベタンコートには最後まで自分がブラディミール家の娘むすめであることは告げられなかったな。あいつは最後までわたしを魔族の一人として憎にくんでいたようだ。けどそれもあまり長い時間ではない。妹フラウの死を知ったベタンコートは、その後すぐに病気に倒たおれてしまってな……。自分の仕えてきた者がいなくなってしまったということが堪こたえたのだろう。『わたしはあのレイニー・ブラディミールだ』と名乗り出たら奴はきっと喜んでくれただろうと思うと、少し後こう悔かいしている。もしかするともっと長生きして、わたしに色々と世話を焼いたかもしれん」

「それは……違います」

「かもしれないな。……部隊長のデルガードはフラウと共にバチカンのゲートを閉とじに行ったときに討うち死じにした。アンキールの坊ぼうやは生き延のびてずいぶん長く一いつ緒しよに戦っていた。最後までわたしに『レイニーさん、レイニーさん』と言って懐なついていた。けど奴もやはり十年だか二十年だかして戦いの中で死んだ。わたしにとって『人間と知り合う』ということは、いずれ別れのときを看み取とるということでしかなかった」

「……すみません、悪いことを聞いてしまって」

「また謝ったな」レイニーは笑う。「構わぬ。歴史の教科書には残らぬ小さな英えい雄ゆうたちのことを誰だれかが覚えてやった方がいい。わたしはもう彼らのことを語り継つぐことはできぬのだから。……聞きたいことがあったら遠えん慮りよせずに何でも聞け」

「その……好きな食べ物って何ですか？」

　レイニーはまじまじと薫を見つめ、そして吹ふき出した。

「本当にそんなことを知りたいのか？」

「あの、はい。少しの間。一緒に教会で暮くらしているときも、レイニーさん、僕の作った食事に何のコメントもくれなかったし……」

「そうか。それはすまなかった。……そうだな……好きな食べ物か……。食に関する欲よつ求きゆうというものは昔からあまりなかったからな……。敢あえて言うなら『向こう側』にいたときよく朝食に出された……」

　　　　◇




　カタン、と盟主ギアリーはスプーンを置いた。

「どうかなさいましたか、ギアリー様？」

　メイドのナドラクが訊たずねた。ギアリーはその複眼の瞳でテーブルに並ならべられた朝食のスープをじっと見つめた。こちら側にしかいない獣けものの肉で作られたスープだ。

「……ナドラクよ、レイニーという女のことを覚えているか？」

　びくり、とナドラクの顔が強こわ張ばった。

「ええ……まあ」

　とナドラクは曖あい昧まいな返事を返した。もちろんナドラクはレイニー・ブラディミールのことを覚えていた。餌えさとして捕とらわれていたあの牢ろう獄ごくから救われ、こうしてギアリーの使徒として生きているのはレイニーのお陰かげだった。

　しかしその話題はこの屋や敷しきではタブーであった。レイニーがギアリーを騙だまして逃にげたことで、主人は酷ひどい恥はじをかかされたのである。ナドラクはそのことに今も怒いかりを感じていた。確かにレイニーは恩人ではあるが、今の自分にとって重要なのは千年にも渡って側そばに仕えさせてもらった気高き盟主ギアリーである。あれほどよくしてくれたのにギアリーを裏うら切ぎったレイニーがナドラクは許せなかった。

「あやつ、このスープが好きだったのお。食事のときでさえいつも不ふ機き嫌げんな顔ばかりしているくせに、これだけは残さず平らげておった」ギアリーはくすりと笑う。「……どうしたわけかのお。最近ふと、あやつのことを思い出すことが多くてのぉ」

「……色々と言ってやりたいこともおありでしょうね」

　皮肉の籠こもった口調でナドラクは相あい槌づちを打った。

「いや、あやつに言ってやりたいことなど何もない。あやつは妾わらわにとってもうどうでもよい娘じゃ」

　ギアリーはきっぱりと言った。レイニーのしでかしたことにより、ギアリーは未いまだに偉大なる君主グランマスターの城しろに登と城じようすることさえしていないのである。

「ただ……」とギアリーは言葉を続けた。「再び会ってみたいとときどき思うことがある。妾も年かのぉ。あやつがここに客として滞たい在ざいしていた数か月のことがやけに懐なつかしい」

　どう答えていいか悩なやんでいると、ギアリーは再びスプーンを手にしてスープを口に運んだ。

「ふふ……まあいずれゲートも開き、再会するときが訪おとずれよう。ナドラクよ、そのときはあやつをここの茶会に招いてやろうではないか。そしてここを去ってからの一千年、どういう時間を生きてきたか、ゆっくり話を聞かせてもらおう。……そうじゃの、やはり妾はあやつに会いたいようじゃ」

　ギアリーは遠い昔に思いを馳はせるように瞳を細めて言った。

「妾、その時がとても楽しみじゃ」

　　　　◇




　東京に向かう飛行機の中で盟主アルフェルムは静かに窓まどの外を見つめていた。

「……我わが君」

　スッ、と音もなく一人の従じゆう者しやが現れた。

「アロマ卿きようが消しよう滅めつしたとの情報が入ってきました」

「そう……ありがとう、アントネリ」

　主人からお褒ほめの言葉を貰もらい、アントネリは頬ほおを染そめる。しかしアルフェルムは報告を受けるまでもなくそのことを知っていた。

（……これでよかったのかな、トゥロワヌ？）

　その答えは永遠に見つかることはない。まあそれもいい。長い人生だ。答えの見つからない問題が一つぐらいある方が退たい屈くつしないで済すむ。

「それでは……」

　そう言って去ろうとするアントネリをアルフェルムは呼び止めた。

「そういえば真澄は？　あの呪じゆ文もんを唱えて生きてられたのかな？」

　アントネリの顔が微かすかに強こわ張ばった。

「……いえ、彼に関しては何も。ただ……その……」

「何だね？　構わないから言いたまえ」

「は、はい。真澄……さんは教きよう皇こう庁ちように与くみしアロマ卿を屠ほふる手助けをしました。仮に彼が生きていたとしても、彼をまた迎むかえ入れることは我が君の立場を悪くされます」

　アルフェルムはしばしアントネリを見つめ、そして含ふくみ笑いを堪こらえながら「そうかもしれないねえ」と言った。アントネリは満足そうに「ええ」と頷うなずいた。

　有能なコだねえ……とアルフェルムはほくそ笑んだ。自分より上位の盟主ロードを滅ほろぼすことに手を貸したことが発覚でもしたら、トゥロワヌが復活したアロマに消滅させられたように遠い未来ゲートが開いたときには自分も裁さばかれることになるだろう。アントネリの言うように、これは墓の中まで持って行かねばならない秘ひ密みつだ。仮に真澄が生きていたとして、彼に戻って来られては困こまるのは確かであった。

　が、この優ゆう秀しゆうな従者はそれを危き惧ぐするのと同時に、真澄がアルフェルムの元に戻って来ることに激はげしい嫉しつ妬とを覚えている。

「……面白いねえ。実に燃えるシチュエーションだ」

「え……？」

「いや、何でもないよ。行きなさい」

　アントネリを追い払はらうと、アルフェルムはまた窓の外を見つめた。

（まだ答えを教えてもらってないよ、真澄。君は私の使徒になって幸せだったか、ちゃんと返事をしに戻もどっておいで）

　　　　◇




　螺ら旋せん階かい段だんが終わり、薫とレイニーはゲートのすぐ真上の部屋にと着いた。

「さて……時間だな」

　短い階段のすぐ向こうはもうゲート。そのゲートが今にも開こうと呻うめき声を上げているのは薫にも分かった。

　薫の喉のど元もとまで「行かないで下さい」という言葉が込み上げる。だが薫はその言葉を飲み込んだ。レイニーは「それでいい」と言うように頷いた。

「薫よ、今はお前はつらい涙なみだの中にいるかもしれない。だがいずれお前の景色も変わるだろう。わたしが見ていたのと同じ景色の中をお前は一人で駆かけることになるだろう。それはとても孤こ独どくな景色だ。知り合った者は誰だれもすぐに老いて去って行く中、お前はその景色の先頭を一人で走り抜ぬかねばならない。だから……もし息が切れて走れなくなったら、そこで倒れてもわたしは咎とがめない」

　薫は即そく座ざに首を振った。

「いいえ、僕はその景色の中を走り続けます」

「そうか……お前は頑がん固こな奴だったな」

　レイニーは優やさしく微笑ほほえんだ。それは薫に「やめてもいいんだぞ」と言っているようでもあり、「走り続けろ」と言っているようでもあった。

　だが薫の答えは決まっていた。

「……ねえ、レイニーさん。最後に一つ教えて下さい。初めて僕と会ったとき、レイニーさんは僕を見て少し妙みような顔をしましたよね。ちょっとだけ僕に興味を覚えたような……。あのとき何を思ってたんですか？」

「闇やみの生物の気配を気取る能力に興味を覚えただけだ」

　相変わらずの冷たい口調。何も変わらない彼女の声。

「それだけですか？」

「そうだな……ちょっとだけお前の養父に似ていると思った」

「それだけ？」

「それだけだ」

　薫は苦笑いしながらため息をついてみせた。

「相変わらずですね、レイニーさんは。こんなときでも」

「何だ？　お前はわたしの唇くちびるがロマンティックな言葉でも紡つむぐことを期待しているのか？」

「……さっきは僕に『ロマンティックなことを言え』とか何とか言ったくせに」

「そうだったな」

　レイニーも笑いながら言い、薫の身体からだに手を回した。薫は彼女の身体を強く抱だき締しめた。ハイヒールを履はいた彼女は小こ柄がらな薫よりずっと背せが高い。彼女は膝ひざを屈かがめた。彼女の顔が薫の目の前にきた。

「最期のお願いだ、薫。わたしのことを覚えていてくれ。お前の前にわたしという女が現れて、そして去って行ったことを忘わすれないでくれ」

「絶対に……忘れません」

「ありがとう。ではもう言葉はいらぬ」

　二人の唇が重なった。

　それが薫の覚えているレイニーの最後のぬくもりだった。

　　　　◇




　ゲートの向こう側。シュティルツヒェン＝パラケルススという名の街の中央にある城しろの私室で本を読んでいた『偉大なる君主グランマスター』と呼よばれているその男は、ふと本から顔を上げ、窓まどの外に目をやった。

　窓の外には高い塔とう、そしてその頂ちよう上じようにあるあちら側とを繋つなぐゲートが見えた。

　彼はしばしそれを見つめていた。

「そうか……」

　一言だけそう呟つぶやくと彼は、一千年前に知った人間の作法に則のつとり、胸むねの前で静かに十字を切った。



    

  
    
      　a scene/before『RAINY DAY & DAY』






　一年前──



　バチカンを飛び立った一機の特別機が東京を目指していた。バチカン教きよう皇こう、初の来日──ということになってはいたが、それは東京で発見された五つ目の『ゲート』を封ふう印いんするためのものだった。

　恐おそれ多くもバチカン教皇を押のしのけてＶＩＰルームを独どく占せんしたソフィア・リヴィエールは、憂ゆう鬱うつな顔で真っ暗な窓の外を見つめていた。

「ねえ……レイニー」

　ソフィアは横の女性に話しかけた。

　男物のスーツに身を固めた燃えるような赤あか髪がみの女性レイニー・ブラディミールは、煙草たばこを揉もみ消して「何だ？」と聞いてきた。

「これから行く東京ってどんなとこ？」

「一度行ったことはあるが、四百年も前のことなのであまり参考にはならんだろうな。それでも聞くか？」

「何よ、めんどくさそうに」

　ソフィアはぶすっとして言うが、ふと思い出したようにレイニーを覗のぞき込こんだ。涼すずしげな顔をしてはいたが、彼女の額は汗あせの粒つぶが浮うかんでいるのに気づいた。

「ご、ごめん。もう夜だし、苦しかったのね」

「大したことはない」

「ウソよ……レイニーが苦しんでいるのを見たことあるんだから」

「わたしはお前には嘘うそはつかない。平気と言ったら平気だ。お前を必ず護まもり抜ぬいてみせる」

「ありがと、レイニー」

　ソフィアはレイニーの膝ひざの上にごろんと身体をもたれさせた。『殺さつ戮りくのレイニー』と恐おそれられるレイニーの瞳に優しげな色が浮かぶ。監かん視しカメラで今も見ているであろうエスクードの連中もそこまでは見えないだろうし、彼女がなぜソフィアにそんな表情をするかも分かりはしないだろう。

「ねえ、レイニー」

「何だ？」

「これから東京で、ブラディミールの剣けん士しとやらがわたしの護ご衛えいをするんでしょ？　確か同じぐらいの年ねん齢れいの男の子だって言ってたわよね？　どんな男の子？」

「深ふか津つ薫かおるとかいうそうだ。会ったことはない。だがお前を護るのはあくまでわたしだ。そいつもエスクードの連中もオマケでしかない」

「ハッキリ言うのねえ。聞かれたら気を悪くするわよ」そこでソフィアは声を殺して付け足す。「……この会話、エスクードの人たちも聞いてるんでしょ？」

「客観的な真実を口にしただけだ」

　ソフィアは苦笑した。まったく、どういう生き方をしてきたらこんな無愛想な人間になれるのだろうか。せっかく美人なのにもったいない。

「レイニー……もしその男の子が気に入らなかったら、それを理由に帰ってもいい？」

　レイニーは初めてソフィアをじっと見つめた。

「お前がそうしたいなら……」

「何でもない」ソフィアはレイニーの言葉を遮さえぎった。「何よ、深しん刻こくな顔しちゃって。冗じよう談だんに決まってるでしょ。わたしの心はもう決まってるもの」

　ソフィアはレイニーの膝にぐっと顔を埋うずめた。ソフィアの身体が震ふるえていた。レイニーはソフィアの頭をそっと撫なでた。

「ソフィア……わたしはお前のことが大好きだ。お前が望むことは何でもしてやる」

「じゃあ最期のときまで一いつ緒しよにいると誓ちかって」

「誓おう」

　ソフィアは嗚お咽えつを漏もらして泣いた。

　強い子だな、とレイニーは思った。

　窓の外に街の明かりが見えて来た。彼女が死なねばならない街の火が。

（もしレディ・キィなどというものがこの世になかったら、死なねばならぬ運命などなかったらよかったのにな……）



    

  
    
      　エピローグ　月ほども遠くにMoonlight Mile






　都内でも有名な心しん霊れいスポットで知られる廃はい墟きよの建物の前に、似つかわしくない一台の高級外車が停とまった。

「ここで待っていてちょうだい」

「お嬢じよう様さま……このような時間に外に出るのはよろしくありません。『奴やつら』と締てい結けつした暫ざん定てい条約でも夜の間の安全は保ほ障しようされていませんし……」

「仕方ないでしょ、あいつ、夜の間は携けい帯たいにも出ないんだから」

「でしたら朝まで待たれた方が……」

「もう、いつまで経たっても子こ供ども扱あつかいしないでよ。平気だって言ってんでしょ」

　ぴしゃりと言って車を降おりて来たのは、二十代後半の金きん髪ぱつの女性だった。

　手には魔ま術じゆつ師しのロッド。癖くせっ毛の金髪と頬ほおに残るそばかすの跡あとがまだ十代だった頃ころの彼女の面おも影かげを今も残している。身にまとう魔術師協会の法士ローブはようやく半年前に手にしたものだ。あの戦いの殊しゆ勲くんで彼女は特別に『法士』を飛び越こえて『蘭らん士し』への昇しよう格かくを打だ診しんされたが、彼女はそれを断り、十年もの時間をかけてようやく見習い魔術師を卒業した。それは彼女の誇ほこりだった。

　ルクレシア・グレンヴィルはロッドに明かりを灯ともし、とっくの昔に閉へい館かんして廃墟となった古いホテルの中庭を見み渡わたした。『ホテル・ヒプノシス』。人類が取り戻した五つ目の『ゲート』が眠ねむる場所である。

「……どうせここにいるに決まってるんだから……」

　ぶつぶつ言いながら周囲を見渡していた彼女は、ホテルの建物の屋上にその姿すがたを見つけた。黒い人ひと影かげが屋上のフェンスを越こえて建物のへりに座すわっていた。

「薫かおるっ！」

　ルーシアは声を掛かける。が、その人影は反応しない。聞こえないのだろうか？　いや、そんなはずはない。彼の聴ちよう力りよくは人間を超ちよう越えつしている。あの距きよ離りからだって自分の心しん臓ぞうの鼓こ動どうさえ聞き分けられるはずだ。それとも何か考え事をして気づかないのだろうか？　ルーシアはもう一度声を掛けてみたが彼は反応しなかった。ルーシアは「もうっ」と廃はい屋おくの中に入って行き階かい段だんを探さがした。

　屋上に出た。彼は夜の闇やみの色の外がい套とうを羽織っていた。その外套はまるでマントのように夜風にたなびいていた。

「薫ってば。どうしていつもあんたは夜の間は携帯を切ってんのよ。用があるとき困こまるじゃないの」

　とルーシアは彼に近寄って息を切らせながら言った。しかし彼はルーシアの方を向かない。初めて会った十年前と何も変わらない小こ柄がらな背せ中なかを無言でルーシアに向け、手にした何かをじっと見つめていた。

　彼の手にしている物が見えた。小さな黒曜石のような破は片へん。それは十年前、ゲートに身を捧ささげるときあの女性の命を絶ったブラディミールの破片だった。かつてあの女が金きん属ぞく錐すいを得え物ものとしていたように、それを鋼こう線せんに結わえて武器として使っていた。

「聞こえないのっ」

　ルーシアはそれを見えなかったことにして怒ど鳴なった。

「聞こえてるよ」

　彼がルーシアに言ったのはただそれだけだった。彼はまた黙だまってしまい、ブラディミールの破片をポケットにしまって夜空を見上げた。

　いつまで待っても空を見ているばかりなので、何かあるのだろうかとルーシアも空を見上げたが、大きな満月が輝かがやいているだけだった。ビルの屋上に腰こし掛かけ、肩かた越ごしに月を従したがえたような彼の後姿はまるで絵画の一場面だった。

　思わず見とれてしまったルーシアだが、我われに返って言った。

「あのねえ、人が呼よびに来てやったのにその態度は何なのよ。わたしたちはパートナーでしょ!?　何で無む視しされなくちゃならないのよ」

　しかし彼は答えない。蹴けり落としてやろうかしら、とルーシアは思った。どうせ彼なら、よっぽど酷ひどい落ち方をしなければ平気なのだ。

「……何を怒おこってんのよ。わたし、何か貴方あなたに怒られるようなことした!?」

「ああ」

　と彼は振り返った。夜の世界を歩き続けているためまったく日に焼けていない白い顔に、禍まが々まがしい真っ赤な瞳ひとみが輝いていた。

　彼がふわりと跳ちよう躍やくする。彼の外套がはためいて月を隠かくしたと思ったら、次の瞬しゆん間かん、彼はルーシアの目の前に着地していた。

　自分より一つ年上の二十代後半のはずだが、見た目は初めて会ったときと同じ高校生のままだ。背せも今は彼女より少し低い。彼の時間はあの日から止まっていた。

「夜の間は僕ぼくに近づくなって言っておいたはずだろ？」

　赤い瞳がルーシアをじっと見つめる。凍こおりつくような冷たい瞳──それは盟主アロマに咬かまれて半分使徒となった証あかしであった。

「そ、それは分かっているけど……」

　感情が一いつ切さい欠けつ如じよしたその瞳に射い貫ぬかれてルーシアは言葉をつまらせた。

　昔だったら他人との諍いさかいを嫌いやがって自分の方から謝ってきたであろう彼だが、今は黙だまってルーシアを見つめていた。

　彼は夜の間は自分に近づかないよう言う。

　契けい約やくを終えぬままの彼は、夜になると強きよう烈れつな苦く痛つうと快楽に苛さいなまれる。あの温厚な薫が夜になるとまるで獣けもののような別人となる。彼はその衝しよう動どうに呑のみ込こまれ、数え切れないほどの女性をベッドに引きずり込んでいることをルーシアは知っていた。

　だから彼は夜の自分に近づくなと言う。いつルーシアを力ずくで抱だいてしまうか分からないからだ。

　ルーシアは自分の鼓動が激はげしくなっていることに気づいた。その音は彼の鋭えい敏びんな聴覚に捉とらえられてしまっているはずだ。必死になって抑えようとするが、ますます鼓動は速くなっていった。無感情な顔とは対照的に炎ほのおを宿したような彼の赤い瞳。その瞳に見み据すえられるとルーシアは何も言えなくなる。

　魔ま族ぞくを狩かる殺さつ戮りく者にして、魔族にとっての最大の敵。盟主アロマに牙きばを与あたえられながら主人を手にかけた彼は、魔族と人間の間に暫ざん定てい的てきな和平条約が締てい結けつされた今も指名手配されて命を狙ねらわれ続けている。揶や揄ゆを籠こめてつけられた渾あだ名なは『貴婦人レデイ・ルージユの吾子バスタード』──。

　だが、この世にただ一人残ったアロマの残した使徒である彼は、憎ぞう悪おと共にある種の憧あこがれを抱いだかれていた。主人の血を受け継ついだこの真しん紅くの瞳は魔族の女さえ惹ひき付ける。そして彼は夜の衝動に呑み込まれると魔族の女さえも……。

　彼に関する様々な噂うわさを思い出しルーシアは、なによっ、と頬ほおを膨ふくらませた。自分は伝言を伝えに来てあげたというのに、何で叱しかられなくてはならないのだ。そっちは忘わすれたかもしれないがこっちはちゃんと覚えているのだ。「ずっと一いつ緒しよにいる」と約束したことを。

「ふんっ」

　ルーシアは薫から目を逸そらした。

「夜の間わたしを近寄らせないのは、どうせ夜の間のお楽しみを邪じや魔まされたくないからでしょ？　まったく、ずいぶんといい力を手に入れたものですこと。あのライダー・スーツのエロ女とだって……」

　そこまで言ったところで、ルーシアは薫に胸むな倉ぐらを掴つかまれて引き寄せられた。

「ちょっ、ちょっと何を……」

　赤い瞳がすぐ目の前まで近づく。ローブが強く引っ張られ、シルクの生き地じがピッと音を立てて少し裂さける。

　ルーシアは彼から逃げようとするが、彼の腕は微び動どうだにしない。相手は魔族と真正面から戦えるほどの力を持っているのだ。人間のルーシアが抗あらがえるはずはなかった。

「……ホントに僕がこんな身体になって喜んでいるとでも思っているのか？」

　確かな怒いかりを込めて言った。めったに彼が見せることのなくなってしまった感情。魔族でさえも震ふるえ上がらせる彼の怒り。しかしルーシアの鼓動はまた胸を激しく打ち鳴らした。それは恐きよう怖ふによるものではなかった。

「……悪い」

　彼はルーシアのローブから手を離はなして背せを向けた。先程までの怒りは波が引くように消えていた。

　彼は乱みだれたルーシアのローブをそっと直した。その拍ひよう子しに彼の手がルーシアの両胸の上を滑る。ルーシアは真っ赤になってしまったが、彼は特に気にした様子もなく、手て馴なれた手付きで彼女のローブを直した。女性の胸の膨らみに触ふれるなど毎夜のことなのだろう。

　不公平よ……とルーシアは思った。自分はこんなに気絶してしまいそうなほどドキドキしているというのに。

　彼は屋上のへりに向かって歩き始めた。

「用ってのはアルフェルムの話？」

「え、ええ。現在締結されている暫定和平条約を、もっと条件を詰つめた正式条約にしたいって」ルーシアはどうにか自分を落ち着かせて言う。「『使徒を作らせない』ってのは無理だけど、『人間側の許きよ認にん可かを取って行う』ってことでどうにかまとまりそうだから、貴方あなたに調印を行ってもらいたいって」

「奴やつらにしては妥だ協きようしたな」

「うん……でもその代わり魔族による統治区を十数か所設けるって……」

　彼は「ふん」と皮肉な笑いを漏もらす。

「その統治区ってのは『ゲート』の眠る地を含ふくんでいるんだろ？」

「そ、そうだけど、これはまだ暫定的なものよ。これでもずいぶんよくなるはずよ。何百年後かに開いてしまうかもしれないゲートのことより、今現在の世界を落ち着かせる方が優ゆう先せんされるべきだわ」

　彼はビルのへりの前で足を止めた。

「……と、アントネリの奴が言ったんだろ？」

「えっ!?」

「この話を君に持って来たのはアルフェルム本人じゃなくて、あいつの侍じ従じゆう長ちようのアントネリだろ？」

「ええ……そうだけど……」

　とそこまで言ったところでルーシアはハッとした。

「じゃ、じゃああいつ、貴方をハメるつもりで……」

「そういうことだ。この話はまだまとまってない。だいたい僕みたいな『主人殺し』が調印者で他の魔ま族ぞくがまとまるはずはない。気をつけろ、あいつは策さく士しだ。それにアロマの消滅を信じていない連中が妙な動きをしてるって噂もあるし……まあ僕も信じてないけどね」

　彼はルーシアの方を振ふり向いた。月を背に立つ彼の顔には微かすかに困こまったような苦笑いが浮かんでいた。「ホントに気をつけろよ」それはかつて自分に無理難なん題だいを押おし付けられてはあたふたしていた彼の面おも影かげを残していて、ルーシアの胸は締しめ付けられた。

「……じゃあ僕は行くから。乱らん暴ぼうにして悪かったな。ここにいるとさ、昔を思い出してナーバスになってしまうんだ。ここから色んなことが始まったからさ」

『貴婦人レデイ・ルージユの吾子バスタード』はコートを黒い翼つばさのようにはためかせ、夜の闇やみに身を躍おどらせた。

　微かな着地の音がし、彼の気配は夜の中に消えた。ルーシアはぺたんと冷たいコンクリートにへたり込んだ。

『昔を思い出してナーバスになってしまうんだ』

　しかしそれは普ふ通つうの人間だった日々の記き憶おくなどではないことをルーシアは知っている。それが指しているのはただ一人の女性のこと。あの赤あか髪がみの女性のことなのだ。あれからもう十年も過ぎたというのに、薫の心は一人の女性との思い出で埋うめ尽つくされている。

　ルーシアはローブの裾すそで頬を拭ぬぐった。

「……なによ馬ば鹿か。この世にいない女とどうやって戦えってのよ。勝てるわけないじゃない……」

　彼の赤い瞳はあの女性の残像しか見ていない。きっと、欲よく望ぼうに囚とらわれて他の女を抱だいてしまうときでさえも。さっきルーシアが、彼が衝しよう動どうに呑のみ込まれて行きずりの女を抱いてしまうことを腐くさしたら彼が驚おどろくほどの怒りを見せたのは、あの女性に捧ささげたはずの情を他の女にも向けてしまうことへの苛いら立だちなのだ。一人の女性に心の全てを捧げたのに、それを裏うら切ぎってしまう己おのれの肉体を呪のろっているのだ。そんなふうにまで愛されているあの女性にルーシアは猛もう烈れつに嫉しつ妬とした。

「……ううん」

　振り向いてくれない男のことを思ってめそめそと泣いているなんて、大貴き族ぞくの娘むすめルクレシア・グレンヴィルには相応ふさわしくない。欲ほしいものがあまりにも遠くにあるからって、諦あきらめて泣くなんて自分らしくない。空に輝かがやく月が欲しかったら、月まで飛んで行ってぶん取って来るのが自分の生き方だ。

　──負けるもんですか。

　ルーシアは立ち上がった。自分にはまだ時間がある。自分はもっともっと素す敵てきな女になれる。あいつが跪ひざまずいて求きゆう婚こんするような女になってみせる。いいえ、皺しわくちゃのおばあちゃんになったって、いつかあの唐とう変へん木ぼくのことを振り向かせてやるわ──。

　ルーシアは勢いよく階かい段だんを駆かけ下り始めた。赤いローブをたなびかせ、手にしたロッドを力強く振りながら。この夜のどこかにいる彼を追って。

　足取りは軽かろやかだった。これなら月にだって飛んで行けそうだ。

　彼はとてつもなく遠い所にいるように感じるけど、追いつけないはずがない。彼はどんな男の手も届とどかない所にいたあの孤こ高こうの女性に追いついて振り向かせたのだ。

　今度は自分の番だ。今度は自分が彼に追いついてみせる。

「……見てなさいよ、レイニー・ブラディミール」

　ルーシアは彼の心の中にいる恋のライバルに向かって高らかに宣せん戦せん布ふ告こくした。

「絶対にわたしはあいつのことを振り向かせてやるんだから！」



    

  
    
      
　あとがき






　物語の登場人物たちに別れを告げないといけないというのは著者として寂しいことですが、レイニーさんと薫かおるの物語は本編をもちまして終了します。

　実に足掛け４年。書き始めた頃にはＭＬＢシアトル・マリナーズにいた、カルロス・ギーエンもウィリー・ブルームクイストもユニエスキー・ベタンコートも他のチームに去ってしまい、登場人物に名前を拝借した選手でマリナーズに残っている選手がもう一人もいないというのが何とも時の流れを感じさせます。こんな刊行ペースの小説に最後まで付き合って下さった皆さんには感謝の言葉もありません。

　ここまで付き合って下さった皆さんが、私と同じよう、レイニーさんや我が君やアロマ様やヴァルデリー様たちと別れることに一いち抹まつの寂しさを感じていただけるのでしたら（……それにしても著者の趣味の分かる人選だ）、この物語はひとまずの成功と呼んでもらえるのかもしれません。

　最後に誠に勝手なお願いになりますが、ここから先の後書きは本編内でのネタバレも含んでいますので、どうぞ本編読了後にお読み下さい。

　　　　◇




　さて、仕切り直してはみましたが何を書きましょうか？　時間をかけて完結させた物語ですので色々と思い入れはあります。が、そういった思い入れを著者自身が後書きで熱弁してしまうと、物語に何か余計な『足』を描いているようにも思えます。

　そんなわけですので、周辺のちょっとしたエピソードを幾つか披ひ露ろうさせていただき、後書きに代えさせていただこうと思います。



【物語冒頭のフェイク】

　アロマ様が封印された書が物語の核となっていく……という構成は当初から決めていたので、あちこちに『存在しない本』が登場します。『外げ道どう祈き祷とう書しよ』からして夢ゆめ野の久きゆう作さくの短編「悪魔祈祷書」に登場する伝説の本から名前を拝借したものだし、『煉れん獄ごく３』で薫が読んでいる『人がみな狼だった時』という本のネタ元は（詳しく書くと人様の本のネタバレになるので割愛しますが）筒井康隆の『本の森の狩人』からです。

　で、実は『煉獄１』の冒頭にある旧約聖書の文句もフェイクです。『エゼキエル書』25章18節ということになっていますが、25章は14節までしかありません。

　映画『パルプ・フィクション』でサミュエル・Ｌ・ジャクソン演ずる殺し屋が人を殺す前に必ずこの本の25章17節とやらを諳そらんじるのですが、これは監督のタランティーノの大嘘。実はあの台詞せりふは聖書の文句などではなく、千ち葉ば真しん一いちの映画の文句だそうです（笑）。

　それにアメリカの映画評論家たちはみんな騙だまされ、「神への帰き依えがこの映画のテーマだ」などと大真面目に論じていた評論家もいた……というエピソードがすこぶる気に入ってしまい、私もちょっとやらせていただきました。

　あと『鍵キイ』にまつわるルーチンワーク（たとえば『煉獄３』でループする夢の世界から脱出する『鍵』はレイニーさんである……とか）もこっそりとやってますので、気が向きましたら再読するときにでも探してみて下さい。



【我が君とアロマ様と、それからその娘さん？】

　このお二人は読者の皆さんにも気に入ってもらえたようで、この二人を偏愛している著者としては作家冥みよう利りに尽きます。この二人がカップル（？）になると想像していた読者の方はほとんどいなかったでしょうが、私はかなり初期の段階から決めていました。いや、ホント、酷いことを考える作家です。我が君を大変気に入っていたボーイズ・ラブ好きの某知人女性にはとっても叱られました（いい加減、許して下さい……）。

　でも途中で変更されたこともあります。アロマ様が初登場する『煉獄３』では最後に「今度会うときは違う姿でしょうけど」とアロマ様はおっしゃってるわけですが、その台詞はなかったことになり、夢の世界のお姿のまま現世に降臨されます。

　それは著者が、ともぞさんのアロマ様のデザインに激しく萌えてしまったからです。

　しゃあないじゃんっ、萌えちゃったんだからっ。誰が損をするってんだいっ（まあ、お陰でその後のエロいシーンがヤバい感じになったわけですが。ともぞさん、ホントに色々とお疲れ様でした）。

　ちなみにお二人の間にはちゃんと娘さんが誕生しています。名前はアルフィナちゃんで、自分を「ボクはね……」と言うボクっ子です。同性にモテまくりで、父親譲りの悪あく癖へきが顔を覗かせているんですが、ふと出会った薫のことが気に入ってしまい、パパの小言を無視して薫に付きまといます。業ごうを煮やした我が君が薫の前に現れて「欲望のままに嫌がる相手を押し倒すなんてよくないと思わないかい？」とかすっかり心配性のパパで……

　いや、それはウソ。この後どんな物語があるかは著者も知りません（ただ、すっかりエロエロになった薫が活躍する外伝は書きたかったんですが、これだけは心残りですね）。



【『12月のベロニカ』との類似点】

　本シリーズは私のデビュー作『12月のベロニカ』をライト・モチーフに使っています。

　レイニーさんが自分がレディ・キィであることを知ったときの台詞は『ベロニカ』でハキュリーが『何が起きているか』を察したときの台詞と同じですし、『ベロニカの花』は『カパーラの火の花』と呼応しています。他にも探せば幾つか見つかると思います（過去編でレイニーさんがレイピアを使っているとか、登場人物名がメジャーリーガーとか）。

　まあ半分はこじつけのようなものですが、最初からこの構成は決めてたんですよ？　『ベロニカ』をお読みの方、お気づきでしょうか。雨の高架下で戦うこの物語のファースト・シーンは、レイニーさんが左腕を切り落とされているシーンで始まっていることを。

　　　　◇




　さて、ページも尽きましたので、ここらでフィナーレといきましょう。

『ベロニカ』は──読んでない方のために曖あい昧まいな言い方をすると──ある一つの役目が世代を経て継承される物語です。

　この物語もまた、あまりにも長くつらい人生を生きてきた一人の女性の役目が、物語の始まりではまだ未熟であった青年に継承されるところで終わります。

　これから薫には、もしかするとレイニーさんよりも長くつらい戦いの人生が待っているのかもしれません。彼には役目を代わってくれる人が現れそうにもないからです。ギーエンやリラフォード、長は谷せ川がわ司し祭さいやクラウディアさん、そしてルーシアともいつかは死に別れ、けどそれでも倒れることは許されず、孤独の中で戦っていくのでしょう。

　ここで物語は終わるのでその先はもう作者でも知るよしのない世界ですが、たまにはちょっとぐらい立ち止まって、自分の背を必死で追いかけて来ている金髪の癖っ毛の女性の存在に気づいてあげたらな……なんてことを著者は思います。

　彼女は、いつか貴方あなたがそうであったように、あまりに遠い所にいる人に追いつこうと息を切らせて駆けているのですから。



　　これは長い孤独の時間を生きた一人の女性の物語。

　　そして彼女に追いつこうとした一人の青年の物語。



　ここに到るまでを助けてくれた多くの皆さんと読者の皆さんにもう一度感謝を述べ、『エスクード』の幕を下ろさせていただきます。

　それではまた、次回作で。

貴子潤一郎　



    

  
    
      しやく熱ねつのエスクード４

DADDY, BROTHER, LOVER&LITTLE BOY



貴たか子ね潤じゆん一いち郎ろう
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